
 
 
このドキュメントについて 
 
このドキュメントは、アジレント・テクノロジー ウェブサイトによって、お客様に製品のサポ

ートをご提供するために公開しております。印刷が判読し難い箇所または古い情報が含

まれている場合がございますが、ご容赦いただけますようお願いいたします。 
今後、新しいコピーが入手できた場合には、アジレント・テクノロジー ウェブサイトに追加

して参ります。 
 

本製品のサポートについて 
 
この製品は、既に販売終了またはサポート終了とさせていただいている製品です。弊社

サービスセンターでは、この製品の校正は実施できる可能性があります（修理部品が不

要な場合など）が、その他のサポートはご提供いたしかねます。誠に恐縮ではございま

すが、ご理解願います。 
なお、この製品に関するその他の情報や、代替製品情報などは、弊社 電子計測 ウェブ

サイト  http://www.agilent.co.jp/find/tm にて、できるだけご提供しておりますので、ご利用

ください。 
 

訂正のお願い 
 
本文中に「HP」または「YHP」とある語句を、「Agilent」と読み替えてください。 

また、「横河・ヒューレット・パッカード株式会社」、「日本ヒューレット・パッカード株式会

社」とある語句は、それぞれ、「アジレント・テクノロジー株式会社」と読み替えてください。 

ヒューレット・パッカード社の電子計測、自動計測、半導体製品、ライフライフサイエンス

のビジネス部門は、1999年11月に分離独立してアジレント・テクノロジー社となりました。 

社名変更に伴うお客様の混乱を避けるため、製品番号の前に付されたブランドのみ 

ＨＰからAgilent へと変更しております。 

（例：旧製品名 HP 8648は、現在 Agilent 8648として販売いたしております。） 
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横河 ・ヒューレット・パッカード株式会社

許可なく複製、翻案または翻訳することを禁上します。

Copyright() Hewiett―Packard Company 1994
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MicrosOft corporation

All rights reserved.  Reproduction, adaptation,

or translation without prior written perlllission

is prOhibited.
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"HP 33120A FunctiOn Cenerator/Arbitrary WavefOrm cenerator User's Cuide"

(Part No.33120-90001)を翻訳したものです。

詳細は上記の最新マニュアルを参照してください。

o 本 書に記載した内容は、予告なしに変更することがあります。

● 当 社は、お客様の誤つた操作に起因する損害については、責任を負いかねますのでご了
承ください。

o 当 社では、本書に関して特殊目的に対する適合性、市場性などについては、一切の保証
をいたしかねます。また、備品、パフォーマンス等に関連した損傷についても保証いた
しかねます。

。 当 社提供外のソフトウェアの使用や信頼性についての責任は負いかねます。

・ 本 書の内容の一部または全部を、無断でコピーしたり、他のプログラム言語に翻訳する
ことは法律で禁止されています。

o 本 製品パッケージとして提供した本マニュアル、フレキシブル ・ディスクまたはテープ
・カートリッジは本製品用だけにお使いください。プログラムをコピーをする場合は
パックアップ用だけにしてください。プログラムをそのままの形で、あるいは変更を加
えて第三者に販売することは固く禁じられています。



操作にあたって

警告と注意

安全性に関する注意事項

本器は、安全クラスI(感電防止用アース端子付き)機 器です。電源を投入する前に、

本器の電源電圧設定が適切で、適切なヒューズが取り付けられているか確認してくださ

い。安全上の注意には必ず従つてください (下記の警告を参照)。 また、 「安全用記

号」で説明するマークにも注意してください。

電源を投入する前に、感電防止用ア
ース端子を電源コードの保護導線に必ず接続し

てください。電源プラグは、感電防止用アース接点を備えた電源コンセントだけに

接続しください。保護導線 (アース)の ない延長コ
ード (電源ケーブル)の 使用は

避けてください。2極電源コンセントの
一方を接地しただけでは不十分です。

整備点検に関する操作は、修理技術者のみを対象としています。感電事故防止のた

め、整備点検は資格のある人のみが行つてください。

単巻変圧器 (電圧降下用)を 介して本器を作動させる場合は、必ず共通端子を電源
のアース端子に接続してください。

感電防止用 (アース)導 体 (本器の内部または外部)の 断線、または感電防止用ア
ース端子の外れが生じると、感電事故が発生するおそれがあり、たいへん危険です。

感電防止機能が損なわれていると思われる場合は、ただちに電源を切り、使用を中

止してください。

同じ電流定格、電圧定格で、同じ種別 (ノ
ーマル ・プロー、タイム ・ディレイな

ど)の ヒューズのみを使用してください。修理したヒユ
ーズや短絡したヒューズホ

ルダは使用しないでください。感電や火災につながり危険です。

可燃性のガスや煙のある場所で、本器を使用しないでください。このような環境で

電気機器を使用すると、たいへん危険です。

本器の部品を交換したり、許可なく改造を加えたりすることは絶対に避けてくださ
い 。

本書に記載されている調整は、保護カバーを取り外し、本器付属の電源を使用して

行います。多くのポイントに有効エネルギ
ーが存在しているので、接触すると事故

につながり危険です。

本器内部の調整、点検、修理はできるだけ避けてください。どうしても必要な場合
は、事故防止のため、必ず資格のある技術者が行うようにしてください。

電源を切った後、本器内部のコンデンサが電荷を帯びていることもあります。
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警告

注意

安全用記号

取扱説明書マーク。取扱説明書を参照する必要のある個所には、製品のパネルにこのマ
ークが印刷してあります。

人体に危険な電圧であることを示します。

アース(接地)端子であることを示します。

端子がシャーシに接続されています。

交流

直流

警告記号は、危険であることを示しています。この記号のある個所に記した手順や
行為などは、正しく実行しなかったり、守らなかったりするとたいへん危険です。
指示されている条件を完全に理解し、この条件に対応できるまで、警告記号を無視
して先に進まないでください。

注意記号は、危険であることを示しています。この記号のある個所に記した手順や行為
などを、正しく実行しなかったり守らなかった場合には、本製品の一部またはすべてに

損傷を与えたり、破壊したりするおそれがあります。指示されている条件を完全に理解
し、この条件に対応できるまで、注意記号を無視して先に進まないでください。
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陣

HP 33120Aは、任意波形機能を内蔵する高性能の15MHzシンセサイズド・ファンクション・

ジェネレータです。本ファンクション・ジェネレータは、ベンチ ・トップ機能とシステム機
能の組み合わせにより、将来にわたってさまざまな試験条件に幅広く対応できるソリュー

ションとなっています。

便利なベンチ ・トップ機能

0 10種 類の標準波形

。 12ビ ット、40Mサンプル/秒 の任意波形フアンクションを内蔵

・ 操 作が簡単なノプによる入力

・ 見 やすい真空蛍光デイスプレイ

・ 機 器の各種ステートのストア機能

● 堅 牢な、滑りどめ加工の脚付き携帝用ケース

柔軟なシステム機能

● 4個 のダウンロード可能な16,000ポイントの任意波形メモリ

。 HP―IB(IEEE-488)インタフェースおよびRS-232インタフェースを標準装備

O SCPI(プ ログラム可能な測定器の標準コマンド)と の互換性

。  Microsoft O WindowsTM 3.1「lHP 3481lA  BenchLi』 υttrb Waveform CeneratiOn ソフ ト
ウェアをオプション装備

HP 33120Aフ ァンクション ・

ジェネレータ/ア ービタリ・

ウェTブ フォーム0ジェネレータ
Manuai Part Number : 33120-90413
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前面パネルの概要

①

喘
_¬
デ
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ⅧP田蹴「高謂

□ □ □ □ 日 □

・
P _  ′ 特  慟 町

□ □ 日

ファンクション/変 調キー

メニュー操作キー

波形変調キー

シングル/内 部 トリガ・キー

(バーストと掃引のみ)

1

2

3

4

量=0□ ,□ ・日 ●日 0□ .□ 胴

機器ステー トのリコール/ス トア・キー

数値入カキー

シフト/ロ ーカル ・キー

数値 「単位」入カキー

嗜
①
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前面パネルからの数値入力

つぎの3つの方法を使って、前面バネルから数値を入力することができます。

ノブと矢印キーを使って表示された数値を変更

〔,1〕

[КI〕

矢印キーを使って各桁を変更

+

[^]

[■〕

[|}]

[K:|

点滅している桁の数値を増分

点減している桁の数値を減分

点減している桁の右に移動

点減している桁の左に移動

「数値入力」モードを使って、数値と単位を入力

□ :鵠

□ ‰

□ ‰

□
議 3 F a

日
―

単位を指定する必要がない場合は、
覧nterilを押します(川レベル、オフセッ
ト、%デューティ、およびステー トのス
トア/リ コール)。



前面パネル ・メニューの概要

メニューは、 3レベルの トップ ・ダウン ・ツリー構造になっています。

メニューを表示するには、以下のキーを押します。
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□

□
左右への移動囲 F〕 日  上

下への移動

コマンドを入力するには、以下のキーを押します。

E~]

A:mDu:ation(変 調)メニュー

l:Ar, $fAFE * 2:m sruRce ') 3:ru snpr t 4:BURsr ofr t 5:iln$ mrc +

、   6:BURSI PHAS ●   7:BURST SRC ●  8:FSK FREQ 0 9:FSK RATE ●  10:FSK SRC

B翻 岬(掃引)メニュー

l:START F● 2:STOP F● 3:SIP T:雁 ● 4:StP HODE

A:HOD“ E■0 ‐  B gWP ttE■0 ‐ C:EDr‖ E■0口● D:873‖E■0 ⇒ E::′0麟Elll ⇒  F:(VL“ EHU

lM別 旺 ‐ 2川 SOtntE‐

C:ED:T(編 集)メニュー*

1 : N E W  A R B● [ 2 : P O : N r S ]● [ 3 : L : N E  E D : T ]●[ 4 : P O I N「E D I T ]● [ 5 : i N V E R T ]ゆ

、  [6:SAVE S]● 7:DELETE

*角括弧([])で日まれたコマンドは、日 湘 コマンドを選択して、新しい編集作業を開始するまではメニューに表示されません。

D : S Y S t e m (システム)メニュー

110Lrr IRPa●  2:PO「 R ON● 3:ERROR● 4:TESr●  5:00M●  6:REV:S:側

E::nput/Output(入 出力)メニュー

1:HP:B ADDR●   2::NTERFAI d)  3:BAUD RATE ●   4:PAR:TY J〉   5:LANQjAG

F:“ Libration(校正)メニュー*

1:SalRED●  [1:U「JEQIRED]●  [2:GttiBRATE]●  3:CAL ttNF● 4:Ⅲ田訥∝

*角括弧([])で囲まれたコマンドは、本器の校正を行うためにШ領側旺Dが選択されていないとメニューに表示されません。
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ディスプレイ ・アナンシエータ
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Slift

h

本器はリモート・インタフェースを介 しリスンまたはトークにアドレス指定されています。
本器はリモート・モード(リモート・インタフェース)に設定されています。
本器は、シングル ・トリガまたは外部 トリガ(バースト、掃引)待ちの状態にあります。
川変調がイネーブルになっています

FM変調がイネーブルになっています。

本器は、外部変調信号源(AH、FSIK、バースト)に設定されています。
困K(周波数十シフト・キー)変調がイネーブルになっています。
バースト変調がイネーブルになっています。

掃引モードがイネーブルになっています。
ハードウェアまたはリモート・インタフェースのコマンド・エラーが検出されています。
オフセット電圧で、波形を出力中です。
・
Slift"キーが押されています。オフにするには、

'thift!]を
もう一度押します。

"Enter詢
油軒
1'モードがイネーブルになっています。ディスエープルにするには

"飾
iftOnce:"を 押します。

任意波形機能がイネーブルになっています。

正弦波機能がイネーブルになっています。

方形波機能がイネープルになっています。

三角波機能がイネープルになっています。

ランプ波機能がイネーブルになっています。

柿
ヽ
％
ヽ
［

デイスプレイ・アナンシエータを表示するには、本器を Shit を 押しながらオンにします。
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外部 トリガ″ヽ/バースト変調入力端子
情L:B(!EE-488)インタフェース・コネクタ

R鉾232インタフェース ・コネクタ

1 シ ャーシ・グランド

2 電 源ヒューズ ・ホルダ・アセンブリ

3 電 源電圧設定値
4 AH変 調入力端子

つぎの場合は、前面パネルの入出カメニューを使います。
●IP 13インタフェースまたはR9232イ ンタフェースの選択(第4章 を参照)
。P―IBバス・アドレスの設定(第4章 を参照)
O RS232ボーレー トおよびパリティの設定(第4章 を参照)

¨̈̈（^̈れ〓
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本書の内容

クイック・スタート 第 1章では、本器を使用するための準備を行います。と同時に、前
面パネルのいくつかのファンクションにも慣れることができます。

前面パネル ・メニュー操作 第 2章 では、前面パネル・メニューを紹介し、本器のいくつ
かのメニュー機能について説明します。

特長および機能 第 3章では、本器の機能および操作について詳細に説明します。前面バ

ネルから、あるいはリモート・インタフェースを介して本器を操作するうえで、本章が役に
立つはずです。

リモート・インタフェース・リファレンス 第 4章 には、リモート・インタフェースを介
して本器をプログラミングする際に有用な参照データがあります。

エラー ・メッセージ 第 5章 には、本器の使用中に表示されるエラー・メッセージのリス
トがあります。各リストにある情報を使って、 トラブルを診断、解決することができます。

アプリケーション・プログラム 第 6章 には、リモート・インタフェースのアプリケー

ション・プログラムがいくつか記載され、ユーザーがアプリケーション・プログラムを書く
ときの助けとなります。

学習 第 7章では、信号発生テクニックおよび変調テクニックの基本を説明します。

仕様 第 8章 には、本器の仕様があります。

本器の操作については、最寄りの当社営業所にお問い合わせください。
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目次

1 ク イック ・スター ト

ファンクション・ジェネレータの準備 15

ファンクション・ジェネレータがオンにならない場合

キャリング・ハンドルの調節 18

出力周波数の設定 19

出力振幅の設定 20

DCオ フセット電圧の設定 21

デューテイ・サイクルの設定 22

ス トアした任意波形の出力 23

DC電 圧の出力 24

機器ステートのストア 25

フアンクション・ジェネレータのラックヘの設置 27

2 前 面パネル ・メニュー操作

前面パネル ・メニュー ・リフアレンス 31

前面パネル ・メニューの学習 33

出力端子の選択 40

変調した波形の出力 41

FSK波 形の出力 44

バースト波形の出力 47

周波数掃引の出力 49

バーストまたは掃引のトリガ 51

コンマ ・セパレータのオフ 52

3 特 徴および機能

出力構成 55

振幅変調(AM)71

周波数変調(FM)76

バースト変調 81

周波数シフト・キー(FSX)変 調 90

周波数掃引 94

卜:リガ  98

任意波形 103

システム関連操作 109

リモート・インタフェース構成 114

校正概要 H8

電源投入時のステートおよびリセツト
・ステート 123



4 リ モー ト・インタフェース ・リファレンス

SCPIコマンド・サマリ 127

簡易プログラミング概要 136

想比yコ マンドの使用法 138

出力構成コマンド 145

AM変 調コマンド 154

FM変 調コマンド 157

バースト変調コマンド 160

周波数シフト・キー(FSK)コ マンド 167

周波数掃引コマンド 170

任意波形コマンド 174

卜:タガ  186

システム関連コマンド 188

校正コマンド 193

RS-232イ ンタフェース構成 195

RS-232イ ンタフェース・コマンド 200

SCPIス テータス ・レジスタ 201

ステータス ・レポート・コマンド 209

SCPI言 語の紹介 2H

進行中の出力の停止方法 216

HP IBア ドレスの設定 217

リモート・インタフェースの選択 218

ボーレートの設定 219

パリテイの設定 220

SOI準 拠情報 221

1EEE-488準拠情報 225
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

エラー・メッセージ

実行エラー 229

セルフ・テスト・エラー 237

校正エラー 238

任意波形エラー 240
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6 ア プリケーション・プログラム

HP BASIC言語プログラム 244

C言 語プログラム 244

QuickBASIC言語プログラム 247

APPLyコ マンドの使い方 248

低レベル ・コマンドの使い方 252

HP―IBを 介して任意波形をダウンロードする方法 255

ステータス ・レジスタの使用法 261

RS-232を介して任意波形をダウンロードする方法 267

7 学 習

ダイレクト・ディジタル ・シンセシス 273

信号異常 276

任意波形の生成方法 278

出力振幅コントロール 280

フローティング信号発生器 282

AC信 号属性 283

変調 287
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出力特性 298

変調特性 299
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システム特性 299
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クイック ・スター ト



クイック 0ス ター ト

ファンクション・ジェネレータを使うためには、まず前面パネルに慣れることが必要です。

本章の練習問題を通して測定のための準備を行い、前面パネル操作のいくつかを学習するこ

とができますも

前面パネルには2列のキーがあり、いろいろなファンクションや操作を選択することができ

ます。ほとんどのキーには 「シフトした」ときのフアンクションが青色で、キーの上部に印

刷されています。シフトしたファンクションを実行するには、 Shi■ を押し(Shiftアナン

シエータが点灯します)、さらに希望のラベルのキーを押します。たとえば、AM(振幅変調)

を選択するには、 歴 hiコ胚M]( ～  キ
ーのシフトしたファンクション)を押します。

誤つて Shinを 押してしまった場合、もう
一度そのキーを押すだけでShiftアナンシエー

タがオフになります。

ほとんどのキーには、キーのとなりに緑色で数字が印婦1されています。数値モードをイネー

プルにするには、 Enter Number を 押 し(Numア ナンシエータが点灯します)、さらに、

希望のラベルが横に付いているキーを押します。たとえば、数字の
"10"を
選択するには、

E n t r  N u m b e r  □ 回 (匝 国 と R e c翻 キ
ー)を押 します。

誤つて Enter Numberを押 してしまった場合、 Shit Canceiを 押すだけで、Num

アナンシエータがオフになります。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



Chapter l Quick start

:fthe function generator does notturn on

最寄

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

If the function generator does not turn on

Use the following steps to help solve problems you might experience
when turning on the function generator. If you need more help, see the
Seruice Guide for instructions on returning the function generator to
Hewlett-Packard for service.

Verify that there is ac power to the firnction generator.

First, verify that the function generator's Power switch is in the
"On" position. Also, make sure that the power cord is firmly plugged into
to the power module on the rear panel. You should also make sure that
the power source you plugged the function generator into is energized.

Verify the power-line voltage setting.

The line voltage is set to the proper value for your country when the
function generator is shipped from the factory. Change the voltage
setting if it is not correct. The settings are: 100, 72O,220, or 240yac
(for 230 Vac operation, use the 220Yac setting).

See the nert page ifyou need to change the line-uoltage setting.

1灯し

i時)、

□

:れま

した

VeH″ that the powerttl i ne fuse is g00d。                場 合

The function generator is shipped■ om the factory with a 500 mAT fuse    に 返

installed.This is the correct fuse rbr a11 line vOltages.

Sca ιんθれθχι pagοィyο“れθθα ιο cんαtte′んθpο″er‐Jじれοルse.

To replace the 500 mAT fuse, order HP part number 2110-0458.
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

ファンクション ・ジェネレータがオンにならない場合

本器に電源を入れたときに問題が発生した場合には、つぎの手順で解決します。問題が解決

できなかった場合には、 rService CuideJの説明に従つて本器を当社に返送し、修理を受

けてください。

1 本 器にAC電源が入っていることを確認します。

まず、本器のスイッチがオンになつているか確認します。また、電源コードが裏面パネルの

パワー。モジュールにしっかりと差し込まれていることも確認します。さらに、本器のプラ

グを差し込んだ電源が通電していることも確認してください。

2 電 源ライン電圧の設定を確認します。

ライン電圧は、工場出荷時にそれぞれの国に合つた適切な値に設定されますが、設定が正し

くない場合は電圧を変更してください。設定値は、1∞、120、220、240VACのいずれかで

す(230VACで操作する場合は、220VAC設定を使います)。

ライン電圧の設定を変更する場合は、つぎのページを参照してください。

3 正 しい電源ライン・ヒューズが取り付けられていることを確認します。

工場出荷時に、それぞれの国に合つた正しいヒューズが取り付けられます。1∞VACまたは

120VACにおける操作には、500献Tヒユーズを使用します。220(230)VACまたは240VACにお

ける操作には、250mATヒューズを使用します。

電源ライン・ヒューズを変更する場合は、つぎのベージを参照してください。

500MTヒ ューズを取り替えるときは、

250MTヒ ューズを取り替えるときは、

P部 品番号2110-0458で注文してください。

IP部品番号2110-0817で注文してください。
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■
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. t

Chapter 1 Quick Start
lf the function g.n.ntor doc not turn on

3 Rotate the line-voltage selector until the
correct voltage appears in the window.

1OO, 12O, 22O (23O\, ot 24O Vac

2 Remove the line-voltage selector {lom
the assembly.

Fuse: 500 mAT (for all line voltages)
HP Part Number: 2110-0458

4 Replace the fuse-holder assembly in
the rear panel.

ヽ
カ

Verify that the correct line voltage is selected and the power-line fuse is good.

I Remove the power cord. Remove the
fuse-holder assembly from the rear panel.

②ヽ
ぼ嗚飢ｒ①
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キャリング ・ハン ドルの調節

ハンドルの位置を調節するには、ハンドルの両側を持つて外側に引っ張ります。次に、希望

の位置までハンドルを回します。

ベンチ ・トップで見るときのハンドルの位置 携帯時のハンドルの位置

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Freq

Enter Number

回 □ □

因 xЪp

出力周波数の設定

履F書懲し1論た場踏嬰訂『箪梶襲寡翠」ま彎7で
l`k厖虹難を助します。つぎ

周波数変更モードをイネーブルにします。

表示されている周波数は、電源投入時の数値または前回選択した周波数です。ファンクショ

ま高省冒裏象集鳥嬌ヒ弱警写警
値が新しいファンクションに対して有効な場合には、そのま

1.00o′ ooo′ O KHz

希望の周波数値を入力します。Cソ

Numア ナンシエータが点灯 し、
"酬
πR NUld"がディスプレイで点滅して数値モー ドがイ

ネープルになっていることを示します。

数値モードを取り消すには、 鍋 ift cance: を押します。

希望の数値に対し単位を設定します。

巽票ぜλ発昌復製ほ殺e奈留勇I免讐子Fヽ
単位を選択します。単位を選択するとすぐに、

■.200′ ooO′ O MHz

ノブと矢印キーを使って数値を入力することもできます。
詳細については、3ページの 「前面パネルからの数値入力」を参照してくださぃ。

1.2
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A m p l

Enter Number

□ 回

kHz
m Vrms

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

一□

出力振幅の設定

電源投入時、本器は、 100mVp―pの振幅(500終 端)で正弦波を出力します。つぎに、振幅を

50mVrmsに変更する手順を示します。

振幅変更モードをイネーブルにします。

表示されている振幅は、電源投入時の数値または前回選択した振幅です。フアンクションを

変更するときに、現在の数値が新しいフアンクシヨンに対して有効な場合には、そのまま同

じ振幅が使用されます。

100.O  mvPP

希望の振幅値を入力 します。 電)1

Numア ナンシエータが点灯し、
"ENrER NllM"が

デイスプレイで点滅して、数値モ
ードがイ

ネープルになっていることを示します。

レ ル″形 後
れ 離 モードを取り消すには、 助Ht  C a n c e :を押します。

3 希 望の数値に対し単位を設定します。

前面パネルの右側にある矢印キーを使つて、単位を選択します。単位を選択するとすぐに、

表示された振幅で波形が出力されます。

50.00  mvRMS

ノブと矢印キーを使って数値を入力することもできます。

詳細については、3ベージの 「前面パネルからの数値入力」を参照してください。

50



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

O f f s e t

Enter Number

□ □ □ □

Shift

□ 鷲rms

DCオ フセッ ト電圧の設定

電源投入時、本器は、0ボルトのDCオフセット(50Ω終端)で正弦波を出力します。つぎに、
オフセットを-1.5mVDCに変更する手順を示します。

オフセット変更モードをイネーブルにします。

表示されているオフセットは、電源投入時の数値または前回選択したオフセットです。ファ
ンクションを変更するときに、現在の数値が新しいファンクションに対して有効な場合には、
そのまま同じオフセットが使用されます。

+0.000 vDC

希望のオフセット値を入力します。CP

Numア ナンシエータが点灯し、
"EMER NIM'が

ディスプレイで点滅して、数値モードがイ
ネープルになっていることを示します。また □ により、表示値を+と ―で切り替えます。

―■.5

数値モー ドを取り消すには、 slift cance: を 押 します。

希望の数値に対 し単位を設定 します。

この時点で、本器は、表示されたオフセットで波形を出力します。
が点灯し、オフセットのある波形が出力中であることを示します。
以外の場合はすべて、このアナンシエータが点灯します。

Of f s e tアナンシエータ

オフセツト値が 0ボルト

-0■ .50   mVDC

ノブと矢印キーを使って数値を入力することもできます。

詳細については、3ベージの 「前面パネルからの数値入力」を参照してください。



「L

Shi■. %Duty

Enter Number

日 □

E n t e r

デューティ・サイクルの設定

方形波のみに適用されます。電源投入時、方形波のデュ
ーテイ・サイクルは50%で す。方

形波のデューテイ・サイクルは、20%か ら80%ま で(周波数が 5 MHzを超えている場合は

4いから60%まで)、1%刻 みで調節することができます。つぎに、デュ
ーティ ・サイクル

を45%に 変更する手順 を示 します。

方形波ファンクションを選択します。

rL」 アナンシエータが点灯して、方形波フアンクションがイネ
ープルになっていることを

示します。

デューティ・サイクル変更モードをイネーブルにします。

表示されたデューティ・サイクルは、電源投入時の数値または前回選択した数値です。

50 3 DUTY

メッセージは、ディスプレイに約10秒間表示されます。必要に応じて、この手順を繰り

返します。

希望のデューティ・サイクルを入力します。αン

N u mア ナンシエータが点灯 し、
" E N T E R  N U M "が

ディスプレイで点滅して数値モードがイ

ネープルになっていることを示します。

数値モードを取り消すには、 飾 ift Cance: を押します。

表示されたデューティ・サイクルで波形を出力します。

45 t DUTY

1ノ ブと矢印キーを使って数値を入力することもできます。

詳細については、3ベージの 「前面パネルからの数値入力」を参照してください。
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■
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■

■

■

■

■

S h i t  A r b  L i s t

□ □

E n t e r

ス トアした任意波形の出力

不揮肇性
メモリにストアされた5個の内蔵任意波形を使用することができます。これらの波

彩嵯レ電写諒竃色l与 竃戦 t〔 =。

とができます。つぎに、 陽旨数立ち上がり」波

任意波形のリス トを表示 します。

リストには5個 の内蔵任意波形(sin(x)/x、 ネガティプ ・ランプ、指数立ち上がり、指数
立ち下がり、および′し、電図波)があります。リストには、4個 までユーザ定義の任意波形名
を入れることもできます。このレベルの最初の選択肢は

'SINC"で
す。

SINC

メッセージは、ディスプレイに約10秒間表示されます。必要に応じて、この手順を繰り
返します。

De RiSEまで移動します。Cン

EXP RISE

表示された任意波形を選択して、出力します。

Arbア ナンシエータが点灯し、任意波形の出力を示します。波形の周波数、振幅、およびオ
フセツトは、変更しないかぎり現在の設定値が使用されます。

選択した波形が、巨『ロ キ
ーに割り当てられています。このキーを押すと、選択した任

意波形が出力されます。

1ノ プを使って、リストの選択肢を左右にスクロールすることもできます。
詳細については、3ベージの 「前面パネルからの数値入力」を参照してくださぃ。
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■
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■

■

■

■

■

■

■

■

DC電圧の出力

波形のほか、レンジ±5VDC内(50Ω終端)のDC電圧も出力することができます。つぎに、

+155mmCを 出力する手順を示します。

1 ど れか1つファンクシヨン。キーを押し、2秒以上押し続けます。

DC電圧モードにするには、最上列にあるフアンクション
・キーのどれか1つを押し、2秒

以上押し続けます。表示された電圧は、電源投入時の数値または前回選択したオフセツト

電圧です。

DCV

+0.000  vDC

Enter Number   2 希 望の電圧値を入力します。 C)1

□ □ □       Numア ナンシエータが点灯 し、
"ENπ
R NUM"がデイスプレイで点滅して数値モードがイ

ネープルになっていることを示します。

■55

数値モードを取り消すには、 飾 ift Cance: を押します。

Shn       3 希 望の数値に対する単位を設定します。

□鷲rms  ふ9野λ萱りLtti穿ウ[顧繊勢)諦膠 ミ言Iこ質業と曇。
オフセツト値が0ボ ルト以外の場合には、アナンシエ

ータが点灯します。

十■55.O mvDC

ノブと矢印キーを使って数値を入力することもできます。

詳細については、3ベージの 「前面パネルからの数値入力」を参照してください。

24



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

S h i  t t o r e

E n b

□

機器ステー トのス トア

不揮発性メモリに3個 まで、異なる機器ステートをストアすることができます。これにより、
前面パネルからのわずかなキー操作だけで測定器全体の構成をリコールすることができます。
つぎに、ステー トのス トアおよびリコールの手順を示 します。

本器を希望の構成にセットアップします。

ステート・ストア機能によつて、変調パラメータをはじめ、ファンクション、周波数、振幅、
DCオフセット、およびデューティ・サイクルが 「記憶」されます。

ステー ト・ス トア ・モー ドをオンにします。

測定器の構成をストアする際、3個 のメモリ(番号 1、 2、 3)力汗り用可能です。測定器の構
成は不揮発性メモリにストアされるため、電源がオフになっている間も記憶されています。

STORE ■

メッセージは、ディスプレイに約10秒間表示されます。必要に応じて、
返します。

機器ステートをメモリ「2」にストアします。(N

上向きおよび下向き矢印キーを使つてメモリを選択します。

この手順を繰り

STORE 2

ストア操作を取り消すには、 slli ft store をもう一度押すか、または10秒後にディ
スプレイがタイムアウトになるのを待ちます。

機器ステートをセープします。

機器ステー トがス トアされます。ストアしたステー トのリコールについては、つぎの
ベージを参照してください。

lノブ、または「数値入力」モードを使って、メモリを入力することもできます。
詳細につぃては、3ベージの「前面バネルからの数値入力」を参照してください。
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R e c a ! !

E n t e r

ステー トが正 しくス トアされたことを確認するため、ステ
ー トをリコールする前に

電源をオフにしてみてください。

ス トアした機器ステー トをリコールします。

ストアしたステートをリコールするには、先にステートをストアしたのと同じメモリを使用

する必要があります。上向きおよび下向きの矢印キ
ーを使って、表示されたストア場所を変

更します。

RECALL 2

リストア操作を取り消すには、 Reca:: を もう一度押します。

メッセージは、ディスプレイに約 10秒間表示されます。必要に応じて、この手順を繰り

返します。

機器ステートをリストアします。

これで本器は、前ページで設定値をストアしたときと同じステートに構成されているはずで

す。

電源をオフにすると、本器は自動的にそのステートをメモリ「0」にストアします。
パワー ・ダウン時のステー トをリコールすることはできますが、そのステ

ー トを前

面パネルからメモリ「0」にストアすることはできません。

SYSメニューにあるPCMR tt ENABl_Eコマンドを使 うと、電源をオンにしたとき自

動的にパワー ・ダウン時のステー トをリコールします。前面パネル ・メニュ
ーの詳

細については、第 2章 を参照 してください。
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ファンクション ・ジェネレータのラックヘの設置

3種類のオプシヨン・キットのうちの1つを使って、本器を標準19インチ ・ラック・キャ
ビネットに取り付けることができます。各ラック・マウント・キットには、説明書と取り付
け用ハードウェアが付属しています。同サイズのHPシステムHの 測定器であれば、
HP 33120Aフアンクション・ジェネレータのとなりに取り付けることが可能です。

本器をラックに取り付ける前に、キャリング・ハンドル、および前面と裏面のゴム製バ

ンパーをはずします。

ハンドルをはずすには、ハンドルを垂直にたて、両端を外側に引っ張ります。

ノロ一̈

¨

¨

一
一

回

□

Ｔ

□

日

馬

前 面

ゴム製バンパーをはずすには、

裏面(底面図)

角を引き伸ばしてからずらしてはずします。
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ラックに測定器を単体で取り付ける場合、アダプタ。キット5062-3972を注文してください。

ラックに2台の測定器を並べて取り付ける場合、ロック・リンク・キット5061-9694およびフ

ランジ。キット5062-3974を注文してください。

1台または2台の測定器をスライド式のサポート・シェルフにインストールする場合、
シェルフ5062-3996およびスライド・キット1494-0015(および単体の測定器には、フィ
ラー・パネル5062-4022)を注文してください。
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前面パネル ・メニュー操作

前面パネルの基本的なファンクションには慣れていただけたはずです。第 1章では、使用に

あたって本器を準備する方法、および前面パネルのフアンクションのいくつかについて説明

しました。操作にまだ慣れていない場合には、第 1章 「クイツク・スタ
ート」(13ページよ

り)を読むことをお勧めします。

第2章では、前面パネル ・メニューの使い方を紹介します。本章には、各前面パネル ・キ
ー

やメニュー操作についての詳細な説明はありませんが、前面パネル ・メニュ
ーと多くの前面

パネル操作に関する概要が述べられています。本器の機能と操作についての詳細は、第3章

「特長および機能」(53ページより)を参照してください。
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1:START F● 2:STOP F■ )3:冊 T:ME● 4:Stt MODE

1: START F

2 :  S T O P  F

3 :  冊 T :歴

4:  StP ‖ODE

C : E D : T (書調[ )メニュー *

B:SSP(掃 弓|)メニュー

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

前面パネル ・メニュー

A:HODu:ation(変調)メニュー

リファレンス

1:川 SIPE●  2:AM∞ 疇∝ ● 3:FM S「IAPE● 4:BUR釘 04T● 5:BLRST RATE●

ヽ 6:BUR釘 田熔 o7:BllRtt SRC●  8:FSC FREQ●  9:FSC RATE●  10:FSC SRC

1 :川 釧 唖

2: AM晦

3:  FM SHAPE

4:  BURST CNT

5: BIRtt RATE

6:BIRSI P「 E

7:  BURST SRC

8:FⅨ  REQ

9:円 K RATE

10:FSC S田

AM変調波形の形状を選択します。

内部AM変調信号源をイネーブルまたはディスエーブルにします。
FM変調波形の形状を選択します。

各パーストのサイクル数(1～ 50,000サイクル)を設定します。
内部バースト信号源のパースト・レートを単位Hzで設定します。
バーストの開始位相角度(-360～ +360度 )を設定します。
バースト変調の内部または外部ゲート信号源を選択します。
円K「ホップ」周波数を設定します。

内部Fgcレートを搬送波と麒 周波数の間で選択します。
F鍬レートの内部または外部信号源を選択します。

掃引のスタート周波数を単位Hzで設定します。

掃引のストップ周波数を単位H2で設定します。

掃引の繰返し速度を秒単位で設定します。
リニア掃引またはログ掃引を選択します。

l: lft ARB + [2: potNrs] + [g: LtrE EDIT] + [4: potMr EDrT] + [5: tNvERT] +

ヽ  [6:uVE AS]● 7:DELETE

1: EW ARB   新 規のarb波形を作成、または選択したarb波形をロードします。
2: PO:NrS    新 規波形のポイント数(8～ 16,000ポイント)を設定します。
3: L:に ED:T  arb波 形の2ポ イント間のリニア補間を実行します。
4: PO:N「ED:T  選 択したarb波形の各ポイントを編集します。
5: lMRT    選 択したarb波形を、各ポイントの符号を変えて反転させます。
6: SAVE S   現 在有効なarb波形を不揮発性メモリにセープします。
7: DELFrE    不 揮発性メモリから選択したarb波形を削除します。

*角括弧([])で囲まれたコマンドは、隆‖綸Bコマンドを選択して新規編集作業を開始するまではメニューに表示されません。
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D:SYStan(シ ステム)メニュー

1: OUT IRM ●  2: POn ON ●  3: ERROR ●  4: TEST ●  5: ―  ●  6: REViSiON

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

F:mttbration(校 正)メニュー

E:input/Output(入出力)メニュー

1: HPIB ADDR ●  2: :NTERFACE ●  3: BAUD RATE O PAR:TY ●  5: LANalAC

Q r r副

P h R側

E R R O R

T S r

咄

REViSiO‖

1 : P : B  A D D R

2: !rrERFAr

3:鵬 D RATE

4 : P A R : T V

5: LANGUハGE

出力の終端(50Ωまたは高インピーダンス)を選択します。

パワー・ダウン時のステートの自動リコールをイネーブル

またはディスエーブルにします。
エラー待ち行列から(20エラーまで)エラーを検索します。

完全セルフ・テストを実行します。

各桁の間のコンマ表示をイネーブルまたはディスエーブルにします。

本器のファームウェア改訂コードを表示します。

PЧ Bバス ・ア ドレスを設定します(0～30)。

P―:BインタフェースまたはRS-232インタフェースを選択します。

RS⊇32操作のポーレートを選択します。

RS-232操作の偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなしを選択 します。

インタフェース言語、ま測 を確認します。

1:SaRED●  [1:園 騨anED]●  [2:G肛 lBRATE]●  3:CAL mN「 ● 4:雁 SⅦ は

Шヨ凛 ED

帆 lBRATE

帆 COtWr

嶼

本器は校正ができないように保全されています。保全状態を解除するには

コードを入力します。

本器を校正するために保全状態が解除されています。保全状態にするには、

コードを入力します。

各校正を実行します。trusoREDが選択されていなければなりません。

本器の校正回数を表示します。

リモート装置から入力した校正ストリングを(11文字まで)表示します。

*角括弧([])で囲まれたコマンドは、校正のために¨ を選択しないとメニューには表示されません。
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前面パネル ・メニューの学習

本項では、前面パネル・メニューの使い方を順を追って説明します。この学習例に目を通し
て、メニューの構造と操作に慣れることをお勧めします。

1裏薄ゴrfttr.専ξ」後κ免ご箇蹴ζ《秩了ま¬貯慧
力;fttκ釜集脹誓liT観臨諭ゴ窯窯Σぎ鮒殿ょ¥Fか

の選択肢が

メニューは、 3レ ベルの トップ 。ダウン ・ツリー構造になっています。

メニューをオンにするには、 Shn匝 正nu on/0コを押します。

メニューをオフにするには、 Shn匝 藝nu on/0コを押します。

0 メ ニュー ・コマンドを実行するには、 Enterを 押します。

最後に実行したメニュー・コマンドをリコールするには、歴亜]Reca‖Menuを押
します。

0 変 更内容をセープせずに随時メニューをオフにするには、 shn cancei を 押 します。
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メニューの使用中に表示されるメッセージ

TOP CF HNU 「 メニュー」レベルで [コ を押した場合に表示されます。現在メニューの
一番

上のレベルにいるので、これより上に行くことはできません。

メニューをオフこす引副よ団
:テ彗景計ギ電下認k丸1特費2ヒ↑

ノ
圏靱を移動するには、□ または□ を押します(

す。

KNIJS 「メニュー」レベルにいます。選択肢を表示するには、□ または□ を押します。

翌戦にごF甦ゴ警拠哨 1席腿プ
したメニュー・グループ内のコマン躍択肢を

躙
田

□ 壁 lfttt統 瞥乳
ま`す。選択したコマンドのパラメータを表示 ・編集す

ENU 80TTm 「 パラメータ」レベルで [ヨ を押 した場合に表示されます。現在メニュ
ーの一

番下のレベルにいるので、これより下に行くことはできません。

lF面 亀幕こ凡菖月

日 よ 団 眈 m  t tЮ“ 押 します。 1つ上のレベルに行 0こ

ENFERED 「 パラメータ」レベルの変更がセーブされました。これは、 Enter(Monu Enter)を

押 してコマンドを実行 したときに表示されます。

‖:NVALUE 「パラメータ」レベルで指定した数値が、選択したコマンドに対して小さすぎま
す。表示された最小許容値に基づぃて編集します。

鵬XVALUE 「バラメータ」レベルで指定した数値が、選択したコマンドに対して大きすぎま
す。表示された最大許容値に基づぃて編集します。

ⅨITim  Shn  Menu on701 ま たは歴hiコ Cance! を押して、メニューをオフにし
たときに表示されます。「パラメータ」レベルで数値の編集を行わなかったので、変更はセー
ブされませんでした。

NOT EN「ERED Shn Menu on/0■  ま たは Shn 囲 を押 して、メニューをオフに

笛 臨 蒲 協アiR身職 賓ゝ 烈=慮 ミ■疑翡。
O
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■
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■
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■

■

■

■

■

■
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■
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メニュー例 1     つ ぎに示す手順で、メニューのオン、各レベル間の上下移動、各レベルの選択肢間の平行移
動、およびメニューのオフを行うことができます。この例では、電源投入時に、本器がパ
ワー・ダウン時のステートを自動的にリコールできるようにします。

Shi■       1 メ ニューをオンにします。

Menu On/o“     "MENUS'レ ベルのメニューが表示されています。このレベルでは、最初にЮD MEllUが選択さ
れています。

A: MOD MENU

圧∃ 圧∃ 圧∃  2 同 じレベルにあるSYS ttШまで平行移動します。αソ

"MENUS"レベルには、使用可能なメニュー・グループが6つあります。各メニュー・グルー

プには文字のプレフィックス(A:、B:など)が付いているので簡単に識別できます。

D: SYS MENU

□        3 WSttШ 内の
"C翻
鵬躙S"レベルに下がります。

このレベルでは、最初にCIUr TRMコマンドが選択されています。

■: OUT TERM

E∃         4 同 じレベルにあるPLR ONコ マンドまで平行移動 します。C戸

SYS MENUには使用可能なコマンドが 6つ あります。このレベルの各コマンドには数字のプレ
フイックス(1:、2:など)が付いているので簡単に識別できます。

2: POWER ON

1ノ プを使って、メニューの各レベルの選択肢間を左右にスクロールすることもできます。
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□

□

E n O r

レベルを 1つ下がって、
"PARM「

ERWの選択肢まで移動 します。

POWER ONコマンドの最初のパラメータ選択肢が
"DTAE「

になつています("DEFAULT・は工場

設定値で、不揮発性メモリにストアされています)。

DEFAULT

' ' I-AST STATE'TT+ftEhL*?. G I

ruf lER 0Nt: lJ 2.a)r1 t*  r i tb l ,  * f"

LAST STATE

変更をセーブし、メニューをオフにします。

本器のビープ音が鳴って設定値が変更されたことを示すメッセージが表示され、メニューが

終了します。

ENTERED

1 t ) t ffi c T . t - z- - o&t/^rv0)ilfiHtrtr_tl6t=2, a - )vt 6: t 6 ? I :f f .
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■
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■
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メニュー例 2     つ ぎの例では、リコール・メニュー機能をショートカットとして使って、元の設定のPOWER
ONコマンドにもどす方法を示します。この例を開始する前に例 1の手順を実行してくださ
い 。

s h i■       1  リ コール ・メニューを使って、Ph R  O Nコマンドにもどします。

□ 艤 ‖肺
  i量 反た穫愕llこ こじやモキ。

どります。このコマンロム 例 1でメニューを終了する前

2: POWER ON

□        2 "PARhrER"の 選択肢まで下がります。

最初の選択肢が
"LAST STAE"(例

1により、現在有効な設定)になつています。

LAST STATE

□      3・ D E F A t L T "まで平行移動します。③

パラメータを元の値にもどします。

DEFAULT

Enter      4 変 更をセーブし、メニューをオフにします。

本器のビープ音が鳴つて、設定が変更されたことを示すメッセージが表示され、メニューが

終了します。

ENTERED

1ノ プを使って、メニューの各レベルの選択肢間を左右にスクロールすることもできます。
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メニュー例 3

Shift

M e n u  O n / o■

□ □ □

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

□

メニューのコマンドには、パラメータとして数値を入力しなければならないものがあります。
つぎに、メニューヘ数値を入力する手順を示します。この例では、バースト変調モードの

サイクル数を設定します。

メニューをォンにします。

"MENUS"レベルにあるメニューが表示されます。このレベルでは、最初にЮD MENUが選択さ

れています。

A: MOD MENU

ЮD肥 聞内の
WC翻
鵬山S'レベルまで下がります。

このレベルでは、最初にAM SHAPEコマンドが選択されています。

AM SHAPE

同じレベルのBllRST OJrコマンドまで平行移動します。O

MOD MENUには、使用可能なコマンドが10個あります。

4: BURST CNT

1 t  ) t l [ -><. , .  I :  -0>*V4)vDiEiRff iF{t t t t :7,n-)vt6ZLt Tt*t"
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□

□

4 レ ベルを1つ下がって、BtnST ttTバラメータを変更 します。

メニューのこのポイントを初めて選択したときには、サイクル数が
"1"に
設定されている

はずです。この例では、サイクル数を
"4"に
設定します。Burstアナンシエータが点滅し

て、表示された数値がバースト・モード用であることを示します。

∧0000■  cYC

デイスプレイの左端で駄
"が
点滅している場合、巨∃ を押して変更を中断し

"COMMANDS'

レベルにもどることができます。

最後の桁を変更するため、点減しているカーソルを移動させます。

現在一番右の桁が点滅しています(つぎにカーソルを動かすと再び最初の桁が点滅します)。

00001 CYC

圧□ 巨∃ 巨□
  6 最 後の数字が

"4"に
なるまで増分 します。  1

各桁を個々に増分または減分することができます。

00004 CYC

Enter      7 変
更をセーブし、メニューをオフにします。

本器のビープ音が鳴って、設定が変更されたことを示すメッセージが表示され、メニューが
終了します。

ENTERED

1ノ ブまたは"enter田市""モ ードでも数値の入力が可能です。
詳細については、3ページの 「前面パネルからの数値入力」を参照してください。
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S h i f t

M e n u  O n / 0■

出力端子の選択

本器は、OUPШ 端子に500の 固定出カインピーダンスがあります。出力を500負 荷で終端

するか、または開放端にしておくかを指定することができます。信号源と負荷間のインピー

ダンスが整合しないと、出力振幅またはDCオフセットが指定した数値に適合しなくなりま

す。

1 メ ニューをオンにします。

A: MOD MENU

□ □ □ 同じレベルのSYS EMJま で平行移動 します。 C)1

D: SYS MENU

□ 3 レ ベルを1つ下がって、Otrr TERMコマンドまで移動します。

■: OUT TERM

□ □ レベルを1つ下がり、さらにHi釧 Zまで平行移動 します。 Cン

出力の終端を
"HIGH Z"に

設定すると、本器に負荷のない(開放端)出力電圧を設定すること

ができるようになります。

HIGH z

変更をセーブし、メニューをオフにします。

本器のビープ音が鳴って、設定が変更されたことを示すメッセージが表示され、メニューが

終了します。

ノプを使って、メニューの各レベルの選択肢間を左右にスクロールすることもできます。
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■

■
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変調 した波形の出力

変調した波形は、搬送波と変調波から構成されます。AM(振幅変調)では、搬送波の振幅が
変調波の振幅によって変化します。この例では、80Xの変調度のAM波形を出力します。搬
送波は5 kHzの正弦波、変調波は200Hzの正弦波になります。

|ずΨ‖I=デツΨЪI

～        1 搬 送波のファンクション、周波数、および振幅を選択します。

搬送波の波形として、正弦波、方形波、三角波、ランプ波形、または任意波形を選択するこ
とができます。この例では、振幅 5 Vppの5 kHz正弦波を選択します。

Shn E亜ヨ   2 川 を選択します。

AMア ナンシエータが点灯しまう。

Shn       3 メ ニューを使って、変調波の形を選択 します。

E∃ Roca‖Mem   川 機能を選択して
"recall menu"キーを押すと、自動的にKD MENUの AM SHAPEコマンドが

表示されます。

AM SHAPE
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□         4 レ ベルを lつ下がって、
"SiNE"が

選択されていることを確認 します。

変調波形として、正弦波、方形波、三角波、ランプ波形、ノイズ波形、または任意波形を選

択することができます。この例では、正弦波を使つて搬送波を変調します。AMア ナンシ

エータが点滅して、表示されたパラメータがAM用であることを示します。

SINE

Enter      5 変 更をセーブし、メニューをオフにします。

変調波形は、現在正弦波になっています。

ENTERED

S‖■  Freq   6 変 調周波数を200Hzに設定します。

AMア ナンシエータが点滅し、表示された周波数がAM用の変調周波数であることを示します。

また、変調周波数の表示桁数は、搬送周波数の場合より少なくなります。メニュ
ーでの数

値変更についての詳細は、本章前述の「メニュー例3」を参照してください。

MOD 200.O Hz

メッセージは、ディスプレイに約 10秒間表示されます。必要に応じてこの手順を繰り返

します。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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■

■

■

■

■

■

■

Shift    Levei 変調度を80%に 設定します。

AMア ナンシエータが点滅し、表示されたパーセントがAM変調度(変調率とも呼ばれます)
であることを示します。

080 3 DEPTH

メッセージは、ディスプレイに約 10秒間表示されます。必要に応じてこの手順を繰り返
します。

この時点で、本器は指定した変調パラメータのAM波形を出力します。
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

FSK波形の出力

FSK(frequency―shift keying周波数シフト・キ
ー)変調を使つて、本器の出力周波数が2

個の予め設定した数値間で 「シフト」するように構成します。出力が2つの周波数(「搬送

周波数」および 「ホップ周波数」)間をシフトする速度は、内部レ
ート・ジェネレータまた

は裏面パネルのFSK端子の信号レベルで決まります。この例では、FSCレ
ー トを100Hz、

「搬送」周波数を3 kHz、 「ホップ」周波数を500Hzに設定します。

～        1 搬 送波のファンクション、周波数、および振幅を選択します。

搬送波の波形として、正弦波、方形波、三角波、ランプ波形、または任意波形を選択するこ

とができます。この例では、振幅 5 Vppの 3 kHz正弦波を選択します。

Shit  FSK   2目 Xを イネーブルにします。

FSKア ナンシエータが点灯します。

Shn       3 メ ニューを使って、「ホップ」周波数を設定します。

医∃ R∝a:l MoN    FSKモ
ードをイネープルにして

"recal l lllenu"キーを押すと、自動的にЮD MENUのFSK FREQ

コマンドが表示されます。

FSK FREQ
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

□        4 レ ベルを1つ下がって、「ホップ」周波数を500Hzに設定します。

FSKア ナンシエータが点滅して、表示されたパラメータがFSKモード用であることを示しま
す。また、ホップ周波数の表示桁数は、搬送周波数の場合より少なくなります。メニュー

での数値変更についての詳細は、本章前述の「メニュー例3」を参照してくださぃ。

∧500.O Hz

Enter      5 変 更をセーブして、メニューをオフにします。

この時点で、搬送周波数およびホップ周波数が設定され、出力されます。

メニューにもどって、賢К 「シフト」速度(本器が搬送周波数とホップ周波数の間をシフ
トする速度)を設定します。

「Shn 1      6 メ ニューを使って、FSC「シフト」速度を設定します。

□ RecaH Mom   "reCall menu"キ ーでFSK FREQコマンドにもどることができます。このコマンドは、メ
ニューを終了する前に一番最後に使用したコマンドです。

8: FSK FREQ
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□

□

7 FSC RATEコ マンドまで平行移動します。

9: FSK RATE

レベルを1つ下がって、FSIC「シフト」速度を100Hzに設定します。

F S Kア ナンシエータが点滅し、表示されたパラメ
ータがFS Kモード用パラメータであること

を示します。メニューでの数値変更についての詳細は、本章前述の「メニュー例3」を

参照 してください。

∧■00.O Hz

変更をセーブして、メニューをオフにします。

本器のビープ音が鳴って、設定が変更されたことを示すメッセ
ージが表示され、メニューが

終了します。

ENTERED

この時点で、本器はFSK波形を出力します。

外部信号を使って、搬送周波数とホップ周波数の間をシフトさせることもできます。
詳細は、第3章の 「周波数シフト・キー(FSC)変調」を参照してください。

E n t e r

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

～

S h i f t  B u r s t

Shift

□ Roca‖Mom

バース ト波形の出力

本器を構成して、指定したサイクル数の波形(バースト)を出力することができます。バース
トを出力する速度は、内部レート・ジェネレータ、または裏面パネルのExt Trig端子の信
号レベルによつて決まります。この例では、3サイクルの正弦波を出力します。その他の
パラメータは、内部バースト信号源、開始位相角度 0、バースト速度 100Hzのデフォル
ト設定のままです。

バーストのファンクション、周波数、および振幅を選択します。

バーストとして、正弦波、方形波、三角波、ランプ波形、または任意波形を選択することが
できます。この例では、出力振幅 5 Vppのl kHz正弦波を選択します。

バースト・モードをイネーブルにします。

Burstアナンシエータが点灯します。

メニューを使って、パースト・カウントを設定します。

バースト・モードをイネープルにして
"recall menu"キーを押すと、自動的にM∞ MENUの

BURtt CNTコマンドが表示されます。

4: BuRST CNT
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

□

E n t e r

レベルを1つ下がってパラメータ・レベルに行き、カウントを
"3"に
設定します。

BurStアナンシエータが点滅して、表示されたパラメータがパースト・モード用であること

を示します。メニューでの数値変更についての詳細は、本章前述の 「メニュ
ー例3」を

参照してください。

∧00003 CYC

変更をセーブして、メニューをオフにします。

本器のビープ音が鳴つて、設定が変更されたことを示すメッセ
ージが表示され、メニューが

終了します。

ENTЁ RED

この時点で、本器は連続 3サ イクル ・パーストを出力します。

前面パネルから
"Si鴫
lピ
=キーを押すか、または裏面パネルのExt Trig端子に トリ

ガ ・パルスを送ることによって、(指定のパースト・カウントで)シングル ・パ
ース

トを発生することができます。詳細については、51ページの 「バーストまたは掃引
のトリガ」を参照してください。

また、外部ゲート信号を使って、出力信号をオン/オ フにすることができます。
詳細については、第3章の 「バースト変調」を参照してください。
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■
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■

■

周波数掃引の出力

早準贅77,「 じξ写:奮 霊装をlζ 死l〕早港警↑l,吉 浩ζ見潜警)商 据辱鼻奇『]ぜ 唇
ができます。この例では、50Hz～5kHzの掃引正弦波を出力します。その他のパラメータ
は、内部掃引トリガ、リニア間隔、および掃引時間 1秒のデフォル ト設定値のままです。

～

Shift    Sweep    2

掃引のファンクションおよび振幅を選択します。

掃引では、正弦波、方形波、三角波、ランプ波形、または任意波形を選択することができま
す。この例では、振幅5 Vppの正弦波を選択します。

掃引モードをイネーブルにします。

SWpア ナンシエータが点灯します。

メニューを使って、スタート周波数を選択します。

掃引モードをイネープルにして
"recal l lllenu"キーを押すと、自動的にSWP MENUのSTARI F

コマンドが表示されます。

1: START F

団・』
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E n t e r

Shift

□ Reca‖Hom

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

□ レベルを1つ下がって、スタート周波数を50Hzに設定します。

Swpア ナンシエータが点滅し、表示されたパラメータが掃引モード用であることを示しま

す。メニューでの数値変更についての詳細は、本章前述の 「メニュー例3」を参照して

ください。

∧50.00 Hz

変更をセーブして、メニューをオフにします。

スタート周波数が50屹に設定されています。

リコール ・メニューを使って、START Fコマンドにもどります。

"recall menu"キーでSTART Fコマンドにもどることができます。このコマンドは、メ

ニューを終了する前に最後に使ったコマンドです。

■: START F

□

□

7 STOP Fコ マンドまで平行移動します。

8 レ ベルを1つ下がって、ストップ周波数を5kHzに設定します。

2: STOP F

∧5.000 KHz

変更をセープして、メニューをオフにします。

この時点で、本器は50Hz～5kIIzの連続掃引を出力します。

・
Singie"キーを押すか、または裏面パネルのExt Trig端子に トリガ・パルスを入

力することによって、周波数掃引を1回発生させることができます。詳細について

は、次ベージの 「バーストまたは掃引の トリガ」を参照してください。



バース トまたは掃引の トリガ

シングル ・トリガまたは内部 トリガを使って、パースト変調および周波数掃引を前面パネ
ルからトリガすることができます。

】［［］籠
祠 日

シングル・トリガをイネーブル
にして、本器をトリガします。

内部 トリガをイネーブルにし

ます。

本器がシングル ・トリガの待ち状態(内部 ト

リガがディスエーブル)になると、Trigアナ
ンシエータが点灯します。

本器をオンにすると、内部または 「自動」トリガがイネープルになります。このモード
でバースト変調または掃引を選択すると、本器は連続出力します。

シングル ・トリガは、 Singleを 押すたびに、バーストを 1個出力するか、または周波
数掃引を 1回始めます。本器を再 トリガするには、このキーを押し続けます。

SingЮ を押してシングル ・トリガ ・モードをイネープルにすると、外部 トリガ ・モー

ドもイネープルになります。 トリガ信号を裏面パネルのExt Trig端子に送ることをのぞ
けば、外部 トリガはシングル・トリガ 。モードと似ています。本器は、冨Lノウレスの立ち
上がリエッジでトリガされます。

。  Sing疇 キーがディスエープルになるのは、リモート・モード時(リモート時はRmtア
ナンシエータが点灯)、およびバースト変調や掃引以外の機能を選択したときです。
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Shift

M e n u  O n / 0■

コンマ ・セパレータ付き

(工場設定)

メニューをオンにします。

A: MOD MENU

□  [Ξ ]圧 ∃   2 ・ MENIS"レベルのSys ENIJまで平行移動 します。

D: SYS MENU

□ □ □ 3 レ ベルを1つ下がって、さらにCOMコ マンドまで移動します。

5: CoMMA

□ □ 4 レ ベルを1つ下がって、さらに
"0「"ま
で平行移動します。

OFF

E n t e r

コンマ ・セパレータのオフ

本器では、数値にコンマ・セパレータを付けて前面パネルに表示することも、付けないで表

示することもできます。つぎにコンマ・セパレータをオフにする手順を示します。

■5.000000 MHz

コンマ ・セノ`レータなし

変更をセーブし、メニューをオフにします。

コンマ ・セパレータの設定が不揮発性メモリにストアされ、電源をオフにしたり、リモ
ート

・インタフェースをリセットしても変更されません。
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3

特徴および機能



特長および機能

この章では、本器の特長の詳細を簡単に調べることができます。本器を前面パネルから操作

している場合でも、リモート・インタフェ
ースを介して操作している場合でも、この章が役

立ちます。この章は、つぎのように分かれています。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

出力構成、55ベージより

振幅変調(AM)、71ページより

周波数変調(FM)、76ベージより

バースト変調、81ページより

周波数シフト・キー(FSK)変調、90ベ
ージより

周波数掃引、94ページより

トリガ、98ベージより

任意波形、103ページより

システム関連操作、109ページより

リモート・インタフェース構成、114ペ
ージより

・ 校 正概要、118ベージより

0 電 源投入時のステートおよびリセツト・ステ
ート、123ページより

前面パネル ・メニューの知識があると、この章を読むときに役に立ちます。29ペ
ージから

始まる第2章 「前面パネル ・メニュー操作」をまだ読んでいない場合は、これからお読みに

なるとよいでしょう。125ページから始まる第4章 「リモ
ート・インタフェース ・リファレ

ンス」には、本器をプログラムするときに使われるSCPIコマンドのシンタックスのリスト

があります。

このマニュアルでは、リモート・インタフェース ・プログラミングのSCPIコマンド
・シン

タックスにつぎのような慣例が使われています。

。 大 括弧([])は、オプシヨンのキーワードまたはパラメ
ータを示します。

中括弧(||)は、コマンド・ストリング内のパラメ
ータを囲みます。

かぎ括弧()は、括弧内のパラメータに数値を代入することを示します。

・ 垂 直線(|)は、複数のパラメータ選択肢を区切ります。
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

出力構成

ここには、本器を構成して、波形を出力するときに役立つ知識があります。ここで説明した
所定のパラメータは、変更する必要が全くないかもしれませんが、これらのパラメータで、
本器に融通性が備わります。

出カファンクション

本器は、正弦波、方形波、三角波、ランプ波およびノイズの5つの標準波形を出力すること
ができます。また、予め定義された5つの任意波形の1つを選択したり、独自の波形をダゥ
ンロードすることもできます。AM,FM,FSK, またはバーストの各変調を使つて、標準波形
(任意波形を含む)を内部変調することができます。リニア周波数掃引、またはログ周波数掃
引は、標準波形(ノイズを除く)および任意波形のどれにでも使えます。デフォル ト設定は
正弦波です。

出力周波数との矛盾の可能性 :最大周波数が、現在有効なファンクションの最大周波数
より小さいファンクションを選択した場合、出力周波数は自動的に調整されます。たと
えば、 l MHzの 正弦波を出力していて、ファンクションを三角波に変更した場合、本器
は出力を100 kHz(三角波の上限)に調整します。

前面パネルからの操作では、
"FREQ LIMIT'と

表示され、周波数が調整されます。リモー

ト・インタフェースからの操作では、-221の
liSettings Confiict"エ

ラーが発生し、
周波数が調整されます。

出力振幅との矛盾の可能性 :最大振幅が、現在有効なファンクションの最大振幅より小
さいファンクションを選択した場合、出力振幅は自動的に調整されます。出カファンク
ションのクレスト・ファクタの違いによって、出力単位がVnllsまたはdBmになると、こ
の矛盾が起こることがあります。たとえば、5Vrms(50Ω )の方形波を出力していて、
ファンクションを正弦波に変更した場合、本器は、出力振幅を3.535Vrms(正弦波の上
限)に調整します。

前面パネルからの操作では、
"AMPL LIMIT'と

表示され、S振幅が調整されます。リモー

ト・インタフェースからの操作では、-221の
WSett:ngs conf:ict"エ

ラーが発生し、
振幅が調整されます。
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出カファンクション

(つづき)

つぎのマトリックスは、各変調モードで可能な出カフアンクションを示しています。
"X"は
、有効な組合せを表しています。選択した変調では不可能なフアンクションに変更

した場合、その変調モードは、オフになります。

前面パネル操作 :フ ァンクションを選択するには、フアンクション・キ
ーの一番上の列

にあるキーをどれか 1つ押します。日□ を押すと、現在選択されている任意波形が出

力されます(波形の選択肢をスクロールして選択するには、 Arb ustを 押します)。

前面パネルからDC電圧を選択するには、フアンクション
。キーの一番上の列にあるキー

のどれか 1つ を2秒 以上押 し続けます。

リモー ト・インタフェース操作 :

FUNCtion:sHAPe 〔 SINuSOidlSQUarelTRIang■ elRAMPINOISelUSER:DC〕

AP P L Yコ マンドを使つて(単
一コマンドで)、フアンクション、周波数、振幅、および

オフセットを選択することもできます。
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出力周波数

つぎに示すように、出力周波数レンジは、現在選択しているファンクションによって変わり
ます。デフォル ト設定の周波数は、どのファンクションでもl kHzです。

ファンクション 最小周波数 最大周波数

E&;A
fiMlE
=fr)E
t>J-,8
^ftEfr,"kvl

1∞ 雌

1∞ ■Hz

l∞ 此

1∞ FHz

l∞ llllz

15 Hz

15 nlz

l∞ kHz

100 kl12

5  r l z

1 不 揮発性メモリには、5個の内蔵任意波形(sin(x)/x、 ネガティブ・ランブ、

指数立ち上がり、指数立ち下がり、およ昴b電図の各波形)がストアされています。

ユーザが作成し、メモリにダウンロードする任意波形では、最大周波数が、波形に指定した
ポイント数によつて変わります。つぎに示すように、最大出力周波数は、波形に指定するポ
イントが多いほど減少します。5個の内蔵任意波形は、最大5 MHzで出力することができま
す。

任意波形のポイント数 最小周波数 最大周波数

8～ 8,192(8k)

8,193～ 12,287(12k)

12,288 - 16,000

100 pHz

l∞ llllz

100 HHz

5 ■1 2

2 . 5 ‖H z

2 ∞ k H z
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出力周波数(つづき) ファンクション変更による矛盾の可能性 :最大周波数が、現在有効なファンクション

の最大周波数より小さいファンクションを選択した場合、出力周波数は自動的に調整さ

れます。たとえば、 l MHzの正弦波を出力していて、ファンクションを三角波に変更し

た場合、本器は、出力を1011t(三角波の上限)に調整します。

前面パネルからの操作では、
"FREQ LIMIT'と

表示され、周波数が調整されます。リモー

ト・インタフェースからの操作では、-221の
=iSettings Conf:ictl=エ

ラーが発生し、

周波数が調整されます。

デューティ ・サイクルとの矛盾の可能性 (方形波のみ):5 MHz以 上の出力周波数では、

デューティ・サイクルは4鍋から60もの値に限定されます(5 MHz未満の場合は、レンジ

が20%から8鍋になります)。現在のデューテイ・サイクルでは無効な周波数を選択した

場合、自動的にデューティ・サイクルが調整されます。たとえばデューティ・サイクル

を70%に設定し、周波数を8 MHzに変更した場合、本器は、自動的にデューテイ・サイク

ルを60%(この周波数での上限)に調整します。

前面パネルからの操作では、
"%DUW LIMIT'と

表示され、デューテイ・サイクルが調整

されます。リモート・インタフェースからの操作では、-221の
''Settings Conf:ict'・

エラーが発生し、デューティ・サイクルが調整されます。

前面パネル操作 :出力周波数を設定するには、Freqを押 します。つぎにノブ、矢印キー

または
"Enter Number"モー ドを使つて、周波数を設定します。

・ リ モー ト・インタフェース操作

FREQuency {く frequency>IMINimumlMAXimtun〕

AP P L Yコ マン ドを使って(単一コマンドで)、フアンクション、周波数、振幅、および

オフセットを選択することもできます。
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■
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出力振幅

。 つ ぎに示すように、出力振幅レンジは、現在選択しているファンクションおよび出力終

稀ふ1嘉で
わります。デフォルト設定の振幅は、どのファンクションでも100mVpp

ファンクション 出力端子 最小振幅 最大振幅

trfit&
hMl&
=AiA
t>rE
, ,  1X
AaEfi,Eft'l

E'IiA
hM.,E.
=F,ft
t>a)E
. /  1X
^ftfi]'i)&Ml

ｍｍｍｍｍｍ　繊鵬臓脚鵬鵬

5 0  m p p

5 0  N p p

5 0 中

5 0  m p p

5 0  m p p

5 0  m p p

l∞ mVpp

100 mVpp

l∞ 呻
1∞ ntVP

l∞ mVp

l∞ lnVpp

1 0  V p p

1 0  V p p

1 0  V p p

1 0  V p p

1 0  V p p

1 0  V p p

20 Vpp

2 0  V p p

20 Vlp

2 0  V p p

2 0  V p p

20 Vpp

1 不 揮発性メモリには、5個の内蔵任意波形(sin(x)/x、 ネガティブ・ランプ、
指数立ち上がり、指数立ち下がり、および心電図の各波形)がストアされています。

任意波形では、データ。ポイントが出力DAC(デ ィジタル_アナログ・コンバータ)の全
レンジに広がつていない場合、最大振幅が限定されます。たとえば、内蔵の

"sin(x)

/x" 波形は、プラス 1か らマイナス 1までの値の全レンジを使うわけではないので、そ
の最大振幅は6.084Vpp(500終端)です。

ファンクション変更による矛盾の可能性 :最大振幅が、現在有効なファンクションの
最大振幅より小さいファンクションを選択した場合、出力振幅は自動的に調整されます。
出カファンクションのクレスト・ファクタの違いによって、出力単位がVmsま たはdBm
になると、この矛盾が起こることがあります。たとえば、 5 Vnlls(500)の方形波を出力
していて、ファンクションを正弦波に変更した場合、本器は、出力振幅を3.535Vrllls(正
弦波の上限)1こ調整します。

前面パネルからの操作では、
"川
L LIMIT'と表示され、振幅が調整されます。リモート

・インタフェースからの操作では、-221の
Wsettings Conflict"ェ

ラーが発生し、振
幅が調整されます。
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出力振幅(つづき) 出力振幅と出力終端 :出力終端を変更すると、出力振幅が自動的に調整されます(エ

ラーは発生しません)。たとえば、振幅を10Vppに設定し、つぎに終端を500か ら 「高イ

ンピーダンス」に変更すると、表示される振幅は2倍の20Vppになります。逆に 「高イ

ンピーダンス」から500に変更すると、表示される振幅は、半分になります。詳細につ

いては、65ベージの 「出力終端」を参照してください。

オフセット電圧制限 :出力振幅(Vpp単位)およびDCオフセツト電圧には、つぎの制約が

あります。指定した振幅が有効でない場合、振幅は、現在のオフセット電圧で許容され

る最大値に調整されます(VLxは 、高インピ
ーダンス終端の場合10ボルトで、50Ω終端

の場合、5ボルトです。Vppは、ボルト単位のP―P出力振幅です)。

IV″‰グ|+ツ ≦V…およびIV″滲αl≦2 x Vpp

前面パネルからの操作では、
"MAX VALUE"と

表示され、振幅が調整されます。リモ
ート

・インタフェースからの操作では、
-221の “Settings Conflict"エラーが発生し、振

幅が調整されます。

出カアッテネータの切り替えによつて、出力波形に瞬間的なグリッチが起こることがあ

ります。この立ち上がリグリッチは、低電圧または高電圧からの切り替わり電圧が、プ

レーク・ポイント電圧をクロスしたときに起こります。このプレ
ーク・ポイント電圧(0

ボル トDCオフセット)を以下に示します。

252mVpp′  399mVpp′  502mVpp′  796mVpp′  ■Vpp′ ■.59vpp′

2.OVpp′  3.■ 7Vpp′ 3.99Vpp′  6.32Vpp′  7.96Vpp

出カリレーの切り替えによって、出力電圧が瞬間的に0ボ ルトに降下することがありま

す。これは、低電圧または高電圧からの切り替わり電圧が、プレ_ク
・ポイント電圧を

クロスしたときに起こります。このプレ
ーク・ポイント電圧(0ボ ルトDCオフセツト)を

以下に示します。

3■7mvpp′ 632mVpp′  ■.26Vpp′ 2.52Vpp′  5.02Vpp
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0 出力振幅の単位は、Vpp,Vr“,またはdBmに設定することができます。詳細については、
64ページの 「出力単位」を参照してください。

● DCボルトでは、オフセット電圧を設定して、実際に出カレベルをコントロールします。
DC電圧は、±5VDC(500終端)から±10VDC(開放瑞)までの値のいずれかに設定すること
ができます。 詳細については、62ベージの「DCオフセット電圧」を参照してくださ
い 。

前面パネルからDC電圧を選択するには、ファンクション。キーの一番上の列にある
キーのどれか 1つ を2秒以上押し続けます。

・ 前 面パネル操作 :出力振幅を設定するには、 Am倒 を押 します。つぎにノブ、失印
キー、または

"Enter Number"モードを使つて、振幅を設定します。

・ リ モート・インタフェース操作

VOLTage 〔 くamplitude>IMINimumlMAXimuln〕

A P P L Yコ マン ドを使つて(単
一コマンドで)、ファンクション、周波数、振幅、および

オフセットを選択することもできます。
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DCオ フセ ッ ト電圧

電源投入時には、DCオフセットが 0(ゼ ロ)ボル トに設定されています。以下の制限に従っ

て、オフセットを正数または負数のいずれかに設定することができます。指定したオフセツ

ト電圧が有効でない場合、オフセット電圧は、現在の振幅で許容される最大のDC電圧値に

調整されます(Vllaxは、高インピーダンス終端の場合10ボルトで、500終 端の場合 5ボ ル

トです。Vppは、ボルト単位のP―P出力振幅です)。

IV確 ′|十
寧
≦ Vmは および I VofFSar l≦ 2 x Vpp

前面パネルからの操作では、
"Mぶ
VALUE"と表示され、オフセツトが調整されます。リモ

ー

ト・インタフェースからの操作では、-221の
'Sbttings Conflict"エ

ラーが発生し、オフ

セットが調整されます。

DCオフセットと出力終端 : 出 力終端を変更すると、オフセット電圧が自動的に調整さ

れます(エラーは発生しません)。たとえば、オフセットをloOmVDCに設定し、つぎに終

端を50Ωから 「高インピーダンス」に変更すると、表示されるオフセットは2倍 の

200mVDCになります。逆に 「高インピーダンス」から50Ωに変更すると、表示されるオ

フセットは、半分になります。詳細については、65ベージの 「出力終端」を参照して

ください。

DCボル トでは、オフセット電圧を設定して、実際に出カレベルをコントロ
ールします。

DC電圧は、±5 VDC(50Ω終端)から±10VDC(開放端)までの値のいずれかに設定するこ

とができます。

前面パネルからDC電圧を選択するには、フアンクション・キ
ーの一番上の列にある

キーのどれか1つを2秒以上押し続けます。
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任意波形では、波形データに固有のオフセットがあると(平均値がゼロでない場合)、
Offsetアナンシ手―夕が点灯します。本器は、データ・ポィントの平均値を算出し、ゼ
ロ。ボルトと比較します。平均値がゼロ・ボルトの2個のDAC(ディジタル_アナログ・
コンパータ)カウントの範囲内でない場合、Offsetアナンシエータが点灯します。

」乳 穐 鷲 嘉よ鷺「総 二
l亀
理 こゝば

｀

」ワ甲 :賦 ■こ

ぎにノブ、矢

リモート・インタフェース操作 :

VOLTage:oFFSet 〔 くOffSet>IMINimumlMAXimum〕

AP P L Yコ マンドを使つて(単一コマンドで)、ファンクション、周波数、振幅、および
オフセットを選択することもできます。
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出力単位

出力振幅のみに適用され、オフセットには影響しません。電源投入時の出力振幅の単位

はVp―pです。

・ 出 力単位 :い ,VnllS,またはdBm。デフオル ト設定はVppです。

・ 設 定した単位は、揮発性メモリにストアされます。電源オフ時、またはリモ
ート・イン

タフェースのリセット後には単位が
"Vpp"に
設定されます。

● イ ンタフェースを介したリモート・プログラミングから前面パネル(ローカル)操作にも

どした場合は、出力単位が記憶されたままになります。たとえば、
"VHns"を

リモート・

インタフェースから選択した場合、単位は前面パネルのデイスプレイに
"Vnns"と

表示さ

れます。

・ 前面パネル操作 :"Enter Ntmber"単位キー(前面パネルの右側にある矢印キ
ー)を使つて、

出力単位を選択します。前面パネルからも単位の変換ができます。たとえば、2 Vppか

ら等価のVr鵬単位に変換するには、つぎのキーを押します。

Entr Numbα □ 鷲rms

変換された値は707.lmVnllsになります。

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

VOLTage:UNIT 〔 VPPIVRMSIDBMIDEFau■ t〕
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出力終端

出力振幅およびオフセット電圧だけに適用されます。本器には、OUIPur端子に500の固
定出カインピーダンスがあります。出力を50Ω負荷で終端するか、開放端にするかを選択
することができます。本器と負荷のインピーダンスが整合していないと、振幅またはォフ
セツトが指定した信号レベルに合わなくなります。

・ 出 力終端 :50Ωまたは高インピーダンス。デフォル ト設定は50Ωです。全ファンク
ションの振幅限界については、59ページの表を参照してください。

。 出力終端の設定は、揮発性メモリにストアされます。電源オフ時、またはリモート・ィ
ンタフェースのリセット後には50Ωが選択されます。

出力終端を変更すると、振幅(またはDCオフセット)が自動的に調整されます(エラーは
発生しません)。たとえば、振幅を10Vpp lこ設定し、つぎに終端を50Ωから 「高インピー

ダンス」に変更すると、表示される振幅は2倍 の20Vppになります。逆に 「高インピー

ダンス」から500に 変更すると、表示される振幅は、半分になります。

50Ω終端を指定して、実際には開放端にした場合、表示される出力は、指定した値の 2
倍になります。たとえば、オフセットをloomVDCに設定(および50Ωの終端を指定)して、
実際には、出力を開放端にした場合、実際のオフセット表示は20MVDCになります。

前面パネル操作 :"50鯛 げ または
"HIGH Z"を

前面パネル・メニューから選択します。

■: OUT TERM (SYS MENU)

リモー ト・インタフェース操作 :

OUTPut:LOAD [5011NFinitylMINimuIItlMAXimum〕
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に こで、 T=轟 )デューティ・サイクル =下

デューティ・サイクル

方形波だけに適用されます。デューテイ・サイクルは、パーセントで指定し、方形波がハ

イの場合のサイクルごとの時間量を表します。

T

デューテイ・サイクル :20%か ら80%まで、増分 1%(周波数≦5 MHz)

40%から60%まで、増分1%(周波数>5 MHz)

デフォルト設定は50%

デューテイ・サイクルは、揮発性メモリにストアされます。電源オフ時、またはリモ
ー

ト・インタフェースのリセット後にはデユーテイ・サイクルは50 にヽ設定されます。

想工Yコマンドは、方形波のデューテイ・サイクルを自動的に50∬に設定します。

デューテイ・サイクルを設定する前に、必ず方形波フアンクションをイネ
ープルにして

おかなければなりません。方形波が現在有効になっていないと、前面パネル操作では、
"∞
じA駆 OLY"と 表示されます。リモート・インタフェ

ース操作では、エラーの発生はあ

りませんが、方形波に変更すると、指定したデユ
ーテイ・サイクルが記憶されます。

デューテイ・サイクルの設定値は、方形波を別の波形に変更すると記憶されます。方形

波にもどると、前回のデューテイ・サイクル値が使われます。

<_To +
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出力周波数との矛盾の可能性 :現在のデューティ・サイクルで有効でない周波数を選択
すると、自動的にデユーテイ・サイクルが調整されます。たとえばデューティ・サィク
ルを701に設定し、周波数を8 MHzに変更した場合、本器は、自動的にデューティ・サイ
クルを60%(この周波数での上限)に調整します。

前面パネルからの操作では、
"り
uIV LIMIT'と表示され、デューティ・サイクルが調整

されます。リモート・インタフェースからの操作では、-221の
"Settings COnf::ct"

エラーが発生し、デューティ・サイクルが調整されます。

鑑為
′
脇ま薫ぶ:ЪF`ζじ諄電結=罫T,m∫ ヒ三市

を使つて、デューテイ・サイクルを設定します。

リモート・インタフェース操作 :

PULSe:DCYC■ e 〔くperccent>IMINimumlMAXimum]

A P P L Yコ マンドは、方形波のデューティ・サイクルを自動的に5 0 %に設定 します。
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SY隧信号

同期信号出力は、前面パネルのSYNC端子にあります。各標準出カファンクション(DCおよび

ノイズを除く)には、関連する同期信号があります。アプリケ
ーシヨンで同期信号を出力し

たくない場合は、SYNC端子をディスエープルにすることができます。

SYNC端子のイネーブル/デ ィスエーブルができるのは、リモ
ー ト・インタフェース操作

の場合だけです。

デフォルト設定では、同期信号は、SYNC端子に経路指定されています(イネ
ープル)。

同期信号がデイスエープルのとき、SYNC端子の出カレベルは、未定です(Tr'high"に な

ることも、TL"low"に なることもあります)。

正弦波、方形波、三角波、およびランプ波の各波形では、波形の出力がゼロ 。ボル ト

(またはDCオフセット値)に対して正であるとき、同期信号はπL"high"になります。 波

形の出力がゼロ ・ボルト(またはDCオ フセツト値)に対して負であるとき、同期信号は

πピ low"になります。

任意波形では、波形に最初にダウンロードしたポイントに対応する■Vhigh"パ ルス(>

21Xhs)が瞬間的に出力されます。

AMお よびFMでは、同期信号は、(搬送波ではなく)変調信号を基準にします。変調信号の

各ゼロ・クロス ・ポイントで、瞬間的にπL"high"パルス(>200ns)が 出力されます。

トリガ ・パース ト・モー ドでは、指定数のサイクルの出力中(パ
ーストしている間)、

爾L"low"信号が出力されます。指定数のサイクルの出力が終了すると、つぎのパ
ースト

まで同期信号は
"high"に

なります。

外部ゲー ト・バース ト・モー ドでは、出力がゼロ・ボルト(またはDCオ フセット値)に

対して正であるとき、同期信号は質げhigh"になります。 波 形の出力がゼロ
・ボルト

(またはDCオフセット値)に対して負であるとき、同期信号はπr 10w"になります。

日 では、 「ホップ」周波数への遷移時に瞬間的に■rhigh"パ ルス(>200ns)が 出力さ

れます。

周波数掃引では、掃引開始時 (スター ト周波数が出力 されるとき)に、同期信号は

爾L"low"になり、掃引終了時(ストップ周波数が出力されるとき)に、πL"higr'になり

ます。

リモー ト・インタフェース操作 :

O u T P u t t S Y N C 〔 O F F 1 0 N 〕  設 定 値 は 、揮発 性 メモ リに ス トア され ます。
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機器ステー トのス トア

最大3つの機器ステートを不揮発性メモリにストアすることができます。これによって、リ
モート・インタフェースからコマンドを1つ出すだけで、または前面パネルからキーを2～
3回押すだけで機器の全構成をリコールすることができます。

3つ のメモリ(1、 2、 3)が機器構成のストアに使えます。このステート・ストア機能
が 「記憶する」のは、変調パラメータのほか、ファンクション(任意波形を含む)、周波
数、振幅、DCオフセット、デューティ・サイクルです。ストアしたステートをリコール
するには、前にそのステートをストアしたときのメモリを指定する必要があります。

ストア位置として前に指定しなかつたメモリからは、機器ステートをリコールすること
ができません。たとえば、メモリ

"2‐
からリコールしようとしても、その位置にストア

していなかつた場合、エラーが発生します。

前面パネル操作では、指定されたメモリに何もストアされていないと、
"NOT STORED"と

表示されます。リモー ト・インタフェース操作では、指定されたメモリに何もストアさ
れていないと、+810の

'IState has not bOon stOred"エ
ラーが発生します。

「揮発性」メモリにダウンロードした任意波形がすべて記憶 されるわけではありません
が、ステートをストアするときに任意波形が不揮発性メモリから出力されていると、そ
の性形デ
ータはストアされます。ストアされた波形は、機器ステートをリコールすると

出力されます。

ステートをストアした後で任意波形を削除すると、波形データは失われ、ステートをリ
コールしても波形は出力されません。削除された波形の代わりに、

"sin(x)/x"波
形が

出力されます。
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ステー トのス
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トア

リモート・インタフェース操作では、ストアしたステートを個別に削除し、メモリをク

リアにすることができます。指定したメモリに何もストアされていない場合、キ 810の
''State has not∞

m stored''エラーが発生します。

MEMOry:sTATe:DELete 〔 01■ 1213〕

tSAV〔01■1213〕
★RCL〔01■1213〕

ステート0は電源を落としたときの機器ステートです。

ステート1、 2、 3はユーザ定義のステートで視

本器の電源をォフにすると、自動的にそのステ
ートがメモリ

"0"に
ストアされます。電

源をもう一度入れたときに、電源を落としたときのステ
ートが自動的にリコールされる

ように、本器を構成することができます。本器の工場出荷時は、リコ
ール・モードが

デイスエープルになっています。

POWER ON LAST STAEコマンドをSYS MENUから選択して、パワー・ダウン・リコール・

モードをイネープルにします。また、POWER ON DEFAULTを選択して、パワ
ー・ダウン・

リコール・モードをディスエープルにします。詳細については、109ページの 「パワー

・ダウン・リコール・モード」を参照してください。

リモート・インタフェース操作では、メモリ
"0"を
使つて4番 目の機器構成をストアす

ることができます(前面パネル操作ではこのメモリにストアすることができません)。た

だし、メモリ
"0"は
、電源を切ると、自動的に上書きされることに注意してください。

前面バネル操作 :

ステー トをス トアするには、 Shit Storeを 押 します。つぎにノブ、矢印キ
ー、また

は
"Enter Number"モードを使つて、メモリを選択 します。

ステートをリストアするには、 R e c a‖を押します。つぎにノブ、矢印キー、または
"E n t e r  N u m b e r "モードを使つて、メモリを選択します。

・ リ モー ト・インタフェース操作 :
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振幅変調(AM)

変調波形は搬送波形と変調波形で構成されます。AMでは、搬送波の振幅は、変調波形の振
幅によって変化します。本器は、内部変調信号、外部変調信号、あるいはその両方を受け入
れます。

基本的な振幅変調の詳細については、第7章 「学習」を参照してください。

AM変調を選択するには

● AMをイネープルにすると、AMア ナンシェータが点灯します。

・ 一 度に 1つの変調モードだけをイネープルにすることができます。AMをイネーブルにす
ると、前の変調モードが取り消されます。

・
1萱登当
ネ′
甜酬[f勇:葉こ喜ξttIFξ餘 子基ξttζ艦鶉 、ぉょ

びオフセツト電圧を使つてAM波形を出力します。

。 リ モー ト・インタフェース操作 :確実に正しく動作させるには、AMを イネープルにす
る前に、まず他の変調パラメータを設定します。

AM:STATe 〔 OFF!ON〕
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搬送波の形状

・ AM搬送波の形状 :正弦波、方形波、三角波、ランプ波、または任意波形。デフォル ト設

定は正弦波です。

● ノ イズ・ファンクションまたはDC電圧を搬送波形として使うことはできません。

・ 前 面パネル操作 : Noもe以 外の前面パネル・フアンクション・キ
ーのどれか1つを押

します。任意波形では、 区 r国キ
ーで現在ダウンロードする波形を選択します。

・ リモート・インタフェース操作 :

FUNCtion:SHAPe 〔 SINusoidlSQUarelTRIang■ elRAMPIUSER}

PttYコ マンドを使って、フアンクシヨン、周波数、振幅、およびオフセットを選択する

こともできます(単一コマンドで)。

搬送波の周波数

o 搬 送波の周波数 :10/`Hzか ら15MHz(三角波およびランプ波では1011b)。デフォル ト

設定はl kHzです。

・ 任 意波形では、最大搬送周波数は、波形上に指定したポイント数によって変わります。

5個の内蔵任意波形を最大5 MHzで出力することができます。

任意波形のポイント数 最小周波数 最大周波数

8 ～ 8 , 1 9 2 ( 8 k )

8,193～ 12,287(12k)

12.288 ～ 16,000

1∞ 雌

100雌

100 ν』tz

5■l z

2.5■ lZ

200眈

前面パネル操作 : Freqキ ーを押して、選択したフアンクションに有効な任意の周波数

を選択します(現在の振幅およびオフセット電圧が使われます)

リモー ト・インタフェース操作 :

FREQuency {く frequency,IMINimumlMAXimum〕
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変調波形の形状

本器は、内部変調信号、外部変調信号、またはその両方を受け入れます。

・ 変 調波形の形状(内部信号源):正弦波、方形波、三角波、ランプ波、ノイズ、または任
意波形。デフォルト設定は正弦波です。

● ノ イズ・ファンクションを変調波形として使用することができます。ただし、ノイズ・
ファンクションおよびDC電圧は搬送波形として使えません。

・ 前面パネル操作 :AMをイネープルにしてから、RecaH Menuを押して、メニューのAM
SHAPEコマンドに直接アクセスします。

■: AM SHAPE (MOD MENv)

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

AM:INTERNAL:FUNCTION ISINusoidlsQuarelTRIangle:RAMP!NOISelUSER}
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変調周波数

本器は、内部変調信号、外部変調信号、またはその両方を受け入れます。

0 変調周波数(内部信号源):lGHzか ら20kHz。デフオル ト設定は100Hzです。

・攣岬り「殿M、 1掛鷲関亀練鳥:厨ξ乳釘「詣急F鴇窓う
のSYNC端子から出力されます。

・ 前 面パネル操作 : shm Freqを 押 して変調周波数を設定します(数値は、約 10秒間

表示されます)。

変調周波数を前面パネルから設定する前に、必ずAMを イネ
ープルにしてください。AMが

イネープルになつていないときに周波数を設定しようとすると、
"SELEC AM,W'と

表示

されます。

o リ モー ト・インタフェース操作 :

AM:INTerna■ :FREQuency 〔 くfrequency>lMINimulnlMAXimum]

変調度

変調度は、パーセントで表示され、振幅の変化の程度を表します。0%変 調では、出力振幅

は選択した数値の半分になります。10儡変調では、出力振幅は選択した数値になります。

・ 変 調度 :0%か ら1211S。デフオルト設定は100Sです。

・ 前面パネル操作 : shn Levdを 押して変調度をパ
ーセントで設定します(数値は、

約10秒間表示されます)。

変調度を前面パネルから設定する前に、必ずAMをイネ
ープルにしてください。AMがイ

ネープルになっていないときに変調度を設定しようとすると、
"SELECr AM,W'と

表示さ

れます。

● リ モー ト・インタフェース操作 :

AM:DEPTh{く in percenレlMINimumlMAXimum}
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変調信号源

本器は、内部変調信号、外部変調信号、またはその両方を受け入れます。

・ 変 調信号源 :内部―外部信号源(両信号)または外部信号のみ。デフォル ト設定は両信号
源(内部―外部信号)です。

外部変調信号は、常にイネーブルになっています。

両信号(内部―外部信号)をイネープルにすると、内部および外部の変調信号が追加され
ます(搬送波形が2波形で実際に変調されます)。

内部信号をディスエープルにする(外部信号のみにする)と、搬送波形が外部波形で変調
されます。Extアナンシエータが点灯し、裏面パネルのAM変調端子に変調信号の入力が
予測されることを示します。

外部変調波形をAM変調端子に送ります。変調度は、現在の信号レベルでコントロールさ
れます(5ボルトのピーク値が10帆変調に相当します)。

川憂窮
(年1鰯)

5V―

O V

-5V

前面パネル操作 :

2: AM soURCE (MOD MENU)

リモー ト・インタフェース操作 :

AM:SOURce lBOTHIEXTernall
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周波数変調(FM)

変調波形は搬送波形と変調波形で構成されます。FMでは、搬送波の周波数は、変調波形の

振幅によつて変化します。本器は、内部FM変調信号のみを受け入れます。(外部信号源は使

えません)。

基本的な周波数変調の詳細については、第7章 「学習」を参照してください。

FM変調を選択するには

● FMをイネープルにすると、FMア ナンシエータが点灯します。

・ 一 度に 1つの変調モー ドだけをイネープルにすることができます。FMをイネ
ープルにす

ると、前の変調モードが取り消されます。

・ 前 面パネル操作 :FMを イネープルにしてから他の変調パラメ
ータを設定します。

Shn 回 を押し、現在設定されている搬送周波数、変調周波数、出力振幅、およ

びオフセット電圧を使つてFM波形を出力します。

・ リ モー ト・インタフェース操作 :確実に正しく動作させるには、FMをイネ
ープルにす

る前に他の変調パラメータを設定します。

FM:STATe 〔 OFF10N〕
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搬送波の形状

● FM搬送波の形状 :正弦波、方形波、三角波、ランプ波、または任意波形。デフォルト設
定は正弦波です。

● ノ イズ・ファンクションまたはDC電圧を搬送波形として使うことはできません。

。 前 面パネル操作 : Nobe以 外の前面パネル・ファンクション・キーのどれか1つを押
します。任意波形では、 巨 回 キ

ーで現在ダウンロードする波形を選択します。

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

FUNCtion:sHAPe 〔 SINusoidisQuarelTRIang■ elRAMPIUSER〕

APPLYコ マン ドを使つて(単一コマンドで)、ファンクション、周波数、振幅、および
オフセットを選択することもできます。
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搬送波の周波数

。 搬送波の周波数 : llhHzか ら15MHz(三角波およびランプ波では100kHz)。デフオル ト

設定はl kHzです。

・ 任 意波形では、最大搬送周波数は、波形上に指定したポイント数によつて変わります。

5個の内蔵任意波形を最大 5鹿 で出力することができます。

任意波形のポイント数 最小周波数 最大周波数

8～ 8,192(8k)

8 , 1 9 3～ 1 2 , 2 8 7 ( 1 2 k )

12,288 ～ 16,000

10 mHz

10■ lz

10縦

5  p l z

2 . 5 ■l z

200 kllz

搬送周波数は、必ずピーク周波数偏差以上でなければなりません。この偏差より小さい

搬送周波数を設定しようとすると、本器は、自動的に搬送周波数を調整して、現在の偏

差と等しくします。

前面パネル操作では、
"MIN VALUE"と

表示され、搬送周波数が調整されます。リモ
ート

・インタフェース操作では、-221の
・
SettimS COnf:iCt"エラーが発生し、搬送周波

数が調整されます。

搬送周波数とピーク周波数偏差の合計は、選択 したフアンクションの最大周波数に

100kHzをプラスした値(正弦波および方形波では15.lML、三角波およびランプ波では

200kHz、任意波形では5.lMHz)以下でなければなりません。搬送周波数を有効でない値

に設定しようとした場合、搬送周波数は本器によって自動的に調整され、現在の偏差に

なります。

前面パネル操作では、
"MAX VALUE"と

表示され、偏差が調整されます。リモ
ー ト・イン

タフェース操作では、-221の
WSettings Conf:ict"エラーが発生し、偏差が調整され

ます。

前面パネル操作 : Freqキ ーを押 して、選択したフアンクションに有効な周波数を選

択します。(現在の振幅およびオフセット電圧が使われます)。

リモー ト・インタフェース操作 :

FREQuency 〔 くfrequency>IMINimulniMAXimum〕
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変調波形の形状

本器は、内部変調信号、外部変調信号、またはその両方を受け入れます。

・ 変 調波形の形状(内部信号源):正 弦波、方形波、三角波、ランプ波、ノイズ、または任
意波形。デフォルト設定は正弦波です。

● ノ イズ 。ファンクションを変調波形として使用することができます。ただし、ノイズ・

フアンクションおよびDC電圧は搬送波形として使えません。

・ 前 面パネル操作 :FMを イネープルにしてから、RecaH Menuを押 して、メニューのFM
SHAPEコマンドに直接アクセスします。

3: FM SHAPE 〈 MOD MENU)

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

FM:INTernal:FUNCtion lsINusoidiSQuarelTRIanglelRAMPINOISelUSER}

変調周波数

本器は、内部変調信号のみを受け入れます。

・ 変 調周波数(内部信号源):llhHzから10kHz。デフォル ト設定は10Hzです。

。 FMの 同期信号は(搬送波ではなく)変調信号を基準にします。変調信号の各ゼロ・クロス
・ポイントで瞬間的にHL"high"′ウレス(>200ns)が出力されます。信号は、前面パネル
のSYNC端子から出力されます。

・ 前 面パネル操作 : shn Freqを 押して変調周波数を設定します(数値は、約10秒間
表示されます)。

変調周波数を前面パネルから設定する前に、必ずFMをイネープルにしてください。FMが
イネープルになっていないときにこの周波数を設定しようとした場合、

"SEIECr馴
,FM"

と表示されます。

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

FM:INTerna■ :FREQuenCy 〔 くfrequency,IMINimumlMAXimum〕

|
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ピーク周波数偏差

ピーク周波数偏差は、変調波形の周波数の、搬送周波数からの変動を表します。

・ ピーク周波数偏差 :Юttzから7.5MHz。デフォルト設定は100Hzです。

搬送周波数は、必ずピーク周波数偏差以上でなければなりません。搬送周波数より大き

い偏差を(FMをイネープルにして)設定しようとした場合、本器は、自動的に偏差を調整

して、現在の搬送周波数と等しくします。

前面パネル操作では、
"Mtt VALu"と

表示され、偏差が調整されます。リモ
ート・イン

タフェース操作では、-221の
"Setti“

s COnfiiCt"エラーが発生し、偏差が調整され

ます。

搬送周波数とピーク周波数偏差の合計は、選択 したフアンクションの最大周波数に

100kHzをプラスした値 (正弦波および方形波では15.lMHz、三角波およびランプ波では

200kHz、任意波形では5.lⅢz)以下でなければなりません。偏差を有効でない値に設定

しようとした場合、偏差は本器によつて自動的に調整され、現在の搬送周波数で許容さ

れる最大値になります。

前面パネル操作では、
"MAX VALUE"と

表示され、偏差が調整されます。リモ
ート・イン

タフェース操作では、-221の
WSettings Conf:ict″エラーが発生し、偏差が調整され

ます。

前面パネル操作 : Shn LeVelを 押 して、ピ
ーク偏差を設定します(数値が約 10秒間

表示されます)。

偏差を前面パネル操作で設定する前に、必ずFMを イネ
ープルにします。FMがイネープル

になっていないときに偏差を設定しようとすると、
"SEIE∝

AM,W'と 表示されます。

リモー ト・インタフェース操作 :

FM:DEViation 〔 peakく deviation in H少 I MINimumlMAXimuIIt〕
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バースト変調

本器を構成して、指定数のサイクル(バーストと呼びます)を持つ波形を出力することができ
ます。バーストの出カレートは、内部レート・ジェネレータまたは裏面パネル・コネクタに

送られる外部信号によつて決まります。本器では、正弦波、方形波、三角波、ランプ波およ
び任意波形でバーストを発生させることができます。

バースト変調の基本の詳細については、第7章 「学習」を参照してください。

バースト変調は、つぎの 2つのモードで使用することができます。選択したトリガ信号源ま

たはパースト信号源(以下の表を参照)に基づいて、一回に 1つのバースト・モードがイネー

プルになります。

・ ト リガ ・バース ト・モー ド:このモー ドでは、 トリガが受信されるたびに指定数のサイ

クル(バースト・カウント)を持つ波形が出力されます。指定数のサイクルの出力が終了

すると、つぎの トリガまで待機します。本器は、内部 トリガを受け入れるように構成す

ることもできますし、また、前面パネルの Shgbキ ーを押すか、または トリガ信号を

裏面パネルのExt Trig端子に送つて、外部からトリガを送信することもできます。

電源投入時は、内部 トリガ 。バース ト・モー ドがイネーブルになります。

・ 外 部ゲー ト・バース ト・モー ド:このモードでは、裏面パネルのExt Trig端子に送ら

れた外部信号のレベルに基づいて、出力波形が 「オン」または 「オフ」のどちらかにな

ります。ゲート信号が真の場合、連続波形が出力されます。ゲート信号が偽の場合、出

力が停上します。

外部 トリガ ・モード

内部 トリガ 。モード

外部ゲート・モード

トリガ信号源

(TR:G:ま順 )

バースト信号源

(OH:ま凛 )

バースト・ヵウ

ント (B M t t D C )

使用可

使用可

使用不可

バ ース ト・レー ト

(田 :lNT:RATE)

使用不口J

使用可

使用不可

バース ト・フェー

ズ (B M :針出 )

使用可

使用可

使用不可

部

　

部

　

部

内

　

内

　

外

獅
　
螂
　
酪
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バース ト・トリガ信号源

トリガ・バースト・モードでは、 トリガが受信されるたびに指定数のサイクル(バースト・

カウント)を持つ波形が出力されます。指定数のサイクルの出力が終了すると、つぎのトリ

ガまで待機し、信号を出力しません(ゼロ・ボルト、またはDCオフセット・レベル)。電源

投入時は、内部トリガ・バースト・モードがイネープルになります。

トリガ信号源 :内部、シングルまたは外部。デフォル ト設定は内部信号源です。

トリガ・バースト・モードでは、 「バースト信号源」は内部信号源になります。

・ 内 部 トリガ信号源を選択すると、バーストを発生させる周波数がバースト・レート・パ

ラメータで決まります。バースト・レー ト周波数によって、バース トの間隔が決まりま

す。

Singleを押 して、シングル ・トリガ ・モードをイネープルにすると、外部 トリガ・

モードもイネープルになります。外部 トリガは、前面パネルのシングル ・トリガ 。モー

ドに似ていますが、 ト リガ信号は裏面パネルのExt Trig端子に送られます。本器は、

肌 パルスの立ち上がリエッジで トリガされます

本器がシングル ・トリガまたは外部 トリガの待ち状態になると、Trigアナンシエータが

点灯します。

シングル ・トリガ信号源または外部 トリガ信号源を選択した場合、バースト・カウント

およびバースト・フェニズは有効ですが、バースト・レートは無視されます。

外部ゲート信号源を選択すると(「ゲート」バースト・モード)、指定したトリガ信号源

は無視されます。外部ゲート・モードは、トリガ 。モード信号源をオーバライドします。

前面パネル操作 : shdeを 押して、シングル・トリガ・モードをイネープルにすると、

外部トリガ。モードもイネープルになります。また、 Shit hternalを 押 して内部 ト

リガ・モードをイネープルにします。

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

TRIGger:souRce 〔 IMMediatelEXTerna■ IBuS〕

詳細については、98ページの「トリガ」を参照してください。
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バース ト信号源

外部ゲー ト・バースト・モー ドでは、裏面パネルのExt Trig端子に送られた外部信号のレ
ベルに基づいて、出力波形が 「オン」または 「ォフ」のどちらかになります。ゲート信号が
真の場合、連続波形が出力されます。ゲート信号が偽の場合、出力が停止します。

・ バ ースト信号源 :内部または外部ダート。デフォルト設定は内部信号源です。

・ 内 部バースト信号源を選択すると、外部ゲート・モードがディスエープルになります。

・ 外 部ゲート信号源を選択すると、Ext Trig端子に送られたゲニト信号の論理レベルに基
づいて、出力がイネープルまたはディスエープルになります。ゲート信号が真の場合
げL high)、連続波形が出力されます。グート信号が偽の場合(T■ low)、出力が停止
します(ゼロ・ボルト、またはDCオフセット・レベル)。

・ 外 部ゲー ト信号源を選択すると、パース ト・ヵゥント、バースト・レート、バースト・

フェーズ、ぉょびバースト・トリガ信号源は無視されます(これらのパラメータはトリガ
・バースト・モー ドだけに使われます)。

0 本 器が外部ゲート信号の待ち状態になると、Extアナンシエータが点灯します。

・ 前面バネル操作 :

7:BURST SRC (MOD MENU)

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

BM:SOURCE 〔 INTerna■ lEXTerna■ ]
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バース ト変調を選択するには

・ パ ースト変調がイネープルになると、Burstアナンシエ
ータが点灯します。

・ 1回 に1つの変調モードをイネープルにすることがきます。バ
ースト・モードをイネー

プルにすると、前の変調モードは取り消されます。

・ 前 面パネル操作 :バースト変調をイネープルにしてから、他の変調パラメ
ータを設定し

ます。 Shn Burstを 押し、現在設定されている搬送周波数、出力振幅およびオフ

セット電圧を使つて、バーストを出力します。

。 リ モート・インタフェース操作 :確実に正しく動作させるには、バ
ーストをイネープル

にする前に他の変調パラメータを設定します。

BM:STATe 〔 OFF10N〕

バース ト搬送周波数

搬送周波数は、 トリガ・モードおよび外部ゲート・モ
ードのバースト波形の繰り返しレート

を定義します。トリガ・モードでは、バースト・カウントで指定したサイクル数が、搬送信

号の周波数で出力されます。外部ゲート・モードでは、外部ゲ
ート信号が真(T■ high)の

場合に、搬送周波数が出力されます。

搬送周波数は、バーストの間隔を指定する 「バースト・レート」とは異なることに注意

してください(トリガ。モードのみ)。

・ 搬送周波数 :10mHzか ら5 MHz(三角波およびランプ波の場合は、lKXlkHzまで)。デフォ

ルト設定は l kHzです。搬送波形には、正弦波、方形波、ランプ波、三角波、または任

意波形を使用することができます。

● つ ぎのページの搬送周波数およびバース ト・カウントの制限によく注意してください。
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搬送波として使われる任意波形では、最大周波数が、波形に指定したポイント数によっ
て変わります。 5個の内蔵任意波形を最大 5彫 で出力することができます(以下の制限
に注意してください)。

任意波形のポイント数 最小周波数 最大周波数

8～ 8,192(8k)

8,193 - 12,287 (12k)

12,288 ～  16,000

10 dlz

10 dlz

10酬 z

5 H 1 2

2 . 5 田H z

200 kllz

正弦波、方形波および任意波形では(ランプ波および三角波にはあてはまりません)、
送周波数と最小バースト・カウントの関係はつぎのようになっています。

搬送

周波数

最大

バースト・カウント

1 0 d 1 2 ～ l  p l z

> l  I 1 2 ～2 E 1 2

>2 ‖Hz - 3 田Hz

>3 ‖H2 - 4 ■12

ヌ ■1 2～ 5  E I z

正弦波、方形波、
および任意波形のみ

搬送周波数を有効でない値に設定しようとすると、周波数は本器によって自動的に調整
され、現在のパースト・カウントで許容される最大値になります。

前面パネル操作では、
"MAX VALUE"と

表示され、搬送周波数が調整されます。リモート
・インタフェース操作では、-221の

"Settings ConflictWエ
ラーが発生し、搬送周波

数が調整されます。
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搬送周波数(つづき) バーストで使われるすべての波形では、搬送周波数が 100Hz以下に設定された場合、つ

ぎの関係式があてはまります。

バースト・カウンL=soo# 搬送波の場合≦100Hz
搬送周波数

搬送周波数を有効でない値に設定しようとすると、周波数は本器によって自動的に調整

され、現在のパースト・カウントで許容される最小値になります。

前面パネル操作では、
"MIN VALUE"と

表示され、周波数が調整されます。リモ
ート・イ

ンタフェース操作では、-221の
WSettings Conf:ict"エ

ラーが発生し、搬送周波数が

調整されます。

トリガ ・バースト・モードでは、指定数のサイクルが出力されている間(パ
ーストの間)

の同期信号はπL"low"です。指定数のサイクルの出力が終了すると、同期信号は、つぎ

のパーストまで
"high"に

なります。同期信号は前面パネルのSlК端子から出力されます。

外部ゲート・パースト・モードでは、ゼロ ・ボルト(またはDCオ フセット値)に対して出

力が正のとき、同期信号はHrhigh"に なります。ゼロ。ボル ト(またはdeオ フセット

値)に対して負のとき、同期信号は■r iOr'になります。同期信号は前面パネルのSYNC

端子から出力されます。

前面パネル操作 : Freqキ ーを押して、選択したフアンクションで有効な周波数を選

びます(現在の振幅およびオフセット電圧が使われます)。

リモー ト・インタフェース操作 :

FREQuency 〔 くfrequency>lMINimurnlMAXimum〕

AP P L Yコ マンドを使つて(単
一コマンドで)、フアンクション、周波数、振幅、および

オフセットを選択することもできます。
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バース ト・カウント

パースト・カウントは、各バーストで出力されるサイクル数を定義します。これは、
ガ。バースト・モードだけで使われます(内部または外部信号源)。

バースト・カウントと搬送周波数の組合せには、許容されないものがあります。有
効でないバースト・カウントを指定しょうとすると、このカウントは自動的に調整
され、現在の搬送周波数で許容される最大値になります。

バースト・カウントを設定する前に、84ページから始まる 「バースト搬送周波数」
に記載されている制限に注意してください。

0 バ ースト・カウント:1か ら50,000サイクル。増分単位は 1サ イクル。デフォル ト設定
は 1サ イクルです。

・ 内 部 トリガ信号源を選択した場合、指定数のサイクルがバースト・レート設定で決めた
レートで連続して出力されます。バースト・レート周波数は、バーストの間隔で決まり
ます。

シングル・トリガ信号源または外部 トリガ信号源を選択した場合、パースト・カウントおよ

びバースト・フェーズは有効ですが、パースト・レートは無視されます。
Singに を 押すたびに、またはトリガ信号がExt Trig端子に送られるたびに、指定数のサ

イクルが出力されます。本器は、1lLパルスの立ち上がリエッジでトリガされます。

外部ゲート・パースト信号源を選択した場合、バースト・カウント、バースト・レート、
バースト・フェーズ、およびバースト・トリガ信号源は無視されます(これらのパラメー

タはトリガ・バースト・モードだけに使われます)。

前面バネル操作 :

4:BURST CNT (MOD MENU)

● リ モー ト・インタフェース操作 :

BM:NCYC■ eS 〔 くたycles>lMINimumlMAXimum〕

トリ
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バース ト・レー ト

パースト・レートは内部トリガ・パーストが発生する周波数を定義します。バースト・レー

ト周波数は、バーストの間隔を定義し、内部トリガ・パースト・モードだけで使われます。

バースト・レートは、バースト信号の周波数を指定する 「搬送周波数」とは異なること

に注意してください。

● バ ースト・レート:Dttzか ら50kHz。デフォルト設定は、100Hzです。

パースト・レートの設定値を使うのは、内部 トリガがイネープルになっているときだけ

です(トリガ ・モード)。バースト・レートは、シングル ・トリガまたは外部 トリガがイ

ネープルになっているときは無視されます。

シングル ・トリガ信号源または外部 トリガ信号源を選択した場合(トリガ ・モー ド)、
パースト・カウントおよびパースト・フェーズは有効ですが、バースト・レートは無視

されます。

外部ゲー ト・パースト信号源を選択 した場合(「ゲート」バースト・モード)、バースト
・カウント、パースト・レート、パースト・フェーズ、およびパースト・トリガ信号源

は無視されます(これらのパラメータはトリガ ・パースト・モードだけに使われます)。

指定された搬送周波数およびバースト・カウントで出力するには速すぎるパースト・

レー トを指定することは可能です。本器は、バースト・レートが速すぎると、バースト
・レートを内部調整し、バーストを連続的に再 トリガするのに必要な速度にします。調

整は、本器内部で行われます(バースト・レートの表示または問い合わせは指定どおりに

なります)。

前面パネル操作 :

5: BURST RATE (MOD MENU)

. リ モー ト・インタフェース操作 :

BM:INTerna■ :RATE 〔 くfrequency>IMINimumlMAXimum〕
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バース ト。フェーズ

バースト・フェーズは、バーストを開始する位相を定義します。

● パ ースト・フェーズ :-360度 から+360度 まで。増分単位は 1度。デフォル ト設定は

0度 です。

・ 負 の位相は、 0か ら+360度 の数値に自動的に変換されます。たとえば、-90度 の位相

を指定してから、その値を問い合わせると、270度と応答されます。

o 正 弦波、方形波、三角波、およびランプ波では、正方向に向かう波形がゼロ 。ボルト(ま

たはDCオフセット値)をクロスするポイントが 0度 です。

・ 任 意波形では、メモリにダウンロードされる最初のデータ。ポイントが 0度 です。

。 外 部ゲート信号源を選択した場合(「ゲート」バースト・モード)、バースト・カウント、
バースト・レート、パースト・フェーズ、およびバースト・トリガ信号源は無視されま

す(これらのパラメータはトリガ・バースト・モードだけに使われます)。

O前 面パネル操作 :

6: BURST PHAS (MOD MENU〉

0 リ モー ト・インタフェース操作 :

BM:PHASe [く degrees>IMINimumlMAXimum]
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周波数シフ ト。キー(FSK)変調

本器の構成により、FSK変調を使って、出力周波数を2つのプリセット値間で「シフト」さ
せることができます。出力が2つの周波数(いわゆる「搬送周波数」と「ホップ周波数」)間
をシフトする速度は、内部レート・ジェネレータまたは裏面パネルの目X端 子の信号レベル

で決まります。本器では、正弦波、方形波、三角波、ランプ波、および任意波形でFSC波形
を発生することができます。

日 変調の基本の詳細については、第7章 「学習」を参照してください。

FSK変調を選択するには

● FSKを イネープルにすると、FSKア ナンシエータが点灯 します。

・ 1回 に 1つ の変調モードだけをイネープルすることができます。FSKをイネープルにす

ると、前の変調モードは取り消されます。

・ 前 面パネル操作 :FSKを イネープルにしてから、他の変調パラメータを設定します。

Shn ttS□ を押し、現在設定されている周波数、振幅およびオフセット電圧を使っ

て波形を出力します。

● リ モー ト・インタフェース操作 :確実に正しく動作させるには、FSKをイネ
ープルにす

る前に他の変調パラメータを設定します。

FSKey:sTATe 〔 OFF10N〕
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FSK搬送周波数

・ 搬 送周波数 :lllmHzから15MHz(三角波およびランプ波の場合は、1∞kHzまで)。デフォ
ルト設定はl kHzです。搬送波形には、正弦波、方形波、ランプ波、三角波、または任
意波形を使用することができます。

・ 任意波形では、最大搬送周波数が、波形に指定したポイント数によって変わります。5
個の内蔵任意波形を最大5舵 で出力することができます。

任意波形のポイント数 最小周波数 最大周波数

8～ a:"(8k)

8,193～ 12,287(12k)

12,288 - 16,000

10 mHz

lo rlz

10m‖ヒ

5‖H z

2 . 5 ‖H z

2 0 0  k H z

外部コントロールされるFSK波形では、
"10w"T■

レベルがFSK端子に送られると搬送周
波数が出力されます。

"high"T■
レベルが送られると、ホップ周波数が出力されます。

FSKでは、同期信号は、(搬送波ではなく)FSK「ホップJ信 号を基準にします。 「ホッ
プ」周波数への遷移時に瞬間的に爾L"high"パルス(>21Xlns)が出力されます。信号は、
前面パネルのSYNC端子から出力されます。

前面パネル操作 : Freqキ ーを押 して、選択したファンクションで有効な任意の周波
数を選択します(現在の振幅およびオフセット電圧が使われます)。

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

FREQuency 〔 くfrequcncy>lMINimumlMAXimum}

APPLYコ マン ドを使つて(単
一コマンドで)、ファンクション、周波数、振幅、および

搬送波オフセットを選択することもできます。
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FSK「ホップ」周波数

0 ホ ップ周波数 :10mHzか ら15MHz(三角波およびランプ波の場合は、100kHzまで)。デ

フォルト設定は100kHzです。ホツプ周波数の波形には、正弦波、方形波、ランプ波、三

角波、または任意波形を使用することができます。

・ 任意波形では、最大ホップ周波数が、波形に指定したポイント数によつて変わります。

5個の内蔵任意波形を最大 5 MHzで出力することができます。

任意波形のポイント数 最小周波数 最大周波数

8～ 8,192(3k)

8,193～ 12,287(12k)

12.288 ～ 16,000

10虚

10 dlz

10 mHヒ

5  n l z

2 . 5 p 1 2

200 kl12

。 外 部コントロールされるFSK波形では、
"low"T■

レベルがFSK端子に送られると搬送周

波数が出力されます。
"high"1lLレベルが送られると、ホツプ周波数が出力されます。

● FSKで は、同期信号は、(搬送波ではなく)FSK「ホツプ」信号を基準にします。 「ホッ

プ」周波数への遷移時に瞬間的にπピhigh"パルス(>20ms)が 出力されます。信号は、

前面パネルのSYNC端子から出力されます。

・ 前面パネル操作 :FSKを イネープルにしてから、Recall Menuを押して、メニュ
ーのFSK

FREQコマンドに直接アクセスします。

8: FSK FREQ く MOD MENU)

◆ リ モー ト・インタフェース操作 :

FSKey: FREQuency 〔 くfrequency>IMINimumlMAXimum〕
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FSICレー ト

麻 レートは、内部FSK信号源を選択した場合に、搬送周波数とホップ周波数の間を出力周
波数が 「シフト」する速度です。

● FSKレー ト(内部信号源):10耐 zか ら50kHz。デフォル ト設定は10Hzです。

● FSKレー トは、外部信号源を選択 した場合、無視されます。

・ 前 面パネル操作 :

9: FSK RATE (MOD MENU)

0 リ モー ト・インタフェース操作 :

FSKey:INTerna■ :RATE 〔 くrate in Hz>lMINimumlMAXimum〕

FSK信 号源

● FSK信号源 :内部または外部。デフォルト設定は内部信号源です。

・ 内 部信号源を選択した場合、搬送周波数とホップ周波数の間を出力周波数が 「シフト」
する速度は、指定したロ レートで決まります。

。 外 部信号源を選択した場合、出力周波数は裏面パネルのFSK端子の信号レベルで決まり
ます。
"10w"TLレ

ベルが送られると、搬送周波数が出力されます。
"high"T■

レベル
が送られると、ホップ周波数が出力されます。

・ 最 大外部FSKレートは、 l MHzです。

本器が外部トリガ信号の待ち状態になると、Extアナンシエータが点灯します。

前面パネル操作 :

■0: FSK SRC (MOD MENU)

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

FSKey:souRce [INTerna■ IEXTerna■ l
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周波数掃引

周波数掃引モードでは、指定した掃引速度で、スタ
ート周波数からストップ周波数まで本器

が 「ステップJし ます。リニア間隔またはログ間隔のいずれかで、周波数を上または下に掃

引できます。また、本器の構成により、外部 トリガを送つて単掃引(スタ
ート周波数からス

トップ周波数まで 1回だけ通過)を出力することもできます。本器では、正弦波、方形波、

三角波、ランプ波、および任意波形で周波数掃引を行うことができます。

周波数掃引の基本の詳細については、第7章 「学習」を参照してください。

掃引変調を選択するには

0 掃 引モードをイネープルにすると、SWpア ナンシエ
ータが点灯します。

・ 1回 に 1つの変調モードをイネープルにすることがきます。掃引モ
ードをイネープルに

すると、前の変調モードは取り消されます。

。 前 面パネル操作 :掃引モードをイネープルにしてから、他の変調パラメ
ータを設定しま

す。 shn sweepを 押 し、振幅およびオフセット電圧の現在の設定値を使って、掃引

を出力します。

・ リ モー ト・インタフェース操作 :確実に正しく動作させるには、他の変調パラメ
ータを

設定してから掃引モードをイネープルにします。

SWEep:sTATe 〔 OFF10N〕
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スター ト周波数およびス トップ周波数

スタート周波数およびストップ周波数では、掃引の上限周波数および下限周波数を設定しま
す。本器は、スタート周波数で掃引を開始し、ストップ周波数まで掃引を行ってから、リ
セツトによリスタート周波数にもどります。

スター ト周波数およびス トップ周波数 :10mLHZから15MHz(三角波およびランプ波では
ll10bまで)。掃引は、全周波数レンジにわたって連続する位相です。スタート周波数の
デフォル ト設定は100Hzです。ストップ周波数のデフォル ト設定は l kHzです。*RSTコ

マンドは、スタート周波数を10mHz(最小値)、ストップ周波数を15MHz(最大値)に設定し
ます。

任意波形では、スタート周波数またはストップ周波数の最大値が、波形に指定したポイ
ント数によって変わります。 5個 の内蔵任意波形を最大 5 MHzで出力することができま
す。

任意波形のポイント数 最小周波数 最大周波数

8 - 8,192 (8k)

8,193 - 12,287 (12k)

12,288 ～ 16,000

10m‖ヒ

lo rlz

lo rlz

5 ‖H 2

2 . 5 p 1 2

200 kHz

周波数を上に掃引するには、スター ト周波数 <ス トップ周波数のように設定 します。
周波数を下に掃引するには、スター ト周波数 >ス トップ周波数のように設定 します。

同期信号は、掃引開始時 (スター ト周波数が出力されるとき)には‐
"10w"、

掃引停止
時 (ストップ周波数が出力されるとき)には1■

"high"で
す。信号は前面パネルのSYNC端

子から出力されます。

前面パネル操作 :掃 引をイネープルにしてから、Recan Menuを 押 して、メニューの
START Fコマンドに直接アクセスします。

■:START F (SWP MENU)

2:SToP F  (SwP MENU)

リモート・インタフェース操作

FREQuency : START { <frequency> | MINimum I t4Aximuml
FREQuency : STOp [ <frequency> | MINimun I MAXimum]
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掃引時間

掃引時間は、スタート周波数からストップ周波数までの掃引に必要な秒数を表します。掃引

の周波数ポイントの数は、選択した掃引時間によつて変わりますが、本器が自動的にこれを

計算します。

・ 掃引時間 :1厖 から500秒。デフオル ト設定は 1秒 です。

・ 本 器は、スタート周波数からストップ周波数まで、2,048から4,096の範囲で周波数ポイ

ントを計算します。

・ 前面パネル操作 :

3: SWP TIME (SWP MENU)

● リ モート・インタフェース操作 :

SWEep:TIME 〔 くsecOnds>lMINimumlMAXimum]

掃引モ
ー ド

リニア間隔またはログ間隔のいずれかで掃引することができます。リニア掃引の出力周波数

は、掃引の間直線的に変化します。ログ間隔では、出力周波数が掃引の間指数関数変化をし

ます。

・ 掃引モード:リニアまたはログ。デフオル ト設定はリニア
。モー ドです。

・ 前面バネル操作 :

4: SWP MODE (SWP MENU)

o  リモー ト・インタフェース操作 :

SWEep:sPACing 〔 LINearlLOGarithmic〕
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掃引 トリガ信号源

トリガ掃引モードでは、 トリガを受信するたびに単掃引を出力します。スタート周波数から
ストツプ周波数まで1回掃引すると、本器は、スタ

ート周波数を出力しながらつぎのトリガ
の待ち状態になります。

掃引トリガ信号源 :内部、シングルまたは外部。デフォル ト設定は内部信号源です。

内部 トリガ信号源がイネープルの場合(デフォルト設定)、本器は、指定した掃引速度で
求められるレートで連続掃引を出力します。

Sing!eを押 して、シングル ・トリガ・モー ドをイネープルにすると、外部 トリガ ・
モードもイネープルになります。外部 トリガは、前面パネルのシングル ・トリガ 。モー

ドに似ていますが、 ト リガ信号は裏面パネルのExt Trig端子に送られます。本器は、
肌 パルスの立ち上がリエッジで トリガされます

本器がシングル ・トリガまたは外部 トリガの待ち状態になると、
点灯します。

前面パネル操作 : sindeを 押して、シングル ・トリガ・モー

外部 トリガ 。モードもイネープルになります。 shn lnternal
モー ドをイネープルにします。

Trlgアナンシエータが

ドをイネープルにすると、

を押 して内部 トリガ ・

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

TRIGger:SouRce 〔 IMMediatelEXTerna■ IBuS〕

詳細については、98ページの 「トリガ」を参照してください。
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トリガ

バース トおよび周波数掃引だけに適用されます。内部 トリガ、シングル
・トリガ、または

外部 トリガを使って、パーストおよび掃引をトリガすることができます。

0 本 器に電源を入れると、内部 トリガまたは 「自動」 トリガがイネ
ープルになります。こ

のモードでは、パースト・モー ドまたは掃引モ
ー ドを選択した場合に、本器が連続出力

を行います。

シングル・トリガでは、前面パネルから Shg:eを 押すたびに 1回のパ
ーストを出力す

るか、または 1回の掃引を開始します。 本 器を再 トリガするには、このキ
ーを押し続け

ます。

shgleを 押 して、シングル ・トリガ 。モ
ー ドをイネープルにすると、外部 トリガ ・

モードもイネープルになります。外部 トリガは、前面パネルのシングル
・トリガ 。モー

ドに似ていますが、 ト リガ信号は裏面パネルのExt Trig端子に送られます。本器は、

肌 パルスの立ち上がリエッジで トリガされます

Singに キーは、リモート操作時(リモ
ート時は、Rmtア ナンシエータが点灯)および

パーストまたは掃引以外の機能を選択した場合、デイスエ
ープルになります。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



■

■

■

■

■
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■
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■

■

■

■

■

トリガ信号源の選択

パーストおよび掃引だけに適用されます。本器がトリガを受け入れる信号源を指定しなけ
ればなりません。

・ 前 面パネル操作では、本器は、シングル・トリガ、Ext Trig端子からのハードウェア・

トリガ、または内部トリガを使つた連続出カバーストまたは掃引を受け入れます。

● リ モート・インタフェース操作では、ソフトゥェァ(バス)・トリガ、Ext Trig端子から
のハードウェア・トリガ、または即時内部トリガを受け入れます。

● ト リガ信号源の設定値は、揮発性メモリにストアされます。信号源は、電源のオフ時、
またはリモート・インタフェースのリセット後に、内部トリガ(前面パネル)または即時
内部トリガ(リモート・インタフェース)に設定されます。

● ト リガ信号源をリモート・インタフェース操作で選択するには、つぎのコマンドを使い
ます。APPLYコマンドは自動的にトリガ信号源をImediateに設定します。

TRIGger:SouRce 〔 IMMediatelEXTerna■ lBuS〕

内部 トリガ こ の トリガ 。モー ドでは、本器は連続してバーストまたは掃引(バースト・

レートまたは掃引時間で指定したとおり)を出力します。これは、前面パネル操作およびリ
モート・インタフェース操作の両方に使われる電源投入時の トリガ信号源です。

リモート・インタフェース操作で内部 トリガ信号源を選択するには、つぎのコマンドを使い

ます。APPLYコ マンドは自動的にトリガ信号源をImediateに設定します。

"TRIGGER:SOURCE IMMEDIATE“
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シングル ・トリガ シングル ・トリガ 。モード(前面パネル操作のみ)では、前面パネルの

Single キーを押して、本器を手動でトリガすることができます。このキ
ーを押すたびに、

本器は、 1個 のパーストを出力するか、または 1回の掃引を開始します。本器がシングル
・

トリガの待ち状態になると、Trigアナンシエ
ータが点灯します。

リモー ト・インタフェース操作時、前面パネルの sittle キ
ーは、ディスエーブルに

なります。

外部 トリガ この トリガ。モードでは、Ext Trig端子に送られたハ
ードウェア ・トリガを受

け入れます。本器は、Ext TrigでπLパルスの立ち上がリエッジを受信するたびに、 1個 の

パーストを出力するか、または 1回の掃引を開始します。

102ページの 「Ext Trig/FS7バースト入力端子Jも参照してください。

・ 前 面パネル操作 :外部 トリガ ・モードは、シングル ・トリガ 。モ
ードに似ていますが、

トリガは裏面パネルのExt Trig端子に送られます。 Singbを 押 して、シングル
・トリ

ガ・モー ドをイネープルにすると、外部 トリガ 。モー ドもイネ
ープルになります。本器

が外部 トリガの待ち状態になると、Trigアナンシエ
ータが点灯します。

リモート・インタフェース操作時、前面パネルの Singにキ
ーは、デイスエープルにな

ります。

● リ モー ト・インタフェース操作 :

TRIGger:SOURce EXTerna■
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暉
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ソフ トウェア(バス)トリガ バス ・トリガ。モー ドは、リモート・インタフェース操作だけ
で使用することができます。このモードは、前面パネル操作のシングル ・トリガ。モードに
似ていますが、パス ・トリガ ・コマンドを送って、本器をトリガします。本器は、 ト リガ ・

コマンドを受信するたびに 1個のパーストを出力するか、 1回 の掃引を開始します。

● バ ス・トリガ信号源を選択するには、つぎのコマンドを送ります。

"TRIGGER:SOURCE BUS"

0 リ モー ト・インタフェース操作 (HP IBまたはRS-232)で本器をトリガするには、■TRG
(トリガ)コマンドを送ります。

。 IEEE-488グループ実行 トリガ(GET)メッセージを送って、IP―IBインタフェースから本器
をトリガすることもできます。つぎのステー トメントは、HP BASICを使ってGE「を送る
方法を示しています。

TRIGGER 7■ O   Gr(渕p Exocute Trigger

。 つ ぎのステートメントは、Cま たはQuickBASIC用のHP―IBコマンド・ライプラリを使つ
て、IP_IBインタフェースからトリガを送る方法を示しています。

IOTRIGGER (7■ 0)
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Ext Trig/FSt/BurSt入力端子

■

■

■

■
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口

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ext Trig/fsk/

B u r s t ( 5 V )

il:「::[___∫
~~

―      一

>1ド

この端子はつぎのモードで使われます。

・ ト リガ掃引モー ド: shgleを 押すか、TRIG:SOUR EXTを リモー ト・インタ

フェース操作で実行し、 ト リガ・掃引モードをイネ
ープルにします(掃引を必ずイネープ

ルにします)。Ext Trig端子でπLノウレスの立ち上がリエッジを受信すると、本器は、単

掃引を出力します。本器が トリガの待ち状態になると、THgア ナンシエ
ータが点灯しま

す。

・ 外 部変調FSCモー ド:外部変調モードをイネ
ープルにするには、前面パネルのЮD MENU

から
"FSK SRC EXT"を

選択するか、またはFSKを イネ
ープルにしてリモー ト・インタ

フェースからFSK:SOUR EXTを 実行します。
"loず
TLレ ベルの場合は、FSK搬送周

波数が出力されます。
"high"TLレベルの場合は、FSK「ホップ」周波数が出力されます。

このモードを選択すると、Extアナンシエ
ータが点灯します。

O ト リガ 。ノ`―ス ト・モー ド: Single を押すか、TRIG:SOUR EXTを リモート・イ

ンタフェース操作で実行し、トリガ・バ
ースト・モードをイネープルにします(バースト

を必ずイネープルにします)。冨Lパルスの立ち上がリエッジを受信すると、本器は、指

定数のサイクルを持つバースト波形を出力します。本器が トリガの待ち状態になると、

Trigアナンシエータが点灯します。

・ 外部ゲー ト・バース ト・モー ド:外部ゲート・モ
ードをイネープルにするには、前面パ

ネルのMOD MENUから
''BURW SRC EX「

GAnD"を 選択するか、またはバーストをイネープ

ルにして、リモート・インタフェースからBM:SOLR EXrを実行します。
"high町
■ レベル

の場合は、搬送波が出力されます。
"low町
■ レベルの場合は、出力がディスエープルに

なります。このモードを選択すると、Extア ナンシエ
ータが点灯します。



■

■

■

■

■

暉

■

■

■

■

■

■

暉

■

■

■

■

任意波形

不揮発性メモリには、5つの内蔵任意波形がストア挙れています。また最大4個までのユー

ザ定義の波形を不揮発性メモリにダウンロードすることができます。各波形には、8か ら
16,Ol10までのデータ・ポイントを含めることができます。

任意波形のダウンロードおよび出力の内部動作の詳細については、第7章 「学習」を参照し
てください。

任意波形の作成およびス トア

ここでは、前面パネル操作で任意波形を作成し、ストアする方法を例示します。任意波形を
リモート・インタフェース操作でダウンロードするには、174ページから始まる 「任意波形
コマンド」を参照してください。この例では、400ポイントのパルス波形を生成し、ストア
します。

メニューをオンにします。Shift

M e n y  O n / o■

A3 MOD MENU

圧ヨ 圧 ヨ    2 こ のレベルにあるEDIT MENUまで平行移動します。

□

C8 EDIT MENU

3 レ ベルをiつ下がって、剛 ARBコマンドに移動します。

EDIT MENUにはコマンドの選択肢が7つあります。ただし、揮発性メモリをクリアするか、
または現在のユーザ定義波形をロードするまでは、選択肢のうちの2つ (NEW ARBおよび
DELEIE)だけにしかアクセスできません。

■3 NEW ARB



医ョ       4 レ
ベルを1つ下がって、

"PMEIER"選
択に移動 します。

パラメータの最初の選択肢は、剛 肥 コマンドの
"CLEAR旺

げ です。以前にユーザ定義の

波形をダウンロードしている場合は、
‐
GET ARBl"のようなコマンドもこのレベルに表示さ

れます(指定した波形を揮発性メモリにロ
ードするため)。

CLEAR MEM

Enter      5 波 形編集モードをオンにします。

本器でビープ音が鳴り、波形編集モードがイネ
ープルになったことを示すメッセージが表示

されます。そしてメニューが終了します。

LOADING

s h n       6  リ コール ・メニューを使って、饉訓 A田コマンドにもどります。

□ R田‖Mom

■8 NEW ARB

f '  7 zav^)vt:66 poll{Tsry> }rE+fiWfi\,*t"

28 P01NTS

E I v^)vt I  ?Ttf2<, f4 >t 's..t  "400"t:Sttu*f"

∧00400 PNTS

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

口

■

■

■

■

104



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

E n t e r 変更をセープし、メニューをオフにします。

本器でビープ音が鳴り、変更が有効になったことを示すメッセージが表示されます。そして
メニユーが終了します。

COMPUTING

Shift

□ R e c a‖

2: POINTS

この例では、パルス波形が、サイクルの1/4(4∞ ポイント中1∞ポイント)で
"high“
に

なります。前面パネル操作では、各波形ポイントは、波形のビーク値に対応する-1か

ら+1ま での浮動小数点数値です。波形ポイントを定義するには、ED:T‖ENUの
Liに EDiTコマンドを使います。本器は、一時的に波形振幅をl kHzで-1と +1の 間に
再スケールします。

11 このレベルにあるL:距 EDiTコマンドに平行移動します。

38 LINE EDIT

レベルを1つ下がって、スタート・ポイントを
"1"に
設定します。

左右の矢印キーを使つて、ポイント・フィールド(左)と浮動小数点値(右)の間を移動します。
表示の右端にあるコンマ(,)は、表示された数値がスタート・ポイントであることを示して
います。波形の最初のポイントは、

‐
0"で す。

00000:十 ■.0000′

E n t e r 13==Enter'=を押 して、スター ト・ポイン トをス トアし、エンド・ポイン トに移動 します。

10リ コール ・メニューを使って、POiNTSコ マンドにもどります。

回

□ 12

105



14ポ イント
"99"ま
で増加させ、エンド・ポイン トを

・
1・に設定します。

左右の矢印キーを使つて、ポイント・フイ
ールド(左)と浮動小数点値(右)の間を移動します。

数値を変更すると、エンド・ポイントが出力されます。Enterキ
ーを押すと、不タ

ート・ポ

イントとエンド・ポイントの間の線が計算、出力され、ストアされます。Enterキ
ーを押さ

ないで終了すると、スタート・ポイントとストップ ・ポイントが復元されます。

00099:十 ■.0000

Enter     15ス タート・ポイントおよびストップ・ポイントをセープし、波形を出力します。

COMPUTING

Shit      16波 形をセーブしてメニューをオフにします。

Menu On/o“     本 器でビープ音が鳴り、波形が揮発性メモリにストアされたことを示すメッセ
ージが表示さ

れます。そしてメニューが終了します。

EXITING

S h敵      1 7リ コール ・メニューを使ってLiに Di Tコ マンドにもどります。

匿]Recail留加

33 LINE EDIT

圧∃ □ 圧∃  18こ のレベルにある3VE ASコ マンドまで平行移動します。

6: SAVE AS

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

19□ レベルを1つ下がって、波形を不揮発性メモリにセープします。

この時点で、パルス波形が揮発性メモリから出力されています。不揮発性メモリには、最大
4個 のユーザ定義波形をストアすることができます。前面パネル操作では、ARBl,ARB2,
駅“,または駅別のうちの1つの名前を使って、波形をセープすることができます。

ARB■  ■NEW★

波形をセーブし、メニューを終了 します。

本器でビープ音が鳴り、波形がセープされていることを示すメッセージが表示されます。そ
してメニューが終了します。

SAVING

これで不揮発性メモリに波形がストアされ、本器から出力されます。波形をス トアするとき
に使った名前が波形リスト(Arb ust を 押します)に表示されています。

E n t e r
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任意波形についての追加情報

。 現在選択している任意波形を出力するには、 ARbキ ーを押します(波形の選択肢をス

クロールして選択し、 Arb ttstを押します)。

・ 前 面パネル操作では、新しい任意波形を生成するばかりでなく、現在のユーザ定義波形

を編集することもできます。生成した波形の編集は、前面パネル操作、またはリモート
・インタフェース操作のどちらでも行うことができます。ただし、5個の内蔵任意波形

を編集することはできません。

EDIT MENUにあるNEW ARBコマンドの
"GEr"オ
プションを使つて、現在のユーザ定義波形

をロードします。つぎにLINE EDIT,ЮIT EDIT,およびINVERTコマンドを使って、波形

を編集します。

● EDIT MENUのINVErコマンドは、符号を変更して、指定した波形の各ポイントを逆転し

ます。

● EDIT MENUのDEE電 コマンドを使つて、揮発性メモリにあるユーザ定義波形を削除する

ことができます。ユーザ定義波形すべてのリストは、DELmコ マンドに移動すると表示
されます。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

システム関連操作

ここでは、パワー ・ダウン・リコール、セルフ・テスト、エラー状態、および前面パネルの

表示コントロールなどについて説明します。この説明は、波形の生成には直接関係しません

が、本器の操作には大切な事柄です。

パワー ・ダウン ・リコール ・モー ド

電源をオフにすると、本器は、自動的にそのステートをメモリ
"0"に
ストアします。電源

を再び入れたとき、自動的にパワー・ダウン・ステートがリコールされるように、本器を構
成することができます。本器は、工場出荷時に、リコール・モードをディスエープルに設定
してあります。

パワー・ダウン・リコール ・モードは、前面パネル操作でのみ設定することができます。

リコール ・モー ドをデイスエープルにすると(工場設定値)、本器はデフォルト構成(123
ページを参照)でパワー ・アツプされます。リコール ・モー ドをイネープルにすると、本

器は、パワー ・ダウン構成でパワー ・アツプされます。

パワー ・ダウン・リコールの設定値は、不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時にも、

リモート・インタフェースのリセット後にも変化しません。

パワー・ダウン・リコール ・モードは、変調パラメータばかりでなく、ファンクション

(任意波形を含む)、周波数、振幅、DCオフセット、デューティ・サイクルも 「記憶」し

ます。

「揮発性」メモリにダウンロードした任意波形が記憶されることはありません。ただし、
ステートをストアするときに任意波形が不揮発性メモリから出力されている場合は、波

形データがストアされます。ストアされた波形は、機器ステー トをリコールすると、出

力されます。

前面パネル操作 :

2: POWER ON (Sys MENU)

リコール・モードをイネープルにするには、
"LAST STAπ"を

選択します。

リコール・モードをディスエープルにするには、
"DEFAULT'を

選択します。
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エラー状態

前面パネルのERROnア ナンシエータが点灯したときは、 1個 またはそれ以上のコマンド
・シンタックスまたはハードウェア・エラーが検出されています。最大20個のエラーの記

録を本器のエラー待ち行列にストアすることができます。エラ
ー全部のリストは、第5章

「エラー・メッセージ」を参照してください。

エラーは、先入れ先出し(FIFO)方式で検索されます。最初に返送されるエラ
ーが最初に

ストアされたエラーです。待ち行列のエラーをすべて読み込むと、ERRORア ナンシ

エータが消えます。エラーが発生するたびに、ビ
ープ音が 1回鳴ります。

エラーが21個以上発生すると、待ち行列にストアされた最後のエラ
ー(最新のエラー)が

-350の WT∞ Llany Errors"に変わります。ここで、待ち行列からエラ
ーを取り除かな

いと、それ以上エラーをストアできなくなります。エラー待ち行列の読み込み時にエ

ラーが発生しなかった場合、本器は、+0,"No error"と 応答します。

エラー待ち行列は、電源を切ったときまたは*CS(ク リア ・ステ
ータス)コマンドが実行

されたときにクリアになります。*RST(リセット)コマンドは、エラー待ち行列をクリア

にしません。

前面パネル操作 :

3: ERROR 〈 Sys MENU)

ERRORア ナンシエータが点灯した場合、 Shn[ヨ (Recall Menu)を押 して、待ち行

列にストアされているエラーを読み込みます。エラーは、
"Pハ
碑岨班R"レベルに水平に列

挙されています。
"儡
卍ME駅
"レベルに入ると、エラーはすべてクリアになりますので、

メニューを終了します。

待ち行列の最初のエラ エラー

卜・インタフェース操作 :

SYSTem:ERRor?  エ ラー待ち行列からエラーを 1個読み取ります

エラーは、つぎのようなフォーマットになっています(エラー ・ストリ

80文字まで使用できます):

― ■■3′ ''Undefined header"

最大

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

セリレフ ・テス ト

・ 電 源投入時のセルフ・テストは、本器に電源を入れると自動的に起動します。限定テス
トは、本器の動作が正常かどうかを確認するものです。

・ 完 全セルフ・テストでは、一連のテストを行うので、実行すると約 10秒かかります。テ
ストのすべてに合格すると、本器が完全に正常であることが確認できます。

・ 完 全セルフ・テストに合格すると、前面パネルに
"PASS"と

表示されます。このセルフ・

テストに不合格の場合は、
"FAIピ'と

表示され、ERRORア ナンシエータが点灯します。
本器を当社に返送して修理を受けるときの説明は、 「Service CuideJを参照してくだ
さい。

・ 前 面パネル操作 :

4: TEST (SYS  MENU)

つぎのように、別の方法で完全セルフ・テストを前面パネル操作で実行することもでき
ます。電源スイッチを押して本器をオンにするときに Shiftを押し続けます。このキー

は5秒以上押したままにします。キーを放すと、セルフ・テストが開始します。

・ リ モー ト・インタフェース操作 :

十TST?

セルフ ・テス トに合格すると
"0"、
不合格になると

"1"を
応答 します。セルフ ・テス

トに不合格の場合は、エラー ・メッセージも表示 され、テス トに不合格になった理由が
説明されます。



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

リモー ト・インタフェース操作 :

DISPLAY 〔 OFF10N〕

DISPLAY:TEXT く quoted string>

DISPLAY:TEXT:CLEar

つぎのコマンド・ストリングは、メッセージを前面パネルに表示する方法を示していま

す。

"DISP:TEXT ′ HELLO′ "

表示のデイスエープル/イ ネープル

引用符で囲まれているストリングの表示

表示されたメッセージのクリア

表示コン トロール

本器の構成を変更する速度を上げるため、また保全上の理由から、前面パネルの表示をオフ

にすることもできます。また、リモート・インタフェ
ース操作では、最大H文 字までの

メッセージを前面パネルに表示することもできます。

表示のイネーブル/デ ィスエーブルは、リモ
ート・インタフェース操作でのみ実行でき

ます。

表示をオフにすると、出カパラメ
ータがデイスプレイに送られなくなり、ERRORお よ

びShift以外のアナンシエータがすべてデイスエ
ープルになります。表示をオフにしても、

これ以外は、前面パネル操作に影響ありません。

表示ステー トは、揮発性メモリにストアされます。本器をオフにしたとき、またはり

モート・インタフェースのリセツト後に、表示は常にイネ
ープルになります。

リモート・インタフェース操作でコマンドを送つて、前面パネルにメッセ
ージを表示す

ることができます。前面パネルには、最大 H文 字までのメッセ
ージを表示することがで

きます。それ以上の文字は、省略されます。コンマ、ビリオド、セミコロンは、その前

の文字と表示スペースを共有するので、独立 した文字とは考えられていません。メッ

セージが表示されると、出力波形に関する情報(周波数および振幅など)はデイスプレイ

に送られなくなります。

リモート・インタフェース操作でデイスプレイにメッセ
ージを送ると、表示ステートが

オーバライドされます。つまり、表示がオフになつていても、メッセ
ージを表示するこ

とができます。

ローカル(前面パネル)操作状態に戻ると、表示ステ
ートは自動的にオンになります。リ

モート・インタフェース操作で Shiftキーを押すか、またはLOCAL 710を実行すると、

ローカル操作状態にもどります。
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

コンマ 。セパレータ

前面パネルの数値表示には、コンマ・セパレータを付けることも、付けないこともあります。
この特長は、前面パネル操作だけで使えるものです。

■5.000000 MHz

コンマ ・セパレータなしコンマ ・セパレータ付き          コ ンマ ・セパレータなし

(工場設定値)

表示フォーマットは前面パネルの不揮発性メモリにストアされ、電源をオフにしたとき
も、リモート・インタフェースのリセット後も変化しません。コンマ ・セパレータは、

本器の工場出荷時にはイネープルになっています。

前面パネル操作

5: COMMA  (SYS MENU)

52ページの 「コンマ・セパレータのオフ」も参照してください。

ファームウェア改訂の問い合わせ

本器にはマイクロプロセッサが3個あり、各種内部システムをコントロールします。ファー

ムウェアのどの改訂版が各マイクロプロセッサに搭載されているかを本器に問い合わせるこ
とができます。

本器は数字を3個 返送します。最初の数字は、メイン・ジェネレータ・プロセッサの

ファームウェア改訂番号です。 2番 目の数字は入力/出 カプロセッサのファームウェア

改訂番号で、3番 目は前面パネル ・プロセッサのファームウェア改訂番号です。

前面パネル操作 :

REVISION (Sys MENU) XoX― X.X― XoX

リモート・インタフェース操作 :

★IDN?"HEWLW PACKARD,33120A,0,X.X―X.X―X.r'と応答します。

ストリング変数は、必ず最低40文字の大きさにします。
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リモー ト・インタフェース構成

ここでは、リモート・インタフェースの構成について説明します。リモ
ート・インタフェー

ス操作による本器のプログラミングについては、125ペ
ージから始まる、第4章 「リモート

・インタフェース・リフアレンス」を参照してください。

HP―:Bア ドレス

HP IB(IEEE-488)インタフェースの各装置には、必ず固有のアドレスが必要です。本器のア

ドレスは、 0か ら30の どれか 1つ に設定することができます。現在のアドレスは、本器に

電源を入れると、前面パネルに瞬間的に表示されます。本器のアドレスは、工場出荷時に
"10"に
設定されています。

IP―lBア ドレスは、前面パネル操作からだけ設定することができます。

アドレスは不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時、またはリモ
ート・インタフェー

スのリセット後も変化しません。

ご使用のHP―IBバス ・コントローラには、固有のア ドレスがあります。バス ・コント

ローラのアドレスをインタフェース ・バス上の機器に使用しないように注意します。当

社のコントローラでは、一般に、アドレス
"21"が
使われています。

前磯 ネヽル操作 :

■: HPIB ADDR (1/O MENU)

217ベージの m卜 :Bアドレスの設定」も参照してください。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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リモー ト・インタフェースの選択

本器は、IIP―IB(IEEE-488)インタフェースおよびRS-232インタフェースを両方備えて出荷
されます。ただし、一度に1個のインタフェースだけをイネープルにすることができます。
本器の工場出荷時には、HP IBインタフェースが選択されています。

リモー ト・インタフェースは、前面パネル操作からだけ選択することができます。

。 選 択したインタフェースは、不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時、またはリモー

ト・インタフェースのリセット後も変化しません。

● IP―IBインタフェースを選択した場合、本器に固有のアドレスを選択する必要があります。
現在のアドレスは、本器に電源を入れると、前面パネルに瞬間的に表示されます。

・ ご 使用のHP―IBバス ・コントローラには、固有のア ドレスがあります。バス ・コント
ローラのアドレスをインタフェース ・バス上の機器に使用しないように注意します。当
社のコントローラでは、一般に、アドレス

"21"が
使われています。

● RS-232インタフェースをイネープルにした場合、使用するポーレートおよびパリテイを

選択する必要があります。このインタフェースを選択すると、本器に電源を入れたとき、
前面パネルに

"RS-232"と
瞬間的に表示されます。

。 前 面パネル操作 :

2: INTERFACE (■ /O MENU)

218ベージの 「リモート・インタフェースの選択」も参照してください。

本器を、R9232インタフェースを介してコンピュータ、端末またはモデムヘ接続す
る方法について、詳しくは、195ベージから始まる 「R卜232インタフェースの構
成」を参照してください。
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ボーレー トの選択 (RS-232)

RS-232操作用の6種類のポーレートから1つを選択することができます。本器は、工場出荷

時に、961111ボーのレートに設定されています。

ボーレートは、前面パネル操作からだけ設定することができます。

0300,6∞ ,12∞ ,2400,48∞ , または9600ボ
ーから1つを選択します。工場設定値は、

961Xlボーです。

。 選 択したボーレート値は、不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時、またはリモ
ート

・インタフェースのリセット後も変化しません。

・ 前 面パネル操作 :           '

3: BAUD RATE 〈 1/O MENU)

219ページの 「ポーレートの設定」も参照してください。

パリティの選択(R9232)

RS-232操作用のパリテイを選択することができます。本器は、工場出荷時に、パリテイなし、

8デ ータ・ビットに構成してあります。

パリティは、前面パネル操作からだけ設定することができます。

・ な し(8デ ータ・ビット)、偶数(7デ
ータ・ビット)、または奇数(7デ ータ・ビット)か

ら1つ を選択します。パリテイを選択すると、間接的に、データ・ビット数も設定され

ます。

e 選 択したパリテイは、不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時、またはリモ
ート・イ

ンタフェースのリセット後も変化しません。

● RS-232インタフェースで任意波形の二進データをダウンロー ドするには、 8デ ータ・

ビット、パリテイなしを必ず選択します。

・ 前 面パネル操作 :

4: PARITY (1/O MENU)

220ベージの 「パリティの設定」も参照してください。
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言語問い合わせのプログラミング

本器は、SCPI(プログラム可能な測定器の標準コマンド)の現行版の規則および慣行に準拠
しています。前面パネルから、SCPI言語が選択されていることを確認できます。

インタフェース言語は、前面パネル操作からだけ問い合わせをすることができます。

・ 前面パネル操作 :

5. LANGUAGE (1/O MENU)

∝円 言語のバージョンの問い合わせ。

リモー ト・インタフェース操作で問い合わせを送ると、本器が準拠しているSCPIの版がわ
かります。

SCP:バージョンのものは、リモー ト・インタフェース操作でだけ問い合わせをすること
ができます。

● リ モー ト・インタフェース操作 :

SySTem:vERSion?

"117γ
.V"という形のストリングを応答します。

"r'は
改版の年を表し、

"V'は
その年の

パージョン数を表します(たとえば1993.0)。
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校正概要

ここでは、本器の校正機能を概説します。校正手順の詳細については、 「Service Guide』

の第4章 を参照してください。

校正の保全

この機能を使用すると、保全コードの入力により、本器を誤つて校正したり、不正に校工す

るのを防ぐことができます。本器は、納品時には、保全状態にされています。したがって、

正しい保全コードを入力して保全状態を解除しないと、本器を校正することができません。

工場出荷時に、本器の保全コードは、
"HPl133120"に

設定されています。保全コー ドは、

不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時、またはリモー ト・インタフェースのリセッ

ト後も変化しません。

リモート・インタフェース操作で本器を保全状態にするには、以下に示すように最大 12

個の英数字を保全コードとして使用できます。最初の桁は必ず文字にしなければなりま

せんが、残りは、文字でも数字でも構いません。 12字すべてを使う必要はありませんが、

最初は、必ず文字にします。

A― ―――――――――― ( 1 2字)

リモート・インタフェース操作で本器を保全状態にし、前面パネル操作で保全状態を解

除するには、以下に示すように8文 字のフォーマットを使います。最初の 2文字は、必

ず
"IP'に
し、残りは、必ず数字にします。前面パネル操作では、後ろの6文 字しか認識

されませんが、8文 字すべての指定が必要です。前面パネル操作で本器の保全状態を

解除するには、移行のベージに示すように、
"P"を
省略 して、残りの文字を入力し

ます。

HP― ――――― (8字 )
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校正のために保全状態を解除するには 前面パネル操作でもリモート・インタフェース操

作でも、校正のために本器の保全状態を解除することができます。本器は工場出荷時に保全

状態にされ、その保全コードは
'HP033120"に

なっています。

・ 前 面パネル操作 :

■: SECURED (CAL MENU)

本器が保全状態の場合は、CAL MENUに入るときに、上記のコマンドを確認しておきます(メ
ニューの

"CCIWANDS"レベルを平行移動すると、本器が保全されている場合は、
"CALIBMT'

コマンドが表示 されません)。本器の保全状態を解除するには、SECUREDコマン ドの
"PAM肛
電R"レベルに入り、保全コードを入力して、Enterを押 します。

∧000000:CODE

CAL MENUの
“
COWANDS"レベルに再びもどると、本器の保全状態が解除されているのがわか

ります。今度は、
"CALIBMT'コ マンドが表示されるので、校正を実行できます。

■: UNSECURED

リモート・インタフェース操作 :

CALIBRAT■ ON:SECure:sTATe 〔 OFF10N〕 ′くcode>

本器の保全状態を解除するには、校正の保全に使われているコー ドを上記コマンドと一

緒に送 ります。たとえば、

・CAL:SEC:STAT OFF′ HP033■ 20"
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校正ができないように保全するには 前面パネル操作でも、リモート・インタフェース操

作でも、本器を保全状態にしておくことで、誤つて校正しないようにすることができます。

本器は工場出荷時には保全状態にされ、その保全コードは
"HPl133120"に

なっています。

本器を保全状態にするときは、必ず、その前にl18ベージの保全コード規則の説明を読
んでください。

・ 前面パネル操作 :

■: UNSECURE (CAL MENU)

本器の保全状態が解除されると、CAL MENUに入ったときに上記のコマンドが表示されま

す。本器を保全状態にするには、UIISECLREDコマンドの
"PARAur'レ ベルに入り、保全

コードを入力して、Enterを押します。

∧000000:coDE

CAL MENUの
"∞
剛知ヽ
"レベルに再びもどると、本器が保全状態になつているのがわかり

ます。今度は、
"CALIBRAT"コ

マンドが表示されないので、校正は実行できません。

13 SECURED

リモー ト・インタフェース操作 :

CALibration:sECure:sTATe 〔 OFF10N〕 ′ccode>

本器を保全状態にするには、校正の保全状態を解除するのに使ったコー ドを上記コマン
ドと一緒に送 ります。たとえば、

"CAL:SEC:STAT ON′
HP033■ 20"
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保全コー ドを変更するには 保全コードを変更するには、まず本器の保全状態を解除する必
要があります。そして新しいコー ドを入力します。保全コードを変更する前に、必ず 118
ページの保全コード規則の説明を読んでください。

前面パネル操作 :保全コードを変更するには、まず本器の保全状態が解除してあること
を確認します。uNSECtuDコ マンドの

"R鳴
鋼『ER"レベルを選択して:新 しい保全コード

を入力し、Enterを押 します。前面パネル操作でコードを変更すると、リモー ト・イン
タフエース操作に必要なコードも変更されます。

リモー ト・インタフェース操作 :

CALibration:sECure:coDE く neW code>

保全コードを変更するには、まず古い保全コー ドを使って、本器の保全状態を解除し、
それから新しいコードを入力します。たとえば、

"CAL:SEC:STAT OFF′ HP-33■20"  旧 コー ドで保全状態を解除
"CAL:SEC:CODE ZZ002■ 33"     新 コー ドを入力

校正 カウン ト

本器を校正した回数を求めることができます。本器は校正されてから出荷されます。した
がつて、納品時にカウント表示を読んで、初期値を確認します。

・ 校 正カウントは、不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時、またはリモート・ィンタ
フエースのリセット後も変化しません。

・ 校 正カウントは、最大32,767まで増加し、そのあとは0に もどります。各校正ポイント
ごとに、数値が 1増えるので、完全校正をすると、カウント数が大幅に増えます。

・ 前 面パネル操作 :

3: CAL COUNT (CAL MENU)

。 リ モー ト・インタフェース操作 :

CALibration:couNt?
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校正メッセ
ージ

校正メーッセージ機能を使って、本器の校正情報を記録することができます。たとえば、最

後に校正した日、つぎの校正期日、機器のシリアル番号、または新たな校正時の連絡担当者

の名前と電話番号などの情報をストアすることができます。

校正メッセージに情報を記録できるのは、リモ
ート・インタフェース操作からだけです。

ただし、メッセージの読み取りは、前面パネルのメニュ
ーからでも、リモート・インタ

フェース操作でもできます。

・
椅翠あ`考 ぎ 51)、柔奈ぽ萎 群 繹l政 覗 毎 亀f堪れ要望l?零呼了

ネヾルには、

0 校正メッセージは、不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時、またはリモ
ート・イン

タフェースのリセウト後も変化しません。

。 前面バネル操作 :

4 : M E S S A G E 《 C A L  M E N U )         C a ■ メ ッセ
ー
ジの読 み取 り

。 リ モー ト・インタフェース操作 :

CALibrationisTRingく quoted string>      ca■ メッセ
ージのス トア

つぎのコマンドは、校正メッセージをストアする方法を示しています。

"CAL:STR ′ CAL 12-■ 0-93′ "
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電源投入時のステー トおよびリセット・ステー ト

黒丸印(0)の付いたパラメータは、不揮発性メモリにストアされます。 以 下に示すのは工場
設定値です。

注記 :パヮー・ダウン・リ
コール・モードをイネーブ
ルにした場合は、電源投入
時のステートが異なります。

詳細につぃては、109ベージ
の 「パヮー・ダゥン・リ
コール・モード」を参照し
てください。

出力構成
ファンクション

周波数

振幅(500時 )
オフセット

出力単位

出力終端

変調
川搬送波
川変調波
爆深度
FH搬送波
日変調波
FMビーク周波数偏差
バースト搬送周波数
バースト・カウント
パースト・レート
パースト開始位相
眠 搬送波
円K「ホップ」周波数
RXレ ート

変調ステート

掃引スタート/ス トップ周波数
掃引時間
掃引モード

システム関連操作
●パワー・ダウン・リコール

表示モード
0コ ンマ・セパレータ

トリガ操作
トリガ信号源

入力/出 力構成
●P,Bア ドレス

●インタフェース

●ボーレート
0パ リティ

校正

校正ステート

電源投入時/リ セッ ト・ステー

正弦波
l  k l L

100Wp p

O . 0 0 v O C

い
5 0 0

電源投入時/リ セッ ト・ステー

l ldt正弦波
1∞貶正弦波
100X

l klL正弦波
10Hz正弦波
10017

l kllz正弦波
1サイクル

100Hz

O度
l kl12正弦波
1001p正弦波
1吐

オフ

1 0 0 H 2 / 1 k l l Z

l秒

リニア

電源投入時/リ セッ ト・ステー ト
●ァィスエーブル

オン

●オン

電源投入時/リ セッ ト・ステー ト
内部

電源投入時/リ セッ ト・ステー ト
。10

●IP :B(:EEE-488)

09600ボー

0な し(8デ ータ・ビット)

電源投入時/リ セッ ト・ステー ト
船

便宜性を図るため、この

表は、本書の裏表紙の裏
面およびクィック・リ
ファレンス・カードにあ
るものと同じです。

123





4■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

リモー ト0インタフェース
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リモー ト・インタフェース ・リファレンス

鶴Pi言語を初めてお使いになる場合は、本器をプログラムする前にこの章を参照して、

この言語をよくIB握しておくほうがよいでしよう。

。 SC P Iコマンド・サマリ、12 7ベージより

(D.・ 簡易プログラミング概要、136ベージより
。 APPLyコマンドの使用法、138ページより

o 出 力構成コマンド、145ページより

。 AM変調コマンド、154ページより

。 FM変調コマンド、157ベージより

0パ ースト変調コマンド、160ページより

◆ 周波数シフト・キー(FSK)コマンド、167ベ
ージより

o周 波数掃引コマンド、170ページより

。 任意波形コマンド、174ページより

o ト リガ、186ベージより

。 シ ステム関連コマンド、188ベージより

o校 正コマンド、193ベージより

。 RS-232インタフェースの構成、195ペ
ージより

● RS-232インタフェース ・コマンド、2∞ページより

。 SCPIステータス ・レジスタ、201ページより

∈)・0ステ
ータス報告コマンド、209ベージより

o SCPI言語の紹介、211ページより

o進 行中の出力の停上方法、216ベージより

。 HP―IBア ドレスの設定、217ページより

● リ モート・インタフェースの選択、 218ベ ージより

。 ボ ーレートの設定、219ページより

● パリテイの設定、220ベージより

o SCPI準拠情報、221ベージより

。 IE田 -488準拠情報、225ベージより
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初めて∝Hを お使い
になる場合は、211
ページを参照してくだ

SCPlコマン ド・サマリ

ここでは、リモート・インタフェース操作で本器をプログラムするときに使えるSCPI(プロ

グラム可能な測定器の標準コマンド)のコマンドを概説します。各コマンドの詳細について
は、本章のこの後の部分を参照してください。

本書では、SCPIコマンド・シンタックスにつぎのような慣例が使われています。

・ 大 括弧([])は、オプションのキーワードまたはパラメータを示します。

・ 中 括弧(||)は、コマンド・ストリング内のパラメータを囲みます。

・ か ぎ括弧(く>)は、括弧内のパラメータに数値を代入することを示します。

・ 垂 直線(|)は、複数のパラメータ選択肢を区切ります。

The APPLyコマンド

(詳しくは138ページ参照 してください)

APPLy:sINusoid [,野 9“2"cy> [′ くα″ρ″じι“dレ> [′ くoFs″>] ]]

APPLy:sQuare [く ル g“′“cγ> [′ くα“P′れ dた> [′ くoFs″>] ]]

APPLy:TRIang■ e [く ル qこ“″ッ> [′ くαttιιι“滋 > [′ くoル >] ]]

APPLy:RAMP [く ル 9“ι″cy> [′ くα″pJじ′“d♭> [′ くゥ >] ]]

APPLy:NOISe [く ル q“θれり :DEFau■ t,1[′ くα“P′″“db> [′ くors″>] ]]

APPLy:DC [く れ q“2ゎqγlDEFau■ t>1[′ くα“ρ′jι“どolDEFau■ t>1 [′ く。瀬斃′>]

APPLy:usER [く ル q“′η > [′ くα″lρι"“d♭> [′ くoFsα >]]]

AppLy?

1このパラメータは、このコマンドで無視されますが、数値または、 「デフォルト設定値」を必ず
指定しなければなりません。
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出力構成コマンド

(詳しくは145ページ参照 して ください)

[SOURce:]

FUNCtion:SHAPe 〔 SINusoidlSQUarelTRIang■ elRAMPINOISelDCIUSER〕

FUNCtion:SHApe?

[SOURce:]

FREQuency [く 角 “′れcy>lMINimumlMAXimuln]
FREQuency? [MINimumlMAXimum]

[SOURce:]

PULSe:DCYC■ e 〔 `″ “́滋 >IMINimumlMAXimum〕

PULSe:DCYC■ e? [MINimllml MAXimurn]

[SOURce:]

VOLTage [く α“p“滋a">IMINimumlMAXimuln}

VOLTage? [MINimulnlMAXimum]

VOLTage:OFFSet {く 。作 ′>I MINimulnl MAXimuln〕

VOLTage:OFFSet? [MINimuFnlMAXimum]

VOLTage:uNIT {VPPIVRMSIDBMIDEFault}

VOLTage:uNIT?

ouTPut:LOAD [50 11NFinitylMINimumlMAXimuln}

OUTPut:LOAD? [MINimulnlMAXimum]

ouTPut:sYNC 10FF10N〕

oUTPut:SYNC?

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

'SAV 〔 01■ 1213〕
■RCL [01l1213]

MEMory:sTATe:DELete 〔 Ol■ 1213]

ステート0は 、パワー・ダウン時の機器ステートです。

ステート1、 2、および3はユーザ定義の機器ステートです。

デフォルト設定のパラメータは太字で示してあります。



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

(詳しくは 154ページ参照 して ください)

[SOURce:]

AM:DEPTh〔 くdhρ流 れ pa “́″ >IMINimulnlMAXimuln]

AM:DEPTh? [MINimumlMAXimuln]

AM:INTerna■ :FUNCtion 〔 sINusOidlSQuarelTRIang■ 91RAMPINOISelUSER〕
AM:INTerna■ :FUNCtion?

AM:INTerna■ :FREQuency 〔 くβャη“切 >IMINimumlMAXimum〕

AM:INTerna■ :FREOuency? [MINimumlMAXimum]

AM:SOURce 〔 BOTHIEXTerna■ }

AM:SOURce?

AM:STATe [OFF10N〕

AM:STATe?

[SOURce:]

FM:DEViation 〔 く″αλ d′υjα′じοれj″ニレ>lMINimumlMAXimum}

FM:DEViation? [MINimulnlMAXimum]

FM:INtterna■ :FtNCtion 〔 sINusoidlSQuarelTRIang■ elRAMPINOISelUSER]

FM:INTerna■ :FUNCtiOn?

FM:INTerna■ :FREOuency 〔 `加 “oり̀ッ>IMINimumlMAXimum〕

FM:INTernal:FREQuency? [MINimulnlMAXimum]

FM:STATe 〔 OFF10N〕

FM:STATe?

[SOURce:]

BM:NCYC■ es Iく #― >lMINimumlMAXimum}

BM:NCYC■ es? [MINimurnlMAXimum]

BM:PHASe 〔 くdegraas>IMINimumlMAXimuFn}

BM:PHASe? [MINimumlMAXimum]

BM:INTerna■ :RATE 〔 くル 9″ 烈7>IMINimumiMAXimum〕

BM:INTerna■ :RATE? [MINimulnlMAXimum]

BM:SOURce [INTerna■ IEXTerna■ }            ゲ ー ト・バースト・モード

BM:SOURce?

B M : S r A T e  1 0 F F 1 0 N I

BM:sn Tヽe?

■tIGger:muにe lIMMediatelEXTerna■ lBuS]

TRIGger:SOuRce?

トリガ ・バース ト・モード

デフォルト設定のパラメータは太字で示してあります。
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周波数シフト・キー(FSC)コマンド

(詳しくは167ページ参照してください)

[SOURce:]

FSKey:FREQuency 〔 くル q“θ″cγ>IMINimumlMAXimum〕

FSKey:FREQuency? IMINimulnlMAXimum]

FSKey:INTerna■ :RATE 〔 くra″じれHZ>I MINimuFnl MAXimuFn〕

FSKey:INTerna■ :RATE? [MINimulnlMAXimum]

FSKey:soURce [工 NTerna■ lEXTerna■ l

FSKey:soURce?

FSKey:sTATe [OFF10N〕

FSKey:sTATe?

(詳しくは170ベージ参照してください)

[SOURce:]

FREQuency:sTARt 〔 くル g“2●cγ>IMINimulnlMAXimum〕

FREQuency:STARt? [MINimumlMAXimuln]

FREQuency:STOP [均 麟η″α蟹ッ>IMINimumlMAXimum〕

FREQuency:sToP? [MINimumlMAXimum]

[SOURce:]

SWEep:sPACing 〔 LINearlLOGarithmic}

SWEep:sPACing?

SWEep:TIME 〔 くs“οれdb>IMINimumlMAXimuln〕

SWEep:TIME? [MINimumlMAXimum]

SWEep:sTATe 〔 OFF10N〕

SWEep:sTATe?

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

TRIGger:SouRce 〔 IMMediatelEXTernal

TRIGgeパ 0醐 ″

トリガ掃引モード

デフォル ト設定のパラメータは太字で示してあります。



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

任意波形コマンド

(詳しくは174ページ参照 してください)

〔SOURce:]

FUNCtion:USER {く αrι“爆銘κ>11VOLATILE〕

FUNCtion:usER?

FUNCtion:sHAPe USER

FUNCtion:sHApe?

15個
の内蔵波形のうちl個またはユーザ定義波形名の 1個を指定します。

DATA VOLATILE′  くυαJ“ο>′くυα″“¢>′ .. .

DATA:DAC VOLATILE′ [く勧れωッbrOcL>|く“力″>′く磁 >′

DATA:ATTRibute:AVERage? [く αrb“ ″“>]

DATA:ATTRibute:cFACtor? [く αrι“沼曖>]

DATA:ATTRibute:PoINtS? [く αrb ma“曖>]

DATA:ATTRibute:PTPeak? [く αあ れα“ >]

DATA:CATa■ Og?

DATA:COPY く a,s♂勧に″。れαrb“ "“> [′ vOLATILE]

DATA:DELete く αめ “″惚>

DATA:DELete:ALL

DATA:NVOLati■ e:CATa■ og?

DATA:NVOLati■ e:FREE?

FORMat:BoRDer [NORMa■ ISWApped〕

FORMat:BoRDer?

バイト順序を指定します。

デフォルト設定のパラメータは太字で示してあります。
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トリガ ・コマンド

(詳しくは186ページ参照 してください)

TRIGger:SouRce 〔 IMMediatelEXTerna■ lBUS〕

TRIGger:SouRce?

ナTRG

システム関連コマンド

(詳しくは188ページ参照 してください)

DISp■ ay 〔 oFF10N〕

DISp■ ay?

DISP■ ay:TEXT く 9“麟 s″鶉g>
DISP■ ay:TEXT?

DISP■ ay:TEXT:CLEar

SYSTem:BEEper

SYSTem:ERRor?

SYSTern:vERSion?

'IDN?

'RST

ナTsT?

'SAV 〔 01■1213}
十RCL 〔 01■1213}

ステート0は、パワー・ダウン時の機器ステートです。

ステート1、 2、および3はユーザ定義の機器ステートです。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
MEMory:sTATe:DELete 〔 01■ 1213〕

デフォル ト設定のパラメータは太字で示してあります。



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

(詳しくは193ページ参照 してください)

CALibration?

CALibration:couNt?

CALibration:sECure:CODE く “ο″cα力>

CALibration:sECure:STATe {OFFloN〕 ′くαχた>

CALibration:sECure:STATe?

CALibration:sETup く ol■ 12131 . . . 184>

CALibration:sETup?

CALibration:sTRing く 9“οたdゞ ri“>

CALibration:sTRing?

CALibration:VALue く 吹ブ確 >

CALibration:VALue?

R■232インタフェース ・コマンド

(詳しくは2∞ベージ参照してください)

SYSTem:LOCa■

SYSTem:REMote

SYSTem:RWLock

デフォル ト設定のパラメータは太字で示してあります。



ステータス報告コマンド

(詳しくは209ページ参照してください)

SYSTem:ERRor?

'CLS

'ESE く ¢“abιυ υα′“′>

士ESE?

彙ESR?

'OPC

'OPC?

オPSC 〔 01■ ]
'PSC?

tSRE く 夕=ηら″」αんに>

'SRE?

'STB?

ナwAI

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

デフォル ト設定のパラメータは太字で示してあります。



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

:EE-488.2共 通コマンド

(詳しくは209ページ参照してください)

'CLS

'ESE Q′ ηら″υα′ι“>

キESE?

'ESR?

キIDN?

■OPC

'OPC?

'PSC 〔 01■ 〕
'PSC?

ナRST

'SAV [01■ 12:3〕
'RCL {01■ 1213〕

'SRE く ,コにbルυα′ι“>

'SRE?

'STB?

十TRG

キTST?

十WAI

デフォル ト設定のパラメータは太字で示してあります。

ステート0は、パヮー・ダゥン時の機器ステートです。
ステート1、 2、および3はユーザ定義の機器ステートです。
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初めて∝口 をお使い
になる場合は、211
ベージを参照してくだ

簡易プログラミング概要

ここでは、本器をリモート・インタフェース操作でプログラムするときに使う基本的な技術

の概要を説明します。ここでの説明は、概要だけで、使用するアプリケ
ーシヨン・プログラ

ムを書くのに必要な細かい事項は扱いません。さらに詳しい説明および例については、この

章のこの後の部分、および第6章 「アプリケ
ーシヨン・プログラム」を参照してください。

また、コマンド・ストリングの出力およびデータの入力については、ご使用のコンピュ
ータ

に付属しているプログラミング・リフアレンス・マニュアルを参照してください。

APPLyコ マン ドの使用法

助 コマンドは、
一番簡単に本器をリモート・インタフェ

ース操作でプログラムする方法

です。たとえば、つぎのステートメントをご使用のコンピュ
ータから実行すると、3 Vppの

正弦波(5彫 、-2.5ボルト・オフセツト)が出力されます。

:'APPL:SIN 5.OE+3′
 3.0′  -2.5"

低 レベル ・コマン ドの使用法

助 コマンドは、
一番簡単に本器をプログラムする方法ですが、各パラメ

ータを変更する

場合、低レベル・コマンドを使用するほうが融通性があります。たとえば、つぎのステ
ート

メントをご使用のコンピュータから実行すると、3 Vppの正弦波(5彫 、
-2.5ボルト・オ

フセット)が出力されます。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

"FUNC:SHAP SIN"

::FEQ 5.OE+3・

"VOLT 3.0"

正弦波フアンクションを選択します。

周波数を5 kHzに設定します。

振幅を3 Vppに設定します。

卜を-2.5VDCに 設定します。



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

問い合わせ応答の読み込み方法

クウェリ・コマンド("?"で終わるコマンド)だけが、応答メッセージを送るよう本器に命令
します。クウェリ・コマンドを送ると、出力値または内部機器の設定値のいずれかが応答さ
れます。たとえば、つぎのステートメントをご使用のコンピュータから実行すると、本器の
エラー待ち行列が読み取られて、一番最後に発生したエラーが印刷されます。

dimension statement ス トリング配列(80エレメント)のサイズを指定します。

"SYST:ERR?"      エ ラー待ち行列を読み取 ります。

bus enter statement エ ラー ・ス トリングをコンピュータに入力します。

print statement    エ ラー ・ス トリングを印刷 します。

トリガ信号源の選択方法

パースト変調または周波数掃引がイネープルになっている場合、本器は、直接内部トリガ、
裏面パネルのExt Trig端子からのハードウェア・トリガ、またはソフトウェア(バス)・ト
リガを受け入れます。デフォルト設定では、内部トリガ信号源が選択されています。外部信
号源またはパス・トリガを本器で使いたい場合は、その信号源を選択する必要があります。
たとえば、つぎのステートメントをご使用のコンピュータから実行すると、Ext Trig端子
で1lLパルスの立ち上がリエッジを受信されるたびに、3サ イクルのパーストが出力されま
す。

"BM:NCYC 3"

“TRIG:SOUR EXT田

"BM:STAT ON"

パースト・カウントを3に 設定します。

外部 トリガ信号源を選択します。

バースト・モードをイネープルにします。
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APPLyコマンドの使用法

第3章55ページの「出力構成」も参照してください。

APPLyコ マンドの使用は、
一
番簡単に本器をリモ

ート・インタフェース操作でプログラム

する方法です。ファンクション、周波数、振幅、およびオフセットを、すべて 1個のコマン

ドで選択することができます。たとえば、APPLyを 使うと、つぎのステ
ートメントで、3

Vppの正弦波(5舵 、-2.5V)を出力できます。

“APPL:SIN 5 KHZ′  3.O VPP′  -2.5 V"

A P P L yコマンドのシンタックス ・ステー トメン トは、14 3ペ
ージにあります。

出力周波数

O ApPLyコ マンドのfrequencyパラメータでは、出力周波数レンジが現在選択している

ファンクションによつて変わります。 frequencyパラメータには、
"MINimum'',

"MAXi回
耐
',ま
たは
"DEFault"を

指定することができます。MINでは、選択したファンク

ションで許容される周波数の最小値を指定します。MAXでは、許容される周波数の最大

値を選択します。デフォルト設定の周波数は、どのフアンクションでも1彫 です。

ファンクション 最小周波数 最大周波数

E#t&
fiM'E
t>7)E__EiE

^'jf]fr'&Ml

100 F「lz

l∞ 雌

1(X〕 pHz

l∞ 雌

1∞ 雌

15 ‖Hz

15 EIz

100 kllz

100 kllz

5 ‖H z

不揮発性メモリには、5個の内蔵任意波形(sin(x)/x、ネガティブ・ランブ、

指数立ち上がり、指瞥†ち下がり、および心電図)の各波形がストアされています。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

ユーザが生成し、メモリにダウンロードする任意波形では、最大周波数が、波形に指定
したポイント数によつて変わります。つぎに示すように、最大出力周波数は、波形で指
定するポイント数が多いほど減少します。5個の内蔵任意波形は、最大5 MHzで出力す
ることができます。

任意波形のポイント数 最小周波数 最大周波数

8～ 8,192(8k)

8,193～ 12,287(12k)

12,288 ～ 16,000

1∞ 此

100 Fllz

l∞ llHz

5  p l z

2 . 5 ‖貶

200 blz

ファンクション変更による矛盾の可能性 : 最 大周波数が、現在有効なファンクション
の最大周波数より小さいフアンクションを選択した場合、出力周波数は自動的に調整さ
れます。たとえば、 l MHzの正弦波を出力していて、ファンクションを三角波に変更し
た場合、本器は、出力を100kHz(三角波の上限):こ調整します。リモート・インタフェー

ス操作では、-221の
WSetti"s conflictWェ

ラーが発生し、周波数が調整されます。

デューテイ・サイクルとの矛盾の可能性 (方形波のみ):5 MHz以 上の出力周波数では、
デューテイ・サイクルは4鍋から60%の値に限定されます(5 MHz未満の場合は、レンジ
が201から811bになります)。現在のデューティ・サイクルで有効でない周波数を選択し
た場合、自動的にデューテイ・サイクルが調整されます。たとえばデューティ・サィク
ルを701に設定し、周波数を8順 2に変更した場合、本器は、自動的にデューティ・サィ
クルを6鍋(この周波数での上限)に調整します。 リ モート・インタフェースからの操作
では、-221の

"Settings∞
nf:ict"エラーが発生し、周波数が調整されます。
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

出力振幅

。 APPLyコ マンドのamplitudeパラメータでは、出力振幅レンジは、現在選択している

ファンクションおよび出力終端によつて変わります。amplitudeパラメ
ータには、

"MINilllulll","MAX価
耐
',ま
たは
"DEFault"を

指定することができます。MINでは、選択し

たファンクションで許容される振幅の最小値(50mVpp、50Ω終端)を指定します。MAXで

は、許容される振幅の最大値(10Vpp、50Ω終端)を指定します。デフォルト設定の振幅

は、どのファンクションでも100mVpp(500終端)です。

ファンクション 出力終端 最小振幅 最大振幅

EBiT
fiwtE
=A',8
)>a:,8
) 4 7
Aftfijfr,ftMl

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

5 0 巾

5 0  m p p

5 0  W p p

5 0  W p p

5 0 帥

5 0  m V p p

り
い
い
い
い
い

EfiiE
hMi&.
=A"E
,>7'&
/ 4 x
^nEfj,frMl

麟
麟
麟
麟
麟
麟

開

開

開

開

開

開

1∞ m

l∞ 帥

1∞ 中

l∞ 中

1∞ Wpp

100 巾

い
い
い
い
い
い

ｍ

ａ

ｍ

ｍ

ａ

ｍ

1不揮発性メモリには、5個の内蔵任意波形(sin(x)/x、ネガティブ・ランブ、

指数立ち上がり、指数立ち下がり、およ●b電図)の各波形がストアされています。

任意波形では、データ ・ポイン トが出力DAC(デ イジタルーアナログ ・コンバ
ータ)の全

レンジに広がっていない場合、最大振幅が限定 されます。たとえば、内蔵の
"sin(x)

/x"波形は、プラス 1か らマイナス 1ま での値の全レンジを使 うわけではないので、その

最大振幅は6.084Vpp(50Ω終端)です。

出力振幅の単位は、Vpp,Vnlls,またはdBmに設定することができます。詳細については、

64ページの 「出力単位」を参照してください。
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

ファンクション変更による矛盾の可能性 :最大振幅が、現在有効なファンクションの
最大振幅より小さいファンクションを選択した場合、出力振幅は自動的に調整されます。
出カファンクションのクレスト・ファクタの違いによって、出力単位がVnllsまたはdBm
になると、この矛盾が起こることがあります。たとえば、5 Vrms(50Ω)の方形波を出力
していて、ファンクションを正弦波に変更した場合、本器は、出力振幅を3.535Vrllls
(Vr厖単位の正弦波の上限)に調整します。リモート・インタフェース操作では、-221

の
"settings conf:ict'1エ

ラーが発生し、振幅が調整されます。

出力振幅と出力終端 :出力終端を変更すると、出力振幅が自動的に調整されます(エ
ラーは発生しません)。たとえば、振幅を10Vppに設定し、つぎに終端を50Ωから 「高イ
ンピーダンス」に変更すると、表示される振幅は2倍の20Vppになります。逆に 「高イ
ンピーダンス」から500に 変更すると、表示される振幅は、半分になります。詳細につ
いては、65ページの 「出力終端」を参照してください。

出カアッテネータの切り替えによって、出力波形に瞬間的なグリッチが起こることがあ
ります。この立ち上がリグリッチは、低電圧または高電圧からの切り替わり電圧が、プ
レーク・ポイント電圧をクロスしたときに起こります。このプレーク・ポイント電圧(0
ボルトDCオフセット)を以下に示します。

252mVpp′  399mVpp′  502mVpp′  796mVpp′  ■vpp′ ■.59Vpp′

2.OVpp′  3.■ 7Vpp′ 3.99Vpp′  6.32Vpp′  7.96Vpp

出カリレーの切り替えによつて、出力電圧が瞬間的に0ボ ルトに降下することがありま

す。これは、低電圧または高電圧からの切 り替わり電圧が、プレーク ・ポイント電圧を
クロスしたときに起こります。このプレーク・ポイント電圧(0ボ ルトDCオフセット)を
以下に示します。

3■7mVpp′  632mVpp′  ■.26Vpp′  2.52Vpp′  5,02Vpp
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DCオ フセッ ト電圧

o APPLyコマンドのoffsetパラメータには、
"MINimum", "MAXimuln",ま

たは
"DEFault"を

指

定することができます。MINでは、選択したフアンクションの最小のDCオフセット電圧

(0ボ ルト)を指定します。MAXでは、選択したフアンクションの最大オフセットを指定

します。デフォルト設定のオフセット電圧は、どのフアンクションでも0ボ ルトです。

・ 以 下の制限に従つて、オフセットを正数または負数のいずれかに設定することができま

す。指定したオフセット電圧が有効でない場合、オフセツト電圧は、現在の振幅で許容

される最大のDC電圧値に調整されます(Vmaxは、高インピ
ーダンス終端の場合 10ボルト

で、50Ω終端の場合 5ボ ルトです。Vppは、ポルト単位のP―P出力振幅です)。リモ
ート

・インタフェース操作では、-221の
"Setti"s cOnf:ict″エラーが発生し、振幅が調

整されます。

IV″ 胸α l 十 Ymas *r l tN l Yoffut l

DCオフセットと出力終端 :出力終端を変更すると、オフセット電圧が自動的に調整され

ます(エラーは発生しません)。たとえば、オフセットを100mVIICに設定し、つぎに終端

を50Ωから 「高インピーダンス」に変更すると、表示される振幅は2倍 の21XlmVDCにな

ります。逆に 「高インピーダンス」から500に 変更すると、表示されるオフセットは、

半分になります。詳細については、65ページの 「出力終端」を参照してください。

任意波形では、波形データに固有のオフセツトがあると(平均値がゼロでない場合)、

Offsetアナンシエータが点灯します。本器は、デ
ータ・ポイントの平均値を算出し、ゼ

ロ。ボルトと比較します。平均値がゼロ 。ボルトの2個 のDAC(デイジタルーアナログ
・

コンパータ)のカウント範囲内でない場合、OffSetアナンシエ
ータが点灯します。

DCポルトでは、オフセット電圧を設定して、実際に出カレベルをコントロ
ールします。

DC電圧は、±5 VDC(500終端)から±10VDC(開放端)までの値のいずれかに設定するこ

とができます。
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APPLyコ マン ド・シンタックス

O APPLyコ マンドではオプション・パラメータ(大括弧で囲まれたパラメータ)を使うので、
a」nplitudeパラメータを使用するには、frequencyを指定する必要があり、またoffsetパ
ラメータを使うには、frequencyとamplitudeの両方を指定する必要があります。つぎの
ステートメントは有効です(frequencyとamplitudeが指定され、offsetは省略)。

"APPL:SIN 5.OE+3′
 3.0"

ただし、frequencyを省略して、amplitudeとoffsetを指定することはできません。

● frequency, 譴d itude, およびoffsetの各パラメータには、
"MINittr', "MAxillllull",ま

たは
"DEFault"を

指定することができます。たとえば、つぎのステー トメントでは、3
Vppの正弦波(正弦波の最大周波数の15MHz、-2.5Vオ フセット)が出力されます。

"APPL:SIN MAX′
 3.0′ -2.5::

APPLy:sINusoid [く frequcncy> [′くamplitude> [′くOffSe)] ]]

指定 した周波数、振幅およびdeオフセットで正弦波を出力します。波形はコマンドの実行
後すぐに出力されます。

APPLy=souare [く frequency〉 [′くamplitude〉 [′く。ffSet〉] ]]
指定した周波数、振幅およびDCオフセットで方形波を出力します。波形はコマンドの実行
後すぐに出力されます。

APPLy8TRIang■ e [くfrequcncy〉 [′くamplitude〉 [′くOffSet〉] ]]
指定した周波数、振幅およびDCオフセットで三角波を出力します。波形はコマンドの実行
後すぐに出力されます。

APPLy:RAMP [く ■℃quency> [′くamplitude> [′くOffSe●] ]]
指定 した周波数、振幅およびDCオフセットでランプ波を出力します。波形はコマンドの実
行後すぐに出力されます。

143



APPLy:NOISe [く frequency:DEFau■t〉

指定した周波数、振幅およびDCオフセツトでノ

後すぐに出力されます。

[′くampllude〉 [′くOffSet〉]]]

イズを出力します。波形はコマンドの実行

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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■

o frequencyパラメータはこのコマンドでは無視されますが、必ず数値または
"DF'を
指定

しなければなりません。周波数を指定すると、その数値は、別のファンクションに変更

したときに記憶されます。以下に例を示します。

!:APPL:NOIS DEF′
 5.0′ 2.0"

APPLy:DC[く frequency>:DEFau■t[′くamplitudel DEFau■t [′KOffse)] 〕]

offsetパラメータで指定したレベルでDC電圧を出力します。DC電圧はコマンドの実行後す

ぐに出力されます。

o frequencyおよびamplitudeの各パラメ
ータはこのコマンドでは無視されますが、必ず数

値または
"DEF"を
指定しなければなりません。周波数と振幅を指定すると、その数値は、

別のフアンクションに変更したときに記憶されます。以下に例を示します。

':APPL:DC DEF′
 DEF′  ~ 2.5"

APPLy:usERIく frequency> [′くamplitude> [′くoffSeレ] ]]

副К:USERコマンドで現在選択している任意波形を出力します。波形は、指定した周波数、

振幅およびDCオフセットで出力されます。波形はコマンドの実行後すぐに出力されます。

任意波形をメモリにダウンロードする方法についての詳細は、174ベ
ージの 「任意波形コマ

ンド」を参照してください。

地 ?本 器の現在の構成を問い合わせると、引用符で囲まれたストリングが応答されます。

ファンクション、周波数、振幅およびオフセット電圧が、つぎのサンプル
・ストリングに示

したように応答されます(引用符は、ストリングの
一
部として応答されます)。

:iSIN +5.000000000000E+03′ +3.000000E+00′  -2.500000E+00"
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出力構成コマンド

(第3章の55ページの「出力構成」も参照してください。

ここでは、本器をプログラムするときに使う低レベル・コマンドについて説明します。
APPLyコ マンドの使用は、一番簡単に本器をリモート・インタフェース操作でプログラム
する方法ですが、各パラメータを変更する場合、低レベル・コマンドを使用するほうが融通
性があります。

FUNCtion:sHAPe 〔 SINusoidlsQuarelTRIang■ elRAMPINOISelDCiUSER〕

出カファンクションを選択します。選択した波形が、前に選択 した周波数、振幅およびDC
オフセ ットの各設定値 を使 って出力 され ます。

"usER"を
選択すると、本器は、

FUNC:USERコ マンドで現在選択されている任意波形を出力します。デフォルト設定は、
SINです。[揮発性メモリにストア]

● つ ぎのマ トリックスは、各変調モードで使用可能な出カファンクションを示しています。"X"は
、有効な組合せを表しています。選択した変調では使用が不可能なファンクション

に変更した場合、その変調モードは、取り消されます。

FUNCtiOn:SEAPe?

出カフアンクションを問い合わせます。
"SIN","SQU","lRI","RA●","NOIS","DC",ま

たは
"USER"が
応答されます。

バース ト変調
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FREQuenCy〔 くfrequency〉IMINittum lMAXimum〕

出力周波数を設定します。MINでは、現在有効なファンクションで許容される周波数の最小

値を指定します。MAXでは、現在有効なフアンクションで許容される周波数の最大値を指定

します。デフォル ト設定の周波数は、どのファンクションでも l kHzです。[揮発性メモ

リにス トア]

ファンクション 最小周波数 最大周波数

EB'&
fiME.
->a)&
=AiE
AREf;'&il'1

1∞ pHz

l∞ 岬Z

l∞ 山

1∞ llHz

100』Z

15 rlz

15 ‖Hz

l∞ kHz

l∞ kHz

5 Hz

不揮発性メモリには、5個の内蔵任意波形(sin(x)/x、ネガティブ・ランブ、

指数立ち上がり、指数†ち下がり、および心電図)の各波形がストアされています。

ユーザが生成し、メモリにダウンロードする任意波形では、最大周波数が、波形に指定

したポイント数によって変わります。つぎに示すように、最大出力周波数は、波形で指

定するポイント数が多いほど減少します。 5個 の内蔵任意波形は、最大 5 MHzで出力す

ることができます。

任意波形のポイント数 最小周波数 最大周波数

8～ 8,192(8k)

8,193 - ;2,287 (12k)

12,288 ～ 16,000

1∞ llHz

l∞ 』Z

100 1111z

5 ■ 1 2

2 . 5  n t z

200 kHz

ファンクション変更による矛盾の可能性 :最大周波数が、現在有効なファンクション

の最大周波数より小さいファンクションを選択した場合、出力周波数は自動的に調整さ

れます。たとえば、 l MHzの正弦波を出力していて、ファンクションを三角波に変更し

た場合、本器は、出力を1∞kHz(三角波の上限)に調整します。リモート・インタフェー

ス操作では、-221の
"Settings conf:ict"エ

ラーが発生し、周波数が調整されます。

FREQuency? [MINimum!MAXimum]

現在有効なファンクションの周波数設定値を問い合わせます。数値がヘルツ単位で応答され

ます。
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PULSe:DCYC■ e 〔 くpercent〉lMINimumiMAXimum}

方形波の場合だけ、パーセントでデューティ・サイクルを設定します。デューティ・サィク
ルは、各サイクルで、方形波がハイになっている時間量です。デフォルト設定は50%です。
[揮発性メモリにストア]

● デ ューティ・サイクル :20%か ら80%まで、増分単位は 1∬(周波数≦5 MHz)

4帆から60%まで、増分単位は 1%(周 波数>5 MHz)

デフォルト設定は50%

● デ ューティ・サイクルの設定値は、方形波を別の波形に変更すると記憶されます。方形
波にもどると、前回のデューテイ・サイクル値が使われます。想乳yコマンドは、方形
波の場合に、デューテイ・サイクルを自動的に50Ъに設定します。

・ 出 力周波数との矛盾の可能性 :現在のデューティ・サイクルで有効でない周波数を選択
した場合、自動的にデューテイ・サイクルが調整されます。たとえぼデューティ・サィ
クルを70%に設定し、周波数を8 MHzに変更した場合、本器は、自動的にデューティ・サ
イクルを60%(この周波数での上限)に調整します。 リ モート・インタフェースからの操
作では、-221の

WSettings∞
nfiict"エラーが発生し、周波数が調整されます。

PULSe:DCYC■ e? [MINimumlMAXimum]

デューテイ・サイクルの設定値を問い合わせます。パーセント単位で数値が応答されます。
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VOLTage 〔 くamplitude〉!MINimumlMAXimum〕

現在有効なファンクションの出力振幅を設定します。MINでは、選択したフアンクションで

許容される振幅の最小値 (50mVpp、50Ω終端)を指定します。NLⅨでは、許容される振幅の

最大値 (10mVpp、50Ω終端)を指定します。デフォル ト設定の振幅は、10mvpp(500終

端)です。[揮発性メモリにス トア]

ファンクション 出力終端 最小振幅 最大振幅

Efi'&
fiME
=A)fr.
t>a)E
) 4 X
Afrf]ftigf,l

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

5 0  m p p

5 0  m V p p

5 1 1  m p p

5 0  m p p

5 0  m V p p

5 0  m V p p

1 0  V p p

1 0  V p p

1 0  V p p

1 0 ぃ

10 Vpp

1 0  V p p

EK'&
hM"E
=A)E
,>4,p.
. /  1X
Aftfijfri,Fvl

麟
齢
齢
齢
麟
繊

開

開

開

開

開

開

100 nIVpp

l∞ mVpp

l∞ mVp

l∞ mVpp

l∞ mVpp

l∞ mVpp

2 0 ぃ

2 0  V p p

20 Vpp

20 Vpp

20 Vpp

2 0  V p p

1不揮発性メモリには、5個の内蔵任意波形(sin(x)/x、ネガティブ・ランプ、
指数立ち上がり、指数立ち下がり、および心電図)の各波形がストアされています。

・ 任 意波形では、データ。ポイントが出力DAC(デ イジタルーアナログ・コンバ
ータ)の全

レンジに広がっていない場合、最大振幅が限定されます。たとえば、内蔵の
"sin(x)

/x"波形は、プラス 1か らマイナス 1までの値の全レンジを使うわけではないので、その

最大振幅は6.084Vpp(50Ω終端)です。

・ 出 力振幅の単位は、Vpp,vmls,またはdBmに設定することができます。詳細については、

VOLT:UNITコマンドを参照してください。

O DCボ ルトでは、オフセット電圧を設定して、実際に出カレベルをコントロールします。

DC電圧は、±5 VIIC(50終端)の範囲の値または±10VDC(開放端)の範囲の値に設定する

ことができます。詳細については、VOLT:OFFSコマンドを参照してください。
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ファンクション変更による矛盾の可育ヒ性 :最大振幅が、現在有効なファンクションの
最大振幅より小さいファンクションを選択した場合、出力振幅は自動的に調整されます。
出カファンクションのクレスト・ファクタの違いによって、出力単位がVItllsまたはdBm
になると、この矛盾が起こることがあります。たとえば、 5 Vnlls(500)の方形波を出力
していて、ファンクションを正弦波に変更した場合、本器は、出力振幅を3.535Vl■lls(正

弦波の上限)に調整 します。リモート・インタフェース操作では、-221の
WSettimS

conflict‖エラーが発生し、振幅が調整されます。

出力振幅と出力終端 :出力終端を変更すると、出力振幅が自動的に調整されます(エ
ラーは発生しません)。たとえば、振幅をloVppに設定し、つぎに終端を50Ωから 「高イ
ンピーダンス」に変更すると、表示される振幅は2倍 の20Vppになります。逆に 「高イ
ンピーダンス」から50Ωに変更すると、表示される振幅は、半分になります。詳細につ
いては、OU「P:D⑬ コマンドを参照してください。

VOLTage? [MINimumlMAXimum]

現在選択されているファンクションの出力振幅を問い合わせます。出力振幅の大きさがを応
答されます。単位は応答されませんが、一番最後のVOLT:酬ITコマンドで設定した単位にな
ります。

VOLTage OFFSet 〔 く。ffSet〉:MINimum:MAXimum〕
現在有効なフアンクションのDCオフセット電圧を設定します。MINでは、選択したファンク
ションの最小のDCオ フセット電圧(0ボ ル ト)を指定します。MAXでは、選択 したファンク
ションの最大オフセットを選択します。デフォルト設定のオフセット電圧は、どのファンク
ションでも0ボ ルトです。[揮発性メモリにストア]

o 以 下の制限に従って、オフセットを正数または負数のいずれかに設定することができま
す。指定したオフセット電圧が有効でない場合、オフセット電圧は、現在の振幅で許容
される最大のDC電圧値に調整されます( 薩ヾ は、高インピーダンス終端の場合 10ボル ト
で、50Ω終端の場合 5ボ ルトです。Vppは、ボルト単位のP―P出力振幅です)。リモート
・インタフェース操作では、-221の

WSettings cOnf:ict"エ
ラーが発生し、振幅が調

整されます。

I Voffset | + Vmax $JLr l Voff*t l＜
一
ｈ
２
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nTage:oFFSet

(つづき)

DCオ フセットと出力終端 :出力終端を変更すると、オフセット電圧が自動的に調整され

ます(エラーは発生しません)。たとえば、オフセットを10価ⅦCに設定し、つぎに終端

を50Ωから 「高インピーダンス」に変更すると、表示される振幅は2倍 の200mVDCに な

ります。逆に 「高インピーダンス」から500に 変更すると、表示されるオフセットは、

半分になります。詳細については、CIW:DADコ マンドを参照してください。

DCボ ルトでは、オフセット電圧を設定して、実際に出カレベルをコントロ
ールします。

DC電 圧は、±5 VDC(500)の 範囲の値、または±10ⅦC(開放端)の範囲の値に設定する

ことができます。

任意波形では、波形データに固有のオフセツトがあると(平均値がゼロでない場合)、

Offsetア ナンシエータが点灯します。本器は、データ。ポイントの平均値を算出し、ゼ

ロ・ボルトと比較します。平均値がゼロ 。ボルトの2個 のDAC(デ イジタルーアナログ
・

コンバータ)のカウント範囲内でない場合、OffSetア ナンシエ
ータが点灯します。

VOLTage30FFSet? [MINimumlMAXimum]

現在選択されているファンクションのDCオ フセツト電圧を問い合わせます。 DC電 圧単位で

数値が応答されます。

VOLTage:uNIT 〔 VPP:VRMS:DBMIDEFau■ t〕

振幅の出力単位だけを選択 します(オフセットには影響 しません)、出力単位を選択 します。

インタフェースを介 したリモー ト・プログラミングから前面パネル(ロ
ーカル)操作にもどし

た場合、出力単位は記憶 されたままにな ります。たとえば、
"Vrms"を

リモー ト・インタ

フェースから選択 した場合、前面パネルのデイスプレイに
"Vr厖"と

単位が表示されます。

デフォル ト設定はVPPです。 [揮発性メモリにス トア]

VOLTage:uNIT?

選択されている単位を問い合わせます。
"VPP","VRMS",ま

たは
"DBM"が
応答されます。
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OUTPut:LOAD [50!工 NFinitylMINimumlMAXimum〕

出力振幅およびオフセット電圧の出力終端を選択します。本器には、OUIPu「端子に50Ωの

固定出カインピーダンスがあります。出力を500の 負荷で終端するか、開放端にするかを
選択することができます。本器と負荷のインピーダンスが整合していないと、振幅またはォ
フセットが指定した信号レベルに合わなくなります。[揮発性メモリにストア]

● INFで は、出力終端を 「高インピーダンス」に設定します。MINでは、500を 選択します。
MAXでは、 「高インピーダンス」を選択します。デフォル ト設定は

"50"で
す。

・ 出 力終端を変更すると、振幅(DCオフセット)が自動的に調整されます(エラーは発生し
ません)。たとえば、振幅を10Vppに設定し、つぎに終端を50Ωから 「高インピーダン
スJに 変更すると、表示される振幅は2倍 の20Vppになります。逆に 「高インピーダン
ス」から50Ωに変更すると、表示される振幅は、半分になります。

● 50o終 端を指定して、実際には開放端にした場合、表示される出力は、指定した値の2
倍になります。たとえば、オフセットを101hVDCに設定(および500の 終端を指定)して、
実際には、出力を開放端にした場合、実際のオフセット表示は200mVDCになります。

OUTPut=LOAD? [MINimumlMAXimum]

出カインピーダンスを問い合わせます。
"5 0 "ま
たは
"9 . 9 E + 3 7 "が

応答されます。

OUTPut:SyNC 〔 OFF:ON〕

SⅦC端子からの出力をディスエープルまたはイネープルにします。デフォル ト設定は、"ON"で
す。同期信号をディスエープルにすると、SINc端子の出カレベルが不定になります

(πL"high"または■L"low"になることもあります)。[揮発性メモリにストア]

各出カファンクションのSYmC信号の詳細については、第 3章の68ベージ 「sYNC信号」
を参照してください。)

OUTPut8SYNC?

SYNC端子のステー トを問い合わせます。
"σ'(オ
フ)または

"1・
(オン)が応答されます。



SAV 〔 0:■ :2i3〕
最大4個の異なる機器構成をストアすることができます。 [不揮発性メモリにストア]

4つ のメモリ(0、 1、 2、 および3)が機器構成のストアに使えます。このステート・

ストア機能が 「記憶する」のは、変調パラメ
ータのほか、ファンクション(任意波形を含

む)、周波数、振幅、DCオフセット、デューテイ・サイクルです。ストアしたステート

をリコールするには、前にそのステートをストアしたメモリを指定する必要があります。

リモート・インタフェース操作の場合のみ、メモリ
"0"を
使つて4番 目の機器構成をス

トアすることができます(前面パネル操作ではこのメモリにストアすることができませ

ん)。ただし、メモリ
"0"は
、電源を切ると、自動的に上書きされることに注意してく

ださい。

「揮発性」メモリにダウンロードした任意波形は記憶されませんが、ステートをストア

するときに任意波形が不揮発性メモリから出力されていると、その波形データはストア

されます。ストアした波形は、機器ステートをリコールすると出力されます。

ステートをストアした後で任意波形を削除すると、波形データは失われ、ステ
ートをリ

コールしても波形は出力されません。削除された波形の代わりに、
"sin(x)/x"波

形が

出力されます。

本器の電源をオフにすると、自動的にそのステートがメモリ
"0"に
ストアされます。電

源をもう一度入れたときに、電源を落としたときのステー トを自動的にリコールするよ

うに、本器を構成することができます。本器の工場出荷時は、リコール ・モードがディ

スエープルになっています。

POWER ON LAST STAπコマンドをSYS MENUから選択して、パワー ・ダウン・リコール ・

モードをイネープルにします。POWER ON DEFAULTを選択 して、パワー ・ダウン・リコー

ル・モードをディスエープルにします。詳細については、109ページの 「パワー・ダウ
ン・リコール・モード」を参照してください。
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RCL 〔 01■:2:3]
前にストアしたステートをリコールします。ストアしたステ

ートをリコールするには、その

ステートをストアしたときのメモリを指定する必要があります。

・ ス トア位置として前に指定しなかつたメモリからは、機器ステートをリコールすること

ができません。たとえば、メモリ
"2"か
らリコールしようとしても、その位置にストア

していなかつた場合、エラーが発生します。リモート・インタフェース操作では、指

定されたメモリにイ可もストアされていないと、■810の
=iState has not"m stored'1

エラーが発生します。

MEMory:STATe:DELete [Ol■ 12!3〕

前にス トアしたステ
ー トを削除し、メモリをクリアにします。指定されたメモリに何もス ト

アされていないと、+810の
='State has not been stored"エ

ラーが発生します。



A M変調 コマン ド

第3章の71ベージから始まる 「振幅変調」も参照してください。

AMの概要

つぎにM波形を生成するときに必要な手順を概説します。川波形用のコマンドはつぎのペー

ジにあります。

搬送波の波形を設定 します。

APPLyコ マンドまたは同等のFUNC:SHAP, FREQ, VOLT, お よびvOLT:OFFSコ マ

ンドを使って、搬送波のフアンクション、周波数、振幅およびオフセットを選択します。搬

送波には、正弦波、方形波、三角波、ランプ波、または任意波形を選択することができます。

変調波形の形状を選択 します。

正弦波、方形波、三角波、ランプ波、ノイズまたは任意波形を使って、搬送波を変調するこ

とができます。AM:INT:FUNCコ マンドを使つて、変調波形の形状を選択します。

変調周波数を設定 します。

AM:INT:FREQコ マンドを使って、変調周波数を10mHzから20kHzの間の値に設定します。

変調度を設定します。

AM:DEPTコ マンドを使つて、変調度を0%から120%の間の値に設定します。

変調信号源を選択 します。

本器は、内部変調信号、外部変調信号、あるいはその両方を受け入れます。AM:SOURコ
マンドを使つて、変調信号源を選択します。

6 AM変 調をイネーブルにします

他の変調パラメータの設定が終了してから、AM:STAT ONコ マンドを使って川 をイネー

プルにします。
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AMコマンド

APPLyコ マンドまたは同等のFUNC:SHAP, FREQ, VOLT, お よびvoLT:
OFFSコ マンドを使って、搬送波形を構成 します。搬送周波数を100 μ Hzから
1 5MHz(三角波およびランプ波では100kHz)の間の値に設定します。デフォル ト設定
は、l kHzです。

AM:DEPTh 〔 くdepth in percent〉:MINimumlMAXimum〕

内部変調度をパーセント単位で設定します。鍋から120%の間で選択します。デフォルト設
定は100%です。MIN=0%、卜L嗽=120%[揮発性メモリにストア]

外部変調信号源(川:SOtt EXI「)を選択した場合、変調度はAM変調端子の信号レベルで制御さ
れます(5ボルトのピーク値が1011%変調に相当します)。

AM:DEPTH? IMINimumlMAXimum]

変調度を問い合わせます。パーセント単位で数値が応答されます。

AM:INTerna■ :FUNCtion tSINuSOidisQuarelTRIang■ elRAMP:NOISelUSER〕

変調波形の形状を選択 します。内部信号源 (AM:SOLR INr)を選択 したときだけ使用します。
ノイズ ・ファンクションを変調波形 として使うことができますが、ノイズ ・ファンクション

およびDC電圧は、搬送波として使えません。デフォル ト設定はSINです。[揮発性メモリに
ス トア]

AMBINTerna■ :FUNCtiOn?

内部変調波形の形状を問い合わせます。
"SIN","SQU","mI","N101S",ま

たは
"UsER"が

応

答されます。

AMBINTerna■ :FREouency〔 くfrequency〉IMINimumlMAXimum〕
変調波形の周波数を設定 します。内部変調信号源(AM:SOUR I躍)を選択 したときだけ使用 し
ます。 10胡zか ら20kHzの 間で選択 します。デフォル ト設定は 100Hzです。 MIN=10mHz,

N幅=20kHz。 [揮発性メモリにス トア]

AMBINTerna■ :FREOuenCy? [MINimumlMAXimum]

内部変調周波数を聞い合わせます。ヘルッ単位で数値が応答されます。
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AM8SOURce [BOTHIEXTerna■ ]

変調信号の信号源を選択します。本器は内部変調信号、外部変調信号、またはその両方を受

け入れます。デフォルト設定はBOIHです。[揮発性メモリにストア]

外部変調信号源は、常にイネーブルになっています。

両信号源(内部―外部信号源)をイネープルにすると、内部および外部の変調信号が追加

されます(搬送波形が2波 形で実際に変調されます)。

内部信号源をディスエープルにする(外部信号源のみにする)と、搬送波形が外部波形で

変調されます。Extア ナンシエータが点灯 し、変調信号が裏面パネルのAM変調端子に入

力されることが予期されます。

外部変調波形をAM変調端子に送 ります。変調度は、現在の信号レベルで制御されます

(5ボ ルトのピーク値がllXl変ヽ調に相当します)。

AM:SOURce?

変調信号源を問い合わせます。
"Bttrま

たは
"EXI「"が
応答されます。

AM=STATe 〔 OFF:ON〕

AMをディスイネープルまたはイネープルにします。確実に正 しく動作 させるには、他の変調

パラメータを設定 してからAMを イネ
ープルにします。

一
度に 1個 だけ変調モー ドをイネ

ー

プルにすることができます。AMを イネープルにすると、前の変調モ
ー ドは取 り消されます。

AM=STATe?

A Mのステー トを問い合わせます。
"0" (オ
フ)または

"1" (オ
ン)が応答されます。
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FM変調コマン ド

第3章の76ベージから始まる「周波数変調」も参照してください。

FMの概要

つぎにFM波形を生成するときに必要な手順を概説します。FM波形用のコマンドはつぎの
ページにあります。

1 搬 送波の波形を設定 します。

APPLyコ マンドまたは同等のFUNC:SHAP, FREQ, VOLT, お よびVOLT:OFFSコ

マンドを使つて、搬送波形のファンクション、周波数、振幅およびオフセットを選択します。

搬送波には、正弦波、方形波、三角波、ランプ波、または任意波形を選択することができま

す。

2 変 調波形を選択 します。

正弦波、方形波、三角波、ランプ波、ノイズまたは任意波形を使つて、搬送波を変調するこ

とができます。FM:INT:FUNCコ マンドを使って、変調波形の形状を選択します。

3 変 調周波数を設定 します。

FM:INT:FREQコ マンドを使って、変調周波数を10mHzから10kHzの間の値に設定します。

4 ピ ーク周波数偏差を設定 します。

FM:DEVコ マンドを使って、偏差を10耐zから7.5MHzの間の値に設定します。

5 FM変 調をイネーブルにします

他の変調パラメータの設定が終了してかい、FM:STAT ONコ マンドを使つてFMをイネー

プルにします。

157



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

FMコ マン ド

APPLyコ マンドまたは同等のFUNC:SHAP, FREQ, VOLT, お よびvoLT:

OFFSコ マンドを使って、搬送波形を構成します。搬送周波数を10mHzから15MHz

(三角波およびランプ波では1∞kHz)の間に設定します。デフォル ト設定は、l kHz

です。

FM:DEViation Iく pCak de宙ation in Hz〉IMINimumlMAXimum〕
ピーク周波数偏差をヘルッ単位で設定します。この値は、変調波形の周波数の、搬送周波数

からの変分を表します。 llhHzから7.5MHzの間で値を選択します。デフォルト設定はll10Hz

です。MIN‐10胡z,MAX=7.5MHz。[揮発性メモリにストア]

搬送周波数は、必ずピーク周波数偏差以上でなければなりません。搬送周波数より大き
い偏差を(FMをイネープルにして)設定しようとした場合、本器は、自動的に偏差を調整

して、現在の搬送周波数にします。リモー ト・インタフェース操作では、-221の
"Settings conf:ict"エ

ラーが発生し、偏差が調整されます。

搬送周波数とピーク周波数偏差の合計は、選択 したファンクションの最大周波数に

100kHzをプラスした値(正弦波および方形波では15.lMHz、三角波およびランプ波では

200kHz、および任意波形では5.lMHz)以下でなければなりません。偏差を有効でない値
に設定しようとした場合、偏差は本器によって自動的に調整され、現在の搬送周波数で

許容 される最大値にな ります。 リモー ト・インタフェース操作では、-221の
WSettings conf:ict"エ

ラーが発生し、偏差が調整されます。

FM: DEViation? [MINimumIMAXimum]

ピーク周波数偏差を問い合わせます。ヘルツ単位で数値が応答されます。
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FMBINTerna■ :FUNCtiOn ISINusoid:SQUare:TRIang■ ●:RAMP:NOISeiUSER〕

変調波形の形状を選択します。ノイズ ・ファンクションを変調波形として使うことができま
すが、ノイズ・ファンクションおよびDC電圧は、搬送波形として使えません。デフォルト
設定はSINです。[揮発性メモリにストア]

FM:INTerna■ :FUNCtion?

変調波形の形状を問い合わせます。
"SIN","SQU","mI","NOIS", ま

たは
"us駅"が

応答さ
れます。

FM:INTerna■ :FREouency 〔 くfrequency〉IMINimumlMAXimum〕
変調波形の周波数を設定 します。 lllLllzから10kHzの 間で選択 します。デフォル ト設定は
10Hzです。MIN=10mHz, MAX=10kHz。 [揮発性メモリにス トア]

FMEINTerna■ :FRЁ Quency? IMINimumlMAXimum]

変調周波数を問い合わせます。ヘルッ単位で数値が応答されます。

FM:STATe [OFF10N〕

FMをディスイネーブルまたはイネープルにします。確実に正 しく動作 させるには、他の変調
パラメータを設定 してからFMを イネープルにします。一度に 1個 だけ変調モー ドをイネー

プルにすることができます。FMを イネープルにすると、前の変調モー ドは取 り消されます。

FM:STATe?

FMのステー トを問い合わせます。
"σ'(オ
フ)または

"1"(ォ
ン)が応答されます。
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バース ト変調 コマン ド

第3章の81ページから始まる 「バースト変調」も参照してください。

バースト変調の概要

つぎにバースト変調波形を生成するときに必要な手順を概説します。バースト変調波形用の
コマンドは162ページにあります。

バースト変調は、つぎの2つのモードで使用することができます。選択したトリガ信号源ま

たはパースト信号源(以下の表を参照)に基づいて、
一度に1つのバースト・モードがイネー

プルになります。

トリガ ・パース ト・モー ド:このモードでは、 トリガが受信されるたびに指定数のサイ

クル(バースト・カウント)を持つ波形が出力されます。指定数のサイクルの出力が終了

すると、つぎの トリガまで待機します。本器は、内部 トリガを受け入れるように設定す

ることもできますし、また、前面パネルのSingleキ
ーを押すか、またはトリガ信号を裏

面パネルのExt Trig端子に送って、外部からトリガを送信することもできます。

電源投入時は、内部 トリガ ・パース ト・モー ドがイネーブルになります。

・ 外 部ゲー ト・バース ト・モー ド:このモー ドでは、裏面パネルのExt Trig端子に送ら

れた外部信号のレベルに基づいて、出力波形が 「オン」または 「オフ」のどちらかにな

ります。ゲート信号が真の場合、連続波形が出力されます。ゲート信号が偽の場合、出

力が停止します。

外部 トリガ

内部 トリガ

外部ゲート

トリガ信号源

(TR:G:領鵬 )

外部

内部

内部

バースト信号源

(田:∝鵬 )

内部

内部

外部

バースト・カウント

(田:KК)

使用可

使用可

使用不可

バース ト・レー ト

(BH:!Ⅲ:RATE)

使用不可

使用可

使用不可

バース ト・フェーズ

( B M : P I S )

使用可

使用可

使用不可

モード

モード

モード
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バース ト搬送波の波形を設定 します。

APPLyコ マンドまたは同等のFUNC:SHAP, FREQ, VOLT, お よびvoLT:OFFSコ
マンドを使つて、搬送波のファンクション、周波数、振幅およびオフセットを選択します。
搬送波には、正弦波、方形波、三角波、ランプ波、または任意波形を選択することができま
す。

バース ト・カウン トを設定します。

BM:NCYCコ マンドを使つて、バースト・カウント(各パーストのサイクル数)を 1サ ィク
ルから50,∞0サ イクルの間で設定します。 トリガ・パースト・モード(内部信号源または外
部信号源)だけで使用します。

バース ト・レー トを設定 します。

BM:INT:RATEコ マンドを使って、バースト・レート(内部 トリガ ・バーストが発生する
周波数)をllhHzから50kルの間で設定します。内部 トリガ信号源のトリガ ・バースト・モー

ドだけで使用します。

バース ト開始位相を設定 します。

BM:PHASコ マンドを使つて、バーストの開始位相を-360度 から+360度 の間で設定しま
す。 トリガ・バースト・モード(内部信号源または外部信号源)だけで使用します。

トリガ信号源またはパース ト信号源を選択 します。

● ト リガ ・バースト・モードを使用している場合は、TRIG:SOURコ マンドを使って、
トリガ信号源を選択します。

・ 外 部ゲー ト・バースト・モードを使用している場合は、BM:souR EXTコ マンドを
使つて、外部ゲート信号源を選択します。

バース ト変調をイネーブルにします

他の変調パラメータの設定が終了してから、BM:sTAT ONコ マンドを使つてバースト・

モードをイネープルにします。
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バース ト変調コマンド

APPLyコ マンドまたは同等のFUNC:SHAP,FREQ,VOLT, お よびvoLT:

OFFSコ マン ドを使って、搬送波の波形を構成 します。搬送周波数を10mHzから5

MHz(三角波およびランプ波では1∞kHZ)の間に設定 します。デフォル ト設定は、 1

kHzです。

BM8NCYCLES Iく #cyclcS〉 lMINimumlMAXimum}

各パースト(トリガ・パースト・モードのみ)で出力されるサイクル数を設定します。 1サ イ

クルから50,000サイクルの間の値を 1サ イクル刻みで選択します。デフォルト設定は 1サ

イクルです。MIN=1サ イクル、 はヽ =50,∞0サイクル。[揮発性メモリにストア]

● 正 弦波、方形波および任意波形では(ランプ波および三角波にはあてはまりません)、搬

送周波数と最小バースト・カウントはつぎのようになっています。

騒
融

最小

バースト・カウント

1 0 ■l z～ l  p l z

> 1 ‖H z～ 2■l z

>2 ‖Hz - 3 ‖Hz

>3 ‖H2 - 4 ‖Hz

>4 ‖‖2 - 5 m12

正弦波、方形波、および任意波形のみ

搬送周波数を有効でない値に設定しようとすると、周波数は本器によつて自動的に調整

され、現在のパースト・カウントで許容される最大値になります。リモ
ート・インタ

フェース操作では、-221の
"Settings conf:ict"エ

ラーが発生し、搬送周波数が調整

されます。
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バース トで使われるどの波形の場合も、搬送周波数が1∞Hz以下に設定された場合、つ
ぎの関係式があてはまります。

バースト・カウント
搬送周波数

≦ 500秒      搬 送波の場合≦lllllHz

搬送周波数を有効でない値に設定しようとすると、周波数は本器によって自動的に調整
され、現在のバースト・カウントで許容される最小値になります。リモート・インタ
フェース操作では、-221の

WSettings conflictWエ
ラーが発生し、搬送周波数が調整

されます。

BM:NCYCLES? [MINimumiMAXimum]

バース ト・カウントを問い合わせます。 1か ら5 0 , 0 0 0の間の整数が応答されます。

BM:pHASe 〔 greesiMINimumlMAXimum〕
バース ト(トリガ 。バース ト・モー ド時のみ)の開始位相を設定 します。-360度 から+360
度の間の値を 1度 刻みで選択 します。デフォル ト設定は 0度 です。MIN=-360度 、MAX=+
360度。 [揮発性メモリにス トア]

負の位相は、 0か ら+360度 の数値に自動的に変換されます。たとえば、-9o度 の位相
を指定してから、その値を問い合わせると、270度と応答されます。

正弦波、方形波、三角波、およびランプ波では、0度 で、正方向に向かう波形がゼロ・

ボルト(またはDCオフセット値)をクロスします。任意波形では、0度がメモリにダウン
ロードされる最初のデータ・ポイントです。

BM8PHASe? [MINimumiMAXimum]

開始位相を問い合わせます。角度単位で数値が応答されます。
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BM:工 NTerna■ :RATE〔 くfrequency〉:MINimum:MAXimum〕

内部 トリガ・バーストのパースト・レートを設定します。バ
ースト・レート周波数は、バ

ー

スト間の間隔を定義 します。 10mHzか ら50kHzの間で選択 します。デフォル ト設定は、

100Hzです。MIN=llMHz,MAX=50kHz。[揮発性メモリにストア]

● バ ースト・レートの設定値を使うのは、内部 トリガがイネ
ープルになっているときだけ

です(トリガ 。モード)。バースト・レートは、シングル
・トリガまたは外部 トリガがイ

ネープルになっているときは無視されます。

・ 指 定された搬送周波数およびバ
ースト・カウントで出力するのに速すぎるバースト・

レートを指定することは可能です。本器は、バ
ースト・レートが速すぎると、バースト

・レートを内部調整し、バーストを連続して再 トリガするのに必要な速度にします。調

整は、本器内部で行われます(バースト・レ
ートの表示または問い合わせは指定したとお

りになります)。

BM8工 NTerna■ :RATE? [MINimum!MAXimum]

バースト・レートを問い合わせます。ヘルツ単位で数値が応答されます。

BM:SOURce 〔 INTerna■ lEXTerna■ l
バースト変調信号源を選択します。外部ゲ

ート・バースト・モードでは、裏面パネルのExt

Trig端子に送られる外部信号のレベルに基づいて、出力波形が 「オンJま たは 「オフ」のど

ちらかになります。デフォルト設定はINrです。[揮発性メモリにストア]

・ 内 部バースト信号源を選択すると、外部ゲ
ート・モードがデイスイネープルになります。

外部ゲート信号源を選択すると、Ext Trig端子に送られるゲ
ート信号の論理レベルに基

づいて、出力がイネープルまたはデイスイネ
ープルになります。ゲート信号が真の場合

(TL high)、 連続波形が出力されます。ゲ
ート信号が偽の場合(1lL loW)、出力が停止

します(ゼロ・ボルト、またはDCオフセツト・レベル)。

外部ゲート信号源を選択すると、バースト・カウント、バ
ースト・レート、バースト・

フェーズ、おょびバースト・トリガ信号源は無視されます(これらのパラメ
ータはトリガ

・パースト・モードだけに使われます)。

BM:SOURce?

現在のパースト変調信号源を問い合わせます。
"IN「"ま
たは
"E刈"が
応答されます。
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BMiSTATe [OFF10N〕

バース ト変調をディスイネープルまたはイネープルにします。確実に正 しく動作 させるには、
他の変調パラメータを設定してからバース ト・モー ドをイネープルにします。一度に 1個 だ
け変調モー ドをイネープルにすることができます。バース ト・モー ドをイネープルにすると、
前の変調モー ドは取 り消されます。

BM:STATe?

バースト変調のステートを問い合々 せます。
"0‐
(ォフ)または

"1"(オン)が応答されます。

TRIGger:SouRce [IMMediatelEXTerna■ lBuS〕
バースト・「トリガ」信号源を選択します。 トリガ・パースト・モードでは、 ト リガが受信
されるたびに指定数のサイクル(バースト・カウント)を持つ波形が出力されます。指定数の
サイクルの出力が終了すると、本器はつぎの トリガまで待機し、その間は信号を出力しませ
ん(ゼロ・ボルト、またはDCオフセット・レベル)。デフォルト設定はIⅢです。[揮発性メ
モリにストア]

● ト リガ ・バースト・モードでは、 「バースト信号源」は内部になります。

Immediate(内部)トリガ信号源を選択すると、バーストを発生させる周波数がバースト・

レー ト(BM:INT:RAm)で決まります。APPLyコ マンドでは、自動的にトリガ信号源が
IMMediateに設定されます。

外部 トリガ信号源を選択すると、本器は、Ext Trig端子に送られるハードウェア ・トリ
ガを受け入れます。本器は、Ext Trigで1‐lLパルスの立ち上がリエッジを受信するたび
に、指定数のサイクルを出力します。本器が外部 トリガの待ち状態になると、Tttgアナ
ンシエータが点灯します。

バス(ソフトウェア)信号源を選択すると、本器は、バス ・トリガ ・コマンドを受信する
たびに 1個 のパース トを出力します。リモー ト・インタフェース操作 (HP―IBまたは

RS-232)で本器をトリガするには、■TRG(ト リガ)コマンドを送ります。 IEEE-488グ
ループ実行 トリガ(GET)メッセージ(たとえば、mIGGER 710)を送って、llP IBインタ
フェースから本器をトリガすることもできます。

外部 トリガ信号源またはバス・トリガ信号源を選択した場合、バースト・カウントおよ
びバースト・フェーズは有効ですが、バースト・レートは、無視されます。
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TR:Gger:SouRce

(つづき)

外部ゲート信号源を選択すると(「ゲート」バ
ースト・モード)、指定したトリガ信号源

は無視されます。外部ゲート・モードは、 トリガ 。モ
ード信号源をオーバライドします。

バス信号源を選択した場合に確実に同期させるには、十wAI(待 機)コマンドを送ります。

キWAIコ マンドが実行されると、本器は、待ち状態の動作すべてを完了してから新たに

コマンドを実行します。たとえば、つぎのコマンド・ストリングによつて、最初の トリ

ガが受け入れられて実行された後に2番 目の トリガが確実に認識されます。

“TRIG:SOUR BUS;'TRG′ 'WAI;'TRG;'WAI"

■OPC?(動 作完了問い合わせ)コマンドまたは'OPc(動 作完了)コマンドを使って、

バーストの完了時に信号を送ることができます。キOPC?コ マンドではパ
ーストの完了

時に出カバッファに
"1"が
返されます。 'OPCコ マンドは、バ

ーストの完了時に 「動作

完了」ビット(ビット0)を標準イベント・レジスタに設定します。

TRIGger:SouRce?

現在の トリガ信号源を問い合わせます。
"I剛","E刈 ",ま

たは
"BUS"が
応答されます。
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周波数シフ ト・キー(FSK)コマン ド

第3章の90ページから始まる「FSC変調」も参照してください。

FSKの概要

つぎにFSK波形を生成するときに必要な手順を概説します。FSK用のコマンドはつぎのペー

ジにあります。

搬送波の波形を設定 します。

APPLyコ マンドまたは同等のFUNC:SHAP, FREQ, VOLT′  お よびVOLT:OFFSコ
マンドを使つて、搬送波のファンクション、周波数、振幅およびオフセットを選択します。
搬送波には、正弦波、方形波、三角波、ランプ波、または任意波形を選択することができま
す。

FSK「ホップ」周波数を選択します。

FSK:FREQコ マンドを使つて 「ホップ」周波数を設定します。

FSKレー トを設定 します。

FSK:INT:RATEコ マンドを使って、出力周波数が搬送周波数とホップ周波数の間で 「シ
フトするJ速 度を設定します(内部FSK信号源のみ)。

FSK信号源を選択 します。

FSK:SOURコ マンドを使って内部FSK信号源または外部FSK信号源を選択します。

FSC変調をイネーブルにします

他のFSKパラメータの設定が終了してから、FSK:STAT ONコ マンドを使ってFSK変調を
イネープルにします。
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FSKコマン ド

APPLyコ マンドまたは同等のFUNC:SHAP,FREQ,VOLT, お よびvoLT:

OFFSコ マンドを使って、搬送波の波形を構成します。搬送周波数を10mHzから

15Ⅲz(三角波およびランプ波では1∞kHZ)の間に設定します。デフォル ト設定は、

l kHzです。

FSKey8FREOuency[く frequcncy〉:MINimum:MAXimum]

FSK「ホップ」周波数を設定します。 llhHzから15MHz(三角波およびランプ波では100kHz)

の間で選択します。デフォルト設定はllXIHzです。MIN=10岨z、MAX=15MHz。[揮発性メモリ

にストア]

FSKey:FREouency? IMINimumlMAXimum]

FSK「ホップ」周波数を問い合わせます。ヘルツ単位で数値が応答されます。

FSKey8工 NTerna■ :RATE 〔 くrate in Hz〉:MINimumlMAXimum〕

出力周波数が搬送周波数 とホツプ周波数の間で 「シフ トする」速度を設定 します

(FSK:SOUR INTの み)。10耐zから50kHzの間で選択します。デフォルト設定はlCIHzで

す。MIN=llhHz、卜は =50kHz。[揮発性メモリにストア]

FSCレー トは、外部信号源を選択 した場合(FSK:SOUR EXT)、 無視されます。

FSKey31NTerna■ :RATE? [MINimumlMAXimum]

FSKレートを問い合わせます。ヘルツ単位で数値が応答されます。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

FSKey:souRce 【 INTerna■ lEXTerna■ 〕

内部FSK信号源または外部FSK信号源を選択 します。デフォル ト設定はIN「です。[揮発性 メ
モリにス トア]

。 内 部信号源を選択 した場合、出力周波数が搬送周波数 とホップ周波数の間を 「シフ ト」
する速度は、指定 したFSKレー ト(FSK:INT:RATE)で 決まります。

・ 外 部信号源を選択 した場合、出力周波数は裏面パネルのFSK端子の信号 レベルで決まり
ます。ΠV 10ザ

'の
場合は、搬送周波数が出力 されます。コピ

'high"の
場合は、ホップ周

波数が出力されます。

。 最 大外部FSKレー トは、 l MHzです。

・ 本 器が外部 トリガ信号の待ち状態になると、Extア ナンシエータが点灯 します。

FSKey:souRce?

内部FSK信号源を問い合わせ ます。
"Ir'ま

たは
"EXI「'が
応答されます。

FSKey:sTATe 〔 OFF10N〕

FSK変調をディスイネープルまたはイネープルにします。確実に正しく動作させるには、他
の変調パラメータを設定してからFSKをイネープルにします。一度に1個だけ変調モードを
イネープルにすることができます。FSKをイネープルにすると、前の変調モードは取り消さ
れます。

FSK:STATe?

F S Kモー ドのステー トを問い合わせます。
"0" (オ
フ)または

"1" (オ
ン)が応答されます。
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周波数掃引コマン ド

第3章の94ベージから始まる「周波数掃引」も参照してください。

掃引の概要

つぎに周波数掃引を発生させるときに必要な手順を概説します。周波数掃引用のコマンドは

つぎのベージにあります。

1 波 形、振幅およびオフセットを選択 します。

APPLyコ マンドまたは同等のFUNC:SHAP, FREO, VOLT′  お よびVOLT:OFFSコ

マンドを使って、掃引波形のフアンクシヨン、周波数、振幅およびオフセットを選択します。

正弦波、方形波、三角波、ランプ波、または任意波形を選択することができます。

2 ス ター ト周波数およびス トップ周波数を選択 します。

FREQ:STARお よびFREQ:STOPコ マンドを使って、スタート周波数およびストツプ周

波数をそれぞれ設定します。

周波数を立ち上がり掃引するには、スタ
ー ト周波数<ス トップ周波数に設定します。

周波数を立ち下がり掃引するには、スタ
ー ト周波数>ス トップ周波数に設定 します。

3 掃 引時間を設定 します。

SWE:TIMEコ マンドを使って、スタート周波数からストップF.Ll波数までの掃引に必要な秒

数を設定します。

4 掃 引モー ドを選択 します。

SWE:SPACコ マンドを使つて、リニア間隔またはログ間隔を選択します。

5 掃 引 トリガ信号源を選択 します。

TRIG:SOURコ マンドを使って、掃引をトリガする信号源を選択します。

6 掃 引変調をイネーブルにします。

SWE:STAT ONコ マンドを使って、掃引モードをイネープルにします。
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掃引コマンド

周波数を立ち上がり掃引するには、

周波数を立ち下がり掃引するには、

スタート周波数くストップ周波数に設定します。
スタート周波数>ス トップ周波数に設定します。

FREouency:STARt[く frequency〉IMINimumlMAXimum〕
スタート周波数を設定します。1価膨から15MHz(三角波およびランプ波では100m)の 間で
選択 します。掃引は、全周波数レンジにわたって連続する位相です。デフォルト設定は
1∞Hzです。MIN=10mHz、MAX=15MHz。[揮発性メモリにストア]

*RSTコマンドを実行しても、スター ト周波数およびス トップ周波数はデフォル ト値に設
定されません。その代わリリセット操作によって、スター ト周波数が10mHz(最小値)、
ス トップ周波数が15MHz(最大値)に設定されます。

FREOuency:STARt? [MINimumlMAXimum]

スタート周波数を問い合わせます。ヘルッ単位で数値が応答されます。

FREouency:STOP[く frequency〉:MINimumlMAXimum〕
ストップ周波数を設定します。10mHzか ら15MHz(三角波およびランプ波では1011kHz)の間で
選択します。掃引は、全周波数レンジにわたって連続する位相です。デフォルト設定は 1
1dlzです。MIN=Юttz、屁 =15MHz。 [揮発性メモリにストア]

*RSTコ マンドを実行しても、スター ト周波数およびス トップ周波数はデフォル ト値に設
定されません。その代わリリセット操作によって、スター ト周波数が10mHz(最 小値)、
ス トップ周波数が1 5MHz(最大値)に設定されます。

FREouency:STOP? [MINimumiMAXimum]

ストップ周波数を問い合わせます。ヘルッ単位で数値が応答されます。
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SWEep:sPACing 〔 LINearlLOCarithmic〕

掃引のリニア間隔またはログ間隔を選択 します。デフォル ト設定はリニア間隔です。[揮発

性 メモリにス トア]

SWEep:sPACing?

掃引モー ドを問い合わせます。
"LIN"ま

たは
"lDG"が
応答されます。

SWEep:TIME 〔 くsecOnd〉lMINimumlMAXimum〕
スター ト周波数からス トップ周波数までの掃引に必要な秒数を設定 します。 1厖から500秒

の間で選択 します。デフォル ト設定は 1秒 です。MIN=l llls、MAX=500秒。 [揮発性メモリに

ス トア]

掃引の周波数ポイン トの数は、選択 した掃引時間によって変わり、本器が自動的に計算

します。

SWEep:TIME? [MINimumlMAXimum]

掃引時間を問い合わせます。秒単位で数値が応答されます。

SWEep3STATe 10FF:ON〕

掃引モー ドをディスイネープルまたはイネ
ープルにします。確実に正 しく動作 させるには、

他の掃引パラメータを設定 してから掃引モ
ー ドをイネープルにします。

一
度に 1個 だけ変調

モー ドをイネープルにすることができます。掃引モ
ー ドをイネープルにすると、前の変調

モー ドは取 り消されます。

SWEep=sTATe?

掃引モー ドのステー トを問い合わせます。
"0"(オ
フ)または

"1"(オ
ン)が応答されます。
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TRICge■ :souRce 〔 IMMediatelEXTerna■ IBuS〕
トリガ信号源を選択します。 ト リガ掃引モードでは、 ト リガを受信するたびに単掃引を出力
します。スタート周波数からストップ周波数まで 1回掃引すると、本器は、スタート周波数
を出力しながらつぎのトリガの待ち状態になります。デフォルト設定は 1剛 です。[揮発性
メモリにストア]

Immediate(内 部 )ト リガ信号源を選択すると、本器は、指定 した掃引 レー ト
(SWE:TIME)で 連続掃引を出力します。APPLyコ マンドでは、自動的にトリガ信号
源がIMMediateに 設定されます。

外部 トリガ信号源を選択すると、本器は、裏面パネルのExt Trig端子に送られるハード
ウェア ・トリガを受け入れます。本器は、Ext Trigで冨Lノウレスの立ち上がリエッジを
受信するたびに、 1回 の掃引を出力します。本器が外部 トリガの待ち状態になると、
Trigアナンシエータが点灯します。

バス(ソフトウェア)信号源を選択すると、本器は、バス ・トリガ ・コマンドを受信する
たびに 1回の掃引を出力します。リモー ト・インタフェース操作(HP―IBまたはRS-232)
で本器をトリガするには、ホlRC(トリガ)コマンドを送ります。

バス信号源を選択した場合に確実に同期させるには、十wAI(待 機)コマンドを送ります。
十wAIコ マンドが実行されると、本器は、待ち状態の動作すべてを完了してから新たな
コマンドを実行します。たとえば、つぎのコマンド・ストリングによって、最初の トリ
ガが受け入れられて実行された後に確実に2番 目のトリガが認識されます。

"TRIG:SOUR BUS′ 'TRG′ ★WAI′ ★TRG′★WAI"

。 'OPC?(動 作完了問い合わせ)コマンドまたは'oPc(動 作完了)コマンドを使って、掃

引の完了時に信号を送ることができます。'OPc?コ マンドでは掃引の完了時に出力
パツフアに

"1"が
返されます。 'OPCコ マンドは、パース トの完了時に 「動作完了」

ビット(ビット0)を標準イベント・レジスタに設定します。

TRIGger:SouRce?

現在のトリガ信号源を問い合わせます。
"I剛","EXr",ま

たは
"BUS"が
応答されます。
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任意波形コマン ド

第3章の103ベージから始まる「任意波形」も参照してください。

任意波形の概要

つぎに、リモート・インタフェース操作で任意波形をダウンロ
ードおよび出力するときに必

要な手順を概説します。任意波形用のコマンドは176ペ
ージにあります。任意波形をダウン

ロードおよび出力する内部操作の詳細については、第7章 「学習」を参照してください。

第6章 「アプリケーション・プログラム」には、任意波形の使い方の例がいくつか

あります。以下の説明を読んでから、プログラム例を参照すると理解に役立ちます。

波形の周波数、振幅およびオフセットを選択 します。

APPLyコ マンドまたは同等のFREQ, VOLT, お よびVOLT:OFFSコ マンドを使つて、

任意波形の周波数、振幅およびオフセットを選択します。

データ ・ポイントを揮発性メモリにダウンロー ドします。

1波形について8ポ イントから16,lX10ポイントを、浮動小数点値また二進整数値として、

ダウンロードすることができます。-1か ら+1ま での浮動小数点値をダウンロー ドするに

は、DATA VOLATILEコ マンドを使います。-2047か ら+2047ま での二進整数値をダ

ウンロードするには、DATA:DAC VOLATILEコ マンドを使います。

確実に二進データを正 しくダウンロー ドするには、FORM:BORDコ マンドを使ってバ

イ トをダウンロー ドする順序を選択する必要があります。
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任意波形を不揮発性メモリにコピーします。

任意波形は、(手順 2の ように)揮発性メモリから直接出力することもできますし、不揮発性
メモリにコピーすることもで きます。不揮発性 メモリに波形をコピーするには、
DATA:COPYコ マンドを使います。

出力する任意波形を選択 します。

5個の内蔵任意波形のうちの 1個、4個 のユーザ定義波形のうちの 1個、または現在揮発性
メモリにダウンロー ドされている波形を選択することができます。波形を選択するには

FUNC:USERコ マンドを使います。

現在選択されている任意波形を出力します。

FUNC:SHAPUSERコ マンドを使って、FUNC:USERコ マンドで前に選択した波形を出
力します。

5個 の内蔵任意波形をつぎに示 します。

sin(x)/x

指数立ち上がり

心電図

ネガティブ・ランプ

指数立ち下がり
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任意波形コマンド

FUNCtiOn3usER 〔 くarb name〉 IVOLAT工 LE〕

5個の内蔵任意波形のうちの 1個、4個 のユーザ定義波形のうちの 1個、または現在揮発性

メモリにダウンロードされている波形を選択します。

● 5個 の内蔵任意波形の名前は、
"SINC", "NEC_M虚", "EXP RISE", "EXP FALL"お

よび
"“
DIAC"で す。

・ 揮発性メモリに現在ス トアされている波形を選択するには、VOLATILEパラメ
ータを指定

します。キーワー ドの
"VOLATILE"に

は短縮形がありません。正しいシンタックスはつぎ

のようになります。 "FUNC:USER VOLATILE"

O FUNC:USERコ マンドは、選択した波形を出力しません。選択した波形を出力するに

は、 FUNC:SHAP USERコ マンドを使います。

。 現 在ダウンロー ドされていない任意波形の名前を選択した場合、+785の
“
Specified

arb waveform does not existilエラーが発生します。

● arb nallleは、最大 8文字です。最初の文字はAか らZの アルファベット文字でなければ

なりませんが、あとは0か ら9の 数字や下線("")も 使えます。空自スペ
ースは許容さ

れません。 9文字以上を指定した場合は、+783の
"Arb waveform nalne t∞

:ong"と

いうエラーが発生します。

・ 本 器は、任意波形名の指定において大文字と小文字を区別しません。 したがって、

ARB_■ とarb_■ は同一の名前です。文字はすべて大文字に変換されます。

● 5個 の内蔵波形(不揮発性)の名前、揮発性メモリに波形が現在ダウンロードされている

場合の
"VOLATILE"、

お よびユーザ定義波形 (不揮発性)の名前を表示するには、

DATA:釧η コマンドを使います。

。 つ ぎのステートメントは、FUNC:USERコ マンドの使い方を示しています。
“FUNC:USER NEG_RAMP“

FUNCtion=usER?

現在選択されている任意波形を問い合わせます。
"SINC","NEC_Rヘ

ロ
","EXP RISE",

"EXP FALL","CARDIAC","VOLATILE",ま
たは不揮発性メモリにあるユーザ定義の波形名が応答

されます。
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FUNCtiontsHAPe USER

ファンクションを選択 し、選択 した任意波形を出力 します。このコマン ドを実行すると、

FUNC:USERコ マンドで現在選択されている任意波形が出力されます。選択された波形は、

前に選択 した周波数、振幅およびオフセットの各設定値を使つて出力されます。

● FREQ, VOLT,お よびVOLT:OFFSの 各コマンドを使って、波形の周波数、振幅、お

よびオフセットを選択します。または、APPLyコ マンドを使って、ファンクション、
周波数、振幅、およびオフセットを選択します(単一コマンドで)。

● つ ぎの表に示すように、任意波形はすべての変調モードで使うことができます。
"x"は
、

有効な組合せを表しています。

正弦波 方形波 三角波 任意波形

AM変調波

FM搬送波

隠 変調
バース ト変調

周波数掃引

任意波形では、データ。ポイントが出力DAC(デ ィジタル_アナログ・コンパータ)の全
レンジに広がっていない場合、最大振幅が限定されます。たとえば、内蔵の

"sin(x)

/x"波形は、プラス 1か らマイナス1までの値の全レンジを使うわけではないので、その

最大振幅は6.084Vpp(500終 端)です。

任意波形では、波形データに固有のオフセットがあると(平均値がゼロでない場合)、

Offsetアナンシエータが点灯します。本器は、データ・ポィントの平均値を算出し、ゼ
ロ。ボルトと比較します。平均値がゼロ ,ボルトの2個 のDAC(デ ィジタルーアナログ・

コンバータ)のカウント範囲内でない場合、Offsetアナンシエータが点灯します。

FUNCtion:SHAPe?

出カファンクションを問い合わせます。
"S I N " , " S Q U " ,  " l R I " , " M P " , " N O I S " , " D C " ,ま

たは
''USEぜ
が応答されます。

ランプ波

X

ノイズ

X
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DATA VOLATILE′  くvalue〉′ くvalue〉′ . . .
- 1か ら+1ま での浮動小数値を揮発性メモリにダウンロ

ー ドします。各波形で 8ポ イント

から16,000ポイントまでダウンロー ドすることができます。

。 一 lお よび+1は 、波形のピーク値に相当します。たとえば、振幅を10Vppに設定した

場合、
"-1"は -5ボ ルトに、

"+1"は
、+5ボ ルトに相当します。

● デ ータ。ポイントが出力DAC(デ イジタル_アナログ・コンバ
ータ)の全レンジに広がつ

ていない場合、最大振幅が限定されます。たとえば、内蔵の
"sin(x)/x"波

形は、プラ

ス 1か らマイナス 1ま での値の全レンジを使うわけではないので、その最大振幅は

6.084Vpp(50Ω終端)です。

・ 浮 動小数点値のダウンロード(DATA VOLATILEを 使用)は、二進値のダウンロード

(DATA:DAC VOLATILEを 使用)より遅くなりますが、-1か ら+1ま での数値が

応答される三角波ファンクションを使うときに便利です。

O DATA:VOLATILEコ マンドは、揮発性メモリにある前の波形を上書きします(エラー

は発生しません)。波形を不揮発性メモリにコピーするには、DATA:COPYコ マンドを

使います。

・ 不 揮発性メモリには、最大 4個 のユーザ定義波形をストアすることができます。揮発性

メモリの波形または不揮発性メモリの4個 のユ
ーザ定義波形のどれかを削除するには、

DATA:DELコ マンドを使います。揮発性メモリおよび不揮発性メモリに現在ストアさ

れている波形すべて(および内蔵波形)を表示するには、DATA:CAT?コ マンドを使い

ます。

・ 波 形データをメモリにダウンロードしたら、FUNC:USERコ マンドを使って有効な波

形を選択し、さらにFUNC:SIIAP USERコ マンドで、その波形を出力します。

。 つ ぎのステートメントは、DATA VOLATILEコ マンドを使って、 9ポ イントを揮発

性メモリにダウンロードする方法を示しています。

"DATA VOLATILE′
 ■′ .75′ .5′.25′0′

―。25′―.5′―.75′―■"
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DATA:DAC VOLATILE′  〔くbinary block〉|くvalue〉′ くvalue〉′ . . .〕
-2047か ら+2047の 間の二進整数値を揮発性メモリにダウンロー ドします。 1波形につき
8ポ イントから16,∞0ポ イントを、IEEE-488.2バイナリ ・プロック ・フォーマットで、ま
たは数値 リス トとしてダウンロー ドすることができます。数値の二進 レンジは、内部 12
ビットmc(デ ィジタルーアナログ ・コンバータ)コー ドを使って得られる数値に相当します。

-2047お よび+2047の 値は、波形のピーク値に相当します。たとえば、出力振幅を
10Vppに設定した場合、

"-2047"は -5ボ ルトに、
"+2047"は

+5ボ ル トに相当します。

データ・ポイントが出力DAC(デイジタル_アナログ・コンバータ)の全レンジに広がって
いない場合、最大振幅が限定されます。たとえば、内蔵の

"sin(x)/x"波
形は、プラス

1か らマイナス 1ま での値の全レンジを使うわけではないので、その最大振幅は
6.084Vpp(50Ω終端)です。

DATA:DAC VOLATILEコ マンドは、揮発性メモリにある前の波形を上書きします
(エラーは発生しません)。波形を不揮発性メモリにコピーするには、DATA:COPYコ
マンドを使います。

不揮発性メモリには、最大 4個 のユーザ定義波形をストアすることができます。揮発性
メモリの波形または不揮発性メモリの4個 のユーザ定義波形のどれかを削除するには、
DATA:DELコ マンドを使います。揮発性メモリまたは不揮発性メモリに現在ストアさ
れている波形すべて(および内蔵波形)を表示するには、DATA:CAT?コ マンドを使い
ます。

波形データをメモリにダウィロ
ードしたら、FUNC:USERコ マンドを使って有効にす

る波形を選択し、さらにFUNC:SHAP USERコ マンドで、その波形を出力します。
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DATA:DAC VOLAT:LE

(つづき)

RS-232インタフェースで二進データをダウンロードするには、パリテイなしの8デ
ータ

・ビットを選択する必要があります。詳しくは195ベ
ージの 「RS-232インタフェースの

構成」を参照してください。

つぎのステートメントは、DATA:DAC VOLATllEコマンドを使って、バイナリ
・プロツク

・フォーマットで8個の整数ポイントをダウンロ
ードする方法を示しています(つぎの

「IEEE-488.2バイナリ・プロック・フオーマット」も参照してください)

'DATA:DAC VOLATILE, #216 Binary Data"

。 つ ぎのステー トメントは、DATA:DAC VOLATILEコ マンドを使って、 8個 の整数

ポイントをダウンロー ドする方法を示 しています。

"DATA:DAC VOLATILE′ 2047′ ■536′■024′5■2′0′-5■2′
―■536′ -2047:!

lEE-488.2バイナリ・ブロック・フォーマット

パイナリ・プロック・フォーマットでは、プロック・ヘッダが波形データに先行します。プロック
・

ヘッダのフォーマットはつぎのようになっています。

#    5   32000

ヵッτБ畠必ゴ 丁 ‐ f霧賓震γ鷺「鶴‰ポ'ぃ
後続の桁数

本器では、二進データを12ビットの整数として表し、2バイトとして送信します。したがって、バイト

数の合計は、常に波形のデータ・ポイント数の2倍になります(また常に偶数になります)。たとえば、

16,a10ポィントの波形をダウンロードするには32,∞0バイトが必要になります◇

FOR‖:30RDコマンドを使って、ブロック・モードでのパイナリ転送のパイト順を選択します。Ю冊:BORD

ЮⅢ(デフォルト設定)を指定した場合、各データ。ポイントの最上位バイト(llSB)が最初に送信されま

す。FORmORD馴 いを指定した場合、各データ・ポイントの最下位バイト(LS3)が最初に送信されます。

ほとんどのPCでは、 「スワップ」′ヽイト順が使われています。
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DATA:ATTRibute=AVERage? [く arb name〉]
指定した任意波形のデータ。ポイントすべての算術平均を問い合わせます。デフォル ト設定
のarb nameは、現在有効な(FUNC:USERコ マンドで選択した)任意波形です。

● メ モリに現在ストアされていない波形を問い合わせた場合、+785の
"sp∝
ified arb

wafeforn does not existilエラーが発生します。

DATA:ATTRibute:cFACtor? [く arb name〉]
指定した任意波形のデータ。ポイントすべてのクレスト・ファクタを問い合わせます。クレ
スト・ファクタは、波形のRMS値に対するピーク値の比です。デフォルト設定のarb nameは、
現在有効な(FUNC:USERコ マンドで選択した)任意波形です。

。 メ モリに現在ストアされていない波形を問い合わせた場合、+785の
"Specified arb

wafeforn does not existi=エラーが発生します。

DATA:ATTRibute:PoINtS? [く arb name〉]
指定 した任意波形のポイント数を問い合わせます。 8ポ イントから16,000ポイントの数値
が応答されます。デフォルト設定のarb nameは、現在有効な(FUNC:USERコ マンドで選
択した)任意波形です。

O メ モリに現在ストアされていない波形を問い合わせた場合、+785の
WSp∝
ified arb

wafeforn does not exist!'エラーが発生します。

DATA:ATTRibute=PTPeak? [く arb name〉]
指定した任意波形のデータ・ポイントすべてのピーク・ッー ・ピーク(P_P)値を問い合わせ

ます。デフォルト設定のarb nameは、現在有効な(FUNC:USERコ マンドで選択した)任意

波形です。

。 こ のコマンドでは、
"0"か
ら
"+1.0"の

間の数値が応答されます。ここで、
"+1.0"は

、
使用できる全振幅(100%)を示します。

● デ ータ・ポイントが出力DAC(デ ィジタル_アナログ・コンバータ)の全レンジに広がっ

ていない場合、最大P―P振幅が限定されます。たとえば、内蔵の
"sin(x)/x"波

形は、プ
ラス 1か らマイナス 1までの値の全レンジを使うわけではないので、その最大PP振 幅
は6.084Vpp(50Ω終端)です。

● メモリに現在ストアされていない諄形を問い合わせた場合、+785の
"Specified arb

旧feform does not existi'エラーが発生します。
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DATA=CATa■ og?

現在メモリにダウンロードされている波形すべての名前を表示します。 5個の内蔵波形(不

揮発性 メモリ)の名前、波形が現在揮発性 メモリにダウンロ
ー ドされている場合の

"VOLATILE"、
および不揮発性メモリにダウンロ

ードされているユーザ定義波形すべての名前

が応答されます。

● コ ンマで区切られ、引用符で囲まれた
一連のストリングが応答されます。

"SINC"′ “NEG_RAMP"′ "EXP_RISE"′ “EXP_FALL"′
"CARDIAC"′ "VOmTILE"′ "ARB_■ ・′

‖ARB_2"

・ 揮 発性 メモリの波形 または不揮発性 メモリのユーザ定義波形 を削除するには、

DATA:DELコ マンドを使います。

DATA3COPY く destination arb name〉 [′VOLATILE]

揮発性メモリから不揮発性メモリの指定した名前に波形をコピーします。コピー ・ソースは

常に
"VOLAT■
E"(他の名前からコピーすることはできません)で、またVOLATlLEにコピーす

ることはできません。VOLATIEパ ラメータは、オプシヨンなので、省略することができま

す。

arb nameは、最大 8文字です。最初の文字はAか らZの アルファベット文字でなければ

なりませんが、あとは0か ら9の数字や下線("」
')も
使えます。空白スペースは許容さ

れません。 9文字以上を指定した場合は、+783の
"Arb waveform name t∞

:ong"エ

ラーが発生します。

内蔵任意波形の名前、つまりSINC,NEG RAMP,EXP RISE,EXP FALL,およびCADIACは、

予約されているので、DATA:COPYコマンドでは使えません。このコマンドで内蔵波形を

指定すると、+782の
"Cannot overwrite a bui:t―

in arb waveform!'エラーが発生し

ます。

本器は、大文字と小文字を区別しません。したがって、ARB_■ とarb_■ は同一の名

前です。文字はすべて大文字に変換されます。
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。 す でに存在する波形名をコピーした場合、前の波形は上書きされます(エラーは発生しま
せん)。ただし、 5個の内蔵波形を上書きすることはできません。

・ 最 大 4個 のユーザ定義波形を不揮発性メモリにストアすることができます。メモリが一

杯の場合に、新 しい波形を不揮発性メモリにコピーしよぅとすると、+781の
"Not

enough memorプ'エラーが発生します。揮発性メモリの波形または不揮発性メモリの4個
のユーザ定義波形のどれかを削除するには、DATA:DELコ マンドを使います。揮発性
メモ リおよび不揮発性 メモリに現在 ス トアされている波形すべてを表示するには、
DATA:CAT?コ マンドを使います。

。 つ ぎのステー トメントは、DATA:COPYコ マンドの使い方を示 しています。

"DATA:COPY ARB_■
′ VOLATILE"

DATA:DELete く arb namc〉

指定 した任意波形をメモリから削除します。揮発性メモリの波形または不揮発性メモリの 4
個のユーザ定義波形をどれでも削除することができます。

・ 現 在出力中の任意波形を削除することはできません。出力中の波形を削除 しようとする
と、 1787の

!iCannot delete an active arb wafeform"‐
ラーが発生 します。

● 5個 の内蔵任意波形を削除することはできません。内蔵波形を削除 しようとすると、十
786の
:iCamtt de:ete a buiit―

in arb wafeform"エラーが発生 します。

・ 揮 発性メモリの波形および不揮発性メモリのユーザ定義波形すべてを一度に削除するに
は、DATA:DEL:ALLコ マン ドを使います。現在出力中の波形があると、+787の
"Cannot delete an act市

e arb waveform"エラーが発生 します。有効な波形は削除さ
れませんが、他の波形はすべて削除されます。

183



DATA3DELete8ALL

ユーザ定義の任意波形すべてをメモリから削除します。このコマンドは、揮発性メモリの波

形および不揮発性メモリのユ
ーザ定義波形すべてを削除します。不揮発性 メモリの 5個 の内

蔵波形は削除されません。

すべてのパラメータの前にコロンが必要です。

DATA:DELet(:)L

コロンの代わりにスペースを入れると、本器は、
"ALL"と
いう名の任意波形を削除しよ

うとします。そのような波形がメモリにス トアされていない場合は、+785の
"Specifid arb wafeform does not exist"エラーが発生します。

現在出力中の任意波形を削除することはできません。出力中の波形を削除しようとする

と、+787の
''Carlot deiete an act市

e arb wafeform"エラーが発生します。

5個の内蔵任意波形を削除することはできません。内蔵波形を削除しようとすると、+

786の
''Ca■
lot de:ete a bui:t―in arb wafeformi'エラーが発生します。

● ス トアされている波形を一度に削除するには、DATA:DELく arb name>コマンドを使

います。

DATA=NVOLati■ e:cATa■ Og?

不揮発性メモリに現在ダウンロードされているユ
ーザ定義の任意波形すべての名前を表示し

ます。不揮発性メモリにある最大 4個 までの波形の名前が応答されます。

● コ ンマで区切られ、引用符で囲まれた
一連のストリングが応答されます(以下の例を参照

してください)。不揮発性メモリに現在ダウンロ
ードされているユーザ定義の波形がない

場合、このコマンドでは、ヌル文字列(" ")が 応答されます。

"ARB_■ "′“ARB_2"′ "ARB_3"′ "ARB_4・

・ 揮 発性 メモリの波形 または不揮発性 メモリのユ
ーザ定義波形を削除するには、

DATA:DELコ マンドを使います。
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DATA3NVOLati■ e=FREE?

ユーザ定義波形をス トアできる不揮発性メモリのスロット数を問い合わせます。不揮発性メ
モリは、 16kポ イントのスロット4個 に分割されています。このコマンドでは、ューザ定義
波形をストアできる不揮発性メモリのスロット数、

"0"(メモリが
一杯)、
‐
1","2","3",また

は
"4 "が
応答されます。

FORMat:BoRDer 〔 NORMa■ :SWAPped〕
バイナリ・プロック転送だけに使われます。DATA:DACコ マンドを使って、プロック・

モードでのバイナリ転送用のバイト順を選択します。デフォルト設定はNORMです。

● NORMバイト順(デフォルト)では、各データ。ポイントの最上位バイト(MSB)が最初に送
信されます。

● SWAPバ イト順では、各データ。ポイントの最下位バイト(LSB)が最初に送信されます。
ほとんどのPCでは 「スワップ」バイト順が使われています。

・ 本 器では、二進データを12ビットの整数として表し、2バ イトとして送信します。波形
の各データ・ポイントは12ビットを必要とします。これは、本器の 8ビ ット・インタ
フェースでは16ビツト(2バ イト)として転送されます。

FORMat:BoRDer?

バイ ト順構成を問い合わせます。
"NORげ
または
"swAP"が

応答されます。
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初めて∝Hを お使
いになる場合は、
211ベージを参照し
てください。

トリガ

第3章の98ページから始まる「トリガ」も参照してください。

バースト変調および周波数掃引だけに適用されます。 illmlediateトリガ、外部 トリガ、また

はバス ・トリガを使って、バーストおよび掃引をトリガすることができます。

TRIGger:SouRCe 〔 IMMediatelEXTerna■ lBuS〕

本器が トリガを受け入れる信号源を選択します。本器は、immediate内部 トリガ、裏面パネ

ルのExt Trig端子からのハードウェア・トリガ、またはソフトウェア(バス)トリガを受け

入れます。デフォルト設定はImmediateです。[揮発性メモリにストア]

Imediate(内部)信号源を選択した場合、バースト・モ
ードまたは掃引モードがイネープ

ルになつていると、本器は連続的に出力します。APPLyコ マンドでは、自動的にトリ

ガ信号源がIMttdiateに設定されます。

外部信号源を選択すると、本器は、裏面パネルのExt Trig端子に送られたハ
ードウェア

・トリガを受け入れます。本器は、Ext TrigがllLパルスの立ち上がリエッジを受信す

るたびに、 1回のパーストを出力するか、 1回 の掃引を開始します。本器が外部 トリガ

の待ち状態になると、Trigアナンシエータが点灯します。

バス(ソフトウェア)信号源を選択すると、本器は、パス ・トリガ ・コマンドを受信する

たびに 1回 のバース トを出力するか、 1回 の掃引を開始します。リモート・インタ

フェース操作(HP―IBまたはRS 232)で本器をトリガするには、十TRG(ト リガ)コマンド

を送ります。IEEE-488グループ実行 トリガ(GET)メッセージ(たとえば、lRICG駅 710)

を送つて、本器をHP_IBインタフェースからトリガすることもできます。
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■
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■
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バス信号源を選択 した場合、確実に同期させるには、■wAI(待 機)コマンドを送 ります。
キWAIコ マン ドが実行 されると、本器は、待ち状態の動作すべてを完了 してから新たな
コマンドを実行 します。たとえば、つぎのコマンド・ス トリングによって、最初の トリ
ガが受け入れられて実行された後に2番 目の トリガが確実に認識されます。

"TRIG:SOuR BUS,力 TRG′ tWAI′ ★TRG′ 'WAI"

● 'OPC?(動作完了問い合わせ)コマンドまたは'oP9(動作完了)コマンドを使つて、
バーストまたは掃引の完了時に信号を送ることができます。彙oPc?コ マンドではバー

ストまたは掃引の完了時に出カパッファに
"1"が
返されます。■OPcコ マンドでは、

バーストまたは掃引の完了時に 「動作完了」ビット(ビットo)を標準イベント・レジス
タに設定します。

TRIGger:SouRce?

現在の トリガ信号源を問い合わせます。
"I剛","Er",ま

たは
"Bus"が
応答されます。

'TRG

リモ ー ト ・イ ン タフェー ス操 作 で本器 を トリガ します。 R S - 2 3 2操作 の場 合 は

SYST:REMコ マンドを送つて、必ずインタフェースをリモート・モードにします。
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システム関連コマンド

第3章の109ページから始まる「システム関連操作」も参照してください。

DISPLAY 〔 OFF10N〕

前面パネルのディスプレイをオフまたはオンにします。デイスプレイをオフにすると、出力

パラメータが画面に送られなくなり、ERRORお よびShift以外のアナンシエータはすべて

デイスエープルになります。デイスプレイをオフにしても、上記以外は、前面パネル操作に

影響はありません。

● リ モート・インタフェース操作で画面にメッセージを送ると、ディスプレイ・ステ
ート

がオーバライドされます。つまり、デイスプレイがオフになっていても、メッセージを

表示することができます。

● ロ ーカル(前面パネル)操作ステートにもどると、デイスプレイ・ステ
ートは自動的にオ

ンになります。 shi■ キーを押すか、またはリモート・インタフェース操作でLOCAL

7■0を実行して、ローカル操作ステートにもどります。

DISP■ ay?

前面パネル画面の設定を問い合わせます。
"0"(オ
フ)または

"1"(オ
ン)が応答されます。

DISPLAY:TEXT く quoted string〉
最大 H文 字のメッセージを前面パネルに表示します。それ以上の文字は、省略されます。

コンマ、ピリオド、セミコロンは、その前の文字とスペースを共有し、個別の文字とは考え

られていません。メッセージが表示されると、出力波形に関する情報(周波数および振幅な

ど)はデイスプレイに送られません。[揮発性メモリにストア]

DISp:TEXTコ マンドは、本器のリモート・モード時のみ使用することができます。ロ
ー

カル ・モード時にこのコマンドを実行しようとすると、エラーが発生します。

つぎのコマンド・ストリングは、メッセージを前面パネルに表示する方法を示しています

‖DISP:TEXT ′ HELLO'・
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DISP■ ay:TEXT?

前面パネルに送られたメッセージを問い合わせると、引用符で囲まれたス トリングが応答さ

れます。たとえば、問い合わせに対 しては、 "HELLO“ のようなス トリングが応答されま

す。

DIS P■ ay : T E X T 8 C L E a r

前面パネルに表示されたメッセージをクリアにします。

SYSTem:BEEPer

ビープ音を 1回 すぐに発生させます。

SySTem8ERRor?

エラー待ち行列からエラー 1個 を読み込みます。前面パネルのERRORア ナンシエータが

点灯 したときは、 1個 またはそれ以上のコマン ド・シンタックスまたはハー ドウェア ・ェ

ラーが検出されています。最大20個のエラーの記録を本器のエラー待ち行列にス トアする
ことができます。エラー全部のリス トは、第 5章 「エラー ・メッセージ」を参照 してくださ
い。

● エ ラーは、先入れ先出し(FIFO)方式で検索されます。最初に返送されるエラーが最初に
ストアされたエラーです。待ち行列のエラーをすべて読み込むと、日RRORア ナンシ
エータが消えます。エラーが発生するたびに、ビープ音が 1回鳴ります。

● エ ラーが21個以上発生すると、待ち行列にストアされた最後のエラー(最新のエラー)が
-350の "T∞ 腱ny errors"に変わります。ここで、待ち行列からエラーを取り除かな
いと、今後のエラーをストアすることができなくなります。エラー待ち行列の読み込み

時にエラーが発生しなかった場合、本器は、+0,"No error"と応答します。

● エ ラー待ち行列は、電源を切つたときまたは力cLS(ク リア ・ステータス)コマンドが実

行されたときにクリアになります。オRST(リ セット)コマンドは、エラー待ち行列をク
リアにしません。

● エ ラーのフォーマットはつぎのようになっています(エラー ・ストリングには、最大80
文字までが入ります)。

―■■3′::undefined header"
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SYSTem8VERSion?

本器に現在のSCPIのバージョンを問い合わせます。
"11lγ
.V"という形のス トリングが応答

されます。ここで
"YYYY"は

、改版の年号を表 し、
"V"は
その年の改版数 (たとえば 1993.0)

を表 します。

十工DN?

本器の識別ストリングを読み取ります。本器は、コンマで区切られた4個 のフイ
ールドを応

答します。最初のフイールドは製造者名、 2番 目はモデル番号、3番 目は未使用(常に
"0")、

4番 目は改訂コードで、3個 の数値が記入されています。最初の数字は、メイン・ジェネ

レータ・プロセッサのフアームウェア改訂番号です。 2番 目の数字は、入力/出カプロセッ

サの改訂番号、3番 目は、前面パネル ・プロセッサの改訂番号です。

。 こ のコマンドは、つぎのようなフォーマットのストリングを応答します(ストリング変数

は、必ず最低40文字の長さにします)。

"HEWLETT― PACKARD′ 33■20A′0′X.X―X.X―X.X"

十RST

前面パネルのSYS MENUにあるPOWER ONコマンドの設定値とは関係なく、本器をそのデフォ

ルト設定ステートにリセットします(123ページの 「電源投入時のステ,卜 およびリセット
・ステート」を参照してください)。

掃引モー ドでは、増釘 コマンドは、スター ト周波数およびス トップ周波数をそのデフォ

ル ト値に設定 しません。その代わリリセッ ト操作によって、スタ
ー ト周波数を10mHz(最

小値)、またス トップ周波数を15MHz(最大値)に設定 します。

' T S T ?

本器の完全セルフ ・テス トを行います。セルフ ・テス トに合格すると
"0"、
不合格になると

"1"が
応答されます。セルフ ・テス トに不合格の場合は、エラー ・メッセージも表示され、

テス トに不合格になった理由が説明されます。
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SAV 〔 01■ 12!3〕
最大4個の異なる機器構成をストアすることができます。 [不揮発性メモリにストア]

4つ のメモリ(0、 1、 2、 および3)が機器構成のストアに使えます。このステート・

ストア機能が 「記憶する」のは、変調パラメータのほか、ファンクション(任意波形を含
む)、周波数、振幅、DCオフセット、デューティ・サィクルです。ストアしたステート
をリコールするには、前にそのステートをストアしたときのメモリを指定する必要があ
ります。

リモー ト・インタフェース操作の場合のみ、メモリ
"0"を
使って4番 目の機器構成をス

トアすることができます(前面パネル操作ではこのメモリにストアすることができませ
ん)。ただし、メモリ

"0"は
、電源を切ると、自動的に上書きされることに注意してくだ

さい。

「揮発性」メモリにダウンロー ドした任意波形は記憶されませんが、ステートをストア
するときに任意波形が不揮発性メモリから出力されていると、その波形データはス トア
されます。ストアされた波形は、機器ステートをリコールすると出力されます。

ステートをストアした後で任意波形を削除すると、波形データは失われ、ステートをリ
コールしても波形は出力されません。削除された波形の代わりに、

"SINC"波
形が出力さ

れます。

本器の電源をオフにすると、自動的にそのステートがメモリ
"0"に
ス トアされます。電

源をもう一度入れたときに、電源を落としたときのステートを自動的にリコールするよ
うに本器を構成することができます。本器の工場出荷時は、リコール ・モードがディス
エープルになっています。

POVIER ON LAST STAπコマンドをSYS MENUから選択して、パヮー ・ダゥン・リコール ・

モードをイネープルにします。POWER ON DEFAULTを選択して、パワー ・ダウン・リコー

ル ・モー ドをディスエープルにします。詳細については、1∞ページの 「パワー ・ダゥ
ン・リコール ・モード」を参照してください。
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'RCL 〔 Ol■ 1213〕

前にストアしたステートをリコールします。ストアしたステ
ートをリコールするには、前に

そのステートをストアしたときのメモリを指定する必要があります。

o ス トア位置として前に指定しなかつたメモリからは、機器ステ
ー トをリコールすること

ができません。たとえば、メモリ
"2"か
らリコールしようとしても、その位置にストア

をしていなかった場合、エラーが発生します。リモ
ート・インタフェース操作では、指

定されたメモリに何もストアされていないと、+810の
liState has not been stordi=

エラーが発生します。

MEMory:STATe:DELete 10!■ 12!3}

前にス トアされたステー トを削除し、メモリをクリアにします。 指 定 されたメモリに何 も

ストアされていないと、+8 1 0の
" S t a t e  h a s  n o t  b e e n  s t o r e d i lエラーが発生します。

■OPC

前回のコマンド実行後に、 「動作完了」ビツト(ビツト0)を 標準イベント
・レジスタに設定

します。 ト リガ ・パース ト・モー ド時および トリガ掃引モ
ー ド時のみ使用 します。

■OPC ?

前回のコマンド実行後に、
"1"が
出カバッフアに応答されます。 ト リガ ・バ

ース ト。モー

ド時およびトリガ掃引モード時のみ使用します

'WAエ

待ち状態の動作すべてが完了するのを待つてから、インタフェ
ースを介して新たなコマンド

を実行します。トリガ ・バースト・モード時およびトリガ掃引モード時のみ使用します。
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校正コマンド

歪軍艦芳畢鮒]マざFTぷT屁活島宥程毀融:喰異ヒ
てください。校

CAILibration?

指定 した校正値 (CAL:VALコ マンド)を使つて校正を行います。正 しい保全コー ドを入力
して本器の保全状態を解除しないと、本器を校正することはできません。

CALibration3COUNt?

本器に問い合わせ、これまでの校正回数を求めます。本器は、工場出荷時に校正されていま
すので、納品時にカウント表示を読んで、校正回数の初期値を確認 します[揮発性メモリに
ス トア]。

・ 校 正カウントは、最大32,767まで増加 し、その後は0に もどります。各校正ポイン トご
とに、数値が 1増 加するので、完全校正をすると、一度に多数のカウントが増加 します。

CALibration:sECure:coDE く new code〉

新 しい保全コー ドを入力します。保全コー ドを変更するには、まず古い保全コー ドを使って、
本器の保全状態を解除 し、それから新 しいコー ドを入力 します。校正コー ドには、最大 12
文字まで入れることができます。[揮発性メモリにス トア]

CALibration3SECure3STATe [OFF:ON〕 ′くcode〉

校正のために、本器の保全または保全解除を行います。校正コー ドには、最大 12文字 まで
入れることができます。[揮発性メモリにス トア]

CALibration:sECure:sTATe?

本器の保全ステー トを問い合わせます。
"0"(オ
フ)または

"1"(ォ
ン)が応答されます。
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CALibration3SETuP く l■:2:3! ... 184〉

本器の内部ステートを、実行する各校正手順に合わせて設定します。

CALibration3SETup?

校正セットアツプ数を問い合わせます。 0か ら84の間の値が応答されます。

CALibration:STRing く quoted string〉

本器の校正情報を記録します。たとえば、最後の校正日、つぎの校正期日、本器のシリアル

番号、また次回の校正時に連絡する担当者の名前や電話番号などの情報をストアすることが

できます。[揮発性メモリにストア]

・ 校 正メッセージに情報を記録できるのは、リモ
ート・インタフェース操作からだけです。

ただし、メッセージの読み取りは、前面パネル ・メニュ
ーからでも、リモート・インタ

フェース操作からでも行うことができます。

・ 校 正メッセージには、最大40字まで入ります。ただし、本器の前面パネルには、H字 の

メッセージしか表示できません(それ以上の文字は、省略されます)。

CALibration3STRing?

校正メッセージを問い合わせると、引用符で囲まれたストリングが応答されます。

CALibration3VALue く valuc〉

校正手順で使われた既知の校正信号値を指定します。CAL:SETコ マンドを使って、実行

する各校正手順に合わせて本器の内部ステ
ートを構成します。

CALibration3VALue?

現在の校正値を問い合わせます。
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R鉾232インタフェース構成

第3章の114ページから始まる「リモート・インタフェース構成」も参照してください。

本器は、裏面パネルの 9ピ ン(DB-9)シリアル ・コネクタを使ってRS-232インタフェースに
接続します。本器はWE(Data Tenllinal Equiplp.ent)機器として構成されています。RS-232
インタフェースを介しての通信にはすべて、2本 のハンドシェーク・ライン、つまリビン4
のWR(Data Tellllinal Ready)およびピン6の DSR(Data Set Ready)が使われます。

以下の情報は、本器をRS 232インタフェースを介して本器を使用するときに役立ちます。
RS-232用のプログラミング・コマンドは2∞ページに記載されています。

R卜232構成の概要

つぎのパラメータを使つてRS-232インタフェースを構成します。 前 面パネルの1/O MENUを
使って、ボーレート、パリテイ、およびデータ・ビット数を選択します(詳しくは219ペー

ジと220ページを参照してください)。

● ボ ーレート:300,600,1200,2400,48∞,ま たは9600ボー(工場設定)

0 パ リティおよびデータ・ビット:なし/8デ ータ・ビット(工場設定)、
偶数/7デ ータ・ビット、または

奇数/7デ ータ・ビット

● ス タート・ビット数:1ビ ット(固定)

・ ス トップ・ビット数:2ビ ット(固定)

RS-232インタフェースを介して、任意波形の二進データをダウンロードするには、
パリティなしの 8デ ータ・ビットを選択する必要があります。
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RS-232データ 。フレーム ・フォーマッ ト

文字フレームは、 1文 字を形成する送信ビツトのすべてにより構成されます。フレ
ームは、

スタート・ビットから最後のストツプ・ビットまでの文字であると定義されます。フレ
ーム

内で、ボーレート、データ・ビット数、およびパリテイの種類を選択することができます。

本器では、つぎの7データ・ビットおよび8データ・ビツトのフレ
ーム・フォーマットが使

われています。

川ル 棚 気 讀
モ 1  可

翼 t外
  陪

|卜訴
卜
X

ビット ビット
′ヽリティ=な し

コンピュータまたは端末への接続

本器をコンピュータまたは端末に接続するには、適正なインタフェ
ース ・ケープルが必要で

す。ほとんどのコンピュータおょび端末はDTE(Data Tenllinal ttuipment)機器です。本器

もDTE機器なので、D■―Dπインタフェース ・ケ
ープルを使う必要があります。これらの

ケープルは、ヌル ・モデム ・ケープル、モデム ・エリミネータ、またはクロスオ
ーバ ・ケー

プルとも呼びます。

インタフェース ・ケープルは、両端に所定のコネクタが付いているもので、内部配線も適正

なものでなければなりません。コネクタには、通常 「オス型」または 「メス型」構成の 9ピ

ン(DB-9コネクタ)または25ピン(DB-25コネクタ)が付いています。オス型コネクタにはコ

ネクタ・シェルの内部にピンがあり、メス型コネクタにはコネクタ・シェルの内部に7しがあ

ります。

ご使用の構成に合つた適正なケープルが見つからない場合は、配線用アダプタが必要なこと

があります。D7E―D電ケープルを使つている場合は、必ず 「ストレ
ート・スルー」型のアダ

プタを使用してください。一般に使われているアダプタには、オスーメス変換アダプタ、ヌ

ル・モデム ・アダプタおよびDB-9からDB-25のアダプタなどがあります。

つぎのページのケープルおよびアダプタの図を参照すると、本器をほとんどのコンピュ
ータ

または端末に接続することができます。ご使用の構成がこの説明とは違っている場合は、HP

34399Aのアダプタ・キットを注文してください。このキットには、他の種類のコンピュ
ータ、

端末およびモデム用の接続アダプタが入つています。説明とピン図は、アダプタ。キットに

付随しています。
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DB-9シリアル接続 ご使用のコンピュータまたは端末に、オス型のコネクタが付いた9ピン
のシリアル・ポートがある場合は、HP 34398Aのケープル・キットに付属しているヌル・モ
デム・ケープルを使います。このケープルには、9ピ ンのメス型コネクタが両端に付いてい
ます。ケープル・ピン図を下に示します。
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DB 25シ リアル接続 ご使用のコンピュータまたは端末に、オス型のコネクタが付いた25ピ
ンのシリアル ・ポートがある場合は、HP 34398Aのケーブル ・キットに付属しているヌル ・

モデム ・ケーブルおよび25ピン・アダプタを使います。ケープルおよびアダプタ・ピン図

を下に示します。
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m/DSRハ ンドシェーク・プロトコル

本器は、DTE(Data Terminal Equipment)機 器で、RS 232イ ンタフェ
ースのDTR(Data

Teminal Ready)ラインおよびDSR(Data Set Ready)ラインを使ってハンドシェ
ークします。

本器はDIRラインを使ってホールド・オフ信号を送ります。酬 ラインが真になつてから、

本器はインタフェースからデータを受け入れなければなりません。本器がDTRラインを偽に

設定した場合、データは10文字以内で終了する必要があります。

DTR/DSRハンドシェークをデイスエープルにするには、DTRラインを接続しないで、DSRライ

ンを論理真に接続します。Dm/DSRハ ンドシェ
ークをディスエープルにした場合、遅いボー

レート(300,600ま たは121111ボー)を選択して、デ
ータを適正に送信しなければなりません。

つぎの場合に、本器はDTRラインを偽に設定 します。

本器の入カバッファが一杯になる(約100文字を受信)、本器は、DTRラ インを偽に設定

します(R9232コ ネクタのビン4)。 十分に文字を削除 して、入カバッファにスペ
ースが

できると、本器はDTRラ インを真に設定 します。ただし、 2の ケ
ース(以下を参照)がこ

れを妨げないことが前提です。

本器がインタフェースを介して 「対話」を求め(つまり、問い合わせ処理をし)、そして

!ineメッセージ・ターミネータを受信した場合、本器は、DTRラインを偽に設定します。

つまり、問い合わせが本器に送られた場合、コントロ
ーラが応答を読み取ってから、さ

らにデータを送る必要があります。また、:ineは、コマンド・ストリングを終了させな

ければならないという意味です。応答が出力されると、本器は再びDTRラインを真に設

定します。ただし、 1の ケース(上記を参照)がこれを妨げないことが前提です。

本器は、DSRラインを監視して、コントローラがインタフェ
ースを介してデータを受け入れ

る準備がいつできているかを判断します。本器は、各文字が送信される前に、DSRライン

(RS 232コネクタのビン6)を監視します。DSRラインが偽になると、出力が中断します。

DSRラインが真になると、送信が再開されます。
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本器は、出力が中断されている間、DTRラインを偽に保持 します。コントローラがDSRライ
ンの真をアサー トして、本器が送信を完了できるまで、一種のインタフェース ・デッドロッ
クが存在します。インタフェース ・デッドロックを解除するすには、くCtr Hい文字を送り
ます。これによって進行中の動作がタリアになり、ベンディングの出力が廃棄されます(こ
れは、IE駆-488の装置クリア・アクションに相当します)。

DTR FALSEになっている間に、本器がCtr卜 o文 字を確実に認識するためには、コント
ローラが最初にDSR FALSEを設定する必要があります。任意波形の二進データをダウン
ロードしているときに、前面パネルのLOmLキ ーを最初に押してからCtri_6を 送りま
す。

Rゝ232ト ラブルシューティング

つぎにあげたのは、RS-232インタフェースによる通信に問題がある場合にチェックする事
項です。さらに説明が必要な場合は、コンピュータに付属している説明書を参照してくださ
い。

。 本 器およびご使用のコンピュータが同一のボーレート、パリテイ、およびデータ・ビッ
ト数に設定されていることを確認します。コンピュータは、必ず 1ス タート・ビット、
2ト ップ ・ビットに設定します(これらの値は本器の固定値です)。

● SYSTEM:REMOTEコ マンドを実行して、本器を必ずリモート・モードにします。

正しいインタフェース ・ケープルおよびアダプタが接続されているかを確認します。ご

使用のシステムに合ったコネクタがケープルに付いていても、内部配線が適正でないこ
ともあります。HP 34398Aケープル ・キットは、ほとんどのコンピュータまたは端末ヘ

の本器の接続に使えます。

インタフェース ・ケープルが、ご使用のコンピュータの正しいシリアル ・ポート(COMl,
COM2など)に接続されているかを確認します。
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R3232インタフェース ・コマンド

前面パネルの i/O MEWを使って、ポ
ーレー ト、パリティおよびデータ 。ビット数を選択

します(詳しくは219ベージおよび220ペ
ージを参照してください)。

SYSTem:Loca■

本器をRS-232操作のローカル ・モードにします。前面パネルのキ
ーがすべて完全に機能し

ます。

SYSTem:REMote

本器をRS-232操作のリモ
ー ト・モー ドにします。前面パネルのキ

ーは、LOCALキーを除いて

すべてデイスエープルになります。

SySTEM=REMOTEコ マンドを送って、本器をリモート・モードにするのは、非常

に大切なことです。リモート操作用に構成されていないときにRS232イ ンタフェ
ー

スを介してデータを送受信すると、予測できない結果が起こることがあります。

SySTem=RWLock

本器をRS-232操作のリモー ト・モ
ー ドにします。このコマンドは、前面パネルのキ

ーが、

LOCALキーも含めてすべてディスエ
ープルになることを除けば、SYSTEM:REMOTEコ マ

ンドと同じです。

ctr■―c

RS-232インタフェースを介した進行中の動作をクリアにし、ベンデイングの出カデ
ータを廃

棄します。これは、HP―:Bインタフェースを介 した lEEE-488装置クリア
・アクションに

相当するものです。
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SCPIステータス ・レジスタ

本器は、ステータス・バイト・レジスタ・グループおよび標準イベント・レジスタ・グルー

プを使つて、各種の機器状態を記録します。SCPIステータス・システムの図がつぎのペー

ジにあります。

プログラムの例は、第6章 「アプリケーション・プログラム」にもあり、ステータ
ス・レジスタの使い方が示されています。この章のつぎの部分を読んでから、その
プログラムを参照すると、理解に役立つでしょう。

イベン ト・レジスタとは ?

イベント・レジスタは、リード・オンリー ・レジスタで、本器内の定義された状態を報告す
るものです。イベント・レジスタ内のビットはラッチされています。イベント・ビットが設
定されると、その後のステートの変化が無視されます。イベント・レジスタ内のビットは、
そのレジスタの問い合わせで、自動的にクリアされます。またtcLS(ク リア ・ステータ
ス)コマンドを送つても、自動的にクリアされます。力RST(リ セット)コマンドおよび装置
クリアが、イベント・レジスタ内のビットをクリアすることはありません。イベント・レジ
スタを問い合わせると、レジスタ内に設定されたビット・セットすべての二進重みの合計に
相当する十進値が応答されます。

イネーブル・レジスタとは?

イネープル ・レジスタは、対応するイベント・レジスタのどのビットが論理ORし、シング
ル ・サマリ・ビットを形成するかを定義します。イネープル ・レジスタは、読み取り、書き
込みができます。イネープル ・レジスタは、問い合わせても、クリアになることはありませ

ん。十cLS(ク リア ・ステータス)コマンドで、イネープル ・レジスタはクリアされません
が、イベント・レジスタのビットはクリアになります。イネープル ・レジスタのビットをイ
ネープルにするには、レジスタ内のイネープルにしたいビットの二進重み合計に相当する十
進値を書き込む必要があります。

|■
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出カバッファ

メッセージ・アベイラフル

標準イベント

リクエスト・サービス

動作完了

未使用

問い合わせエラー

装置エラー

実行 エラー

コマンド・エラー

夫使 用

雪 源 オ 】

'ESR? 'ESEく waluo
☆ESE?
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ステータス ・バイ ト・レジスタ

ステータス・バイト・サマリ・レジスタは、他のステータス・レジスタからの状態を報告し
ます。本器の出カパソファで待機している問い合わせデータは、

"message available"ビ
ッ

ト(ビット4)によってすぐに報告されます。サマリ・レジスタのビットはラッチされていま
せん。イベント・レジスタをクリアにすると、ステータス・バィト・サマリ・レジスタ内の
対応するビットがクリアになります。ペンディングの問い合わせを含め、出カバッファにあ
るメッセージをすべて読み取ると、メッセージ・アベイラブル・ビットがクリアになります。

ビット定義―ステータス・バイト・レジスタ

ステータス・バイト・サマリ・レジスタは、つぎの場合にクリアされます。

' C L S (ク リア・ステータス)コマンドを実行する。

標準イベント・レジスタを問い合わせる(★E S R ?コ マンド)と、サマリ・レジスタの
ビット4だけがクリアされます。

ステータス・バイト・イネーブル・レジスタ(リクエスト・サービス)は、つぎの場合に
クリアされます。

'SRE Oコ マンドを実行したとき

'PSC■ コマンドを使つて既に構成されている本器に電源を投入したとき

十PSC Oを 使って本器が既に構成されている場合、イネーブル・レジスタは電源投入時
にクリアされません。

ビット 10進値 定義

0 未 使用

1 未 使用

2 未 使用

3 未 使用

4 メッセージ アベイラブル

5標 準イベント

6 Request Service

7 未 使用

6 4

128

１

２

４

８

‐６

２

常に0に 設定されています。

常に0に設定されています。

常に0に設定されています。

常に0に 設定されています。

出カバッファのデータを使用できます。
標準イベント・レジスタに1ビ ット以上が設定されます
(イネーブル ・レジスタでは、ビットがィネーブルにされて
いなければなりません)。

サービスを要求してぃます(シリアル ・ボール)
常に0に 設定されています。
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注意 :

サービス ・リクエス ト(SRQ)お よびシリアル
・ポールの使用法

この機能を使うには、バス ・コントロ
ーラを構成して、IEEE-488サービス ・リクエスト

(SRQ)割り込みに応答する必要があります。ステ
ータス ・バイト・イネープル ・レジスタ

(★SREコ マンド)を使つて、どのサマリ・ビツトで低レベルIEEE 488サ
ービス ・リクエス

ト信号を設定するかを選択します。ビット6(リ クエスト・サ
ービス)がステータス・バイト

に設定されると、IEEE-488サービス ・リクエスト割り込みメッセ
ージが自動的にバス ・コ

ントローラに送られます。バス・コントローラは、バス上の機器をポ
ールして、どの機器が

サービスを要求したか(ステータス ・バイトにビツト6が 設定されている機器)を識別します。

リクエス ト・サービス ・ビットがクリアになるのは、 lEEE-488シリアル ・ポ
ールを使っ

てステータス ・バイ トを読み込んだとき、またはサービス ・リクエス トを出しているサ

マリ・イベント・レジスタを読み込んだときだけです。

ステータス ・バイト・サマリ・レジスタを読み取るには、IEEE-488シリアル ・ポール ・

メッセージを送ります。サマリ・レジスタを問い合わせると、そのレジスタに設定された

ビットの二進重み合計に相当する10進値が応答されます。シリアル ・ポ
ールは、ステータ

ス・バイト・サマリ・レジスタの 「リクエスト・サービス」ビツトを自動的にクリアします。

他のビットには全く影響しません。シリアル ・ポールを実行しても、機器のスル
ープットに

影響することはありません。

IEEE-488.2規格は、ご使用のパス ・コントローラ・プログラムと本器の同期を保証するもの

ではありません。前に本器に送つたコマンドが終了したことを確認するには、■OPC?コ マ

ンドを使います。ナRST,十 CLSな どのコマンドが終了する前にシリアル・ポールを実行す

ると、前の状態が報告されることがあります。
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*STB?を使 ってステータス ・バイ トを読み取る方法

■STB?(ス テータス・バイト問い合わせ)コマンドは、シリアル・ポールと似ていますが、
他の機器コマンドと同じように処理されます。'STB?コ マンドは、シリアル・ポールと同
じ結果を応答しますが、 「リクエスト・サービス」ビット(ビット6)は、シリアル・ポール
が発生してもクリアされません。

■STB?コ マンドは、lE田-488バス・インタフェース・ハードゥェアで自動的に処理されな
いので、前のコマンドが終了してから、常に実行されます。■sTB?コ マンドでポールする
ことはできません。'STB?コ マンドを実行しても、ステータス・バイト・サマリ・レジス
タはクリアされません。

メッセージ ・アベイラブル ・ビッ ト(MAV)の使用法

ステータス・バイト「メッセージ・アベイラブル」ビット(ビット4)を使って、ご使用のパ
ス・コントローラに読み込むデータがいつあるかを調べることができます。出カパソファか
らすべてのメッセージの読み取りを完了した場合のみ、本器はビット4をクリアします。

SRQで 、ご使用のバス ・コン トローラに割 り込むには

装置クリア ・メッセージを送って、本器の出カバッファをクリアします(CLEAR

7■0 )。

イベント・レジスタを'CLS(ク リア ・ステータス)コマンドでクリアします。

イネーブル ・レジスタ。マスクを設定します。'ESEコ マンドを実行して、標準イベン

ト・レジスタを設定し、また'SREコ マンドを使って、ステータス・バイトを設定しま

す。

キOPC?(動 作完了問い合わせ)コマンドを送って、その結果を入力し、確実に同期させ

ます。

5 ご 使用のバス・コントローラの iEEE-488 SRQ害1り込みをイネーブルにします。

２

　

　

３
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２

　

　

３

　

　

　

　

４

　

　

５

コマンド・シーケンスの終了を判断するには

装置クリア ・メッセージを送って本器の出カバッファをクリアします(CLEAR 7■ 0な

ど)。

■CLS(ク リア・ステータス)コマンドを使って、イベント・レジスタをクリアします。

ナESE■ コマンドを使って、標準イベント・レジスタの 「動作完了」ビット(ビット0)

をイネーブルにします。

■OPC?(動 作完了問い合わせ)コマンドを送って、結果を入力し、確実に同期させます。

必要な構成をプログラムするコマンド・ストリングを実行し、その後■OPC(動 作完了)

コマンドを最後のコマンドとして実行します。コマンド・シーケンスが終了すると、

「動作完了」ビット(ビット0)が標準イベント・レジスタに設定されます。

シリアル・ポールを使って、標準バイト・サマリ・レジスタにいつビット5(標準イベ

ント)が設定されるかを調べます。■SRE 32(ス テータス・バイト・イネーブル・レジ

スタ、ビット5)を送って、SRQ割り込みを本器に設定することもできます。
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標準イベン ト・レジスタ

標準イベント・レジスタは、機器イベントを報告します。報告されるイベントは、電源投入
検出、コマンド・シンタックス・エラー、コマンド実行エラー、セルフ・テストまたは校正
エラー、問い合わせエラー、■OPCコ マンドの実行時です。これらの状態はどれも、イ
ネープル・レジスタを介して標準イベント・サマリ・ビットで報告されます。イネープル・

レジスタ・マスクを設定するには、ナESE(イ ベント・ステータス・ィネープル)コマンド
を使って、レジスタに十進値を書き込みます。

エラー状態(標準イベント・レジスタのビット2、 3、 4、 または5)は 、本器のエ
ラー待ち行列に、常に 1個以上のエラーを記録 します。SYSTem:ERRor?コマンドを
使って、エラー待ち行列を読み取ります。

ビットの定義 ― 標準イベン ト・レジスタ

ビット 樹 麟

0 動 作完了

1 未 使用

2 問 い合わせエラー

3 装 置エラー

4 実 行エラー

5 コ マンド・エラー

ノヽ

用

オ

使

源

未

電

１

　

２

４

　

　

　

８

　

‐６

　

認

　

　

“

２

10PCコマンドとそれに先行するコマンドがすべて
実行されました。

常に0に設定されています。
本器は、出カバッファを読み込もうとしましたが、
空でした。または前の問い合わせの読み込み完
了前に、新しいコマンド・ラインが受信されま
した。
セルフ・テスト・エラーまたは校正エラーが発生しました
(第5章のエラー番号501か ら857を参照してくださぃ)。
実行エラーが発生しました(第5章 のエラー番号
-211か ら一四 までを参照してください)。
コマンド・シンタックス・エラーが発生しました。
(第5章のェラー番号-101か ら-168ま でを参照
してくださぃ)。

常に0に設定されています。
イベント・レジスタの最後の読み取り時またはクリア時
以降、電源のオンおよびォフが行われました。
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標準イベン ト・レジスタは、つぎの場合にクリアされます。

● 'CLS(ク リア・ステータス)コマンドを実行したとき

。 'ESR?(イ ベント・ステータス・レジスタ)コマンドを使って、イベント・レジスタを

問い合わせたとき

標準イベン ト・イネーブル ・レジスタは、つぎの場合にクリアされます。

● ナESE Oコ マンドを実行したとき

0 'PSC■ コマンドを使つて既に構成されている本器に電源を投入したとき

o 'PSc Oを 使つて本器が既に構成されている場合、イネープル・レジスタは電源投入時

にクリアされません。
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ステータス ・レポート・コマンド

SysTem:ERRor'

エラー待行列からエラー 1個を読み込みます。前面パネルのERRORア ナンシエータが点
灯したときは、 1個 以上のコマンド・シンタックス・エラーまたはハードウェア ・ェラーが

検出されています。最大20個のエラー記録を本器のエラー待ち行列にストアすることがで
きます。エラー全部のリストについては、第5章 「エラー ・メッセージ」を参照してくださ
い。

エラーは、先入れ先出し(FIFO)方式で検索されます。最初に返送されるエラーが最初に
ス トアされたエラーです。待ち行列のエラーをすべて読み込むと、ERRORア ナンシ
エータが消えます。エラーが発生するたびに、ビープ音が 1回鳴ります。

エラーが21個以上発生すると、待ち行列にストアされた最後のエラー(最新のエラー)が
-350の ='Too many errors"に変わります。ここで、待ち行列からエラーを取り除かな
いと、今後のエラーをストアできなくなります。エラー待ち行列の読み込み時にエラー

が発生しなかった場合、本器は、+0,"No error"と応答します。

エラー待ち行列は、電源を切ったとき、または'cLS(ク リア ・ステータス)コマンドが

実行されたときにクリアになります。キRST(リ セット)コマンドは、ェラー待ち行列を
クリアしません。

■CL S

ステータス ・バイ ト・サマリ ・レジスタおよびすべてのイベント・レジスタをクリアします。

■ESE く enable value〉

標準イベント・イネープル ・レジスタのビットをイネープルにします。選択 したビットは、
ステータス ・バイトに報告されます。

'ES E P

標準イベント・イネープル ・レジスタを問い合わせます。本器は、そのレジスタに設定 され
たビットのすべての二進重み合計に相当する十進値を応答 します。

■ESR?

標準イベント・レジスタを問い合わせます。本器は、そのレジスタに設定されたビットのす
べての二進重み合計に相当する十進値を応答 します。
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彙OPc

前のコマンドが実行 されてから、 「動作完了Jビ ツト(ビツト0)を 標準イベント・レジスタ

に設定 します。 トリガ ・バース ト・モー ド時および トリガ掃引モー ド時のみ使用 します。

■OPC ?

前のコマンドが実行 されてから、
" 1 "を
出カバッファに応答 します。 ト リガ ・バ

ース ト・

モード時および トリガ掃引モード時のみ使用します。

キPSC [Ol■ 〕
電源投入時のステータス・クリア。電源投入時にステータス・バイトおよび標準イベント・

レジスタ・イネープル・マスクをクリアします('PSC ■ )。キPSC Oが 有効な場合、電

源投入時にステータス・バイトおよび標準イベント・レジスタ・イネーブル・マスクはクリ

アされません。工場設定値は
・
1・(イネーブル)です。[不揮発性メモリにストア]

キP S C ?

電源投 入時のステー タス ・クリア設定 を問い合わせ ます。
" 0 " (■
P S C  O )ま た は

' 1 " (■
P S C■ )が応答されます。

■S R E  くe n a b l e  v a l u c〉

ステータス ・バイト・イネープル ・レジスタのビットをイネープルにします。

tSRE?

ステータス ・バイト・イネープル ・レジスタを問い合わせます。本器は、その レジスタに設

定されたビットのすべての二進重み合計に相当する十進値を応答 します。

■STB?

ステータス ・バイ ト・サマリ ・レジスタを問い合わせます。■STB ?コ マンドは、シリアル

・ポールと似ていますが、他の機器コマンドと同じように処理されます。■STB ?コ マンド

は、シリアル ・ポールと同じ結果を応答 しますが、 「リクエス ト・サ
ービスJビ ツト(ビッ

ト6)は、シリアル ・ポールが発生 してもクリアされません。

■WAI

ベンディングの動作すべてが完了するのを待ってから、インタフェースを介して新たなコマ

ンドを実行します。トリガ。バースト・モード時およびトリガ掃引モード時のみ使用します。
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SCP:言語の紹介

SCPI(プログラム可能な測定器の標準コマンド)は、テスト機器および計測機器用に設計され
たASCIIベースの機器コマンド言語です。本器をリモー ト・インタフェース操作でプログ
ラムするときに使う基本的な技術の紹介は、136ページから始まる「簡易プログラミン
グ概要」を参照してください。

S C P Iコマ ン ドは、ツリー ・システムとして も知 られている階層構造 に基づ くものです。 この

システムでは、関連するコマ ン ドは共通の ノー ドつ まリルー ト別にグループ分類 され、サブ

システムを形成 します。以下に SO U R C Eサ プシステムの一部 を示 してツリー ・システムを

説明 します。

SOURce:

FREQuency:

STARt 〔 drequency>IMINimumlMAXimum]

FREQuency:

START? [MINimumlMAXimum]

FREQuency:

STOP 〔 くfrequency>IMINimumlMAXimum〕

FREQuency:

STOP? [MINimumlMAXimum]

SWEep:

SPACing 〔 LINearlLOGarithmic〕

SWEep:

SPACing?

SWEep:

TIME 〔 くsecOnds>lMINimum11颯 Ximum〕

SWEep:

TIME? [MINimumlMAXimum]

SWEep:

STATe 〔 OFF10N〕

SWEep:

STATe?

SOURceは 、 コ マ ン ドのルー ト・キーワー ドで、 FREQuencyお よび SwEepは 第 2レ

ベ ルのキーワー ドです。 またSTARtお よび STOPは 、第 3レ ベルのキーワー ドです。 コロ

ン(:)は、コマ ン ドのキーワー ドと低 レベルのキ
ーワー ドを区切 ります。
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本書で使われているコマンド・フォ
ーマット

本書でコマンド表記に使っているフォーマットを以下に示します。

FREQuenCy 〔 くfrequency>IMINimumlMAXimum]

コマンド・シンタックスでは、ほとんどのコマンド(および
一部のパラメータ)を大文字と小

文字の混合で表記します。大文字は、コマンドのスペリングを短縮したものです。プログラ

ム ・ラインを短くするには、短縮形を送ります。プログラムを読み易くするには、短縮しな

い形で送ります。

たとえば上記のシンタックス・ステートメントでは、FREQお よびFREQUENCYの 形が、

両方 とも許容 されますので、大文字 も小文字 も使 うことができます。 したがって、

FREQUENCY,freq,お よびFreqは 、すべて許容 されます。これ以外のFREや

FREQUENな どの形は、エラ
ーになります。

中括弧(||)は、所定のコマンド・ストリングのパラメ
ータ選択肢を囲みます。中括弧はコマ

ンド・ストリングと一緒に送信されません。

垂直線(|)は、所定のコマンド・ストリングの複数のパラメ
ータ選択肢を区切ります。

かぎ括弧()は、括弧内のパラメータに数値を代入することを示します。たとえば、上記のシ

ンタックス・ステートメントは、frecluencyのパラメータをかぎ括弧で囲んで示しています。

かぎ括弧は、コマンド・ストリングと
一緒に送信されません。パラメ

ータには必ず数値を指

定しなければなりません("FREQ 5000"な ど)。

大括弧 ([◇])で囲まれたパラメータもあります。大括弧は、パラメ
ータがオプションで、

省略可能であることを示します。大括弧は、コマンド・ストリングと
一緒に送信されません。

オプションのパラメータに数値を指定しないと、本器はデフォルト設定値を選択します。

コロン(:)は、コマンドのキーワー ドと低レベルのキーワードを区切ります。必ず空自ス

ペースを挿入して、パラメータとコマンド・キ
ーワードを区切ります。コマンドに2個 以上

のパラメータが必要な場合は、つぎに示すように、必ずコンマを使って、となり合うパラ

メータを区切ります。

‖APPL:SIN 5 KHZ′  3.O VPP′ V "
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コマン ド・セパ レータ

つぎのようにコロン(:)を使つて、コマンドのキーヮードと低レベルのキーヮードを区切り
ます。

‖FUNC:SHAP RAMP"

セミコロン(;)を使って、同
一のサプシステム内のコマンドを区切ります。入力の手間も少

なくなります。たとえば、

"FREQ:STAT ■ 0, STOP ■ 000, MoDE SWEEPr

というコマンド・ストリングの送信は、つぎの3個のコマンドを送るのと同じです。

"FREQ:START ■ 0:: "FREQ:STOP ■ 000:: ::FREQ:MODE SWEEP"

コロンおよびセミコロンを使って、異なるサプシステムにあるコマンドをリンクします。た
とえば、つぎのコマンド・ストリングでは、コロンとセミコロンの両方を使わないと、エ
ラーになります。

"SWE:STAT ON′
:TRIG:SOUR EXT"

M:Nパラメータおよび鵬xパ ラメータの使い方

多くのコマンドで、パラメータの代わりにMINilllunlまたはMAx imtullを使うことができます。
たとえば、つぎのコマンドで考えてみましょう。

FREQuency 〔 くfrequcncy>IMINimumlMAXimum〕

特定の周波数を選択 しないで、MINを 代入し、周波数をその最小値に設定することができ
ます。 またはMAxを 代入 して、周波数をその最大値に設定することができます。
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パラメータ設定値の問い合わせ方法

コマンドに疑間符(?)を付け加えると、ほとんどのパラメータの現在値を問い合わせること

ができます。たとえば、つぎのコマンド・セットは、出力周波数を5 kHzに設定します。

"FREQ 5000"

つぎのように実行すると、周波数を聞い合わせることができます。

"FREQ?"

現在のファンクションで許容される最小値と最大値も、つぎのように問い合わせることがで

きます。

"FREQ? MIN"

"FREQ? MAX"

SCP:コマン ド・ターミネータ

本器に送るコマンド・ス トリングの末尾には、必ずくnew line>文字を使用 します。

IEEE-488 EOI(end―or identify)メッセージは、くnew Linの文字として解釈されるので、

く舶w Line>の代わりに使つて、コマンド・ストリングを終端させることができます。くn釧

Line2をくcarriage return>の後に続けることもできます。コマンド
・ストリングの終端は、

常に現在のSCPIコマンド・パスをルート・レベルにリセットします。

:EEE-488.2共通 コマン ド

IttE-488.2規格は、リセット、セルフ・テスト、およびステータス操作などの機能を実行す

る共通コマンド・セットを定義します。共通コマンドは、常にアスタリスク(*)で始まり、

4文字から5文字の長さで、パラメータを 1個以上含むこともあります。コマンド・キ
ー

ワードと最初のパラメータは、空自スペースで区切ります。複数のコマンドを区切るには、

つぎのようにセミコロン(;)を使います。

"ナRST′  ナCLS′  ★ESE 32, ■ OPC?“
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SCPlパ ラメータの種類

SCPI言語は、プログラム ・メッセージおよび応答メッセージに使う数種類のデータ・フォー

マットを定義します。

数値パラメータ 数値パラメータを必要とするコマンドでは、ォプションの符号、小数点、
および指数部付き表記など、

一般に使われている数字の十進表記をすべて使用できます。
MINillllull, MAXilllun,およびDEFaultのような数値パラメータの特定値も使用できます。また

数値パラメータの付いた工学単位のサフイックス(たとえば、Mhzまたはm刀 も送ることが

できます。特定値だけを受信 した場合、本器は入力された数値パラメータを自動的に丸めま

す。つぎのコマンドには、数値パラメータが使われています。

FREQuency 〔 Kfrequency>IMINimuml卜 AXimum]

ディスクリート・パラメータ デ ィスクリート・パラメータは、値の数が限定された設定
(BUS, Ittdiate, EXTemalなど)をプログラムするのに使います。これらには、コマンド
・キーヮードと同様に、短縮形と短縮しない形があり、大文字と小文字を混合して使えます。
問い合わせに対する応答は、常にすべて大文字の短縮形となります。つぎのコマンドには、
デイスクリート・パラメータが使われています。

SWEep:sPACing 〔 LINearLOGarithmic〕

論理パラメータ 論理パラメータは、真または偽のいずれかの単
一の二進状態を表 します。

偽の状態では、本器は
'OFF"ま

たは
"0"を
許容 します。真の状態では、本器は

"ON"ま
たは

"1"を
許容 します。論理設定値を問い合わせると、本器は、常に

"0"ま
たは
"1"を
応答 します。

つぎのコマンドには、論理パラメータが使われています。

AM:STATe rOFF10N〕

ス トリング ・パラメータ ストリング・パラメータには、ほとんどすべてのASCH文 字セッ

トを指定することができます。ストリングは、必ず、引用符(シングル引用符またはダブル

引用符のどちらか)で開始し、終了します。間に何も文字を入れないで引用符デリミタを2

回入力すると、引用符デリミタがストリングの一部になります。つぎのコマンドには、スト

リング・パラメータが使われています。

DISPlay:TEXT quoted string>
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進行中の出力の停止方法

装置クリアを送ると、いつでもHP―IBインタフェースを介して進行中の出力を停止すること

ができます。装置クリア ・メッセージを受信しても、ステータス ・レジスタ、エラー待ち行

列、およびすべての構成ステートは変化しません。装置クリアは、つぎのように機能します。

o 本 器の入カバッファおよび出カバツフアをクリアします。

・ 本 器が、新しいコマンド・ストリングを受け付ける準備をします。

● つ ぎのステートメントは、IIP IBインタフェースを介して、HP BASICで装置クリアを送

る方法を示しています。

CLEAR 7■ O       IEEE-488 Device Clear

。 つ ぎのステー トメントは、HP IBインタフェースを介して、Cま たはQuiCkBASIC用の

HP―IBコマンド・ライプラリで装置クリアを送る方法を示しています。

IOCLEAR (7■ 0)

躊η32操作では、Ctri」い文字を送ると、:EE-488のdevice clearメッセージと

同じ動作が実行されます。本器のDTR(data terminai ready)ハンドシェーク・ラ

インは、装置クリアメッセニジの後で 「真」に設定されます。詳細については、
198ベージの 「DTR/DSRハンドシェーク・プロトコル」を参照してください。
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Shift

M e n u  O n / 0■

HP―:Bア ドレスの設定

HP―IB(IEEE-488)インタフェース上の各装置には、必ず固有のアドレスが必要です。本器の
アドレスは、0か ら30の間の値に設定することができます。本器は工場出荷時に、アドレ
スが 10に設定されています。現在のアドレスは、本器に電源を入れると、瞬間的に前面パ

ネルに表示されます。 H4ペ ージの 「HP IBア ドレス」も参照してください。

1 メ ニューをオンにします。

A: MOD MENU

□ □ 2 こ のレベルにある;/0歴脚選択肢まで平行移動します。

E: 1/O MENU

□

□

3 レ ベルを 1つ 下がって、 HP:B ADDRコマン ドに移動 します。

■: HPIB ADDR

"PARAMF「
ER"レベルまで下がって、ア ドレスを設定 します。

左向き/右 向き矢印キーおよび上向き/下 向き矢印キーを使つて、アドレスを変更します。

∧■O  ADDR

E n b r
変更をセーブし、メニューをオフにします。

アドレスは不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時およびリモート・インタフェースのリ
セツト後も変化しません。
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リモー ト・インタフェースの選択

本器の出荷時には、HP―IB(IEEE-488)インタフェ
ースおよびRS-232インタフェースの両方

が付いています。一度に1個のインタフェースをイネ
ープルにすることができます。本器の

工場出荷時には、HP―IBインタフェースが選択されています。115ペ
ージの 「リモート・イ

ンタフェースの選択」も参照してください。

shin       l メ ニューをオンにします。

M e n u  O n / 0■

A: MOD MENU

E∃ 匹∃     2 こ のレベルにある1/0雁Ⅲ選択肢まで平行移動します。

EB 1/O MENU

□  □      3 レ ベルを1つ下がって、 :N「ERFA●選択肢に移動します。

23 1NTERFACE

= =PARAMETER"レベルまで下がって、インタフェースを選択 します。

左向き/右 向き矢印キーおよび上向き/下 向き矢印キーを使つて、インタフェ
ースの選択を

確認します。HPIB/488またはRS-232のいずれかを選択します。

HPIB/488

Enter      5 変 更をセーブし、メニューをオフにします。

インタフェースの選択は不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時およびリモ
ート・インタ

フェースのリセット後も変化しません。
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□
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Shin

M e n u  o n / 0■

A3 MOD MENU

□ □ 2 こ のレベルにある :/0雁NU選択肢まで平行移動します。

E: 1/O MENU

□ □ □ 3 レ ベルを1つ下がり、つぎに鵬DRATE選 択肢まで平行移動します。

38 BAUD RATE

"PARMETER"レ
ベルまで下がって、ポーレー トを選択 します。

左向き/右 向き矢印キーを使って、ボーレート選択を確認します。3∞,6∞ ,
48∞,または96∞ポーから1個を選択します。

9600  BAUD

E n t e r

□

ボーレー トの設定

RS-232操作では、6個のポーレートの中から1個を選択することができます。本器の工場出
荷時には、ボーレートは96∞ボーに設定されています。 116ページの 「ボーレートの選択」
も参照してください。

メニューをオンにします。

1200, 2400,

変更をセーブし、メニューをオフにします。

ボーレート選択は不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時およびリモート・インタフェー

スのリセット後も変化しません。
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パリティの設定

RS-232操作では、パリテイを選択することができます。本器は、工場出荷時に8デ
ータ・

ビット、パリティなしに設定されています。■6ベージの 「パリテイの選択」も参照してく

ださい。

| メ ニューをオンにします。

A3 MOD MENU

□ □ 2 こ のレベルにある !/oにⅢ選択肢まで平行移動します。

EB 1/O MENU

□ □ □ 3 レ ベルを1つ下がり、つぎにPAR:TY選 択肢まで平行移動します。

48 PARITY

"PARurER“
レベルまで下がって、パリティを選択 します。

左向き/右 向き矢印キーを使つて、パリテイ選択を確認します。NOE:8 Bits,Odd:7 Bits,

Even:7 Bitsから1個 を選択します。パリテイを設定すると、データ・ビット数も間接的に

設定されます。

NONE: 8 BITs

E n t e r 変更をセーブし、メニューをオフにします。

パリテイ選択は不揮発性メモリにストアされ、電源オフ時およびリモート・インタフェース

のリセツト後も変化しません。
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SCPI準拠情報

HP 33120Aファンクション・ジェネレータ/ア ービタリ・ウェープフォーム ・ジェネレータ
は、SCPI規格の1993.0版に準拠しています。この規格が必要とするコマンドの多くを本器
は許容しますが、簡便性、明瞭性の点から、本書では説明されていません。説明されていな
いこれらのコマンドは、そのほとんどが、本書ですでに説明したコマンドと機能的に重複し
ます。

SCPI確認コマンド つぎの表には、本器で使われているSCPI認可コマンドが記載されていま
す。

SCP!確認コマンド

CALibration

[:ALL]?

:VALue く va■ ue>

:VALue?

DATA

:CATa■ og?

:COPY く ″ s″jれαιじοれα月♭れα″′> [′ VOLATILE]

[:DATA]VOLATILE′  くυα″“¢>′くυαιι″>′ . . .

:DELete:ALL

:DELete[:NAME]erbれ α″′>

DISP■ ay

〔WINDow][:STATe] (OFF10N〕

〔WINDow][:STATe]?

【WINDow]:TEXT:CLEar

〔WINDow]:TEXT[:DATA]く 92otedsι ′じ4g>

〔WINDow]:TEXTI:DATA]?

FORMat

:BORDer {NORMa■ !SWApped)

:BORDer?

ISOURce]

:AM:DEPTh {ぐ たP′んjれρar“れ″>lMINimumlMAXimum〕

:AM:DEPTh? 〔 MINimumlMAXimum]

:AM:INTernal:FREQuency {ψ 9“ η >lMINimumlMAXimum〕

:AM:INTerna■ :FREQuency? IMINimumlMAXimum〕

:AM:SOURce EXTerna■

:AM:SOURce?
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SCP:確認コマンド(つづき)
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〔SOURce]

:AM:STATe {OFF10N〕

:AM:STATe?

:FM:DEViation {ゃ aαた&υ ttιjοれ'″Hz>IMINimumlMAXimum〕

:FM:DEViation? [MINimum!MAXimum]

:FM:INTerna■ :FREQuencY 〔 くρマ9“22Cy>lMINimumlMAXimum]

:FM:INTernal:FREQuency? IMINimulnlMAXimum〕

:FM:STATe 〔 OFF10N〕

:FM:STATe?

:FREQuency {ミ Q9“ η >:MINimumi mXimum〕

:FREQuency? 〔 MINimumlMAXimum]

:FREQuency:CENTer

:FREQuency:MODE

:FREQuency:SPAN

:FREQuency:STARt t伽 ″ ″γ>lMINimumlMAXimum〕

:FREQuency:STARt? IMINimum:MAXimum]

:FREQuency:STOP 〔 ク 9“ り >IMINimum!MAXimum〕

:FREQuency:STOP? [MINimumlMAXimum]

:FUNCtion:SHAPe 〔 SINusoidlSQUare:TRIang■ e:RAMPINOISeiDC!USER〕

:FUNCtion:sHAPe?

:PULSe:DCYC■ e 〔ゃθ″“れι>l MINimuIIni■ AXimum〕

:PULSe:DCYC■ e? [MINimum:MAXimum]

:SWEep:sPACing 〔 LINeari■ OCarithmic]

:SWEep:sPACing?

:SWEep:TIME 〔 ぐFcoれあ >lMINimumlMAXimum〕

:SWEep:TIME? 〔 MINimum!MAXimum]

:VOLTage[:LEVe■ l〔:IMMediate]...

[:AMPLitudel

:VOLTage[:LEVe■ ]

:VOLTage[:LEVel]

:VOLTagel:LEVe■ ]

〔くamp■ itude>lMINimum:MAXimum〕

:IMMediate][:AMPLitude]? IMINimum!MAXimum]

:IMMediate]:OFFSet 〔 く9″"ι>IMINimumlMAXimum〕

:IMMediatel:OFFSet? 〔 MINimumlMAXimum]

:VOLTage:uNIT {VPP!VRMS:DBM:DEFau■ t〕

:VOLTage:uNIT?

SYSTem

:BEEPer[IMMediate]

:ERRor?

:VERSion?

TRIGger

〔SEQuence]:SOURce {IMMediate!EXTerna■ lBUS〕

ISEQuence]:SOURce?
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装置固有コマンドつぎのコマンドは、HP

1993.0版には含まれていません。しかし、

規格で定義されているコマンド・シンタッ

非SCPIコマンド

312い用に特別に設計されたもので、SCPI規格の
SCPI規格を念頭に置いて設計されていますので、
クス規則にすべて準拠しています。

CALibration

:COUNt?

:SECure:coDE く れ0″ c磁 >

:SECure:STATe 〔 OFF10N〕 ′く,cЮ姥>

:SECure:sTATe?

:SETup く o11:2131  . . .  184>

:SETup?

:STRing く 9“οム9d s力
"じ″g>

:STRing?

DATA

:ATTRibute:AVERage? Crら れα″η>

:ATTRibute:cFACtor? erbれ α″′>

:ATTRibute:PoINts? crら れα確 >

:ATTRibute:PTPeak? crb″ α″′>

:DAC VOLATILE′  {d♭じ切 ι機 >|くυα&“>′ぐχノ″>′ . .  〕
:М′OLatile:cATa■ og?

:NVOLati■ e:FREE?

OUTPut

:LOAD {5011NFinitylMINimum!劇 AXimm]

:■OAD? 〔 MINimumlMAXimum〕

:SYNC (OFF10N〕

:SYNC?

MEMory:sTATe:DELete {01■ :2!3)

〔SOURce]

:AM:INTernal:FUNCtion {sINusoid:SQuare:TRIang■ elRAMP:NOISeiUSER}

:AM:INTernal:FUNCtion?

:APPLy:sINusoid[伽 q“οれqγ>[′ C"lρ ′j′″&>【 ′くο〃"ι>]ll

:APPLy:sQuare 〔 、′ha9“′″cγ> [′くα″7ρ′jι″″ > [′く9牌 ι>] ]]

:APPLy:TRIang■ e〔 伽 q“aれcγ>[′ くα″lρ′ラ′“d9>[′ くοノおaι>]]]

: A P P L y : R A M P〔 ψ e q“οれqγ> [′ くα″ ん′“&> [′ くo力犠 ι>] ] ]

:APPLy:NOISe 〔 伽 “物 :DEFau■ t>  [′ くα″ ′ιι“酵 > 〔′く9″"′>〕 ]]
:APPLy:DC Iミ 、9″ η :DEFau■ t>  〔 ′くa″ρん″“aを!DEFau■ t> 〔 ′ゃ″"ι>] ]]

:APPLy:usER 〔 sルで9“`れqγ> [′ c″ 琢ガじι“滋 > 〔′くo作 ι>] ]〕

:APPLy?
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,FSCP:コ マンド(つづき)

lSOURcel
: BM : INTernal :K TE l{reqwnqy> lMINimum | ),IAXi-mum]

: BM: INTernal- : RATE? [MINimun ll4AXimum]
: BM : NCYCles lct clcles> luINimum I MAXimumJ

: BM : NCYCles? [MINimunl MAXimun]

: BM : PHASe l<dzgrees> l},{lNimurn I MAximun ]
: BM: PHASe? [MINimumlMAXinum]
: BM : SOURce { INTernal I EXTernal }
: BM: SOURce?
:BM:STATe  IOFF ION]
: BM: STATC?
: FM : INTernaI : FUNCtion t SINusoid I SQUare I TRlangle I RAMP I NOISe I USER]

: FM: fNTernal : FUNCtion?

: FsKey : FREQuency { lfregt €nqy> | MI Nimum I MAximum }
: FSKey: FREQuency? [MINimum I MAximum]

: FSKey : INTernal : RATE f<rore iz filz> | MINimun I MAximum ]
: FSKey : f NTernal : RATE? [MfNimurn l]4AximumJ
: FSKey: SOURce I Il 'ITernal lEXTernaI J
: FSKey: SOURce?
:FSKey :STATe  {OFF ION]
: FSKey: STATe?

: FUNCtion:USER {<orb ncmu> IVOLATfLE}
:  FUNCtion:USER?
:swBep :sTATe  {OFF ION}
: SWEep: STATe?

SYSTem:
: LOCaf
. REMote
: RWLock
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!EEE-488準拠情報

ATN

IFC

REN

SRQ

指定コマンド

DCL

EOI

GET

GTL

LLO

SDC

SPD

SPE

Attqrt iotl

lnterface Clar

Rwte Eable

Service Rqrcst Enable

専用ハードウェア ・ライン : E E - 4 8 8 . 2共通 コマ ン

'CLS

'ESE く ●7bre"′ “>

士ESE?

■ESR?

ナIDN?

■OPC

'OPC?

'PSC 〔 01■ ]
'PSC?

ナRST

'SAV {01■
1213〕

十RCL 〔 01■ 1213]

ヽ RE く ― bノθ1/aノ“>

tSRE?

★STB?

★TRG

ナTST?

'WAI

Device Clear

H or lhttify Temiator

Gra.p Ex*ute Trigger

b To Lrcal

Lrcal Lrckant

&letd Device Clear

Serial Poll Disable

Serial Poll Etpble

機能識別 コー ド

SHl′ AH■ ′ T6′  L4′  SR■ ′ RL■ ′

PPO′ DC■ ′ DTl′  CO′  E2

225





5■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

エラー ・メッセージ



エラー ・メッセージ

エラーは、先入れ先出し(FIFO)方式で検索されます。最初に返送されるエラ
ーが最初に

ス トアされたエラーです。待ち行列のエラ
ーをすべて読み込むと、ERRORア ナンシ

エータが消えます。エラーが発生するたびに、ビ
ープ音が 1回鳴ります。

エラーが21個以上発生すると、待ち行列にストアされた最後のエラ
ー(最新のエラー)が

-350の "T∞ nlany errors"に変わります。ここで、待ち行列からエラ
ーを取り除かな

いと、新たなエラーをストアできなくなります。エラ
ー待ち行列の読み込み時にエラ

ー

が発生していなかった場合、本器は、+0,"No error"と 応答します。

エラー待ち行列は、電源を切ったとき、または'CLS(ク リア
・ステータス)コマンドが

実行されたときにクリアになります。■RST(リ セット)コマンドは、エラ
ー待ち行列を

クリアにしません。

前面パネル操作 :

3: ERROR (SYS MENU)                 ・

ERRORア ナンシエータが点灯した場合、 Shn[ヨ (リコ
ール ・メニュー)を押 して、

待ち行列にストアされているエラーを読み込みます。エラ
ーは、
"R鳴
Ⅷ日駅
"レベルに水

平に列挙されています。
"R嶋
蜘日駅
"レベルに入つてメニューを終了すると、エラーはす

べてクリアになります。

待ち行列の最初のエラ エラー・コード

o リ モー ト・インタフェース操作 :

SYSTem:ERRor? エ ラー待ち行列からエラ
ーを 1個読み取ります

エラーは、つぎのようなフオーマツトになっています(エラ
ー ・ストリングは、最大80

文字まで使用できます)。

‐■■3′ "Undefined header"
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実行エラー

ーー101                 inva:id character

コマンド・ストリングに無効の文字が見つかりました。#, S, ま たは%な どの文字がコ
マ ン ド・ヘ ッダや、パ ラメータの中に挿入 されている可能性があ ります。例 :
TRIG:SOUR BUS#

―-102 Syntax error

コマンド・ス トリングに無効のシンタックスが見つかりました。コマンド・ヘ ッダのコロン

の前後 (またはコンマの前 )に空自スペースが挿入 されている可能性があ ります。例 :

APPL:SIN  ′ ■

:nva:id separator

コマンド・ス トリングに無効のセパレータが見つかりました。コロン、セ ミコロン、または

空白スペースの代わりにコンマが使われている可能性があります。またはコンマの代わ りに

空自スペースが使われている可能性があ ります。例 :TRIG:SOUR′ BUS、 また は

APPL:SIN ■   ■ 000

∝T n o t  a H t t d

グループ実行 トリガ(GE T )は 、コマンド・ス トリング内では使用できません。

Parameter not a::酬

このコマンドで予期されるパラメータより多くのパラメータが受信 されました。余計なパラ
メータが入力されたか、またはパラメータを受容 しないコマンドにパラメータが指定されま

した。例 :APPL? ■ 0

-103

- 1 0 5

- 1 0 8

―-109                 Missing parameter

そのコマンドで予期されるパラメータより少ないパラメータが受信されました。コマンドの

必須パラメ‐夕を1個 またはそれ以上入力し忘れています。例 :OUTP:LOAD

―-112                 Program¨ ic t00 :Ong

許容されている12文字を超えるコマンド・ヘッダを受信しました。例 :OUTP′

SYNCHRONIZAT10N ON
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- 1 1 3

―-121

-123

--124

--128

-131

- 1 3 8

-148

Undefi tt header

本器には無効のコマンドが受信されました。コマンドのスペリングが間違っていたり、その

コマンドが無効の可能性があります。例 :TRICG:SOUR BUS

:nva!id character in number

パラメータに指定した数値に無効の文字が見つかりました。例 :キESE#BO■ 0■0■02

Exponent too iarge

指数が32,000以上の数値パラメータが見つかりました。例 :BMOD:NCYC■ E34000

Too many digits

仮数に255以上の数字(先行する0を除く)が入つた数値パラメ
ータが見つかりました。

Numeric data not a::owed

数値パ ラメー タを受信 しましたが、文字ス トリングが予期 されています。例 :

DISP:TEXT ■ 23

:nva:id suffix

数値パラメータにサフイックスが誤つて指定されました。サフイックスのスペリングが間

違っている可能性があります。例 :S W E : T I M E  O . 5  S E C S

S u f f i x  n o t  a : lαt t d

サフィックスを許容 しない数値パラメータの後にサフイックスが受信されました。例 :

B M :  P I I A S■ O  D E G (こ のコマンドではサフイックスを使用できません。)

Character data nOt a:lond

離散パラメータを受信しましたが、文字ストリングまたは数値パラメータが予期されていま

す。パラメータのリストを調べて、有効なパラメータ・タイプを使っているかを確認します。

例 :DISP:TEXT ON
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-151

-158

-161

―-168

-170か ら-178

- 2 1 1

inva:id string data

警繁1ま言ゑ、まえζ争言ξ♭膚支tlま言λl:碁ふf慾富 』竜ちL異碁晨
1罫
義
で囲

String data not a‖側劇

文字ストリングを受信しましたが、このコマンドでは使用できません。パラメータのリスト
を調べて、有効なパラメータ・タイプを使っているかを確認します。例 :BMoD:NCYC
′TEN′

:nva:id b:ock data

DATA:DAC VOLATILEコ マンドだけに適用されます。長さが限定されているプロック
の場合は、送信されたデータのバイト数がプロック・全ッダに指定されたバイト数と整合し
ていません。長さが限定されていないプロックの場合は、くn釧 :ine>文字を伴わずにEOI
(End or―Identify)が受信されました。

Biock data not a:!owed

プロック・データを受信しましたが、このコマンドでは使用できません。このコマンドに適
切なデータ・タイプを送つたかを調べます。

Expression erors

本器では数学記号を使用できません。

Trigger ignored

グループ実行 トリガ(GET)ま たは'TRGを 受信 しましたが、 トリガが無視されました。正
しいトリガ信号源を選択しているかを確認します。
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- 2 2 1

……221

―-221

S e t t i t t s  c o n f i : i c t : a m p : i t u d e  h a s  b t t  a d i u s t e d

要求した出力振幅は有効なものではありません。現在の構成に適合するよう、出力振幅は自

動的に調整されます。このエラーは、つぎのような場合に発生します。

・ 最 大振幅が、現在有効なファンクシヨンの最大振幅より小さいフアンクシヨンを選択し

た場合、出力振幅は自動的に調整されます。この矛盾は、出力単位がVr厖 またはdBmの

場合に、クレスト・ファクタの差によつて、発生することがあります。

・ 指 定した振幅が有効でない場合、振幅は、現在のオフセット電圧で許容される最大値に

自動的に調整されます。出力振幅(Vpp単 位)およびDCオ フセツト電圧には、つぎの制限

がありますmmxは 、高インピーダンス終端の場合10V、 50Ω終端の場合 5V)。

Settings confi:ict:duty cyc:e has been adiusted

lV中″|十¥≦ Vれ“およびIV″ぉαl≦2 x Vpp

要求したデユーテイ・サイクルは、有効なものではありません。 5彫 を超える出力周波数

では、デューティ・サイクルは4儡から60%の値に限定されます(5MHz未満の場合は、レン

ジが2幌から8鍋になります)。現在のデユ
ーテイ・サイクルのパーセンテージに有効でない

周波数を選択した場合、自動的にデユーテイ・サイクルが調整されます。たとえばデユ
ー

ティ・サイクルを70%に設定し、周波数を8 MHzlこ変更した場合、本器は、自動的にデュ
ー

テイ・サイクルを6帆(この周波数での上限)に調整します。

Settings conf:ict; fm deViation has 踊  adiuSted

要求したFMピーク周波数偏差は有効なものではありません。搬送周波数とピ
ーク周波数偏

差の合計は、選択したファンクションの最大周波数に100kHzをプラスした値(正弦波および

方形波では15.lMHz、三角波およびランプでは200k厖、および任意波形では5.lMHz)以下で

なければなりません。偏差を有効でない値に設定しようとした場合、本器は自動的に偏差を

調整し、現在の搬送周波数で許容される最大値にします。
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―-221

―-221

―-221

Settings confiict;fr… y has been adiusted
要求した出力(搬送波)周波数は有効なものではありません。最大周波数が、現在有効なファ
ンクションの最大周波数より小さいファンクションを選択した場合、出力周波数は自動的に
調整されます。たとえば、 l Mllzの正弦波を出力していて、ファンクションを三角波に変更
した場合、本器は出力を100kL(三角波の上限)に調整します。

Settings confilict;fsk frequency has been adiSuted

要求したFSK「ホップ」周波数は有効なものではありません。最大周波数が、現在有効な
ファンクションの最大周波数より小さいファンクションを選択した場合、FSK周波数は自動
的に調整されます。たとえば、正弦波ファンクションでFSK周波数をl MHzに設定していて、
ファンクションを三角波に変更した場合、本器は周波数を100kHz(三角波の上限)に調整し
ます。

Settings cOnflict;offSet has臓n adiust“

要求したオフセット電圧は、現在の出力周波数では有効なものではありません。オフセット
は、現在の出力振幅で許容される最大値に自動的に調整されます。出力振幅(Vpp単位)およ
びDCオフセット電圧には、つぎの制限があります(vmaxは、高インピーダンス終端の場合
10V、50Ω終端の場合 5V)。

I VOFSα l  十 Vmnx +rrLr lYoffwt l  S 2 x Vpp

-221         settings cOnf:ict:start frequerEy has been adiusted

要求したスタート周波数は有効なものではありません。最大周波数が、現在有効なファンク
ションの最大周波数より小さいファンクションを選択した場合、スタート周波数は自動的に
調整されます。たとえば、正弦波フアンクションでスタート周波数を200k形に設定してい
て、フアンクションを三角波に変更した場合、本器は出力を1∞kHz(三角波の上限)に調整
します。

＜
一
ｈ
２
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-221        settings confiict;stOp frequemy has been adiuSted

要求したストツプ周波数は有効なものではありません。最大周波数が、現在有効なフアンク

ションの最大周波数より小さいファンクシヨンを選択した場合、ストップ周波数は自動的に

調整されます。たとえば、正弦波ファンクションでストップ周波数を l MHzに設定していて、

ファンクションを三角波に変更した場合、本器は出力を1∞kHz(三角波の上限)に調整しま

す。

一-221                 settings confiict; preVious modulation has been disab:ed

変調ステートは一度に 1個だけイネープルにすることができます。変調ステ
ートをイネープ

ルにすると、前の変調ステートはオフになります。たとえば川がオンになっていて、FMを

イネープルにした場合、本器は、まずAMをオフにします。

-222                  Data out of range

数値パラメータの値は、そのコマンドの有効範囲外です。例 :B M O D : N C Y C - 3ま たは

FREO ■ 6 MHZ

-222                  Data out of range; amp:itude

要求 した出力振幅は、選択 したファンクションの上限を超えています。このエラ
ーは、

APPLyコマンドだけに適用されます。詳細については、59ページの 「出力振幅」を参照
してください。

-222                  Dat out of rangp;f requerlcy

要求した出力(搬送波)周波数は、選択したフアンクションの上限を超えています。このエ

ラーは、APPLyコマンドでだけ発生します。詳細については、57ページの「出力周波
数」を参照してください。

一-222                 Data out of range; offset

要求したオフセット電圧は、選択したフアンクションまたは出力振幅の上限を超えています。

このエラーは、APPLyコ マンドでだけ発生します。詳細については、62ページの 「DCオ

フセット電圧」を参照してください。

一-223                T00 much data

文字ストリングを受信しましたが、ストリングの長さが60文字を超えているので、実行で

きません。 こ のエ ラーは、CALibration:STRingコ マ ン ドお よび

DISP■ay:TEXTコ マンドで発生することがあります。
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-224

-330

-350

-410

-420

―-430

- 4 4 0

:llegal parameter value

離散パラメータを受信しましたが、このコマンドに有効な選択ではありませんでした。無効
のパラメータが選択されている可能性があります。例 :DISP:STAT XYZ(XYZは 無
効の選択)。

Self―test falled

リモート・インタフェース操作での本器のセルフ・テスト(■TsT?コ マンド)に不合格でし
た。このエラーの他にも1個 またはそれ以上の特定エラーが報告されることがあります
(237ページの 「セルフ・テスト・エラー」も参照してください)。

Too many erros

20個を超えるエラーが発生したので、エラー待ち行列が一杯です。待ち行列からエラーを削
除するまで、新たなエラーはストアできません。エラー待ち行列は、電源を切ったとき、ま
たは'CLS(ク リア ・ステニタス)コマンドが実行されたときにクリアされます。

Query:MERRUPTED

データを出カバッファに送るコマンドが受信されましたが、出カバッファには前のコマンド
のデータが入っています(前のデータは上書きされません)。出カバッファは、電源を切った
とき、または装置クリアが実行されたときにクリアされます。

Query UNTERMiNATED

トークの(インタフェースを介してデータを送る)ために本器にアドレスを指定しましたが、

出カバッファにデータを送るコァンドをまだ受信していません。たとえば、APPLyコ マン

ドを実行して(データは作成されません)から、ENTERス テートメントを実行してリモート
・インタフェース操作でデータを読み取ろうとしたような場合です。

Query DWL00KED

出カバッファに入りきらないほど多くのデータを作成するコマンドを受信しました。また入
カバッファも一杯です。コマンドは引続き実行されますが、データはすべて失われます。

Query UNTER‖lNATED after indefinit respOnse
彙I D N ?コ マンドはコマンド・ストリング内の最後の問い合わせでなければなりません。

例 :オIDN?′ :SYST:VERS?
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511

512

514

800

810

550

:so:ator UART franing error

isolator UART overrun error

RS‐232 franing error

RS-232 overrun error

RS-232 parity errOr

Command a:lo用ed only with RS-232

つぎの 3個のコマンドは、RS-232の場合だけに使います。

SYSTem:LOCAL, SYSTern:REMOte, お よびSYSTem:RWLock

input buffer overflow

Output buffer overflow

C― n d  n o t  a i : o n d  i n  : o c a !

sySTem:REMoteコ マンドは、他のコマンドをRS-232インタフェースを介して送る前に

実行する必要があります。このエラーは、DISP:TEXTコ マンドをローカル ・モードで実

行しようとした場合にも発生します(このコマンドはリモ
ート・インタフェース操作だけで

使用できます)。

B:ock 'onOth must be even

本器では任意波形の二進データを12ビットの整数として表 し、 2バ イトとして送 ります

(DATA:DAC VOLATILEコ マンドのみ)。本器では、最後のシングル ・バイトを解釈で

きないので、奇数バイトは許容されません。

State has not been stored

十RCLコ マンドで指定されたメモリは、前の■SAVコ マンドでは使われませんでした。前

にストア位置として指定しなかつたメモリから機器ステートをリコールすることはできませ

ん。
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590

601

602

603

604

605

606

607

608

625

626

セルフ ・テス ト・エラー

以下は、セルフ・テスト中に発生し得るエラーを示しています。詳細については、
『Se r v i c e“i d e Jを参照してください。

:/O processor reset;pOssibie low ttr line vOitage

Front pane:dOes not respond

RAM read/write fai:ed

Waveform tt readback fal:ed

Mbdu:ation RA‖ readback fal:ed

Serial oonfiguration readlDack fal!ed

Waveforn ASIC fai led

SYltlC signal detection failure,

SYIIC signal detectiqr failure,

l,/0 processor does not respcnd

l,/0 processor faited setf-test

Besse: fi:ter path

E!:iptic fi:ter path
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701

702

703

704

707

760

705

706

校正エラー

以下は、校正中に発生し得るエラーを示しています。詳細については、 『"rvice

QJideJを参照してください。

Ca:security disab:ed by i回"r

本器内部のジャンパにより、校正保全機能がデイスエ
ープルになっています。これに該当す

る場合、このエラーは電源投入時に発生し、本器が保全されていないことを警告します。

Cal 〔MDcu r(】J

本器が保全され、校正できないようになっています。

:nvaiid secure code

本器を保全または保全解除しようとする際、無効の校正保全コ
ードを受信しました。本器の

保全を解除するには、保全時に使つた保全コ
ードを使う必要があります。また保全時は、保

全解除時に備えて保全コードをメモしておきます。保全コ
ードには、最大 12の英数字を使

用できますが、最初の文字はアルファベット文字にする必要があります。

Secure oode too :ong

12文字を超える保全コードを受信しました。

Cal abortd

前面パネルのキーのいずれかを押す、装置クリアを送る、または機器のロ
ーカル/リ モート

・ステートを変更すると、進行中の校正が中断します。。

Ca: value out of range

指定した校正値(CAL:VALUE)は 、現在選択したフアンクションでは無効です。

Ca: signa: measurement out of range

指定した校正値(CAL:VALUE)は 、本器に送られた信号と整合しません。

F:atness ca: faiied

RAM checksum fal:ure



770

771

772

773

774

775

780か ら788

8∞

850

851

852

853

854

855

856

857

810

Nonvolati:e arb waveform memory checksum fa:lure

Nonvo!ati:e ca: memory checksun fai:ure

Nonvo!atile system memory checksum fallure

Nonvo!ati:e state memory checksum failure

Nonvolati:e memory erase fai:ure

Nonvolatile memOry write failuFe

240ページの「任意波形エラー」を参照してくださぃ。

B:ock :ength must be even

本器では、任意波形の二進データを12ビットの整数として表 し、 2バ イトとして送 ります

(DATA:DAC VOLATILEコ マンドのみ)。本器では、最後のシングル ・バイトを解釈で
きないので、奇数バイトは許容されません。

State has not been stored

彙RCLコ マンドで指定されたメモリは、前の■SAVコ マンドで使われませんで した。前回
ス トア位置として指定 しなかったメモリから機器ステー トをリコールすることはできません。

Ca: setup invalid

Negative offset gain ca: required (CAL:SETup 50)

F:atness DAC gain cal required(CAL:田 叩 64)

AM ca: l required (CAL:SETup 30)

川 ca:2 required(CAL:SE「 up 31)

Ca: load resistanoe not specified (CAL:SETup 33)

Square wave positive offset cal required (GAL:SEftp 60)

Square uave 50|[ duty cycle cal required (CAL:SEIup 62)
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780

781

782

784

783

任意波形エラー

以下は、任意波形のダウンロード中に発生じ得るエラ
ーを示しています。詳細については、

174ベージから始まる 「任意波形コマンド」を参照してください。

nAT:LE arb waveform has not been looded

DATA:COPYコ マンドは、ダウンロー ドした波形を、指定した名前で揮発性メモリにコ

ピーします。コピー操作をする前に、DATA VOLATILEコ マンドまたはDATA:DAC

VOLATILEコ マンドを使つて、波形をダウンロードする必要があります。

Not enoqh memory to store new arb waveform; use DATA:DELete

最大 4個 のユーザ定義波形を不揮発性メモリにストアすることができます。揮発性メモリの

波形または不揮発性メモリにある 4個 のユ
ーザ定義波形のどれかを削除する場合は、

DATA:DELコ マンドを使います。揮発性メモリおよび不揮発性メモリに現在ストアされて

いる波形すべてを表示するには、DATA:CAT?コ マンドを使います。

Cannot overwrite a bullt―in arb waveform

5個の内蔵任意波形の名前を上書きすることはできません。SINC,NEG RAP,EXP RISE,

EXP FALLおよびいDIACの 名前は予約されているので、DATA:COpYコ マンドでは使えま

せん。

Arb waveform name too :ong

任意波形の名前には、最大 8文字を使用できます(DATA:COPYコ マンドで使用)。最初の

文字はアルファベット文字(A―Z)でなければなりませんが、残りの文字は数字(0-9)または

下線("ゴ
')に
することができます。空白スペースは使えません。

Nane of source arb waveform for copy must be VOLAT:LE

DATA:COPYコ マンドは、揮発性メモリにダウンロ
ー ドした任意波形を指定 した名前でコ

ピーします。コピー操作のソースは、常に
"VOLATILE"で

す(他の名前からはコピーできませ

ん)。
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Specified arb waveform does not exist

FUNC:USERコ マンドまたはDATA:DELコ マンドで指定した任意波形の名前が、メモリ
にダウンロードされていません。DATA:CAT?コ マンドを使つて、現在ダウンロードされ
ている波形すべてを表示 します。波形をメモリにダウンロー ドするには、DA T A
VOLATILEコ マンドまたはDATA:DAC VOLATILEコ マンドを使います。

DATA:DEL:ALLコ マンドのAILパラメータの前に使用するコロンの代わりにスペースを
挿入した場合にも、このエラーが発生します。AILパラメータの前にはコロンが必要です。
コロンがないと、本器は

"ALL"と
いう名前の任意波形を削除しようとします。

Cannot de:ete a bui:t―in arb waveform

5個 の内蔵任意波形はすべて、削除することができません。SINC,NEG RAMP,EXP_RISE,

EXP FALLお よびCへDIACの 名前は予約されているので、DATA:DELコ マンドで削除するこ
とはできません。

Carrlot“ :ete the currmt:y se:∝ td active arb waveform

現在出力中の任意波形を削除することはできません。別の任意波形を選択するか、または別
の出カファンクションに変更します。

Cannot oOpy tO voLAT:LE arb waveform

DATA:COPYコ マンドは、指定した名前で、任意波形を揮発性メモリから不揮発性メモリ
にコピーします。コピー操作のソースは、常に

"VOLATILE"で
す(他の名前からはコピーでき

ません)。また、VOLATILEにコピーすることはできません。

B:∝k :ength nust be even

本器では、二進 データを 12ビ ッ トの整数 として表 し、 2バ イ トとして送 ります
(DATA:DAC VOLATILEコ マンドのみ)。本器では、最後のシングル ・バイトを解釈で
きないので、奇数バイトは許容されません。

State has nOt been stored

'RCLコ マンドで指定されたメモリは、前のオSAVコ マンドで使われませんでした。前回
ストア位置として指定しなかったメモリから機器ステートをリコールすることはできません。

786

787

788

8 ∞

810
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アプリケーション0プログラム

この章には、ご使用になるアプリケ
ーシヨン用のプログラムを作成するのに役立つリモ

ート

・インタフェース・アプリケーシヨン・プログラムがいくつかあります。125ペ
ージから始

まる第4章 「リモート・インタフェース・リフアレンス」には、本器をプログラムするとき

に使えるSCPI(プログラム可能な測定器の標準コマンド)コマンドのシンタツクスが記載さ

れています。

HP BASIC言語プログラム

この章にあるHP BASICプログラム例はすべてHP 9∞0シリ
ーズ300コントローラで開発され、

テストされたものです。HP―IB(IEEE-488)インタフェ
ースの各機器には、必ず固有のアドレ

スが必要です。本器のアドレスは、 0か ら30の間の値に設定することができます。現在の

アドレスは、本器に電源を入れると、瞬間的に前面パネルに表示されます。

本器は工場出荷時に、HP IB(IEEE-488)アドレスが
"10"に
設定されています。この章のプ

ログラム例では、HP―IBアドレスが10になつていることを想定しています。リモ
ート・イン

タフェース操作でコマンドを送るとき、HP一IBインタフェ
ースのセレクト・コード(通常は

「7」 )にこのアドレスを付加します。たとえば、セレクト
・コードが 「7」で、装置アド

レスが
・
10"の場合、組合せは

"710"に
なります。
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C言 語プログラム

この章にあるC言語プログラム例はすべて、C ttllP―IBコマンド
・ライプラリを使つて、HP

82335 HP―IBインタフェース ・カー ド用に書かれています。特に記載のない限り、プログラ

ム例で使われているライプラリの機能はANSI C規格に適合します。

C言 語プログラムはすべて、つぎのコンパイラでコンパイル(およびテスト)されたものです。

● MicrosoftO QuickC°バージヨン2.0

0 BOrland③ Turbo CO十+バ ~ジ ヨン1.0
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Cプ ログラムのコンパイルおよびリンク方法

プログラムを実行するには、まずプログラムをコンパイルおよびリンクして、実行ファイル
を作成します。プログラムをコンパイルおよびリンクする方法はつぎのとおりです。

必要なPAIIステートメントがご使用のAUDEXEC.BATファイルに追加され、コンパイラが
ライプラリおよびヘッダ・ファイルを見つけられるようになっていることを確認します
(C言語マニュアルを参照して、正しいパスを指定します)。

HP―IBの適切なCラ イプラリ・ファイルを。ご使用のコンパイラにリンクします(ファイ
ルは、HP_IBインタフェース ・カードに付属しているHP―IBコマンド・ライプラリ・ディ
スクにあります)。適切なライプラリ・ファイルを使います。

c■hpib.lib Microsoft O QuickCOの 場合

tchhpib.■ib BorlandO Turbo CO++の 場合

「大型」または 「超大型」メモリ・モデルにコンパイルするのでなければ、
"cFIJNC.r'

ヘッダ・ファイルをプログラムに含めます(ファイルは、HP_IBインタフェース ・カード
に付属しているHP IBコマンド・ライプラリ・デイスクにあります)。

DOSコマンド・ラインで(「大型」メモリ。モデルを使つて)MicrOsOftO QuickCOプロ

グラムをコンパイルするには、つぎのように実行します。

qc■ /AL く path...｀program.C> くpath... ＼c■hpib.lib>

例

qc■ /AL b:＼ arbttWave.c c:＼ qc2＼■ib＼C■hpib.■ ib

小型メモリ。モデルにコンパイルするときは、
"/AL"パ
ラメータを適切な設定値に変更

します(詳しくはご使用のC言語マニュアルを参照してください)。プログラムによって
は、
"/F"パ
ラメータを使つて、スタック・サイズも変更しなければならないことがあ

ります。
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D O Sコマンド・ラインで(「大型」メモリ。モデルを使つて)B o l・la n d O  T u r b O  C°+ +プロ

グラムをコンパイルするには、つぎのように実行します。

tcc ―m■ くpath...pヽЮgram.C> くpath. ̈＼tchhpib.■ ib>

例

tcc ―m■ b:＼arbttWave.c c:＼tc＼lib＼tChhpib`■ ib

小型のメモリ。モデルにコンパイルするときは、
"―
m■
"パ
ラメータを適切な設定値に変

更します(詳しくはご使用のC言語マニユアルを参照してください)。

コンパイルおよびリンクが済むと、実行ファイル(.EXE)およびオブジエクト
・ファイル

(.OBJ)が現在のディレクトリに作成されます。ファイル名に拡張子.EXEを付けて入力し、

プログラムを実行します。
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QuickBASIC言語プログラム

この章にあるQuickBASIC言語プログラム例はすべて、理直ctt HP―IBコヤンド・ライプラリ
を使ってHP 82335 HP―IBインタフェース ・カード用に書かれています。

OuickBASICプログラムの実行方法

プログラムを実行するには、まずプログラムをコンパイルおよびリンクして、実行ファイ'レ
を作成します。QuickBASIC環境でプログラムをコンパイルおよびリンクすることもできま
すし、DOSコマンド・ラインから個別にコンパイルおよびリンクすることもできます。

・ QuickBASIC環境でプログラムをコンパイルおよびリンクするには、つぎのように実行し
ます。

pb くpath...、Iogram.BAS>＼■ くpath. ＼̈gbhpib>

こうすると、プログラムおよびHP IBライプラリの両方がQuickBASIC環境にロードされ
ます。この方法は、QuiCkBASICのバージョン4.0以上の環境だけで選択できることに注
意してください。

● DOSコマンド・ラインでプログラムをコンパイルおよびリンクするには、つぎのような2
段階の方法になります。

まず、つぎのように実行して、プログラムをコンパイルします。

bc くpath.¨ヽprogram.BAS>

これにより、拡張子
".OB」"の

付いたプログラム名と同じ名前のオブジェクト・リスト
を作成できます。オブジェクト・ファイルは、IIP_IBライプラリにリンクしなければな
りません。

つぎにH卜lBライブラリをリンクします。

■ink くpath...＼program.BAS>

ファイル実行のプロンプトが表示されたら、Enterキ ーを押します。これで、拡張子
".EXE"の

付いた実行ファイルが作成されます。
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APPLyコマンドの使い方

このプログラムで、つぎの概念を示します。

● APPLyコ マンドと低レベルのコマンドを使ってバ
ーストを設定する方法。開始位相を

270度に設定し、オフセット電圧を追加すると、バ
ーストのある 「ハーバサイン」波形が

生成されます。

● HP―IBインタフェースを介してトリガ信号源を設定し、本器をトリガする方法

HP鵬副C/HP―:B(プログラム1)

■0 1

20 :こ のプログラムは270度の開始位相のパース ト波形 を設定 します。

30 !バ ース トにオフセッ ト電圧 を追加すると、 「ハーバサイン」が生成 されます。

40 :こ のプログラムは、IP_:Bイ ンタフェースを介 して受信 した トリガを使 って、

50 1シ ングル ・トリガを開始する方法も示 しています。

6 0  1

7 0  1

80   CLEAR 7                 !イ ンタフェースをクリアします ― 「装置クリア」を送 ります

90   ASSIGN CFgen T0 7■ 0        !!/0パ スをア ドレス710に指定 します

■00   0UTPUT cFgen′ “十RST“          !木 器 をリセッ トします

■■0 !

■20   0UTPuT cFgen′ "ouTP:LOAD 50"    !出
力終端は50Ω

■30  0UTPuT cFgen,"APPL:SIN 5000′ 5" :搬 送波は 5 kHzの正弦波 (5 Vpp)

■40   0UTPUT cFgen′ "BM:NCYC ■ "      !バ ース ト・カウン トは 1サ イクル

■5 0   0 U T P u T  c F g e nだ B M : P H A S  2 7 0 "    !開 始位相は2 7 0度

■60   0UTPuT eFgen′ "voLT:OFFS 2.5    ! オ フセッ ト電Eは 2.5mC

■7 0   0 U T P t t E  C F g e n′ " T R I G : S O U R  B U S r   :ト リガ信号源は
1: b u s "

■80   0UTPuT cFgen′ "BM:STAT ON"     !バ ース ト変調 をオンにします

■90 !

2 0 0  :本 器 をP : Bイ ンタフェースを介 して トリガします

2■0 !

220  0UTPUT cFgen,"'TRG"           !ま たは
"TR:GGR 710=:

2 3 0    E N D
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C/HP― lB(プログラム1)

/ ナ
ナ ★ ★ 彙 ★ 十 , ■ ★ , オ ナ ★ ★ 十 ★ 力 ★ ★ = ★ 彙 ナ ★ ★ 力 , ■ ナ ★ , ■ キ ★ , ■ ' ■ ' ' ■ ■ ■ , ォ キ ' オ キ ★ , 十 ★ ★ ★ 士 ★ ★

このプログラムは、270度の開始位相のパースト波形を設定します。
バーストにオフセット電圧を追加すると、 「ハーバサイン」が生成されます。
このプログラムは、HP―lBインタフェースを介して受信したトリガを使って、
シングル ・パース トを開始する方法も示しています。

★ ☆ オ ■ ■ ■ , ■ ■ , ■ ■ ★ ★ 鸞 士 , ■ 力 ★ ± ■ , 力 ★ ★ 士 ☆ チ ヤ ナ 十 ★ ★ ★ , オ ☆ 十 ☆ 十 力 ★ ★ ナ 十 ★ ☆ 力 十 十 , ォ キ ★ , 十 十 ★ ★

十include く stdio.h> /★printf Oに使用ナ/
絆inClude く std■ib.h>    /オ atOi O:こ侮ヒリ調ナ/
#inC■ude くstring.h>    /★ Str:en()|こ侮ヒリ調★/
十inc■ude く cfnc.h>

#define ADDR 7■ OL

rs t_c lear(  ) ;
out_$/aveform( );
burst_t r ig(  ) ;

/ * 7 y > 2 2 = > . J t f l . t 4 A t  /
vo id  rs t_c lear (vo id ) ;
void out_waveformlvoid; ;
void command_exe(char *commands [] ,  int length) ;
void burst_tr ig (void) ;
void check_error(char *func_name) ;

/ 鸞
彙 十 オ ■ ■ ' ■ ' , ■ ' オ ナ オ キ ★ ★ オ ナ 士 ★ キ 彙 , オ 士 ☆ ナ ' 力 ★ ★ ★ ■ , , ■ ' ★ ★ オ ★ ナ ★ ★ , ■ ■ , ■ , ■ ■ , ォ キ , ■

void main(vOid)    /'min oの スタート■/
〔

/★HP:Bコマンド・ライブラリからのヘッダ・ファイルナ/

/■IP―:Bアドレスを本器に設定★/

/t本器をリセットし、エラ
ー待ち行列をクリア十/

/★バ
ースト変調パラメータを設定彙/

/■本器をトリガ'/

〕

/ ・
t ' ■ ' ■ カナ★ナ十十■' キ ★, オ ★= ★ ★, * ☆ ☆力鸞■, 十 ★' 十 十力十十十* 士 ヤ' ■ ★, 十 , ■ , ■ 士★★, 十 ナt ,

void rst_c■ ear(vOid)

〔

/ナ本器をリセットして、エラ
ー待ち行列をクリアし、コマンドの完了を待ちます。

相釘および“田が完了すると、
‖
1‖が、tOPCコマンドから出カバッファに

送られます。■/

f■oat va■ ue′

IOOUTPUTS (ADDR′  ::力RST′ ★CLS′ ★OPC?"′  ■5),

IOENTER(ADDR′  &Value)′

〕

/ ' オ
オ☆☆■■' ★ 十★' 力 ★ナ十, オ ★, ' ' 十 ☆士☆ヤナカ十★★十☆☆■' ■ ■ナ★★ナカ十ナ十★■■■■, , ォ カ■, /
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・・・つづき

void outttwavefom(void)

〔

/★パ
ースト・カウント1、開始位相270度のパースト波形を設定します。
パースト波形は5 kH2の正弦波で出力振幅は5 Vppです。
2.5VDCのオフセット電圧が追加され、 「ハーバサイン」波形が生成されます。

「トリガ・バースト」モードが使われ、HP―IBインタフェースを介してトリガを受信すると、

本器はシングル ・パーストを出力します。'/

static char 'cmd string[]=

〔
OUTP:LOAD 50"′ /ナ出力終端は50Ω★/
"APPL:SIN 5000′ 5" ′   /オ 搬送波は5 kllzの正弦波(5 Vpp)士/
"BM:NCYC ■ "′

/十バ
ースト・カウントは1サイクル■/

"BM:PHAS 270"′
/士開始位相は270度十/

"VOLT:OFFS 2.5"′
/★オフセツ ト電圧は2 . 5 V D C ' /

"TRIG:SOUR BUS"′
/オトリガ信号源は

"bus"
"BM:STAT ON"

/十バ
ースト変調をオン|★

/

〕′                       二

します十/

/オファンクションを呼び出し、上記のコマンド・ストリングを実行します■/
COIIlmand_exe(cmd_String′  sizeof(cmd_String)/siZeof(char'))′

/★ファンクションを呼び出し、エラーをチェックします力/
check_error("outttWaveform")′

〕

/ ' ■
・' オ キ' オ ★士士士ヤォ☆, ■ ■■■ ■, ナ ☆t , , ■ ★士' オ 十オ★■, /

void command_exe(char tCCDIIlmands[]′ int ■ ength)

〔

/★ル
ープを使って、一度に 1個のコマンド・ストリングを実行しますオ/

int 100p′

fOr (■ 00p = 0, ■ 00p く■ength′  ■00p十 十)
〔
IOOUTPUTS(ADDR′ conlmands[■ oOp]′ Strlen(cOmmands[■ oOp])),

]

}

/ ★
☆☆' t t ' オ ナ* ★ ォキヵ士★ォ★士★ * ,オ■■オナナキ十十■,オ*☆ナ/

250
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void check_error(char 'func_name)

〔

/★エラー待ち行列を読み取って、エラーが発生したかを調べますオ/

char message[80〕 ′
int ■ ength = 80′

IOOUTPUTS(ADDR′  i:SYST:ERR?‖ ′ 9) /tエ ラー待ち行列を読み取ります■/
IOENTERS(ADDR′  message′  &■ ength)′     /オ エラー ・ス トリングを入力★/

whi■ e (atoi(message) ! = 0)

[
/カエラーすべてを読み込むまでループ■/

printf("Error 3s in functiOn ts＼ n＼n"′ meSSage′  func_name)′
IOOUTPUTS(ADDR′  "SYST:ERR?‖ ′ 9)′
IOENTERS(ADDR′  message′  &■ ength)′

〕

}

/ ' オ
★カオ* ■ ■' オ ナ■■キ★キ* 士 ■力, 力 ★, ■ ナ☆ナ★ォオキナ, ■ , ★ 彙= オ キ■ヵォキカ★ォ★, , ォ ★★ォヵ■, /

void burst_trig(VOid)

{

/■本器をトリガしてシングル ・バース トを出力します。
連続バース トを出力するには、 ト リガ信号源を変更して

‖
imediate"にします。

トリガ信号源を変更するには、
1■
RIG:鉤mi耐

=を・
out waveforr=関数で

送ります力/

100UTPUTS(ADDR′  "★ TRG‖ , 4); /■または
"! O T R I G G R ( A D D R ) ; "■

/

〕

/ * ナ
' オ カナ★■力☆, ★ * ☆ 十ォ☆ナ士☆十= ヵ , ★ * = 十 , ■ ■■■, オ 士ナキヤ★, オ カ彙ヤカ★ォヵ* ★ キ■, ★ ナ★★

/

プログラム 1の終了



低レベル ・コマンドの使い方

このプログラムで、つぎの概念を示します。

0低 レベル・コマンドを使ってAM波形を設定する方法

● オSAVコ マンドを使って、機器構成をメモリにストアする方法

HP BASiC/HP―lB(プログラム2)

■0 !

20 !こ のプログラムは低 レベルのま潤 コマン ドを使 って本器 を構成 し、

30 :AM波 形 を出力 します。このプログラムは、 「ステー ト・ス トア機能」を使って機器構成 を

40 !メ モリにス トアする方法も示 しています。

50  !

6 0  !

70   CLEAR 7                 !イ ンタフェースをクリア ー 「装置クリア」 を送 ります

80    ASSICN CFgen T0 7■ 0           :1/0パ スをア ドレス710に才旨定

90     0UTPUT cFgen;"tRST"             !本 器 をリセッ ト

■00 !

■■0  0UTPuT cFgen′ "OUTP:LOAD 50"   !出
力終端は50Ω

■20  0UTPuT cFgen′ "FUNC:SHAP SIN‖   !搬 送波は正弦波

■30    0UTPuT cFgen′ "FREQ 5000,vOLT 5" !搬
送波は 5 kHz(5 Vpp)

■40  0UTPuT cFgen′ “AM:INT:FUNC SIN" !変 調波形は正弦波。

■50  0uTPuT cFgenillAM:INT:FREQ 200" !変 調周波数は20mz

■60    0uTPuT cFgen′ "AM:DEPT 80・
       ! 変 調度はa潟

■70   0UTPUT cFgen;"AM:STAT ON"      !AM変 言月をオン

■80 !

■90   0UTPuT eFgen′ "'SAV■ "         !メ モリ1に ステー トをス トア

200 !

2■0  !  崎 ∝ 1; !コマン ドを使って、ス トア したステー トをリコール

220 !

230    END
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QuickBASiC/HP―lB(プログラム2)

REM SINCLUDE: ′ QBSETUP′

′ こ のプログラムは低レベルのSCP:コマンドを使って本器を構成し、
′AM波形を出力します。このプログラムは、 「ステート・ストア機能」を使って
′機器構成をメモリにストアする方法も示しています。なお、このプログラムは
′QuickBASiCを使って書かれたもので、HP 823358 HP iBカードと椰LiBコマンド・
′ ラ イブラリを使用しています。

ISC& = 7

Dev& = 7■ 0

Timeout = 5

′‖L:Bセレクト・コードは
・
7"

′ :/0パスをアドレス710に指定

′装置ライブラリを5秒のタイムアウトに設定
CALL IOTIMEOUT(ISC&′  Timeout)

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

CALL IORESET(ISC&)            ′  P82335B HP― iBカー ドをリセッ ト

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

C A L L  I O C L E A R ( D e V & )         ′ 装置クリアを本器に送信

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

CALL IOREMOTE(Dev&)         ′  本 器 をリモー ト・モー ドに設定

IF PCIB.ERR く ' NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

Info■ S = "☆ RST"                ′  4雨:器をリセット

Length■ t = LEN(Info■ 5)
CALL 100UTPuTs(Dev&′  Info■ 5′ Length■ 3)

IF PCIB.ERR く ' NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

Info■ S = “ouTP:LOAD 50"
Length■ 3 ‐ LEN(Info■ S)

′ 出 力終端は"Ω

CALL IOOUTPUTS(Dev&′  Info■ S′ Length■ 3)

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

Info■ S = "FUNC:SHAP SIN"

Length■ t = LEN(Info■ S)

′搬送波形は正弦波

CALL IOOUTPuTS(DeV&′  Info■ s′ Length13)

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

Info■ s = nFREQ 5000,voLT 5"    ′  盤鷺送力度は 5 kHz(5 Vpp)

Length■ = = LEN(Info■ ')

CALL IOOUTPuTS(Dev&′  Info■ S′ Length■ 3)

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR



・・・つづき

Info■ s = "AM:INT:FUNC SIN‖

Length■ t = LEN(Info■ S)

変調波形は正弦波

CALL 100UTPUTS(Dev&′  Info■ S′ Length■ 3)

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

Info■ s = “ AM:INT:FREQ 200‖

Length■ 3 = LEN(InfO■ S)

′ 変 調周波数は20mz

CALL IOOUTPUTS(DeV&′  Info■ S′ Length■ 3)

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

Info■s = ::AM:DEPT 80"
Length■ 3 = LEN(InfO■ S)

′ 変 調度は8眺

CALL IOOUTPUTS(DeV&′  Info■ S′ Length■ 8)

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

Info■s = 'IAM:STAT ON::

Length■ t = LEN(InfO■ 5)

′ AM変調をオン

CALL 100UTPUTS(DeV&′  Info■ S′ Length■ 2)

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

Info■ s = ‖ sAV ■
・

Length■ t = LEN(InfO■ 5)

′ メ モリ1の ステートをス トア

CALL IOOUTPUTS(DeV&′  Info■ S, Length■ 3)

IF PCIB.ERR く > NOERR THEN ERROR PCIB.BASERR

′ " I R∝ 1 "コマン ドを使 って、ス トアしたステー トをリコール

END

プログラム 2の終了

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

HP―lBを介 して任意波形をダウンロードする方法

このプログラムで、つぎの概念を示します。

IP―IBインタフェースを介して波形ポイントのセットを定義し、揮発性メモリにポイント
をダウンロードする方法。ダウンロードした波形は、計算した立ち上がり時間および立
ち下がり時間の方形波パルス(4,000ポイント)です

ダウンロードした波形を不揮発性メモリにコピーする方法

HP BASiC/HP―lB(プログラム3)

■0 :

20 !こ のプログラムは、計算した立ち上がり時間および立ち下がり時間
30 !の 方形波パルスを任意波形ファンクションを使ってダウンロードし、
40 !出 力します。波形は、ASC!:データとして本器にダウンロードした
50 !40∞ ポイントでできています。
60 !

70     oPTIoN BASE ■

80    DIM WavefOrm(4000)       !配 ,1サイズを4000エ レメント|こ設定
90     1NTEGER I                  !整 数の変数を宣言
■0 0   C L E A R  7              ,ィ ンタフェースをクリアー 「装置クリア」を送信
■■O   A S S I G N  C F g e n  T 0  7■ 0      ! 1 / 0パ スをアドレス7 1 0に害:当
■20   ouTPuT cFgen′ "■RST"       !本 器をリセット
■30 !

■40    FOR I =■  T0 5

■50  waveform(I)=(I― ■)/5     !立 ち上がり時間の設定(5ポ イント)
■60    NEXT I

■70 !

■80    FOR I=6 To 205

■90     w a v e f o r m ( 1 ) =■         !パ ルス幅の設定(2∞ポイント)
200    NEXT I

2■0 !      ´

220    FOR I=206 T0 2■ 0
230    waveforrn(I)=(2■ 0-I)/5  !立 ち下がり時間の設定(5ポ イン ト)
240    NEXT I

250 !

260    FOR I=2■ ■ To 4000

2 7 0     w a v e f o r m ( I ) = 0        !残 りのポイントをゼロに設定
280    NEXT I

290 !

255
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300 !デ ータ ・ポイン トを配列から揮発性 メモリにダウンロ
ー ド

3■0 !

320    DISP "Down■ oading Arb..."

330    0UTPUT CFgen′ “DATA VOLATILE′ "′Waveform(★ )

340    DISP "Down■ oad comp■ ete':

350 !

360   00TPUT CFgen′
"DATA:COPY PULSE′

 VOLATILE"  !任 意波形を不揮発性 メモリにコピ
ー

370  0UTPUT CFgen,"FUNC:USER PULSE"        !有 効な任意波形 を選択

380  0UTPUT CFgen′ "FUNK:SHAP USER"         !選 択 した任意波形を出力

3 9 0  1

400   0UTPUT CFgen′ "OUTP:LOAD 50"             !出 力終端は"Ω

4■0   0 U T P U T  C F g e n′ " F R E Q  5 0 0 0 , V O L T  5“         !出 力周波数は 5  k H z ( 5  V p p )

420 !

430    END

C/HP― :B(プログラム3)

/ ナ
' ' ■ ■■' ■ ' オ , , ■ , 十 ★t , 力 ■' ■ ' 十 ★ヤ十オ士ナナナ★十ナ★士ナ十力十, ' オ オ十ナ十十' オ 十士オ★オナ' カ

このプログラムは、計算した立ち上がり時間および立ち下がり時間の

方形波パルスを任意波形ファンクションを使ってダウンロードし、

出力します。波形は、なH:デ ータとしてP―lBインタフェースを介して

ダウンロードした40∞ポイントでできています。

■, ■ , ■ ' ' ■ ' オ 士オ士☆士, 十 ☆十十★★★彙十十★★★十★, オ ■, オ ' ■ ' ■ , ■ ■彙★★十★☆ナ十★' ★ ★★★★キ/

#inc■ude くstdio.h>     /オ printf O:こ偶日J調'/

1inc■ude くstd■ib.h>    /★ mal:∝0, free O, atoi O:こt日明★/
1inc■ude くstring,h>    /☆ Strien():こ傷U調オ/
1 i n c■u d eく cf u n c . h >    /★ H卜lBコマンド・ライブラリからのヘッダ。ファイル■/

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

#define lsc 7L

ldefine ADDR 7■ OL
/*jP-tBJP,v, l- . a- t:t*l**/
,/',lP-tBv F LZ tt:ft:t#'E r, /

/ * 7 ' r 2 2 ) = >  . 7 A l , t 4 J * /

vo id  rs t_c lear (vo id ) ;
vo id  ge t_data(vo id ) ;
void download_data ( f loat *wavef orm, int numpoints ) ;
void outlwaveformlvoid; ;
void command exe(char *conmands[],  int length) ;
void check_error(char *func_name) :

/ /  
* ' t  *  *  L * ) ,  * ' t  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  ** *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *  *



・・・つづき

void main(vOid)

〔

rst_clear()′

get data(),
outttwaveform(),

〕

/ 十
★ 彙 ' 十 ■ ' 十 ナ ナ ナ , 力 ' , ■ , ■ , ■ ■ , ■ ■ ■ ★ ナ ★ ★ ■ , ■ ■ オ , ■ ★ t , , , , ■ ■ , 十 ★ ★ , ■ ■ ★ ★ , 士 ☆ 十 キ 士

/

void rst_c■ ear(vOid)

〔

/'本 器をリセットし、エラ
ー待ち行列をクリアしてコマンドの完了を待ちます。

*R釘およびIc_sが完了すると、
・
1"が、9PCコ マンドから出カバッファに

送られます■/

f■oat va■ ue′

100UTPUTS(ADDR′  ':十RST′ 'CLS,士 OPC?"′  15)′

IOENTER(ADDR′  &va■ ue)′

〕

/ キ
★ ' ■ ' ・ ' ■ ・ ■ , ' ★ オ ★ , , ■ , 力 ★ ★ ★ ★ ナ ナ ★ ★ 士 十 ★ t t ' ■ 力 ' ■ ■ ■ ★ , ォ 十 ナ ★ , ■ ■ ■ , 十 , ★ 鸞 力 ★ ★

/

void get_data(void)

{

/オ配列に40∞ポイントをロ
ードし、立ち上がり時間および立ち下がり時間を

250ns、またノウレス幅を10 μ sに設定します("ωt wavefor♂ファンクションでは、

出力周波数は5 kHzに設定)オ/

f■oat 'waveform′

int ■ oop′  num pOints = 4000′
waveform = (f■ Oat■ )ma■ ■OC (num points ' sizeof(f■ Oat))′

fOr (100p = ■ , ■oop 5, ■ oop++)

〔
waveform[■ 00p]=(f■ Oat)(100p― ■)/5′   /オ 立ち上がり時間の設定(5ポ イント)'/

fo r  ( loop  :  6 ;  loop  < :  205;  looP++;

t
waveform[1oop]  :1 ' /'パ ルス幅の設定(10ポイント)'/

/■min Oのスタ
ート'/

/'本器をリセットし、エラ
ー待ち行列をクリア■/

/'波形データ・ポイントを計算十/
/十ポイントをダウンロ

ードし任意波形を出力★/

fo r  ( loop  :  2Q6;
t

waveform[1oop]

l

loop 2■ 0, ■ oop+十 )

= (f■ Oat)(2■ 0-■oop)/5′ /士立ち下がり時間の設定(5ポイント)☆/
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fOr (■00p = 2■ 1′ ■oop く= 400o, loop+十 )
[
waveform[■ OOp]=0′           /*残 りのポイントをゼロに設定士/

〕

/キファンクションを呼び出し、40∞データ・ポイントを揮発性メモリにダウンロードします力/
dcDwn■oad_data(Waveform′  num=points)′

/オフリ
ー・メモリをデータ・ポイントに害」当・/

free(Waveform)′

〕

/ ±
・' ・ ' ★ キオ・■カキ, オ * カ カ★オ■オ☆★十★■キカ■, , ォ ォォ■★十力★★' ★ キナ★力* ☆ ナ☆* ☆ ■■, オ カヤ/

void down■ oad_data(f■ Oat ■waveform′  int num=points)
〔

/士波形配列(4●Xlポイント)を揮発性メモリにダウンロードします。
本器は、任意波形データを1個の連続ブロックとして受信するように

なっています。このために、データをダウンロードするまで、
キャリッジ・リターン(CR)およびライン・フィード(LF)の使用を抑止します■/

static char state[2]= [■ 3′■0]′    /オ  ASC!! 13=キ ャリッジ
・ リターーン、

A S C H  1 0 =ライン・フィード★/

/ ■ まず E O : ( E n d ―o r―! d e n t i f y ) および E O L ( E n d  o f ―L i n e ) をデ ィスエ
ーブルに します* /

10EOI (ISC′ 0), IOEOL (ISC′  " ::′ 0)′

/ t‖D A T A  n A T‖L E "ヘッダを送 って、c R / L Fを抑止 します ☆/

printf(''Down■oading Arb...＼ n＼n")′
IOOUTPUTS (ADDR′  :'DATA VOLATILE′

"′14)′

/★EO:およびEOLをまたイネ
ーブルにして、通常のHP―lB動作にし、データを送 りますナ/

10EOI (ISC′ ■), IOEOL (ISC′  State′  2);

/ォllnrrPuTAを使 って、波形デ
ータをバロ !配列として出力します☆/

100UTPUTA (ADDR′  waveform′  num=points),  printf("Down■ oad Comp■ ete＼ n＼n")′

/オファンクションを呼び出 し、エラーをチェックします■/    c h e C k _ e r r o r ( " d O W n■ o a d _ d a t a " ) ,

]

/ ☆
オ鸞十オ☆ナオキオオ☆= ☆ = ■ , オ ' ■ , , オ キ■■ォナ* , キ ォ士, ★ , , オ ★オ' ★ 十★★■, ' 十 ★' オ オ★■, , オ /
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■
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void Outttwaveform(void)

[

/★出力周波数を5 kHz、振幅を10Vppに設定し、任意波形を出力します■/

static char tcmd_string[]=

〔

/★任意波形を不揮発性メモリに
"PtlLSE"の

名前でコピーします力/
‖DATA:COPY PULSE′  VOLATILE"′
″FUNC:USER PULSE″ ′   /■ 有効な任意波形を選択十/
‖FUNC:SHAP USER" /■選択した任意波形を出力士/
〕′

/オファンクションを呼び出して、上記のコマンド・ストリングを実行しますヤ/
command_exe(cmd_String′  sizeof(Cmd_string)/sizeOf(Chart))′

/十ファンクションを呼び出して、エラーをチェックします☆/
check_error("outttWaveform")′

〕

/ 鸞
力★十キ■★■ナ* オ ☆* * , オ ★オオ* キ ャ彙★鸞★十, ■ , 力 ☆十ナ■' オ カナ= ± ■, ★ ■■, ォ ォ■, ォ ナカ士★ォ十

/

void corrlmand_exe(char オ ccIIIlma nds[]′ int ■ ength)

{

/ナループを使って、一度に1個のコマンド・ストリングを実行します士/

■nt ■ oop′

fOr (100p = o, 100p く  ■ength, ■ oop+十 )
〔

IOOUTPUTS(ADDR′  commands[100p]′  Str■ en(commands[■ oop]))′

}

/t出 力終端を50Ωに、出力周波数を5 kH2(5 Vpp)に設定します■/
100UTPUTS(ADDR′  “OUTP:LOAD 50::′  ■2);

IOOUTPUTS(ADDR′  "FREQ 5000, vOLT 5"′  ■6)′

〕

/ ' 大
☆オキナ☆' オ ■カキ十= , オ キナオ■, ォ 十カナナ, ォ キ★* 力 = カ オ☆★■■ナナ十ナ十力■ォ■■, , ■ , ■ ■ォナォ

/

259
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void check_error(char ★ func_name)

〔

/★エラ
ー待ち行列を読み取り、エラーが発生したかを調べますナ/

char message[80]′

int ■ ength = 80′

100UTPUTS(ADDR′  "SYST:ERR?"′  9);    /★ エラー待ち行'1の読み取り'/

10ENTERS(ADDR′  mesSage′  &■ ength)′    /士 エラ
ー ・ストリングの入力★/

w h i■e ( a t o i ( m e s s a g e ) ! = 0 )        /☆ エラーすべてを読み取るまでループ■/

〔

printf(・ Error ts in function ts＼ n＼n′ meSSage′  func_name)′

IOOUTPUTS(ADDR′  l'SYST:ERR?!'′  9),
IOENTERS(ADDR′  meSSage′  &■ength)′

]

〕

/ ナ
ナ★★* ' オ ★' ナ ' カ キオ十ナナナ★士十★★十オ☆十★■, , オ 士★★, ■ ■■' 力 ' オ ★' オ ' 士 ナナ★ナ☆★★■' ■ /

プログラム 3の終了
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ステータス ・レジスタの使用法

このプログラムで、つぎの概念を示します。

ステータス・レジスタを使って、SCPIエラーが発生した場合に割り込みを発生させる方
法。このプログラムは、ステータス・バイトおよび標準イベント・レジスタを設定して、
エラーが検出された場合にコントローラに割り込みます

エラーが発生した場合に割り込みをかける方法、およびsYST:ERR?コ マンドで本器
のエラー待ち行列を読み取る方法

HP BASiC/HP―lB(プログラム4)

■0  !

20 :こ のプログラムは、ステータス ・レジスタを使って、
30 :SCP:エ ラーが発生した場合に害1り込みを発生させます。本器は、
40 !F‖波形を出力するようにプログラムされています
50 !

60     cLEAR 7 !インタフェー

70   A S S I G N  e F g e n  T 0  7■ 0            ‐

スをクリア ー 「装置クリア」を送ります

80    coM cFg(                1/0パ
スをア

an                   ド

レス710に割当

90   1NTECER              !サ

ブプログラ'ムで同 じア ドレスを使用

■00  ouTPuT(Hpib′

Mask′ va■ue′B !整 数の変数 を宣言

]Fgen′
:'オRST"

. .。 !                    !本

器 をリセッ ト

■20 !エ ラー ・チェ ッヽクを設定

■30 !

■40    Hpib=7

■50   oN INTR                 !P~:Bセ

レク ト・コー ドは
= = 7 : :

H p i b  C A L L  E r■ m S g  !エ ラー発生時にサブプログラムを呼び出します
■60    Mask=2 !ビ ッ ト1は sRQ

■70    ENABLE INTR Hpib′ Mask

1 8 0  !                     ! S R Qを

イネーブルにしてプログラムに害lり込みます

■90    ouTPuT cFgen,"'cLS" !ステータス ・

200   0uTPuT cFgen,"★sRE 32"            ジ
スタをクリア(これまでのエラーをクリア)

2■0                      !ス
テータス・

!イネーブルに

バイトの 「標準イベント」ビットを

220   ouTPuT cFgen,"☆ ESE 60"             し
て:EEE-488 SRQライ

!エラー・ビッ          ン

を引きます

23 0
卜(2、 3、 4、または5)をイネーブルにして

!ステータス・バイトの 「標準イベン
2 4 0

卜」ビットを設定し、
!動作の完了を待ちます。
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2 5 0  !

260 !本 器 を設定 して、FM波形を出力 します。

270 !

280    0UTPUT CFgeni‖ OUTP:LOAD 50"

290    0UTPUT cFgen′ "APPL:SIN 5000′
5"

300

3■0    0UTPUT CFgen′ "FM:INT,FUNC SIN"

320    0UTPUT cFgen′ ::FM:INT:FREQ 500

330    0UTPUT cFgeni"FM:DEV 250"

340    0UTPUT cFgen′ 'IFM:STAT ON"

350 !

360    0UTPUT cFgen′ :'★OPc?1:

370    ENTER CFgen,Va■ ue

380 !

390    0FF INTR Hpib

400    END

410 !

4 2 0    S U B  E r r  n t s g   !エ ラー発生時にエラー

430      DIM MessageS[80]

440      1NTEGER Code

450      COM cFgen
460      B=SPOLL(CFgen)

470

480 !

490 :エ ラー待ち行列がクリアになるまでループ

500 !

5■O      REPEAT

520        0UTPUT cFgen′ ''sYST:ERR?"

530        ENTER cFgen′ Code MessageS

540        PRINT Code′ MessageS

550      UNTIL Code=0

560      STOP

570    SUBEND

出力終端は50Ω

搬送波形は正弦波ファンクション、

出力周波数は5 kHz(5 Vpp)

変調波形は正弦波

変調周波数は50m2

周波数偏差は25mz

FM変調をオン

!"1‖を送って、完了時にバッファを出力

!数値を入力

!割り込みをディスエーブル

・サブプログラムを呼び出します

!エラーの配列サイズの設定

!整数の変数を定義

:メイン・プログラムと同じアドレスを使用

!シリアル・ポールを使ってステータス・パイトを読み取ります

!(ビットもすべてクリアされます)

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■



C/HP―:B(プログラム4)

/ 彙
カ オ ナ カ ★ ★ キ ★ 士 , ★ 十 ★ ★ ★ , オ ■ ■ , ■ ヵ , ■ , ★ ★ ★ , オ ☆ ナ ナ ★ ■ , ☆ ■ ■ ■ ★ 十 士 , , ォ ナ キ , 士 ★ ★ ★ ☆ ☆ ★ ★ ★

このプログラムは、HP 33120Aステータス・レジスタを使って、
“円エラーが検出された場合に害1り込み発生させます。本器は、
FM波形を出力するようにプログラムされています。

/ オ
★' ■ ' ★ ★彙★十★力鸞★★= ★ 力彙★★★★ナ, 十 , ★ ★★★★★, ■ , オ = カ キ, ■ 力★, ■ ■■■■■■, ■ ★= , ォ 十

linclude く stdio.h>

#include く std■ ib.h>

linc■ ude く string.h>

#inc■ ude く cfunc.h>

#define lsc 7L

ldefine ADDR 7■ OL

/オファンクション
・プロトタイプ★/

void rst_clear(vOid)′

void setup_status(void)′

void outttwaveform(void)′

vo id  main(vo id )

t
rs t_c lear(  ) ;
setup_status ( ) ;
out_\^/aveform( );

/'printf oに使用'/

/*atOi Oに使用十/
/士Str!en oに使用'/

/★HP―iBコマンド・ライブラリからのヘッダ・ファイルキ/

/■情L:Bセ レクト・コードを害」当★/
/士HP―!Bアドレスを本器用に設定■/

/★min Oのスタ
ート'/

/'本 器をリセットし、エラー待ち行列をクリアオ/
/☆HP 33120Aステ

ータス・レジスタを設定力/
/★周波数掃引パラメータを設定★/

void coIIlmand_exe(char 'cOmmands[]′ int ■ ength)′

void check_error(char ■ func_name):

/ ナ
オカ士ナ★= ★ 力★オ★十■■, ■ , ォ カ☆☆, ■ ■★オ, オ ☆オ* ☆ 十オ☆オ士±■■■, ■ , ■ ■, ォ t , , ォ 士★ナ★, ォ

]

/ ■
■' ■ ☆ナキナ■, ■ ■■, ■ ★☆ナ★力十★★ナ±■■, 十 ★オ= 力 ★ナカキ= ナ ★キ★* ナ ★, ■ ■☆ナ十カォォ★★★★士

/
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void rst_clear(vOid)

〔

/★本器をリセットし、エラ
ー待ち行列をクリアにしてコマンドの完了を待ちます。

tR釘および電厖が完了すると、
・
1"が、9PC?コ マンドから出カバッファに送られます力/

f■oat va■ ue′

100UTPUTs(ADDR′  ::'RST′ オCLS′ 'OPC?"′  ■5)′

■OENTER(ADDR′  8value)′

〕

/ オ
十 ナ ' ■ ' 十 彙 十 十 ★ 彙 十 ■ , ■ , 力 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 士 十 ☆ カ カ キ カ 十 彙 ■ ■ ■ ■ 力 ' ■ ' , オ カ = 力 十 ナ ☆ カ オ ナ ★ ★ ★ ★ ' /

void setup_status(void)

[

/★エラーが検出されると、必ず割り込みを発生させます。
スタータス・レジスタをイネーブルにして割り込みを発生するには、
ステータス・バイトおよび標準イベント・レジスタのビットをイネーブルにする

必要がありますオ/

/ナステ_タ ス・バイトのビット5「標準イベント」をイネーブルにして、

標準イベント・レジスタからのアクティビティを認識します(2^5=32)'/

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

100UTPuTs(ADDR′  ':☆SRE 32':′ 7)′

/'標 準イベント・レジスタのビット2、 3、 4
ステータス ・パイト(2^2+2‐3+2^4+2‐ 5

100UTPuTs(ADDR′  ::+ESE 60"′  7)′

および5をイネーブルにして、
=60)に 割り込みます■/

}

/ ★
ナ★★★★■★★彙十ナ★ヵ, ■ , ★ 彙力★★, , ■ , ★ 十★十★★彙ナ彙★★★, 十 ☆★= ★ 彙, ■ ' ' オ ★ナ★★■, ■ , /



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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void Outttwaveform(void)

[

/★波形を設定してFM変調をイネーブルにします。搬送波形は

5 kHZの正弦波で、変調波形は50側zの正弦波です。
ビーク周波数偏差は250HZですt/

float va■ ue′

■nt stat_ ond′

static char 'cmd_string[]=

〔
"OUTP:LOAD 50"′

/☆出力終端は50Ω十/
"APPL:SIN 5000′ 5"′   /☆ 搬送波形は正弦波、

"FM:INT:FUNC SIN‖
′

"FM:INT:FREQ 500''′

"FM:DEV 250"

出力周波数は5 kHz(5 Vpp)★/

/オ変調波形は正弦波キ/

/★変調周波数は50mzt/

/力周波数偏差は250Hz'/

]′

/★ファンクションを呼び出して、上記のコマンド・ス トリングを実行します★/
COIIlmand_exe(cmd_String′  sizeof(cmd_String)siZeof(Char★ ))′

/士掃引をオンにして、設定が完了 したら出カバ ッファに
"1"を
送 ります★/

100UTPUTS(ADDR′  "FM:STAT ON′ キOPC?::′ ■7)′

IOENTER(ADDR′  &value),

/'SRQラ インのステ
ータスを調べます。エラーが発生すると、

・
1‖を応答します☆/

10STATUS(ISC′  ■′ &stat_cond);

if (Stat_cond)

〔
c h e c k _ e r r o r ( " o u t t t W a f e f o r m " )′ /オ フアンクションを呼び出し、エラーをチェックします■/
〕
e■se

{

printf("No Errors were DeteCted.＼ n＼n‖)′
]

/キシリアル ・ポールを使ってステータス・バイトを読み取り、ビットをすべてクリアしま,/
10SPOLL(ADDR′  &stat_cond)′
〕

/ 1 + オ
☆■■■十' オ 十★★★★★十★★★ナ★= , オ キ★★★十彙☆十☆' オ オ★★, ■ ★十★★■■ナ☆★t , 彙 ★★☆, オ カ

/
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void coIIIInand_exe(char ,coIIlmands I]′ int ■ ength)

{

/キル
ープを使って、一度に 1個のコマンド・ス トリングを実行します■/

int ■ oop′

fOr (■ 00p = 0′  ■oop く  lengthi loop+十 )

〔
IOOUTPUTS(ADDR′  conlmands[■ oop]′  Str■ en(cCInlmands[■ 00p]))′

〕

〕

/ ナ
士 ナ ★ ナ 彙 ★ ★ ★ ★ ★ ' ■ ★ オ カ ナ ナ ' ■ ' ★ 十 十 = ★ ☆ ナ ★ ■ ★ ★ ★ オ 十 , ■ ' ■ ★ カ キ カ ナ ★ ★ ★ 力 ★ ★ ■ ■ ' オ カ t , オ

/

void check_error(char ☆ func_name)

〔

/ナエラ
ー待ち行列 を読み取 り、エラ

ーが発生 したかを調べます■/

char message[801,

int length = 80′

IOOUTPUTS(ADDR′  "SYST:ERR?"′  9)′     /十 二ラー待ち行ラリの読み取 り■/

10ENTERS(ADDR′  meSSage′  &■ ength),    /☆ エラー ・ス トリングの入力彙/

whi■ e (atoi(message) !=0)

〔

/■エラ
ーをすべて読み取るまでループカ/

printf("Error ts in function ts＼ n＼n"′ meSSage′  func_name),
IOOUTPUTS(ADDR′  ::SYST:ERR?:1′  9)′
IOENTERS(ADDR′  message′  &■ength)′

〕

〕

/ ★
十 ☆ ' オ ナ ' オ ★ , オ 十 * 力 士 士 ★ ' ■ ■ ■ , 士 十 オ ナ 鸞 彙 士 , ■ , 十 , 力 鸞 ★ ★ = ★ ★ ■ ' ■ ' ' オ ナ ' ■ オ , ■ ■ , オ 士 士

/

プログラム4の終了
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■
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RS-232を介 して任意波形をダウンロー ドする方法

このプログラムで、つぎの概念を示します。

・ 二 進波形ポイントのセットを定義し、揮発性メモリにポイントをダウンロードする方法。
ダウンロードした波形は、ダンプした正弦波です

0 ダ ウンロードした波形を不揮発性メモリにコピ,す る方法

HP BAS!C/RS232(プログラム5)

1 0  !

20 :こ のプログラムでは、RS-232インタフェースを介 し、

30 !二 進データを使 って任意波形 をダウンロー ドする方法を示 します。
40 !プ ログラムは、 16,000ポイン トを使って、ダンプした正弦波 を生成 します。
50 !

60     oPTIoN BASE ■

70     coNTROL ■ 0′3′9600                    !Pcを 9600ボ ー`こ構"XOm曖 )
80     coNTROL ■ 0′4′7                      1Pcを パ リティなし、 8ビ ッ トに構成
90     1NTEGER Waveform(■ 6000)′  I′  Ncyc■ es  !配 列およιド変委kの1ナイズ設定
■00  REAL Damp_factor               !実 際の変数を定義
■■O  ASSIGN eFgen T0 1o             !装 置ア ドレスは10

■20  ASSIGN eBin To lo′ FORbIAT OFF      !イ ンタフェースを二進データ用に準備
130   ouTPuT cFgen′ “十RST"              !本 器の リセッ ト
1 4 0  !

■5 0    o u T P u T  c F g e n′ " s Y S T : R E M "           !リ
モー トRS - 2 3 2モー ドをイネーブル

■60   o u T P u T  c F g e n′ " F O R M : B O R D  S W A P "       !デ ータ 。バイ トをスワップ(L S Bを最初に送信)
■70   o u T P u T  c F g e n′ " F R E Q  5 0 0 0 "          !出

力周波数は 5 k H z

■8 0   o u T P u T  c F g e n′ " o u T P : L O A D  5 0 "        !出
力終端は50Ω

■90   o u T P u T  c F g e nだ V O L T  5 "            !出 力振幅は 5 V p p

2 0 0  !

2■O   Ncyc■ es=■ o   :サ イクル数の定義

220  Damp_factor=-5   !ダ ンピング ・ファクタの定義
2 3 0  !

240 !デ ータ ・ポイン トの計算

250 !

260    DISP 'iCa■ culating Data Points..."

270    FOR I=■  TO ■ 6000

280      1F Iく 14000 THEN

290        waveform(I)=sIN(2'PI★ Ncyc■ es'1/■ 4000)■ 2047

300        waveform(I)=waVeform(I)'EXP(Damp factOr'1/■ 4000)

3■O      ELSE

320        waveform(I)=0

330      END IF

340    NEXT I
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3 5 0  !

360 !デ ータ ・ポイン トを揮発性 メモリにダウンロー ド

370 !

380    DISP "DoWn■ Oading Arb..."

3 9 0    0 U T P U T  c F g e n′ " D A T A : D A C  V O L A T I L E′ 1 5 3 2 0 0 0‖ ′   !バ イナリ
・ブロック ・ヘッダの出力

40 0    W A I T■  :イ ンタフェースを待機

4■0  0 U T P U T  c B i n , w a v e f o r l n (ナ )′               !バ イナリ ・ブロックの出力

42 0    W A I T  l  !イ ンタフェースを待機

43 0    0 u T P U T  c F g e n′ "′'O P C ? "   !タ ーミネータを送り、ダウンロ
ー ドを待って、完了。

44 0    E N T E R  e F g e n i V a■ u e  l数 値の入力

450    DISP :'Down■ Oad Comp■ eten

460 !

470   0uTPuT cFgen′ ‖DATA:COPY DAMP_SINE′  VOLATILE"  !不 揮発性 メモリにコピ
ー

480  0UTPuT cFgen′ ‖FUNC:USER DAMP_SINE"        !有 効な波形 を選択

490  0UTPUT cFgen′ "FUNC:SHAP USER"            !選 択 した波形 を出力

500    END

QuickBAS:C/RS-232(プログラム5)

′ こ のプログラムでは、R鉾232インタフェースを介し、バ馴 :データを使って
′任意波形をダウンロードする方法を示します。プログラムは、1,000ポイントを
′使って、ダンプした正弦波を生成します。

npnts=■ 000

NCYCLES = ■ 0

DAMPFACTOR = -5

DIM waveform(npntS)  ′ 波形配列のサイズ設定

′ u12を 9600ボー、偶数パリティ、7デ ータ ・ビット、2ス トップ ・ビットに設定、
′Remest to Send(rs)の検出の抑止、データ搬送波検出ライン(cd)のタイムアウトを設定、
′ お よび出力をライン・フィー ド(lf)で終端。

OPEN ''com2:9600′ e′7′2′rs′cd′■f′pe" FOR RANDOM AS I■  LEN = ■ 000

PRINT #■ ′ ":SYST:REM"

PRINT 十 ■′ "ナ RST"

PRINT 十 ■′ "FORM:BORD SWAP"

PRINT I■ ′ :lFREQ 5000"

PRINT l■ ′ ‖OUTP:LOAD 50"

PRINT #■ ′ ‖VOLT 5"

′ リ モー トRS-232モ ードをイネーブル

′ 波 形のパ自 :ポイント数を定義
′ サ イクル数を定義
′ ダ ンピング・ファクタを定義

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

本器をリセット

データ ・バイトのスワップ(LSBを最初に送信)

出力周波数は5 kHz

出力終端は50Ω

出力振幅は5 Vpp
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■

■

■

■

■

■

■

■
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■

■

■

■

■
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′ デ ータ・ポイントを計算

PRINT "Ca■ cu■ating Data Points...:'

pi =  3.1415
FOR I = TO npnts

waveform(I)= EXP(DAMPFACTOR ★  1 /npntS)' SIN(2 ' pi

NEXT I

′
揮発性 メモリにデータ ・ポイン トをダウンロー ド

PRINT "Down■ oading Arb..."

PRINT #1′  "DATA VOLATILE′
"′

FOR I = l TO npnts ―  ■

PRINT +1′  STRS(waveform(I))+"′
':′

NEXT I

PRINT #■ ′ STRS(waveform(npntS))

PRINT+1′  'OPc?"    ′ ダウンロー ドが完了するのを待ちます。
LINE INPUT I■ ′ resps

オ NCYCLES ' 1 / npnts )

PRINT "Down■ oad comp■ ete"

PRINT 11′  "DATA:COPY DAMP_SIN′  VOLATILE"
PRINT l■ ′ "FUNC:USER DAMP_SIN':

PRINT #■ ′ "FUNC:SHAP USERl:

PRINT I■ ′ "ナ OPC?" LINE INPUT #■ ′ resps
PRINT "Program cOmp■ ete"

END

プログラム5の終了

′不揮発性メモリにコピー
′有効な任意波形を選択
′選択した任意波形を出力
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学習

HP 33120Aでは、各種の信号波形を生成することができます。本器の性能を最大限に発揮さ

せるには、本器の内部動作について知識を深めることが決め手となります。この章では、基

本的な信号発生の概念を説明し、また、本器の内部動作を詳述します。

● ダ イレクト・ディジタル ・シンセシス、273ページより

・ 信号異常、276ページより

o 任 意波形の生成方法、278ページより

・ 出 力振幅コントロール、280ページより

0 フ ローティング信号発生器、282ベージより

◆ AC信号の属性、283ページより

0 変 調、287ベージより

任意波形発生器(アービタリ・ウェープフォーム ・ジェネレータ)は、いろいろな用途があり、

他のものでは複雑な出力波形を発生させるのが難しい場合や不可能な場合に使用できます。

任意波形発生器を使うと、立ち上がり時間、リンギング、グリッチ、ノイズおよびランダム
・タイミング・バリエーションなどの信号異常を、制御しながら、簡単にシミュレ

ーション

できます。

物理、化学、生物医学、電子工学、機械工学などの分野では、用途の広い任意波形発生器を

使用すると、非常に役立ちます。事象がなんらかの形で、時経的に、振動、ポンプ運動、脈

動、バブル、バースト、または変化を起こすなら、本器が使用できる可能性があります。用

途の幅を広げるか、狭めるかは、ユーザの波形データを用意する能力にかかっています。

マイクロソフト①のWindowJM 3.1用 HP 3481lA BenchLink/Arb Waveform Ceneration

Softwareは、HP 33120Aで任意波形を生成および出力しやすいように設計されています。
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ダイレク ト・ディジタル ・シンセシス

ディジタル信号処理は、日常的に多くのアプリケーションで使われています。ディジタル・

オーディオ・コンパクト・デイスク・プレーヤでも、エレクトロニック・シンセサイズド・

ピアノでも、また音声合成電話メッセージ・システムでも、ディジタル信号を発生させるこ

とによって、複雑な波形を簡単に生成し、再生することができるのは明らかです。

HP 33120Aでは、ダイレクト・デイジタル・シンセシスつまりDDSと呼ばれる信号発生技術
を使つています。DIISの基本原理は、オーデイオ・コンパクト・ディスクと余り違いません。
ディジタル・オーディオの場合を下に示しましたが、サンプリングされたアナログ信号形状
を表すディジタル・データのストリームが、ディスクから連続的にアドレス指定されます。
このデータは、一定の速度でクロツクするデイジタル_アナログ・コンバータ(DAC)のデイ

ジタル・ポートに送られます。つぎにこのデイジタル・データは、もとのアナログ信号の形
に近い一連の電圧ステップに変換されます。電圧ステップをフィルタにかけると、もとのア

ナログ波形にもどります。着信データは、特定DACの条件(デイジタル ・オーディオ・プ
レーヤでは16ビット)に整合する限り、どのような任意波形でもかまいません。

非エリアジング
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メモリ・アドレス(ポイント数)

ダイレクト・

ディジタル ・

シンセシス(つづき)

ダイレクト・ディジタル ・シンセシス(llDS)信号発生器がデイジタル ・オーディオ・プレ
ー

ヤと違うのは、mCへ 入力されるデータ・ストリームを非常に正確にコントロールできる点

です。IlllSシステムでは、下図に示したように、出力波形の 1完全サイクルの振幅値がラン

ダム ・アクセス ・メモリ(RAM)に連続してストアされます。RAMア ドレスが変わるにつれ、

DACは波形データを電圧波形に変換します(そのデータの値はMMに ロ
ードされます)。電圧

波形の周波数はR嶋層のアドレスが変わる速度に比例します。

HP 33120Aは、振幅値を4,096の離散電圧レベル(つまり12ビットの垂直分解能)で表します。

波形には、8ポ イントから16,∞0ポイントの12ビット振幅値を入れることができます。波

形の 1完全サイクル(つまり360)を表すR価のポイント数は、いわゆる長さまたは水平分解

能です。各恥哺1のアドレスは、360度/ポ イント数のフェーズ ・インクリメントに対応しま

す。ここで、ポイント数は波形の長さです。したがって、連続したL鋼のアドレスには、波

形のポイントごとの(0度 から360度)振幅値が入ります。

180° 270° 360°

4096

2047 DACコ ー ド
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フェーズ ・

インクリメント

レジスタ

ダイレクト・ディジタル ・シンセシス(DDS)発生器は、フェーズ ・ァキュムレーション技術
を使つて、波形のR咄1アドレス指定をコントロールします。連続鳥輛アドレスを発生するカ
ウンタの代わりに、 「加算器」が使われます。クロック・サィクルごとに、フェーズ ・ィン
クリメント・レジスタ(PIR)にロードした定数が、フェーズ ・ァキュムレータの現在の結果
に加算されます(下図参照)。フェーズ・アキュムレータ出力の最上位ビットは、波形RAMの
アドレス指定に使われます。HP 3312いでは、上位の14ビット(214=16,384MMアドレス)
です。PIR定数を変更すると、波形島哺4全体をステップするのに必要なクロック・サイクル
数が変わるので、出力周波数が変わります。新しいPIR定数をレジスタにロードすると、波
形出力周波数がつぎのクロック・サイクルの後のフェーズを連続的に変化させます。

P3312い は、48ビットのフェーズ・ァキュムレータを使い、Fclν/8、 っまり内部では約
142nHzの周波数分解能を実現します。フェーズ・ァキュムレータの出力(上位14ビット)は、
PIR値が小さい場合(低周波数)、各RAMアドレスを連続的にステップします。しかし、PIRに
大きな値がロードされている場合は、フェーズ・ァキュムレータの出力は、D鵠イアドレスを
いくつか飛ばして、R制にストアされたデータを自動的にサンプリングします。このため、
出力周波数が増加すると、各波形サイクルの出カサンプル数が減少します。実際、異なるグ
ループのポイントが、後続の波形サイクルに出力されることがあります。

①
↓

lSB

(14ビット)

〉

ビli:「́「「「
´
「
´
|「|

時間

(クロック・サィクル)

時間

(クロック・サィクル)

フェーズ

レジスタ

48ビ ッ ト



最大出力周波数は、RAMにある各波形ポイントが波形サイクルごとに出力される場合、つぎ

のように定義されます。

最大出力周波数=周 波数クロック/ポ イント数

同じ等式を使つて、波形を正確に再現するのに必要な最小のポイント数から、最大有効出力

周波数を求めます。

波形を決定する法則は、
"Nyquist Samp:i∞Th00ran"と呼ばれるものです。この法

則によれば、再現 しようとする信号の最高周波数成分から少なくとも2ポ イントを

含めなければなりません。

信号異常

スペクトラム ・アナライザを使うと、周波数領域の信号異常を簡単に観察することができま

す。サンプリング理論によって、DDS発生器のサンプリング・プロセスで発生するスプリア

ス信号の位置およびサイズを予測することができます。実際、DDS発生器は固定サンプリン

グ・レート(HP 33120Aでは411MHz)を使うので、スプリアス信号を固定周波数の 「非エリア

ジング ・フイルタ」で取り除くことができます。正弦波出力には、強力な遮断性 (19MHzを

超える信号に対 し60dBを超える減衰)のある17MHzの9次 楕円フイルタを使います。非正弦

波出力には、10MHzの 7次 ベッセル・フイルタを使います。ベッセル ・フィルタは、非エリ

アジング・フィルタリング時は振幅ロールオフが遅いのですが、リニア
・フェーズ ・レスポ

ンスを維持するので、複雑な波形の場合に歪みが少なくなります。HP 33120Aは、出カフア

ンクションが選択されると、自動的に適切なフイルタを選択します。

DDS発生器で使用されるようなデイジタルーアナログ・コンバ
ータはすべて、理想的な性能

ではないので、スプリアス信号を発生します。このスプリアス信号は、望ましい出力信号に

高調波的に関連するものです。低周波の場合、HP 33120Aの12ビット波形DACは、つぎの

ページの方程式に示すように、約-74dBcレ ベル(搬送波または出力信号以下のデシベル)の

スプリアス信号を発生します。HP 33120Aは、どのような内部波形の場合もmCの フル垂直

分解能(N=1)を使いますので、振幅量子化誤差が極めて少なくなります。
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出力周波数が高い場合は、DAC誤差が大きくなり、非高調波スプリアス出力が発生します。
これらは信号帯域幅内の周波数の 「折 り重なり」、つまリエリアジングされた信号です。

「完壁な」DACは振幅の量子化による広帯域ノイズ ・フロァも発生します。12ビットDAC

のノイズ。フロアは、約-74dBcレ ベルです。これは、llP 33120Aからの正弦波出力の
-148dBc/Hzの ノイズ密度に相当します。

振幅の量子化 ≦ ―(20 x log10(N x 4096)+1.8)dBc

・
N"は信号波形を描くために使用できるDACコ ー ドの値 (0≦ N≦ 1)

周波数の領域で見られる別の種類の波形誤差に、位相切捨て誤差があります。この誤差は、

出力波形の時間量子化によつて起こります。波形が有限数の水平ポイント(長さ)で描かれる

と、常に、時間単位でサンプリング(つまり量子化)されるので、位相切捨て誤差が起こりま

す。位相の切捨てによって発生したスプリアス信号は出力波形にジッタを起こします。これ

は出力のゼロ・クロスの時間(および位相)のずれと考えてよいでしょう。

位相切捨てによって出力信号の位相変調が起こり、その結果スプリアス高調波が発生します

(下の方程式を参照)。出力周波数が低い場合、フェーズ ・ァキュムレータは周期的にはRAM

ア ドレスを進みません。これにより、DACが前のクロック・サイクルで記録されたのと同じ

電圧を供給 します。このため、位相が360度/ポ イント数だけ 「スリップ」バックしてから

また前進を続けることになります。R咄アドレス ・インクリメントが出力の各サイクルで同
じ場合、位相切捨て誤差(およびジッタ)は必然的にゼロになります。HP 3312鉱の標準波形
はすべて、最低 16,000ポイントを使って生成されますので、スプリアス信号はDACの広帯域
ノイズ 。フロア以下になります。

位相切捨て高調波 ≦ -20 x log10(P)dBc

"P"は
Ⅷ の波形ポイント数。
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任意波形の生成方法

本器は出力信号を生成する有効データを自動的にサンプリングするので、ほとんどのアプリ

ケーションでは特定の長さの波形を生成する必要はありません。実際、有効デ
ータすべて

(16,∞0ポ イントの長さで 0か ら4,095DACコードの全レンジ)を使う任意波形を生成するの

が普通は理想的な方法です。HP 33120Aの場合、波形の長さを変更して出力周波数を変える

必要はありません。任意の長さの波形を生成して本器の出力周波数を調整するだけでよいの

です。忘れないでいただきたいことは、たとえば3サ イクルの波形を含む任意波形を生成し

た場合、出力周波数は本器の前面パネルに表示された値の3倍 になるということです。

任意波形を生成する場合、振幅の量子化誤差と位相切捨て誤差の両方をコントロ
ールするこ

とができます。たとえば、1,OoO波形データ・ポイントだけを使い、DAC(12ビット)の全振

幅レンジで波形を生成した場合、位相切捨て高調波が発生します。この場合、振幅量子化誤

差がノイズ ・フロアに近づく一方で、時間量子化誤差が約-60dBcレ ベルの高調波を発生し

ます。同様に、本器のフル振幅分解能以下の値で波形を生成した場合も、振幅量子化高調波

が発生します。たとえば、使用できる振幅分解能の1/5しか使わないと、振幅量子化によつ

て、-60dBcレベル以下の高調波が発生します。

データをオシロスコープなどの機器から取り込む場合、データは通常、1,024から

4,096のタイム ・ポイントおよび64から256の振幅ポイント範囲になります。

任意波形を生成する場合、本器は常に有限の長さの時間記録を再現して波形メモリに周期性

のあるデータを作成しようとします。つぎのページに示したように、終了ポイントで遷移が

起こるような形状と位相の信号になることもあります。この波形が毎回繰り返される場合、

この不連続性を描くのに多くのスペクトル要素が必要になるので、この終了ポイントの遷移

が周波数領域にリーケージ・エラーを引き起こします。
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リーケージ・エラーが起こるのは、波形記録に基本周波数の整数サイクルがない場合です。
基本周波数およびその高調波からのパワーは、直交座標のサンプリング・ファンクションの
スベクトル成分に送られます。予期される狭いスペクトル ・ラインではなく、リーケージに
よって望ましいスペクトル・ピークの周りにかなりの広がりができることがあります。ウィ
ンドウの長さを調整して整数サイクルを含めるようにするか、またはウィンドウ内にもっと
多くのサイクルを入れて残留終了ポイント遷移のサイズを小さくすると、リーケージ・エ

ラーを減らすことができます。離散的で非高調波的な周波数で構成されている信号もありま
す。このような信号は繰り返しがないので、すべての周波数成分をウィンドウの長さに対す
る高調波とすることはできません。このような場合は、終了ポイントの不連続およびスペク
トルのリーケージを極力抑えるように注意することが必要です。

270°

― メモリの 1サ イクル 一

270°180・ 360°ぴ
　
御
　
‐

|■

279



出力振幅コン トロール

HP 33120Aは、12ビットのデイジタルーアナログ・コンバ
ータ(DAC)を使って、デイジタル

信号をアナログの出力電圧に変換します。DACは、4,096(212)の離散振幅レベルで表される

波形を生成することができます。4,096の振幅コードはすべて内蔵波形に使われます。最大

値から最小値までの全出力からの出カレベルは、下のプロック図に示したように、信号のゲ

インまたは減衰の様々な量をDACで生成された信号に加えることによって、コントロ
ールし

ます。出力波形は常に12ビットのフル垂直分解能で描かれます。ユ
ーザ定義の任意波形は

12ビットのフル垂直分解能以下の値を使ってダウンロ
ードすることもできますが、前述した

ように、振幅量子化誤差を極力少なくするためには、フルDAC振幅分解能を常に使った方が

よいでしょう。

非エリアジング
フィメレタ
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14ビット

アドレス・データ

|
1 2ビット

振幅データ

ｌ

節ステップ・アッテネータ
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以下に示すように、HP 33120Aには50Ωの固定出力信号源抵抗があります。校正時に、出力
振幅は、開放端電圧(負荷なし)、および終端出力電圧(負荷あり)の両方で校正されます。終
端出力振幅は、正確に50Ωの負荷で校正されます。本器の出力抵抗および負荷抵抗は電圧
分配器として働くので、本器の測定出力電圧は、負荷抵抗値および確度によって変化します。
本器の出力に0.2∬確度の終端で負荷を与えると、さらに(無視できる)0.2%の振幅誤差が発
生します。また、 5%確 度の終端を使うと、さらに5%の 誤差が指定出力振幅に加わります。

負荷を接続しないで本器の出力を測定すると、出力は表示された振幅(電圧負荷ではなく電
圧源)の約 2倍 になります。アプリケーションによつては、本器を 「負荷なし」の状態で連
続して使用することがあります。そのような場合、本器の振幅表示を2倍 にすると、多くの

誤差が発生することがあります。HP 33120Aでは、本器の負荷状態をouTPuT:LOADコ マ
ンドを使って指定できるようになっています。こうすれば、正しい出力振幅を本器で表示で
きます。
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フローティング信号発生器

多くのアプリケーシヨンでは、接地ル
ープを避けるために、またその他のコモン・モ

ード・

ノイズを極力小さくするために、電源回路への接続においてア
ース接地から絶縁されたテス

ト信号が必要になります。HP 33120Aな どのフロ
ーテイング信号発生器には、シヤ

ーシ

(アース)接地から絶縁された両サイドの出力ⅢCコネクタがあります。下図に示したように、

2個 の接地基準ポイント(vグ ランド)間に電圧差があると、電流が本器の出カコモン
・リー

ド線に流れます。このため、ノイズやオフセツト電圧(通常は電源ライン周波数に関連)など

の誤差が発生することがあり、これが出力電圧に加わります。

接地ループを排除する最善の方法は、本器をア
ース接地から絶縁 しておくことです。

low―to―earthキヤパシタンスCle(HP 33120Aで は約4000pF)によつて、Vグ ランド・ソ
ース

の周波数が増加すると、本器の絶縁インピ
ーダンスが減少します。本器をアース基準にする

必要がある場合は、本器(および負荷)を同じコモン接地ポイントに必ず接続します。これで

装置間の電圧差が減少するか、またはゼロになります。また、できれば本器と負荷を同じ電

源コンセントに接続します。

RL=リ ード抵抗
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AC信号の属性

最も一般的な工信号は、正弦波です。事実、周期波形はすべて、いろいろな周波数、振幅、
および位相を持つ正弦波でできています。それぞれの正弦波はお互いに高調波的に関連して
います。つまり、正弦波の周波数は、その波形の最小(つまり基本)周波数の整数倍になって
います。DC信号と違って、AC波形の振幅は、つぎの図に示すように、時間に関して変化し
ます。

Vビーク

|
V p ―p

正弦波は、示された任意のパラメータ(p―p値、ビ
ーク値、またはRMS値、

およびその周期(T)または周波数(1/T)によって、独自に描くことができます。
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AC信号の属性     正 弦波の大きさは、RMS値(有効な熱量)、P―P値 (2xゼ ロ ・ツ
ー ・ピーク)、または平均値

(つづき)       に よって記述することができます。各数値が正弦波の情報を伝えます。つぎの表に、いくつ

か一般的な波形とそのピーク値およびRMS値を示します。

各波形は、
"V"ボ
ル トのゼロ・ツー ・ピーク値を表します。

クレスト・ファクタは波形のビーク・ツーRMS値の比を示します。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

波 形 クレス ト・ファクタ(C.F.) AC RMS AC+DC RMS

:7ヽ＼ヾ
V

1414

V

1414

V

1.732

V

1.732

T

√ +X
Ｖ

一Ｃ
・
Ｆ
．
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■

■

RMS R鵬値は、波形の形状によって変化しない、唯一の測定対象となる波形振幅特性です。
したがって、RMS値はAC信号振幅を指定するのに一番役立つ方法です。RMS値(または等価
の熱量)により、抵抗負荷(熱)に電力を供給するAC信号の能力を指定します。RMS値は、同
じ抵抗負荷に接続したとき、配波形と同じ量の熱を発生する∝値に等しくなります。

DC電圧では、この熱が、抵抗内で発散される電力量に直接正比例 します。AC電圧では、抵
抗負荷内の熱は、抵抗内で発散される瞬間電力の平均値に正比例します。このことが意味を

持つのは周期信号の場合だけです。周期波形のRMS値を求めるには、 1完 全サイクルに沿っ
た各ポイントでDC値を取り、各ポイントの数値を2乗 し、2乗 した各ポイントの平均値を

求め、その平均値の平方根を取ります。この方法を使うと、信号の形状にかかわらず、波形
のRMS値を導き出すことができます。

ピーク ・トゥ_・ ピーク値およびピーク値 ゼロ ・トゥー・ピーク値は、波形の正の最大電
圧です。同様に、ピーク・トゥ_・ピーク値は、正の最大電圧から負の最大電圧ピークまで
の電圧の大きさです。複雑なκ波形のピーク、またはピーク・トゥ_・ピークの振幅は、必
ずしも信号のRMS熱量に相関しません。特定の波形が既知のものである場合、補正係数を

使つて、ピークまたはピーク・トゥ_・ ピーク値をその波形の正しいRMS値に変換すること
ができます。

平均値 κ波形の平均値は、完全 1サ イクルで測定した瞬間値の平均です。正弦波では、波
形の正負の半サイクルが等しいので、平均振幅はゼロになります。求めたい量は、信号の熱
量なので、正弦波の平均値は、全波整流の平均を意味すると解釈されます。正弦波のRMS値
は、正弦波の平均振幅の1.H倍 です。この関係式は、他の波形では成立しません。
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d8mデ シベル(dB)は、一般に、RMS値または2つの信号の電力比を示すのに使われます。そ

れ自体では、デシベル値には特定の意味がありません。デシベルは、比または比較の単位で

す。したがつて、基準単位または比較単位の1青報がなければ、絶対的な意味を持ちません。

電力を、 l mWを基準レベルとして比較する場合、mという文字を付け加えて
"硼
師
'と
します。

dBmのような電力比では、電圧源に負荷をかける抵抗を指定するのが普通です。50Ωの抵抗

システムでは、
"dBm(500)"と

示して、システム抵抗を単位に付け加えることがよくあり

ます。

dB = 10 x log10(P/Pref)

dBm=10x:og10(P/0.OC11)

ここで、電力P=V2/R で す。

50Ω抵抗では、l mWの電力は、0.224Ⅶ応に相当します。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

75Ω または の負荷抵抗を接続する場合、つぎ

蘭    (剛) 出力電圧レベル (50J負 荷)

+23.98

+ 1 3 . 0 1

+6. 99

0 . 0

“ . 9 9

- 1 3 . 0 1

3.53 鵬

1.∞ VRド

500 mVRAS

24 JRAIS

l∞ mnLs

50鵡

の変換式を使つて、dBmを求めます。

次の式により、750ま たは6∞ Ωの負荷抵抗を接続 した場合のdBmレベルを求めます。

dBm(75Ω )=dBm(500)-1.75

dBm(600Ω )=dBm(500)-10.79
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変調

変調は、高周波の搬送波信号と低周波の情報信号を結合するプロセスです。これらの信号の
結合方法は、使われる変調の種類によって決まります。最も一般的な変調は、振幅変調
(川)および周波数変調(FM)の2種類です。搬送波を変調 (つまり変更)する情報信号は、ど
のような波形でも(正弦波、方形波、任意波形、またはランダム・ノイズのどれでも)構いま
せん。一般に、搬送信号も、どのような波形でもよいのですが、ほとんどの通信システムで
は、一定の振幅および周波数の正弦波になっています。変調時に、単純な搬送波は、低周波
の1青報信号によって、複雑な波形に変換されます。一般にはもっと高い周波数の搬送波を
使つて効率的に複雑な変調信号を長距離伝送します。

振幅変調(川)振 幅変調は、振幅が変調情報信号の瞬間振幅の関数として変化する波形を生
成するプロセスです。つまり、情報信号が振幅の 「囲み」を搬送信号の回りに作ります。HP
33120Aでは、代表的なAMラジオ・ステーションに似た 「ダブル側波帯伝送搬送波」振幅変
調を実現しています。つぎの等式に示すように、定数が川変調信号に付加され、合計が常
にゼロより大きくなります(<100%変調の場合)。

(1+DX加 (t))X Sin(2π X Fc X T)

2

"D"は
、変調度

(0≦D≦ 1.2)。
"AM"は
、ビーク振幅≦ 1の

変調信号。
"Fc"は
、搬送周波数。

8091の変調度のAM波形。搬送波は5 kHzの正弦波で、変調波形は200Hzの正弦波です。
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振幅変調では、搬送波の振幅が、ゼロから1∞%変調の正常値の 2倍 まで変化します。パ
ー

セント変調度は、ピーク情報信号の振幅の定数に対する比です。振幅変調を選択した場合、

HP 33120Aは、そのP―P振幅を自動的に半分に減らし、100%変調度の信号が出力できるよう

にします。振幅の設定値は、変調度設定値と無関係に、100T―P振幅を設定するように定義

されます。VnllsおよびdBm振幅の設定値は、AMの場合信号が非常に複雑なので、正確では

ありません。

FM変調 (FM)周 波数変調は、周波数が変調情報信号の瞬間振幅の関数として変わる波形を生

成するプロセスです。搬送周波数変化の程度は偏差と呼ばれます。周波数偏差は、変調情報

信号の振幅の変化によって起こります。FMでのピ
ーク周波数の量は、偏差パラメ

ータを

使つて設定することができます。

周波数変調では、 「1∞%変調」の意味がAMの場合と異なります。剛のllXl%変調は、全許容

偏差量の搬送波変化を指します。変調信号は、周波数だけを変更するので、信号の振幅は変

調に関わりなく
一
定のままです。本器は、偏差パラメ

ータを使つて、変調信号の対応する振

幅ピ
ークに応じた搬送波以上または以下のピ

ーク周波数変化を記述します。FM信号の場合、

変調信号の帯域幅は、つぎの式によつて見積ることができます。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

酬 ～2x(偏 差 +情 報信号の帯域幅)

BW～ 2x(情 報信号の帯域幅)

広帯域 FMの場合

狭帯域FMの場合

狭帯域FMが起こるのは、情報信号の帯域幅に対する偏差周波数の比が約0.01以下の場合で

す。米国の広帯域商業用FMラジオ ・ステーシヨンは75kHzのピ
ーク偏差(150kHzP―P)および

15kHzの帯域限定オーデイオ信号を使い、180kHz帯域幅からの200k陀チヤンネル
・トゥー・

チャンネル ・スペーシングを実現しています。
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

周波数掃引 HP 33120Aは、掃引スタート周波数から掃引ストップ周波数まで、2,048から
2,096のディスクリー ト周波数ステップで、位相連続周波数掃引を行います。ストップ周波
数をスタート周波数より上に設定するか、下に設定するかによって、周波数掃引の方向が変
わります。個別の周波数ステップは掃引モード設定によって、リニアまたはログ間隔のどち
らかになります。FSK変調(つぎのページで説明)と同じように、掃引機能も特殊な周波数変
調(FM)です。つぎの変換が適用される場合は、前ページで説明したFM動作すべてが、掃引
にも当てはまります。

搬送周波数 =

偏 差
=

掃引の変調波形は、リニア掃引の場合はランプ波、ログ掃引の場合は指数波です。ストップ
周波数がスタート周波数より大きい場合または小さい場合、ランプまたは指数変調信号の論
理的意味(ポジテイプ ・ランプまたはネガティブ・ランプ)が選択されます。FM機能と同じ
ように、掃引パラメータを変更すると、本器は自動的に変調信号を計算し、それを変調RAM
にダウンロードします。同様に、掃引時間パラメータは、変調波形の周期を調整します。ま
た、掃引機能はトリガ動作も許容します。これはトリガを受信したときに始まる変調信号の
シングル・サイクル ・バーストで変調する周波数と似ています。 トリガ信号は、裏面パネル
のExt Trig端子、前面パネルのSingleボタン、またはリモート・インタフェース操作のコ
マンドを使って出すことができます。

直線的な1秒間掃引時間による50kHzの正弦波掃引

‡
■

に

一　

Ａ

一

Ａ

' . '  ' l '  I  I  '  i  '

:   :   :   :   二    :   i   :   :
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周波数シフ ト・キ
ー変調 周波数シフト・キ

ー変調(FSK)では、本器の出力周波数が、搬送

周波数と第2「 ホップ」周波数の間で交互に切り替わります。周波数ホツプのレ
ートは、内

部信号源または外部論理入力のどちらかを使ってコントロ
ールすることができます。本来

FSKは、特殊な周波数変調(FM)で、ホツプ周波数は偏差と変調信号の両形状を指定する 1つ

の方法です。

変調信号の形状は、常に方形波で、振幅はゼロから+1で す。偏差は、ホツプ周波数が現在

の搬送周波数(以下に示します)より大きいか小さいかによって、工または負になります。内

部FSKレ
ート発生器は、変調方形波信号の周期を指定します。外部FSK入力は、選択すると、

内部FSKレ
ー ト発生器と入れ替わり、直接周波数ホツプ ・レ

ートをコントロールします。

画げ low"が入力されると、常に搬送周波数が選択され、■L"high"では、常にホップ周波数

が選択されます。外部“K入力の論理的意味は、搬送周波数値とホツプ周波数値の入れ替え

により、効果的に変えることができます。

偏差=ホ ツプ周波数 ―搬送周波数

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

3 kHz搬送波と500Hz「ホップ」波形を使ったFSK波形
(FSICレー トは100Hz)
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バース ト変調 バースト変調では、本器は、搬送波出力の 「オン」および 「オフ」をコント
ロールします。搬送波出力は、 ト リガ方式または外部ゲート方式のどちらかでコントロール
することができます。

トリガ操作に設定した場合、本器はユーザ指定数の完全サイクルを持つ搬送波形を出力でき
ます。 トリガを受信するたびに、指定数の完全サイクルを出力します。 トリガ操作では、波
形の開始位相も指定することができます。 0度 は、波形メモリの最初のデータ・ポイントと
して定義されます。本器は、つぎの トリガを待つ間、開始位相をDC出カレベルとして出力
します。出力DCオフセット電圧はバースト変調の影響を受けません。出力DCオフセット電
圧は別個に生成され、本器の出カアンプに加算されます。

バース ト・レー トが100Hzの3サ イクル ・バース ト正弦波

ゲート・バースト・モード操作では、裏面パネルのBurst端子を使って直接 (および同期 し
て)波形DAC出力をオフにします。バースト・カウント、バースト・レート、おょびバース
ト・フェーズの各設定値は、このモー ドでは無効になります。バース ト信号が真
何■
"high")の

場合、本器は、搬送波を連続して出力します。バースト信号が偽(T■
"10w")

の場合、波形DACはゼロ出カレベルになります。トリガ・バースト操作と同じように、出力
DCオフセット電圧は、外部バースト・ゲート信号の影響を受けません。

韓JWI■
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正弦波、方形波、および任意波形の

場合のみ

搬送

周波数

最小
バースト・カウント

lo rlz - l MHz

> 1 ■l z～ 2  p l z

>2 ‖Hz ‐́ 3 ■12

>3 ■lz - 4 ■lz

ヌ H l z ～ 5‖H z

トリガ・バースト操作では、本器は、搬送波と正確に同期する内部変調信号を発生させます。

この内部変調信号を使って、最後のデータ。ポイントに到達したときに、波形メモリ
・アド

レッシングを中止します。この変調信号は、効果的に出力 「ゲ
ート」を 「オン」および 「オ

フ」にし、指定数の搬送波サイクルを発生させます。つぎに、変調信号は、指定された搬送

バーストの出力頻度をコントロールする別の内部バ
ースト・レート信号発生器によつてトリ

ガされます。外部 トリガ ・バースト操作では、変調信号の トリガ信号源が本器の裏面パネル

のExt Trig端 子に設定されます。この信号源は、内部バ
ースト・レー ト信号発生器に代

わってトリガ・パーストを調整します。

バースト・カウント、バースト・レート、バースト・フェーズ、および搬送周波数を変更す

ると、本器は自動的に新しい変調信号を計算し、それを変調m制にダウンロ
ードします。内

部変調信号発生器はメイン搬送波信号発生器ほどの性能は持たないので、本器ですべての搬

送周波数のシングル ・サイクルをバーストすることはできません。つぎの表は、本器の搬送

周波数とバースト・カウントの制限を示しています。
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内部変調信号源 本器内部には、低速度、低分解能の第2 DDS任意波形発生器が組み込まれ、
搬送波信号とは無関係に変調信号を発生します。内部変調波形の長さの範囲は、2,048ポイ
ントから4,096ポイントです。ユーザ定義の任意波形は、必要に応じて長さが自動的に拡張
または縮小され、変調波形の制限条件内に収まるよう調整されます。ユーザ定義の任意波形
ではリニア補間が行われますが、標準波形の長さは間引きによって変化します。変調サンプ
ル ・レートおよび波形サイズに制限があるので、変調信号周波数の確度は、最高でも設定値
の約0.05%です。

前述のメイン信号出力とは異なり、変調波形は、可変 「ポイント・クロック」を使ってサン
プリングされ、変調波形R蝋にロードされたデータがサンプリングされます。内部では、変
調ポイント・クロック(C)および変調波形の長さが自動的に調整され、必要な変調信号周波
数を発生させます。C/2048より周波数が大きい場合、最大変調周波数までのすべての変調
波形がサンプリングされます。変調の種類、変調波形、または変調周波数が変わるたびに、
新しい変調波形が計算され、変調RAMにロードされます。標準任意波形メモリのデータは、
変調信号の変化に影響されません(データは計算された後、拡張または縮小され、直接別の
変調RAMにロードされます)。所定の変調周波数では、変調波形データは、拡張または縮小
されません。
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もっと正確なコントロールが必要な場合は、つぎのペ
ージの方程式を使つて、特定の波形の

長さおよび変調周波数を求めることができます。通常は、このような計算をする必要はあり

ません。

本器には内部 8ビ ット(±7ビ ツト・ピーク)のデイジタルーアナログ
・コンバータ(DAC)が

組み込まれ、振幅変調(川)の変調信号のアナログ
・コピーを作成します。この信号は、内

部で従来の 4象 限アナログ倍率回路に送られ、振幅変調を実行します。同様に、本器は、

ディジタル信号処理を使って、搬送波と変調信号を結合し周波数変調 (FM)を実行します。

FM変調信号は、周波数値において12ビツト分解能を維持します。

つぎの方程式と例は、HP 33120Aの内部変調信号発生器の機能と制限を示すものです。

パラメータの定義

最大ポイント・クロック(C)=    5Mサ ンプル/s (AM)

1.25Mサンプル/s(FM)

変調プレスケーラ(S)=   1、 2、 3、 ….220か らの整数値(切捨て)

定数(k)=4,9∞ (AM)

624(FM)

変調周波数(F)= 10mHzか ら20kHz(AM)

16耐zか ら1 0kHz(FM)

ポイント(P)=  2,048か ら4,096までの値

偶数のみ(切下げ)

０
フ
う
ι
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方程式

変調プレスケーラ・ディバイダを計算します。

S =― L (整数値に切捨て、 1以 上)

(偶数に切下げ)

変調波形の長さのポイント数を計算します。

P=  2 x C
(1+S)xF

波形は、上で計算した長さ
"P"に
適合するように自動的に拡張または縮小され、変調

RAMにダウンロードされます。

例 :200/`sごとにつぎの9個の周波数間の位相連続周波数ホップが必要であると想定しま
す。

15.OMHz, 1.001MHz, 9.780MHz, 12.375MHz, 0.5695MHz,

3.579MHz, 0.8802MHz, 0.6441MHz,および10.230MHz

解 :TM変調で正確にサンプリングされた変調任意波形を生成します。

Fs=1/(9x2∞ μs)=555.555kHz (有 効ポイント・クロック)

ポイント(P)=(C/S)/Fs=2250

S=l Pが 4096より大きい場合、Cを 最小のSで害!り、Pを範囲内に収めます。
切下げによりPを偶数の値にします。

変調周波数(F)=(C/S)/2x225∈ 555.55555Hz

切下げにより、6桁の変調周波数を設定します。

Ｏ
υ



■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

・ 変 調周波数を555.555Hzに設定します。

・ 搬 送周波数を(最大F+最 小F)/2=7.784750MHzに設定します。

・ 偏 差を(最大F― 最小F)/2=7.215250MHzに設定します。

● 下 に示す値の 9セ グメントの任意波形を生成し、ダウンロ
ードします。各セグメントは

250ポイントの長さ(2250/9)で、合計2,250ポイントになります。DATA VOLATILE

コマンドを使つてダウンロードし、各ポイントで12ビット周波数分解能を実現します。

“
y"は新しい垂直値
“m"ミ1/偏差

F麒 +b        “ X"は元の周波数ポイント
“b"=一搬送周波数/偏 差 =1.o78930044

セグメント I E

+ 1 . m o o

Ю. 9 4 0 2

+0.2765

+0.6362

_ 1 . m o o

O.5829

Ю.9569

」0.9897

+0.3389

チェック :つ ぎのコマンドを送つて、FMを イネープルにします。

"FM:STATE ON“

"FM:INT:FREQ 555.555"

"DIAG:PEEK? 0′ 0′0"

enter resu■ ts    く  Presca■ e+ (S)> ′  く POints (P)>

2 9 6
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波形

標準波形 :

任意波形 :

波形の長さ:

振幅分解能 :

サンプル ・レート:

不揮発性メモリ:

周波数特性

正弦波 :

方形波 :

三角波 :

ランプ波 :
ノイズ(ガウス):

任意波形 :

8～ 8,192ポイント:

8,193～ 12,287ポイント:

12.288-16.000ポ イント:

分解能 :

確度 :

温度係数 :

工~ン ング :

正弦波スペクトル純度

高調波歪み

DC～ 20kllz

20kHz～ 100kHz

lCXlkllz～1脱

1 ■12～15‖Hz

総高調波歪み

DO～ 20UIz:

スプリアス(非高調波)

出力(DC～ l Ⅲz):

出力(>l H12):

フェーズ ・ノイズ :

i[弦波、方形波、三角波、ランプ波、
ノイズ、DCボ ルト、sin(x)/x、 ネガ

テイブ・ランプ、指数立ち llがり、指

数立ちドがり、心tiヨ

8～ 16,lalポィント

12ビ ット的 号を含む)

40Mサ ンプル/秒

16k波形4個

llXl″Hzヽ 1馴陀

100″ Hz～ 15鵬

100 μ Hz～ llXlkIIz

l∞′̀Hz～ 1∞&

1側&帯 域幅

100″Hz～ 馴L

ll10″Hz～ 2.5MHz

100″Hz～ 2110b

10″Hzまたはlo桁

90[1で10ppm

l年で20pp0

18度～2811■

<2回 /℃

<10ppm/年

-70dBc

-60dBc

-45dBc

-35dBc

O.04Ъ

≦-65dBc

≦65dBc+6 dB/オ クタープ

311b帯域で<― "dBc

三角波、ランプ波、任意波形

立ち上がり/立 ち下がり時間 :  <10ms(代 表『:)

リニアリティ:         <ピ ーク出力の0.1ヽ

セトリング・タイム :      <2511ns～ 最終Flの0.5%

ジッタ:            <25ns

信号特性

方形波

立ち上がり/立 ち下がり時間 :

オーバシュート:

非対称度 :

デューティ・サイクル :

出力特性(1)

振幅(500終端):(2)
確度(l ld42時):
フラットネス :

<lulkHz:

100kH2-1 ■lZ :
1胞 ～1 5樹z :

出カインピーダンス :

分解能 :

出力単位 :

アイソレーション:

保護 :

< 2 0 n s

< 2 %

1 % + 5  n s

2 0 % 8ヽ 0 T ( 5  M H z まで)

4鍋 ～6鍋 (15膨 まで)

ЮiVppヽ lⅣ"
li定出力の±1%

(l kHzを基準とした正弦波)

±lЪ(0.ldB)

±1.5%(0.15d3)

±2 % ( 0 . 2 d 3 )

50Ω田定

3桁、振中‖およびオフセット

V p p , V m s , d B I D

最大42bk対 アース

短絡保i後
■15bkオ ーバ ドライブ<1分

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
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オフセット(500終 端):(3)   ± 5 Vpk AC+DC

確度 :(4)          設 定■1の±2ヽ +2n17

(1)18°C～ 28°Cの範囲外での動作では、1°Cごとに、
出力振幅およびオフセット仕様の1/10を加えます。

(2)開放端負荷で100mVpp～20Vppの振幅。

オフセット≦2× PP振 幅。

(4)方形波出力では、出力振幅追加誤差の2%を 加えます。
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変調特性

AM変調
搬送波～3 cB周波数 :

変調 :

周波数 :

変調度 :

信号源 :

FM変調

変調 :

周波数 :

15M陀(代共値)

内部波形 +任 意波形

10dセヽ20Ⅱセ(2.5‖也まで±0.05%。

2.5k陀～211kHzでは±0.4 まヽで直線的
にド降)

0ヽヽ120%

内部/夕|‖̀

内部波形 +任 意波形

llhHz～10‖レ(600Hzまで±0.05Ъ。
6KlllHzヽ10&で は±0.8%まで直線的
にド降)

llhHz 1ヽ5MHz

内部のみ

最大5 MHz

lヽ ",000サ イクルまたは無llt
-360度 ～+360度

lmル ～50ML± 1%

内部または外部ゲート(1)

シングル、外部、または内部レート

10」L～ 15Mセ (60KIHzまで±0.05%。

∝ЮLヽ 15嗜肱では±4%ま で『1線的に

ド降)

1砒 ～511‐

内部/外 部(最大 l MHz)

リニアまたはログ

Lまたはド

lMHzヽ 151屹

l  m s 5ヽ 0 1 1 s±0 1 %

シングル、外部、または内部

±5 Vpk=1011k変調

5kΩ 人力抵抗

TIL(10w共)
1.3″s

25ns

ピーク偏差 :

信号源 :

バースト変調
搬送周波数 :

カウント:

開始位相 :

内部レート:

ゲート信号源 :

トリガ信号源 :

FSK変調
周波数レンジ:

内部レート:

信号源 :

周波数掃引

種類 :

方向 :
スタート周波数/
ストップ周波数 :

時間 :

信号源 :

裏面パネル入力

外部川

変調 :

外部 トリガ/FSK
バースト・ゲート:(1)

待ち時間 :

ジッタ:

罐 ]懇諄"
振幅変更 :

オフセット変更 :
ユーザ任意波形選択 :

変調バラメータ変更 :

任意波形長

R鉾232を介しての9600ポーでの任意波形
ダウンロード時間 :(5)

80ms

101ns

3ms

10ms

llXhs

< 3 5 0 m s

1 6 , 0 0 0 ポイン ト

8 , 1 9 2 ポイン ト

4 , 0 9 6 ポイン ト

2 , 0 4 8 ポイン ト

二進 題 ‖整数 題 ‖実数(6)

35秒

18秒

10秒

6秒

101秒

52秒

27予少

1 4秒

134秒

69秒
35予少
18秒

(1)外 部ゲート選択時、 ト リガ信号源は無視されます。

(2)パ ラメータの変更および新しい信号の出力に要する時間です。

(3)変 更または掃引はオフです。

(4)5桁 および12桁の数値の場合に要する時間です。

(5)48∞ ボーの場合は、ダウンロード時間を2倍 します。
2400ボーの場合は、ダウンロード時間を4倍 します。
以下同様。

(6)5桁 の数値の場合に要する時間です。12桁の数値の場合は、
5桁の数値の時間を2倍 します。

HP―lBを介 しての任意波形ダウンロード時間 :

1 6 , 0 0 0ポイン

8 , 1 9 2ポイン

4 , 0 9 6ポイン

2 , 0 4 8ポイン

欄 ‖実数(4)
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一
般仕様

電源 :(1)

電源周波数 :

消費電力:

動作環境 :

保存環境 :

ステート・ストア・メモリ:

外形寸法(幅x高さx奥行き)
ベンチ ・トップ :

ラック・マウント:

質量 :

100V/120ウ22倒し/24Ⅳ 士 l鍋

(切り替え選択可)

45Hz～ 66Hzお よび36011z～《剛膨。

電源投入時に自動検知。

50VAp(平均 287)

0 ℃～5 5℃

801相対湿度(30℃)

-40℃ ～70℃

電源をオフにしたときのステートを

自動的にセープ。3個のユーザ構成

可能なストア・ステート。任意波形

は別個にストア。

2 y . 4 m × 1 0 3 . 鈍× 3 7 4 m

2 1 2 . 価× 8 8 .油 × 3 4 8 . 揃

4崚

安全設計準拠規格 :

園 :

振動および衝撃 :

音響ノイズ :

ウォームアップ時間 :

保証 :

リモート・インタフェース :

プログラミング言語 :

付属アクセサリ:

EN61010, CSA1010, UL「1224

EN55011, EN50082-1, MIL「461C(2)

M I 「T - 2 8 8 9 9 E , タイプH I .クラス

5

30dBa

l時椰1

標準で3年 rl

IEEE 488およびRS 232規格

SCPI-1993, IEEE-488.2

ユーザーズ・ガイド(本書),

Service Cuide,伽ick Reference

Card,Test RepOrt,および電源
コード

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

(1)12N穐 、400Hzで動作させる場合、100VMの 電源電圧設定を

使用します。

(2)P33120Aは ‖:L461C特性の性能条件に適合していませんが、

性能テスト・データは用意されていますので、ご請求ください。

o E E E t r J o o B
E E E E O O c l B

103.6

L % 4 4 m m J

300
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索引

本器の操作に関する不明点については、最寄りの当社営業所までご連絡ください。
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■
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■

■

■

■

■

■

■

■

■

力CLSコ マンド ,209
■ESE/'ESE?コ マンド,209
■ESR?コ マンド ,2∞
★IDN?コ マンド ,113,190
・OPC/'OPC?コ マンド ,166,173,210
'PSC/'PSC?コ マンド.210
■RCLコ マンド ,153
■RSTコ マンド .171,190
■SAVコ マンド ,152
'SRE/ナ SRE?コ マンド ,210
★STB?コ マンド ,210
■T R Gコマンド , 1 7 3 , 1 8 7
★TST?コ マンド,190
'WAIコ マンド ,166.173,210
''Nmber Entry'' モード ,3,38

A

AC信 写属性 ,283

Adrsアナンシエータ ,5

AM:DEPTコ マンド .155

AM:INT:FREQコ スインド,155

AM:INT:FUNCコ =′ンド ,155

AM:SOURコ マンド ,156

AM:STATコ マンド ,156

AMア ナンシエータ ,5

AM変 調

外部変調 ,75,152

技術的説明 ,287

前面パネル操作 ,41

操作概要 ,154

同期信号 ,74

搬送周波数 ,72

搬送波形 ,72

プログラム例 , 2 5 2

変調周波数 ,74,155

変調信号源 ,75,156

変調度 ,74,155

変調波形 ,73,155

裏■iパネル端子 ,75,155

APPLyコ マンド ,136,138～ 144

MIN/鶴α パラメータ ,143

オプションのパラメータ ,143

APPLyの オプション・パラメータ ,143

Arbア ナンシエータ ,5

B
BASLC o>ffi 244
BM: INT :  RATE :1-"7 F,  16!
BM:NCYCf ,?71 . .  , 162
B M : P H A S : < 7 l i  , 1 6 3
BM:SOUR: - "7  F  , 164
BM:STAT : r - "7  F  , 165
Bor lancl oTurboCo++, 244
Brtrst  712'zs-- l  5
Burst f#:f' ,102

c
cAL : COUN? :r _" 7 r* , lg3
c A L : S E C : C O D E = < 7  F  , l g 3
CAL: SEC: STAT:v 7 l j  ,  lg3
cAL :SET f , - 77 I r  , 194
cAL :STRf ,?21 . .  , 194
cAL:VAL:r?:  I . :  ,194
C A L ? : V A L : < > l ' , 1 9 4
CAL? f , - " 7  F  , 193
C0, l  (7 ' j  2, ,1,)n:_ F J99
C t r l -Cx1 :  , 199
c a.:;iftopx ,244

D

DATAVOLATILE 3?'  i - ,  178
DATA : ATTR :AVER? :? ]/ 1..., lgl
DATA  :ATTR:CFAC?  f  ?7  F ,  l g l
DATA :ATTR: pOJN? r-" : /  i^ ,  lg l
DATA:ATTR: pTp? f ,  ? 7 . f , ,  l8 l
DATA:CAT?a-"> r ' -  ,182
DATA: COPY =-r > f' ,182
DATA:DAC VOLATILE 3-v> F" ,179
DATA:DEL :?7  F  , l g3
DATA:DEL :ALL  : r ?  7  [ i ,  l g4
DATA: NVOL: CAT? f,-" 7 l.r , lg4
DATA:NVOL:FREE?f -"7 } :  , I85
dBr, 64, 150, 286
DC ilil+.

APPLy tI!J:-,< ,24
}E{r( , 62, 149
iiitrfti/\i. /1, ("d)iEd(, 24

N  t 7 t . ' t  I
tjl rj Dc 'diB,tftft 

,62,1s0

および出力終端 ,62,150
および任意波形 ,63,177

前面パネルでの選択 ,21

リモート・インタフェースでの選択 ,149

DISP:TEXTコ イヽンド ,188

DISP:TEXT:CLEコ マンド ,189

D I S Pコマンド, 1 8 8

D S Rライン( R S  2 3 2 ) , 1 9 8

駅 ライン( R S  2 3 2 ) , 1 9 8

E

"Enter Nlmber''モード ,3,38

ERRORア ナンシユータ ,5

Extアナンシエータ ,5

ExtTrig tt f・,81, 102, 160

F

F M : D E Vコマンド , 1 "

FM:INT:FREQコ ス′ンド ,159

FM:INT:FUNCコ マンド ,159

FM:STATコ マンド ,159

FMア ナンシエータ ,5
FM変 調

搬送周波数 ,78

搬送波の波形 ,77

変調周波数 ,79,159

変調波の波形 ,79,159

操作の概要 ,76,157
ピーク周波数備差 ,80,158

同期信号 ,79

技術的な説明 ,288

FORM:BORDコ マンド ,185

FREQ:STARコ マンド ,171

FREQ:STOPコ マンド ,171

FREQコ マンド ,146

FSK

「ホツプ」周波数 ,92,168

技術的な説りJ,290

最大外部レート,93

信号源 ,93,169

操作の概要 ,44,167

トリulf諄号 ,91

内部レート,93,168

搬送波周波数 ,91

FSK:FREQコ マンド,168

|■
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FSK:INT:RATEコ マンド,168

FSK:SOURコ マンド,169

FSK:STATコ スインド,169

FSKア ナンシエータ ,5

FSK端 子 ,102

FUNC:SHAPコ マンド,145

FUNC:SHAP, USERコ マンド・177

FUNC:USERコ マンド,176

G

G P  I B アドレス

I P―I Bアドレスを参1〔

H

H P 3 4 3 9 8 Aケープル・キット, 1 9 7

H P 3 4 3 9 9 Aアダプタ キヽット , 1 9 6
H P 3 4 8 1 l A  B e n c h L i n kソフトウェア , 1
HP―IB

インタフェースの選択 ,115,218

機能コード,225
ダウンロード速度 ,299

任意波形のダウンロード,255

1P IBア ドレス

■l場設定‖1,114,217

選択 ,114,217

HP IBコマンド・ライプラリ ,244

:

1EEE-488

共通コマンド,214

準拠情報 ,225

インタフェースの選択 ,H5。 218

1EEE 488アドレス

エ場設定111,H4,217

選1く,H4,217

10TRICGERコ マンド,101

M

MEM:STAT :DELr?Y  f -
Mi crosott 

(oQu 
ickco, 244

MIN , IAX /r7 t  - ,  ,213

N

new line文字 ,214

Ntlllアナンシユータ ,5

Nyqtlist Sampling Theorell,276

0

0■Setアナンシエータ ,5

0UTP:LOADコ マンド,151

0UTP:SYNCコ マンド,151

P

PULS:DCYCコ マンド.147

Q

QtlickCの例 ,244

QllickBASICの例 ,247

R

M ll,2お

Rmtア ナンシエータ ,5

RS-232

インタフェースの選択 ,115,218
ケープルおよびアダプタ ,196

構成 ,195
コンピュータヘの接続 ,196
スタート・ビット,195
ストノプ・ビット,195
データ・フレーム・フォーマット,196

トラブルシューティング ,199

任意波形のダウンロード速度 ,299

任意波形のダウンロードと例 ,267
ハンドシェーク ,198
パリテイおよびデータ・ビツト,H6,220

ボーレート,H6,195

S

XPI::語

言語のFlい合わせ ,H7
コマンド・サマリ 127～ 135

コマンド・フォーマツト,212

準拠情報 ,221

紹介 211ヽ 215

シンタックスの慣例 ,127

ステータス・レジスタ201ヽ 208
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大括弧(〔])とシンタックス ,127

ダウンロード速度

HP IBお よび任意波形 ,299
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データ・ビット(RS 232)
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プログラム例 ,248
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ガ』,74

FM,79

FSK,91

SYNC端 子 ,68,151

イネープル/デ イスエープル ,68,151

全ファンクションの , 6 8

1チj」| ,95
バースト(ゲート・モード).86
バースト(トリガ・モード),86

な

内蔵任意波形 ,175

内部 FSKレ ート,93,168

内部 トリガ ,99,168

内部バースト・レート,88,164
二進データ

任意波形 ,179
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プロック・フォーマ ント,180

1T意波形

学習の概要 ,278
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コピー名 ,182
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周波数の制llt,57,146
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電源投入時 ,Hl

前而パネル
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アナンシユータ ,5

概要 ,2

数値の人力 ,3
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メニューの例 ,33-39
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使用lr能なメモリ ,185

振幅のIIl限,148,177

前面パネル操作 ,103～ 108

内蔵波形 ,175
「1進データ ,179

波形削除 ,183
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浮動小数点データ ,178

は

ハーバサインの例 ,248

配線ハ|アダプタ(RS 232),196

波形の平均『1,285

搬送周波数

AM,72

FM,77

F S K , 9 1
バースト変調 , 8 4
ハンドシェーク(RS-232),198
ハンドル

位rtの変更 ,18
〕kりはⅢFし ,27

t‖幣 ,18
バースト変調

開始位夕1,89,163

外部ゲー ト̀ |:サ源 ,33,164

技術的な説り1,291

ゲート・モード ,81,160

前■1パネル操作 ,47
トリガ・モード,81,160

トリガll琴源 ,82,165

卜Jttliけ,86

内部レート,88,164

搬送周波数範,H,84,162

バースト カ ウントのIIl限,85,162
バースト・カウントの選択 ,87.162

プログラム例 ,248
バィトlrt(1進データ),185
バス ト リガ ,101,186
バンパーの取りはずし ,27
パーセントとデューティ・サイクル ,147
バーセント変調

変1調度を参照
パラメータの種類(SCPI),215
バリティ(RS 232)

:|:場設定fr,H6,195,220

】1夕く , 116, 195

選択 ,116.220

任意rrx形のLll限,H6,195
パルスとプログラム例 ,255
パワー ・ダウン・リコール ,ll19,152
ヒューズと,じ源 ,16

表示のコンマ ,52,H3

標lllイベント レ ジスタ

ビットのクリア ,208
ビットの定義 ,207
ビープ青 ,189
ビットの定義
ステータス・バイト ,203

標lllイベント・レジスタ ,207
ピーク・ッー・ピークlli,285
ピーク ッ ー ・ピーク111(任意波形データ),285

ピークfll,285
ビーク備差(FM),80,158

フアームウェアの改if,H3,190

フアンクション

周波数との矛,「,55

振llllとのオリ「 ,55

前■iパネルでの選択 ,56

変調マトリックス ,56,145

リモート・インタフェースでの選択 ,145

フェーズ(バースト),89,163

ィJ lrt品チェックリスト ,15

,71TllJ小数点データ ,178

プロック・フォーマットと二進データ ,180

プログラミング

概要 ,136

例 ,243～ 269

プログラム例(リモート・インタフェース),252

川 波形 ,252

APPLyコ マンド,248
」ラーによるlJり込み ,261
ステータス レ ジスタ .261

ステートのストア .252
ダンプした]i弦波 ,267
トリガ ,248

任意波形(llP‐IB),255

任意波形(RS-232),267
ハーバサイン ,248
バースト変調 ,248

平均(任意波形データ),181

備差とピーク11波数 ,811,1%
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